
ＷＡＭ助成へのご寄付のお願い WAM助成へのご寄付には、税制上の優遇措置があります

令和７年度までの助成総額

これまでの助成実績

SINCE 令和７年度実績

助成規模（一件あたり採択額）

50～2,000万円

採択件数204件／要望件数704件1990

約825億円

約15,000件以上

独立行政法人福祉医療機構
NPOリソースセンター
〒105-8486 東京都港区虎ノ門4-3-13 ヒューリック神谷町ビル９階
TEL：03-3438-9942　FAX:03-3438-0218

https://www.wam.go.jp/hp/cat/wamjosei/WAM助成
レポートに
関する

お問い合わせ

詳細はホームページから

ご寄付のお願い

50～
300万円

未満
21％

300～
500万円

未満
20％

500～
700万円

未満
29％

700～
2,000万円
30％

アンケートに
ご協力ください

1990年（平成2年）創設以来
30年以上にわたり、民間福祉
活動を後押しすることで福祉
課題の解決の仕組みづくりを
目指しています。

近年の年間予算額は
6億円弱です。

このうち10,149件の助成実績データ・報告書は、WAMホームページ
で閲覧することができます。

団体規模に関わらず、事業の目的に応じた金額の
申請が可能です。
「団体立上げ期」「新事業展開期」「全国広域展開期」
等、様々な段階にある団体の事業について、助成を
行っています。

ＷＡＭ助成レポートでは、今後の作成の参考にさせていただくため
アンケートを実施しております。ご協力の程お願いいたします。

ご支援をいただける個人、法人、
企業の皆さまを募集しています。
寄付金は、助成金の財源として
活用いたします。

皆さまの社会貢献が社会課題を解決します。
独立行政法人福祉医療機構では、国の施策と連携し、地域共生社会の実現
を目指した福祉医療の基盤整備をすすめるため、多岐にわたる事業を展開
しています。そのうちWAM助成では、事業の一層の推進を図る観点から、
個人や法人、企業の皆さまより広く寄付金を受け付けています。
多くの皆さまのご支援・ご協力をいただきますようお願い申し上げます。

数字でみるＷＡＭ助成

WAM助成レポート
2025

NPOなどの民間福祉活動を助成金で応援します！



制度の狭間に対する
民間福祉活動を応援し、
社会課題の解決の仕組みをつくる

福祉医療機構がＷＡＭ助成でめざすもの

　国庫補助金や寄付金を財源としたＷＡＭ助成（社会福祉振興助成事業）は、政策動向や国民ニーズを踏まえ、
民間の創意工夫ある活動や地域に密着したきめ細やかな活動等に対し、助成を行うことで、高齢者・障害者等が
地域のつながりの中で自立した生活を送れるよう、また、こどもたちが健やかに安心して成長できるよう必要な
支援を行うことを目的としています。

助成テーマ
制度化・モデル化した事例
（令和４年度事業より抜粋）

地域連携・
広域連携を応援

複数の団体と強みを
活かした連携により
実施する事業を
応援します。

行政との協働や
政策提言を

促進することで、
制度の更なる拡充を
図ります。

制度化を促進分野横断的活動
を後押し

制度の狭間の
課題に対応する
分野横断的活動を
後押しします。

国の政策に連動

幅広い助成テーマを
設定しています。

連携
ネットワーク分野横断

中間
支援組織 社協地域住民

企業

助成機関

医療機関NPO

行政

福祉施設

制度の狭間
への対応

●フードパントリー事業
●居住支援加速化事業
●中核生活支援センター事業
●ホームスタート事業
●子ども食堂コーディネーター事業

⑴　安心して暮らせるための地域共生社会の実現に向けた
包括的な支援に資する事業

⑵　求められる介護サービスを提供するための多様な人材
の確保や生産性の向上等に資する事業

⑶　認知症（若年性認知症を含む）の人やヤングケアラーを
含む介護する家族の不安や悩みに応える相談機能の強化
及び支援体制の充実に資する事業

⑷　元気で豊かな老後を送れる健康寿命の延伸に向けた取
り組み強化や高齢者への多様な就労の機会の確保に資す
る事業

⑸　難病患者・がん患者等の活躍や様々な活動への参加等
を支援する事業

⑹　DV・性被害など困難な問題を抱える人への支援に資す
る事業

⑺　就職氷河期世代の就労・社会参加に対する支援に資す
る事業

⑻　障害者・障害児の地域生活の支援や様々な活動への参
加等を促進する事業

⑼　若者の自立等につながる多様な支援に資する事業
⑽　妊娠・出産・育児に関する各段階の環境づくりや負担・
悩み・不安を切れ目なく解消するための支援事業

⑾　出産後・子育て中も就業が可能な多様な保育サービス
の充実、多様な人材の確保、生産性の向上等に資する事業

⑿　希望する教育を受けることを阻む経済事情など様々な
制約の克服に資する事業

⒀　子育てが困難な状況にある家族・こども等への配慮・
対策等の強化に資する事業

【誰もが暮らしやすい包摂社会の実現】

⒁　被災者支援や被災者支援の担い手となる人材の確保・
育成など地域における防災力の強化に資する事業

【被災者支援・地域における防災力の一層の強化】
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先駆的な事例から紐解く『社会課題』『事業』『成果』

今、私たちの目の前に現れる社会課題は一層、複雑化しています。

ません。
本誌では、Ｗ A Ｍ助成の中から、複雑な社会課題に立ち向かうために、分野を横断し

たり、他機関とのネットワークを活かしたりしながら事業に取り組まれた、全国各地の
先駆的な事例とその成果等を掲載しています。
・どのような社会課題が存在するのか？
・誰と連携・協力し、どのような事業に取り組んでいるのか？
・事業はどのような成果につながっているのか？

令和７年 12 月
独立行政法人福祉医療機構 ＮＰＯリソースセンター

月刊誌「WAM」
［編集・発行］独立行政法人福祉医療機構
［編集協力］株式会社法研

連携先を

イメージ

社会課題を

知る

事業の組み方に

学ぶ

成果を

捉える

はじめに

　本誌は月刊誌「WAM」令和６年４月号～
令和７年３月号に掲載された「いきいきチャ
レンジ」の記事がもとになっています。掲載
内容は、月刊誌「WAM」掲載当時のものです。

　といった視点から、事例をご覧いただくことで、本誌が皆さまの活動のヒントや事業
立案の一助となり、そして、民間福祉活動にかかわりを持つ個人や企業・行政などさ
まざまな主体の連携の輪が広がるきっかけとなれば幸いです。
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行政・医療機関との連携

1 	 0 ～ 2歳児と親の笑顔・支援力を豊かに推進する�
	 ネットワーク強化事業
	 ～特定非営利活動法人子ども劇場千葉県センター～
	 （千葉県千葉市）
	 「地域のネットワーク強化で親子の笑顔を支援」………………… 7

	 子育て 　

2 	 ICT で、介護の生産性向上と要介護者・家族の�
	 繋がりを蘇らせる事業
	 ～NPO法人タダカヨ～（東京都大田区）
	 「お金のかからない ICTで介護現場を支える」…………………… 11

	 高齢者 　

3 	 学生等の若者に対するシームレスな学業・生活�
	 支援事業
	 ～社会福祉法人巣立ち会～（東京都三鷹市）
	 「切れ目のない支援で地域の若者を支える」……………………… 15

	 居場所 　 若者

4 	 小児アレルギーの「保健指導」充実へ　�
	 ツールを作成し活用を図る事業
	 ～特定非営利活動法人アレルギーを考える母の会～
	 （神奈川県横浜市）
	 「わかりやすく具体的なツールで小児アレルギー支援を充実」…… 19

	 子育て
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NPO・専門職者との連携

5 	「隠れた非行」の若者に対する多様な対話を通した�
	 支援事業
	 ～NPO法人 SFD21JAPAN～（福岡県福岡市）
	 「地域の居場所で「隠れた非行」の SOSに応える」… ………… 23

	 居場所 　 若者

6 	 先輩ママと助産師と小児科医が創る乳幼児の親子の�
	 居場所事業
	 ～NPO法人はんもっく～（大阪府箕面市）
	 「乳幼児親子が安心できる地域の居場所づくり」………………… 27

	 子育て

7 	 支援の届きにくい人たちへの新たな食支援の構築と�
	 相談支援事業
	 ～認定NPO法人フリースペースたまりば～
	 （神奈川県川崎市）
	 「食支援からつながる地域の相談コミュニティ」………………… 31

	 子育て

地域との連携

8 	 障がい者と地域をつなぐ対話型アート鑑賞の運営�
	 人材育成事業
	 〜一般社団法人シブヤフォント〜（東京都渋谷区）
	 「対話型アート鑑賞で障害者と地域をつなぐ」…………………… 35

	 障害者
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地域との連携

9 	 育てよう、地域の未来を創る人（ひきこもりゼロを�
	 目指して）事業
	 〜特定非営利活動法人キャリアサポート〜（大分県中津市）
	 「地域で若者を支え、ひきこもりゼロを目指す」………………… 39

	 居場所 　 若者

10 	 在宅でも居場所でも社会参加できる高齢者の�	 「生きるをつくる」事業
	 ～特定非営利活動法人ひだまり創～（岐阜県岐阜市）
	 「地域高齢者の「生きるをつくる」サポート」…………………… 43

	 高齢者 　

巻末付録

11 	 地域社会から選ばれる存在となるために�	 ~「覚悟」と「哲学」を持った活動を~
	 ～令和 6年度WAM助成シンポジウム～… ………………… 47

	 連携 　

12 	 事業継続を見据えた事業計画に助成金を活かすには�	 ～オンライン学習会～… ………………………………………… 53

	 計画
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ン
タ
ー
、
子

育
て
広
場
な
ど
の
30
カ
所
で
開
催
し
、
延
べ
１
０
１ 

４
人
の
親
子
や
施
設
・
行
政
職
員
が
参
加
し
た
。

　「ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
県

内
54
市
町
村
の
子
育
て
支
援
課
に
事
業
内
容
の
説
明

に
出
向
き
、
希
望
の
あ
っ
た
市
町
村
の
子
育
て
支
援

の
実
施
状
況
を
確
認
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
内
容

や
開
催
場
所
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。
参
加
者
を
募
る

特定非営利活動法人子ども劇場千葉県センター
0～2歳児と親の笑顔・支援力を豊かに推進する
ネットワーク強化事業

令和4年度事業

【事業概要】
　0～ 2歳児とその親を対象に、文化芸術を活用したワークショッ
プを開催し、親子の愛着形成や成長発達に沿った遊びのスキルを身
に着けてもらうとともに、子育て支援者を対象にした支援力向上講
座、事業を継続して推進するためのネットワークづくりを行う事業

【実施内容】
◆ �0 ～ 2歳児と親がふれあってあそぶ
ワーク
行政と連携し
ながら、プロ
パフォーマー
によるわらべ
うた、人形劇、
ダンス等の親
子がふれあえ
るワークショップを開催し、親子の愛
着形成や遊びのスキルを身につける
◆保育士・子育て支援者対象の支援力
向上講座
子育て関連施設のスタッフを対象にし
た講座を開催し、遊びのスキルや親子
との関わり方を学ぶことにより支援の
専門性を高める
◆事業を継続し推進するためのネット
ワークづくり
支援活動を継続するため、行政や保
育関連施設、支援者をつなぐネット
ワークづくりを行う

事業概要

【成果】
◆0～2歳児の親子を対象にしたワークショップは、
千葉県内の17市1町（30カ所）で開催し、延べ
1014人が参加した。親子の愛着形成や家庭内での
遊びが豊かになるスキルの獲得、親同士の交流が図
られることにつながった
◆支援力向上講座は、開催を希望した5市（5カ所）
で開催し、約100人の支援関係者が受講した。佐
倉市では児童センター5施設が合同開催したり、行
政職員が多く参加するなど高い関心が寄せられた
◆事業の継続・推進に向けた取り組みとしては、同法
人のコーディネートにより、各市で行政や社会福祉
協議会、指定管理者などを中心としたネットワーク
会議が発足されること
に至った
　　佐倉市と鎌ヶ谷市で
は、市の子育て施策に
反映し、財源を確保す
ることにつながり、現
在は他市でも予算化に
向けた検討が進められ
ている

WAM助成
e -ライブラリー

助成額

400万円

舞台鑑賞のあとは、楽器に触れたり、
親子が交流しながら体験できる機会を
つくった

県内30カ所（17市 1町）で開催し
たワークショップでは、プロパフォー
マーによるわらべうた、人形劇、コン
サート、ダンス、ふれあい遊びなどの
参加型プログラムを行った

いきいき

ャレンジチ
いきいき

地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
で

親
子
の
笑
顔
を
支
援

千
葉
市
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
子
ど
も
劇
場
千
葉
県
セ
ン
タ
ー

子
ど
も
の
育
ち
と
子
育
て
を
支
援

　昭
和
41
年
に
福
岡
市
で
立
ち
上
が
っ
た
子
ど
も
劇

場
は
、
文
化
芸
術
や
遊
び
の
体
験
を
通
じ
て
、
子
ど

も
と
大
人
が
と
も
に
育
ち
あ
え
る
地
域
を
つ
く
る
と

い
う
市
民
活
動
に
発
展
し
、
平
成
3
年
に
は
全
国
で

７
０
７
団
体
（
会
員
53
万
７
０
０
０
人
）
に
活
動
が

広
が
っ
た
。
現
在
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
任
意
団

体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
見
直
し

な
が
ら
、
子
育
て
支
援
活
動
、
芸
術
文
化
活
動
、
社

会
福
祉
活
動
な
ど
を
展
開
し
て
い
る
。

　千
葉
市
に
あ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
子
ど
も
劇

場
千
葉
県
セ
ン
タ
ー
（
理
事
長
：
宇
野
京
子
氏
）
は
、

昭
和
63
年
に
任
意
団
体
と
し
て
発
足
し
、
平
成
11
年

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
し
て
い
る
。「
千
葉
県
内
の
子
ど

も
の
発
達
権
を
保
障
す
る
生
活
文
化
環
境
を
創
る
」

こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
掲
げ
、
子
ど
も
た
ち
の
育
ち

や
子
育
て
を
支
援
し
て
き
た
。

　主
な
事
業
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
プ
ロ
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ー
に
よ
る
舞
台
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
提

供
、
文
化
芸
術
を
体
験
す
る
遊
び
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
い
、
乳
幼
児
の
非
認
知
能
力
を
育
む
「
は
じ

め
て
の
お
し
ば
い
」、
病
院
や
福
祉
施
設
の
子
ど
も

を
対
象
に
し
た
「
病
気
や
施
設
の
子
ど
も
が
笑
顔
に

な
る
贈
り
も
の
事
業
」、
学
校
へ
の
芸
術
家
派
遣
事

業
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
相
談
支
援
と
し
て
、
18
歳
ま
で
の
子
ど

も
を
対
象
に
し
た
常
設
の
電
話
相
談
「
チ
ャ
イ
ル
ド

ラ
イ
ン
千
葉
」
と
、
養
育
者
の
悩
み
や
不
安
を
傾
聴

す
る
電
話
相
談
「
マ
マ
パ
パ
ラ
イ
ン
ち
ば
」（
毎
週

金
曜
）
を
自
主
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

０
～
２
歳
児
を
対
象
に
し
た

子
育
て
支
援
に
取
り
組
む

　同
法
人
は
、
令
和
２
～
４
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を

活
用
し
、
０
～
２
歳
児
の
親
子
を
対
象
に
文
化
芸
術

を
活
用
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
子
ど
も
の

成
長
発
達
に
寄
り
添
う
、
子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　0
～
2
歳
児
の
親
子
を
支
援
対
象
に
し
た
経
緯
に

つ
い
て
、
副
理
事
長
の
買
場
都
明
氏
は
次
の
よ
う
に

説
明
す
る
。

　「千
葉
県
に
お
け
る
子
ど
も
の
虐
待
相
談
件
数
は

増
加
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
9
割
は
実
父
母
に

よ
る
虐
待
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
法
人
が
開
設
す
る

電
話
相
談
事
業
で
も
、
子
育
て
で
ス
ト
レ
ス
を
抱
え

た
保
護
者
が
孤
立
し
て
い
た
り
、『
子
ど
も
が
好
き

に
な
れ
な
い
』
と
い
っ
た
、
虐
待
に
つ
な
が
り
か
ね

な
い
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。と
く
に
、

0
～
2
歳
児
は
親
子
間
の
愛
着
形
成
が
必
要
な
時
期

で
あ
り
、
虐
待
の
未
然
防
止
や
親
子
の
笑
顔
を
取
り

戻
し
て
も
ら
い
た
い
と
願
い
、
乳
幼
児
の
成
長
発
達

 WAMから ひと言

　プロの芸術家による体験・参加型プ
ログラムであり、プロの芸術家の力及
びそれを感じ取る子どもたちの感性を
知らされる事業です。コロナ禍の影響
下においても計画通りに事業を実施
し、多数の参加者から高い評価を得て
いる点を評価しています。
　今回実施された取組みは0～2歳児
の親子支援として効果的であるように
みられますが、今後も事業を実施して
いる各地域において当該取組みへの理
解が進み、事業の継続や拡大につなが
ることを期待します。
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行
政
と
連
携
し
て
0
〜
2
歳
児
の
親
子
を
対
象

に
文
化
芸
術
を
活
用
し
た
遊
び
に
関
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
親
子
間
の
愛
着
形
成
や
虐
待
防

止
、
非
認
知
能
力
の
育
成
を
目
的
に
取
り
組
ま
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
保
育
士
・
子
育
て
支
援
対
象
者
の
支

援
力
向
上
講
座
を
開
催
し
、
支
援
対
象
者
の
ス
キ
ル

向
上
に
も
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
を
継
続
し
て
実
施
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
に
も
挑
ま
れ
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
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を
研
究
し
た
プ
ロ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
に
よ
る
文
化
芸

術
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ

て
、
0
～
2
歳
児
の
非
認
知
能
力
を
育
み
な
が
ら
、

親
子
の
愛
着
形
成
や
癒
し
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指

し
ま
し
た
」。

　令
和
2
年
度
事
業
は
、
行
政
と
連
携
し
な
が
ら
0

～
2
歳
児
親
子
へ
の
文
化
芸
術
を
活
用
し
た
遊
び
に

関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
中
心
に
行
い
、令
和
3
年

度
事
業
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
加
え
、子
育
て
支
援

者
に
対
す
る
支
援
力
向
上
を
図
る
講
座
を
開
始
し
た
。

　令
和
4
年
度
事
業
は
、「
0
～
2
歳
児
と
親
の
笑

顔
・
支
援
力
を
豊
か
に
推

進
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強

化
事
業
」と
し
て
、1
、2

年
目
の
事
業
を
継
続
・
拡

大
す
る
と
と
も
に
、
活
動

を
継
続
し
推
進
す
る
た
め

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を

目
的
に
、
①
0
～
2
歳
児

と
親
が
ふ
れ
あ
っ
て
あ
そ

ぶ
ワ
ー
ク
、
②
保
育
関
係

者
対
象
の
支
援
力
向
上
講

座
、
③
事
業
を
継
続
し
推
進
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
を
実
施
し
た
。

行
政
と
協
働
し
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

　　0
～
2
歳
児
の
親
子
を
対
象
に
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
は
、
参
加
し
た
親
子
が
笑
顔
で
楽
し
む
と
と
も

に
、
成
長
発
達
に
沿
っ
た
日
常
生
活
に
活
か
せ
る
遊

び
の
ス
キ
ル
を
身
に
着
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
、
プ
ロ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
に
よ
る
、
わ
ら
べ
う
た
、

人
形
劇
、
ダ
ン
ス
、
ふ
れ
あ
い
遊
び
な
ど
の
文
化
芸

術
を
活
用
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
。

　令
和
4
年
度
は
、
県
内
17
市
1
町
の
保
育
所
や
児

童
館
、子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、児
童
セ
ン
タ
ー
、
子

育
て
広
場
な
ど
の
30
カ
所
で
開
催
し
、
延
べ
１
０
１ 

４
人
の
親
子
や
施
設
・
行
政
職
員
が
参
加
し
た
。

　「ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
県

内
54
市
町
村
の
子
育
て
支
援
課
に
事
業
内
容
の
説
明

に
出
向
き
、
希
望
の
あ
っ
た
市
町
村
の
子
育
て
支
援

の
実
施
状
況
を
確
認
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
内
容

や
開
催
場
所
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。
参
加
者
を
募
る

特定非営利活動法人子ども劇場千葉県センター
0～2歳児と親の笑顔・支援力を豊かに推進する
ネットワーク強化事業

令和4年度事業

【事業概要】
　0～ 2歳児とその親を対象に、文化芸術を活用したワークショッ
プを開催し、親子の愛着形成や成長発達に沿った遊びのスキルを身
に着けてもらうとともに、子育て支援者を対象にした支援力向上講
座、事業を継続して推進するためのネットワークづくりを行う事業

【実施内容】
◆ �0 ～ 2歳児と親がふれあってあそぶ
ワーク
行政と連携し
ながら、プロ
パフォーマー
によるわらべ
うた、人形劇、
ダンス等の親
子がふれあえ
るワークショップを開催し、親子の愛
着形成や遊びのスキルを身につける
◆保育士・子育て支援者対象の支援力
向上講座
子育て関連施設のスタッフを対象にし
た講座を開催し、遊びのスキルや親子
との関わり方を学ぶことにより支援の
専門性を高める
◆事業を継続し推進するためのネット
ワークづくり
支援活動を継続するため、行政や保
育関連施設、支援者をつなぐネット
ワークづくりを行う

事業概要

【成果】
◆0～2歳児の親子を対象にしたワークショップは、
千葉県内の17市1町（30カ所）で開催し、延べ
1014人が参加した。親子の愛着形成や家庭内での
遊びが豊かになるスキルの獲得、親同士の交流が図
られることにつながった

◆支援力向上講座は、開催を希望した5市（5カ所）
で開催し、約100人の支援関係者が受講した。佐
倉市では児童センター5施設が合同開催したり、行
政職員が多く参加するなど高い関心が寄せられた

◆事業の継続・推進に向けた取り組みとしては、同法
人のコーディネートにより、各市で行政や社会福祉
協議会、指定管理者などを中心としたネットワーク
会議が発足されること
に至った

　　佐倉市と鎌ヶ谷市で
は、市の子育て施策に
反映し、財源を確保す
ることにつながり、現
在は他市でも予算化に
向けた検討が進められ
ている

WAM助成
e -ライブラリー

助成額

400万円

舞台鑑賞のあとは、楽器に触れたり、
親子が交流しながら体験できる機会を
つくった

県内30カ所（17市 1町）で開催し
たワークショップでは、プロパフォー
マーによるわらべうた、人形劇、コン
サート、ダンス、ふれあい遊びなどの
参加型プログラムを行った
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

た
講
座
で
は
、
人
形
の
作
り
方
を
教
え
た
り
、
グ
ル

ー
プ
内
で
受
講
者
が
互
い
に
演
じ
て
み
て
、
ど
の
よ

う
に
し
て
子
ど
も
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
の
か
を
学
び
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
伝
わ
り

や
す
い
話
し
か
け
方
や
表
情
、
目
線
の
高
さ
な
ど
を

ア
ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と
に
よ
り
、
遊
び
の
専
門
性
と

と
も
に
、
親
子
と
の
関
わ
り
方
な
ど
支
援
力
を
高
め

る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
」（
滝

口
理
事
）。

　地
域
の
子
育
て
施
策
と
し
て

事
業
が
継
続
さ
れ
る

　事
業
を
継
続
し
推
進
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
で
は
、
同
法
人
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
を
担

い
、
行
政
と
と
も
に
市
内
の
支
援
施
設
、
支
援
者
を

つ
な
ぎ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
に
あ
っ
た
仕
組
み
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
を
働
き
か
け
、2
市（
佐

倉
市
、
市
原
市
）
に
お
い
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の

立
ち
上
げ
に
つ
な
が
っ
た
。

　さ
ら
に
、
佐
倉
市
で
は
立
ち
上
げ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
で
市
と
児
童
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
が
事

業
の
成
果
を
共
有
し
、
指
定
管
理
者
の
財
源
か
ら
予

算
を
確
保
し
た
ほ
か
、
鎌
ヶ
谷
市
で
は
本
事
業
を
市

の
子
育
て
施
策
に
反
映
し
て
予
算
を
確
保
し
た
こ
と

で
、
次
年
度
以
降
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
講
座
を
継

続
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
そ
の
他
の
市

に
お
い
て
も
予
算
化
に
向
け
た
検
討
が
進
め
ら
れ
て

い
る
と
い
う
。

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
芸
術
的
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
子
育
て
支
援
と
し
て
有
効
で
あ
る
こ
と
の
理
解
を

広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　「0
～
2
歳
児
の
親
子
を
対
象
に
し
た
芸
術
的
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
、
親
子
間
の
愛
着
形
成
や
虐
待
防
止
、

子
ど
も
の
非
認
知
能
力
を
育
む
な
ど
、
子
育
て
支
援

と
し
て
有
効
で
あ
る
こ
と
を
保
護
者
や
支
援
者
は
も

ち
ろ
ん
、
行
政
職
員
に
も
理
解
し
て
も
ら
え
た
こ
と

は
大
き
な
成
果
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
さ
ら
に
支

援
活
動
を
広
げ
て
い
く
た

め
、
県
内
54
市
町
村
の
子
育

て
支
援
課
等
を
訪
問
し
、
助

成
事
業
の
成
果
報
告
を
行

い
、
3
年
間
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
か
ら
分
析
し
た
デ
ー
タ

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
モ
デ
ル
を

示
し
な
が
ら
、
子
育
て
施
策

に
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
働
き

か
け
て
い
き
ま
す
」（
買
場

副
理
事
長
）。

　親
子
の
愛
着
形
成
や
子
ど

も
の
非
認
知
能
力
を
引
き
出

す
芸
術
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活

用
し
た
子
育
て
支
援
を
実
践

す
る
同
法
人
の
取
り
組
み
が

全
国
に
広
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

　

　WAM 助成では、行政と連
携してワークショップや支援力
向上講座、ネットワークづくり
を行いました。行政と協働する
際には、アンケート調査結果を
もとに大学教授に分析をしても

らったデータを示し、芸術的プログラムが子育て支援とし
て有効であることの根拠や裏づけを共有しました。
　行政としては民間団体と協働したり、予算化を考えるうえ
で根拠となるデータがなければ動けないところがあります。
3 年間の事業でデータを蓄積し、市民の声として届けたこ
とにより、行政との連携が図れたところが大きいと思いま
す。

特定非営利活動法人
子ども劇場千葉県センター

副理事長　買場  都明氏

データを示し、行政と協働

〒 260−0031  
千葉市中央区新千葉 2-17-6 サンコート新千葉 102
T E L： 043−301−7262
F A X： 043−301−7263
U R L： https://chiba.gekijou.org/
設　　立：平成 11 年 5 月
理 事 長：宇野　京子

◆団体概要

左上から事務局長の笠原直子氏、理事の滝口淳子氏、
左下から副理事長の買場都明氏、理事の中村雪江氏

広
報
も
全
面
的
に
協
力
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」（
買
場
副
理
事
長
）。

　ま
た
、
1
年
目
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
感
染

拡
大
す
る
な
か
で
の
開
催
と
な
っ
た
が
、
児
童
館
や

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
閉
鎖
し
て
い
る
状
況

に
対
し
、
行
政
や
施
設
の
支
援
者
は
子
育
て
へ
の
影

響
を
危
惧
し
て
お
り
、
子
ど
も
の
育
ち
に
は
不
可
欠

だ
と
い
う
共
通
認
識
の
も
と
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
い
う
。
感
染
対
策
と
し
て
、
感
染
防
止
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
参
加
人
数
を
限
定
し
た
ほ
か
、

ス
タ
ッ
フ
や
関
係
者
が
2
週
間
分
の
健
康
状
態
（
13

項
目
）
を
記
録
し
た
健
康
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
施
設

に
提
出
す
る
な
ど
、
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
実

施
し
た
。

　芸
術
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

乳
幼
児
の
も
つ
力
を
発
見

　ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
舞
台
鑑

賞
と
と
も
に
家
庭
内
で
の
遊
び
が
豊
か
に
な
る
よ

う
、簡
単
で
楽
し
い
遊
び
の
ス
キ
ル
を
学
び
な
が
ら
、

親
子
や
家
族
同
士
が
交
流
を
図
れ
る
機
会
を
つ
く
っ

た
。　「例

え
ば
、
人
形
劇
で
は
興
味
を
も
っ
た
子
ど
も

が
舞
台
の
そ
ば
ま
で
寄
っ
て
く
る
と
、
パ
フ
ォ
ー
マ

ー
は
、
子
ど
も
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な

が
ら
、プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

人
形
劇
の
あ
と
は
人
形
の
作
り
方
や
動
か
し
方
な
ど

を
伝
え
る
参
加
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
保
護
者
へ
の
癒
し
と

な
る
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
」

（
買
場
副
理
事
長
）。

　

　さ
ら
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
0
～
2
歳
児
の

親
子
だ
け
で
な
く
、
保
育
所
の
保
育
士
や
施
設
の
職

員
も
参
加
す
る
こ
と
で
、
日
頃
の
遊
び
に
取
り
入
れ

た
り
、
普
段
と
異
な
る
親
子
の
様
子
を
確
認
で
き
る

機
会
に
も
な
っ
た
。

　参
加
者
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、「
次

回
も
参
加
し
た
い
」
と
い
う
回
答
が
ほ
ぼ
１
０
０
％

で
、「
楽
し
か
っ
た
」、「
癒
さ
れ
た
」、「
子
ど
も
が
笑
っ

て
い
て
う
れ
し
か
っ
た
」
と
い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら

れ
た
。
子
育
て
中
の
親
が
不
安
や
孤
立
感
か
ら
解
放

さ
れ
た
り
、
親
子
間
の
愛
着
形

成
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
が
う
か
が

え
た
。

　子
ど
も
た
ち
の
様
子
と
し
て
、

「
興
味
深
く
見
た
り
聞
い
た
り
し

て
い
た
」、「
マ
ネ
を
し
て
い
た
」、

「
普
段
み
ら
れ
な
い
動
き
を
し

た
」
な
ど
の
反
応
が
み
ら
れ
、

芸
術
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
子
ど
も

の
心
を
動
か
し
、
非
認
知
能
力

の
基
礎
を
育
む
こ
と
に
つ
な
が

っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
た
。

　行
政
職
員
か
ら
の
反
響
に
つ
い
て
、
理
事
の
滝
口

淳
子
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「当
初
、
行
政
職
員
の
な
か
に
は
『
0
～
2
歳
児

が
人
形
劇
や
歌
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
観
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
』、『
こ
の
よ
う
な
子
育
て
支
援
の
効
果
の
エ

ビ
デ
ン
ス
が
ほ
し
い
』、『
対
象
年
齢
を
限
定
す
る
こ

と
は
費
用
対
効
果
に
見
合
わ
な
い
』
な
ど
の
声
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
参
加
し
て
芸
術
的
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
効
果
を
目
の
当
た
り
に
し
て
も
ら
う
こ

と
で
、
0
～
2
歳
児
の
子
育
て
支
援
に
有
効
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
、
活
動
に
共
感
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
3
年
間
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
で
活

動
に
対
す
る
理
解
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
実
感
し
て

い
ま
す
」。

　支
援
ス
タ
ッ
フ
の
遊
び
や

支
援
力
の
ス
キ
ル
を
高
め
る

　支
援
者
を
対
象
と
し
た
支
援
力
向
上
講
座
は
、
5

市
5
カ
所
で
開
催
し
、
子
育
て
支
援
者
１
０
０
人
と

行
政
職
員
６
人
が
受
講
し
た
。

　支
援
力
向
上
講
座
は
、
1
年
目
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
た
際
に
、
保
育
所
の
保
育
士
や
施
設
の

支
援
ス
タ
ッ
フ
か
ら
「
自
分
た
ち
も
プ
ロ
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ー
か
ら
学
び
た
い
」
と
い
う
要
望
や
、
研
修
を

受
講
す
る
機
会
が
少
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
っ
た
こ

と
を
受
け
、
2
年
目
の
事
業
か
ら
開
始
し
て
い
る
。

　令
和
4
年
度
は
、
行
政
か
ら
所
管
す
る
保
育
所
や

子
育
て
支
援
施
設
に
呼
び
か
け
て
も
ら
い
、
受
講
の

申
し
込
み
が
あ
っ
た
保
育
所
、
幼
稚
園
、
親
子
の
つ

ど
い
の
広
場
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
児
童
セ
ン

タ
ー
で
実
施
し
た
。

　「人
形
劇
の
プ
ロ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
を
講
師
に
し

19 ●WAMー2024.4

支援スタッフを対象にした支援力向上講座の様
子。プロのパフォーマーの指導により親子との
関わり方や遊びの専門性を高めることを学んだ
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

た
講
座
で
は
、
人
形
の
作
り
方
を
教
え
た
り
、
グ
ル

ー
プ
内
で
受
講
者
が
互
い
に
演
じ
て
み
て
、
ど
の
よ

う
に
し
て
子
ど
も
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
の
か
を
学
び
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
伝
わ
り

や
す
い
話
し
か
け
方
や
表
情
、
目
線
の
高
さ
な
ど
を

ア
ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と
に
よ
り
、
遊
び
の
専
門
性
と

と
も
に
、
親
子
と
の
関
わ
り
方
な
ど
支
援
力
を
高
め

る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
」（
滝

口
理
事
）。

　地
域
の
子
育
て
施
策
と
し
て

事
業
が
継
続
さ
れ
る

　事
業
を
継
続
し
推
進
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
で
は
、
同
法
人
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
を
担

い
、
行
政
と
と
も
に
市
内
の
支
援
施
設
、
支
援
者
を

つ
な
ぎ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
に
あ
っ
た
仕
組
み
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
を
働
き
か
け
、2
市（
佐

倉
市
、
市
原
市
）
に
お
い
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の

立
ち
上
げ
に
つ
な
が
っ
た
。

　さ
ら
に
、
佐
倉
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で
は
立
ち
上
げ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
で
市
と
児
童
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
が
事

業
の
成
果
を
共
有
し
、
指
定
管
理
者
の
財
源
か
ら
予
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を
確
保
し
た
ほ
か
、
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ヶ
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で
は
本
事
業
を
市

の
子
育
て
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策
に
反
映
し
て
予
算
を
確
保
し
た
こ
と

で
、
次
年
度
以
降
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
講
座
を
継

続
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
そ
の
他
の
市

に
お
い
て
も
予
算
化
に
向
け
た
検
討
が
進
め
ら
れ
て

い
る
と
い
う
。

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
芸
術
的
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
子
育
て
支
援
と
し
て
有
効
で
あ
る
こ
と
の
理
解
を

広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　「0
～
2
歳
児
の
親
子
を
対
象
に
し
た
芸
術
的
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
、
親
子
間
の
愛
着
形
成
や
虐
待
防
止
、

子
ど
も
の
非
認
知
能
力
を
育
む
な
ど
、
子
育
て
支
援

と
し
て
有
効
で
あ
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こ
と
を
保
護
者
や
支
援
者
は
も

ち
ろ
ん
、
行
政
職
員
に
も
理
解
し
て
も
ら
え
た
こ
と

は
大
き
な
成
果
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
さ
ら
に
支

援
活
動
を
広
げ
て
い
く
た

め
、
県
内
54
市
町
村
の
子
育

て
支
援
課
等
を
訪
問
し
、
助

成
事
業
の
成
果
報
告
を
行

い
、
3
年
間
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
か
ら
分
析
し
た
デ
ー
タ

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
モ
デ
ル
を

示
し
な
が
ら
、
子
育
て
施
策

に
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
働
き

か
け
て
い
き
ま
す
」（
買
場

副
理
事
長
）。

　親
子
の
愛
着
形
成
や
子
ど

も
の
非
認
知
能
力
を
引
き
出

す
芸
術
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活

用
し
た
子
育
て
支
援
を
実
践

す
る
同
法
人
の
取
り
組
み
が

全
国
に
広
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

　

　WAM 助成では、行政と連
携してワークショップや支援力
向上講座、ネットワークづくり
を行いました。行政と協働する
際には、アンケート調査結果を
もとに大学教授に分析をしても

らったデータを示し、芸術的プログラムが子育て支援とし
て有効であることの根拠や裏づけを共有しました。
　行政としては民間団体と協働したり、予算化を考えるうえ
で根拠となるデータがなければ動けないところがあります。
3 年間の事業でデータを蓄積し、市民の声として届けたこ
とにより、行政との連携が図れたところが大きいと思いま
す。

特定非営利活動法人
子ども劇場千葉県センター

副理事長　買場  都明氏

データを示し、行政と協働
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F A X： 043−301−7263
U R L： https://chiba.gekijou.org/
設　　立：平成 11 年 5 月
理 事 長：宇野　京子

◆団体概要

左上から事務局長の笠原直子氏、理事の滝口淳子氏、
左下から副理事長の買場都明氏、理事の中村雪江氏

　　2020年から2022年の3年間の助成終了後は、同様の事業を継続して実施し、実施先を拡げPDCAサイクルと自己評価
　2023年度：県内13か所でワーク実施 参加数：0歳〜249人 保護者229人 施設スタッフ28人 行政：25人 講座1回30人
　2024年度：子育て支援センター,乳児院、母子ホーム等14か所でワークを実施。参加数：0歳〜175人　保護者134人
　施設スタッフ105人 行政16人 講座1カ所：41人 参加した母子ホームの保護者と施設の評価が高く継続を強く希望
　2025年度：27カ所でワークを実施中。WAM助成で3市で重点的に実施。連携とネットワークづくりを目指している。
　展望：「こども計画」にNPOも連携協力したいと54市町村を訪問。乳幼児の事業企画提案書を渡し意見交換

助 成 終 了 後 の 活 動 ・ 展 望
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た
。
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
て
全
国
に
活
動
を
広
げ

る
と
同
時
に
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
を

活
用
す
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考
え
ま
し
た
。
ま

た
、
中
小
規
模
の
介
護
事
業
所
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
ス

キ
ル
を
身
に
付
け
た
く
て
も
、
教
え
る
人
が
い
な
か

っ
た
り
、
一
般
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
に
通
っ
て
も
介
護

現
場
の
事
務
作
業
や
介
護
ソ
フ
ト
の
応
用
が
で
き
な

い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
介
護

従
事
者
を
対
象
に
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
Ｐ
Ｃ
ス
ク
ー
ル

を
開
催
し
、
介
護
業
務
に
活
か
せ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル

を
習
得
し
て
も
ら
う
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
た
」。

オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
の
活
用
を
促
進

　　
高
齢
者
施
設
向
け
無
料
オ
ン
ラ
イ
ン
レ
ク
イ
ベ
ン

ト
の
「
タ
ダ
レ
ク
」
事
業
は
、
全
国
各
地
の
入
所
施

設
・
通
所
介
護
事
業
所
と
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
つ
な
ぎ
、
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
。
助
成
期
間
中
に
17
回
開
催
し
、
延
べ

８
５
３
４
施
設
、
約
16
万
人
の
要
介
護
高
齢
者
と
介

護
職
員
が
参
加
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
周
知
方
法
と
し
て
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ

る
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
行
い
、
多
く
の
参
加
者
を

集
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

　「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
普
及
が
目
的
で
あ
る
の
に
対
し
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
と
い
う
ア
ナ
ロ
グ
な
方
法
は
相
反
す
る
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
自
身
も

介
護
事
業
所
で
働
き
、
現
在
で
も
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
主
な
連

絡
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
、
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る

こ
と
を
知
っ
て

い
る
た
め
、
広

報
活
動
に
使
用

し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
北
海

道
か
ら
沖
縄
県

ま
で
の
事
業
所

か
ら
申
し
込
み

が
あ
り
、
多
く
の
参
加
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
Ｈ
Ｐ

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
も
発
信
し
て
い
ま
す
が
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
が

い
ち
ば
ん
効
果
が
あ
り
ま
し
た
」（
佐
藤
理
事
長
）。

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
健
康

増
進
・
介
護
予
防
に
関
す
る
体
操
や
音
楽
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
著
名
な
講
師
の
ほ
か
、
お
笑
い
芸

人
や
マ
ジ
シ
ャ
ン
な
ど
に
出
演
し
て
も
ら
い
、
参
加

型
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
色
に
つ
い
て
、
同
法
人
理
事
・

「
タ
ダ
レ
ク
」
事
業
担
当
の
市
川
博
基
氏
は
次
の
よ

う
に
説
明
す
る
。

NPO法人タダカヨ
ＩＣＴで、介護の生産性向上と要介護者・家族の
繋がりを蘇らせる事業

令和4年度事業

【事業概要】
　介護業界が抱える課題である「人材不足」、「社会保障費の増加」
の解決を目的に、介護業務に有益な無料 IT ツールの導入支援をはじ
め、介護従事者向けのオンラインPCスクール、個別ＩＴサポート
を実施し、ＩＣＴ活用を促進する事業

【実施内容】
◆�高齢者施設向け無料オンライン
レクイベント「タダレク」事業
ZOOMを活用した双方型のレク
リエーションイベントを開催し、
介護事業所のＩＣＴ活用を促進
◆無料オンラインPCスクール「タ
ダスク」事業
介護従事者を対象に、介護業務に
活かせる実践的なＩＣＴ活用方法
をレクチャーするオンラインPC
スクールを開催
◆無料個別ＩＴサポート「タダサ
ポ」事業
ＩＣＴ初心者や個別の相談を希

望する介護従事者
に対し、一人ひと
りに寄り添った個
別サポートを実施

事業概要

【成果】
◆年間17回開催した「タダレク」事業は、延べ8534施
設（約16万人）が参加した。事業をきっかけにZOOM
を活用した施設は1827カ所におよび、ＩＣＴの活用促
進とともに、家族とのオンライン面会の普及に寄与した
◆年間188回開催した「タダスク」事業は、書類作成の
機会が多いケアマネジャーを中心に延べ5091人が受
講した。参加者が気軽に受講できるようにＩＣＴレベル
別にクラスを分け、ＩＣＴ初心者にはサポート担当講師
が個別にフォローしながら学べる体制をつくった

▼
　助成事業の波及効果として、「タダスク」の受講者が学
んだ内容をもとに、それぞれの地域で同様のオンライン
PCスクールを開催したケースが10例以上あった。また、
デジタル庁から実施事業に
ついて問合せがあり、同庁
がデジタルデバイド解消の
ために推進しているデジタ
ル推進委員普及支援団体に
認定され、「タダスク事業」
の講師が推進委員として参
画することとなった

WAM助成
e -ライブラリー

助成額

419万7千円

全17回開催した「タダレク」事業は、全国の介
護事業所とZOOMでつなぎ、体験型のレクリエー
ションプログラムを提供。延べ 8534施設（約
16万人）が参加した

いきいき

ャレンジチ
いきいき

お
金
の
か
か
ら
な
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で

介
護
現
場
を
支
え
る

東
京
都
大
田
区
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
タ
ダ
カ
ヨ

介
護
事
業
者
の

サ
ポ
ー
ト
活
動
に
取
り
組
む

　
東
京
都
大
田
区
に
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
タ
ダ
カ
ヨ
は
、

介
護
業
界
の
重
要
課
題
で
あ
る
人
材
不
足
と
社
会
保

障
費
の
増
加
を
解
決
す
る
こ
と
を
目
指
し
、「
Ｉ
Ｔ
を

上
手
に
使
っ
て
、お
金
を
か
け
ず
に
よ
り
良
い
介
護
へ
」

と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
、介
護
業
務
に
有
益
な
Ｉ
Ｃ

Ｔ
ツ
ー
ル
の
普
及
・
活
用
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
法
人
の
設
立
経
緯
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
第
１
波
が
到
来
し
た
際
、「
面
会
が
で
き

な
く
な
っ
た
介
護
施
設
の
高
齢
者
に
オ
ン
ラ
イ
ン
面

会
を
届
け
た
い
」
と
い
う
想
い
か
ら
、
有
志
で
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
や
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
活
用
し
た
「
オ
ン
ラ
イ
ン
面
会

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
制
作
し
、
無
償
公
開
し
た
こ
と
に

始
ま
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
７
万
回
を
超
え
る
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
無
料
も
し
く
は
低
コ

ス
ト
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
の
普
及
を
促
進
し
、
介
護
事

業
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
活
動
を
発
展
さ
せ
る
た
め
、

令
和
2
年
11
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
し
た
。
法
人

名
の
タ
ダ
カ
ヨ
は
、「
タ
ダ
で
カ
イ
ゴ
を
ヨ
ク
し
よ

う
！
」
と
い
う
想
い
か
ら
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
理
事
長
の
佐
藤
拡
史
氏
は
、
民
間
企
業
を

退
職
後
、
同
法
人
を
設
立
す
る
と
と
も
に
、
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
先
駆
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
社
会
福
祉
法
人
善
光
会
に
入
職
し
、
介
護
Ｄ
Ｘ

部
長
と
し
て
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
介
護
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
研

究
・
普
及
業
務
に
従
事
し
て
い
る
。
現
在
、
40
人
を

超
え
る
法
人
ス
タ
ッ
フ
は
、
活
動
に
共
感
し
た
Ｉ
Ｃ

Ｔ
に
精
通
し
た
介
護
従
事
者
を
は
じ
め
、
弁
護
士
、

税
理
士
、
動
画
ク
リ
エ
ー
タ
ー
な
ど
の
各
種
専
門
家

が
集
ま
り
、
全
員
が
副
業
と
し
て
活
動
に
参
画
し
て

い
る
と
い
う
。

介
護
業
務
に
有
益
な

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
普
及
・
ス
キ
ル
向
上
を
図
る

　
同
法
人
は
、
令
和
４
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
、介
護
の
生
産
性
向
上
と
要
介
護
者
・

家
族
の
繋
が
り
を
蘇
ら
せ
る
事
業
」
を
実
施
し
た
。

同
事
業
は
、
介
護
施
設
・
介
護
従
事
者
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
①
高
齢
者
施
設
向

け
無
料
オ
ン
ラ
イ
ン
レ
ク
イ
ベ
ン
ト
「
タ
ダ
レ
ク
」

事
業
、
②
無
料
オ
ン
ラ
イ
ン
Ｐ
Ｃ
ス
ク
ー
ル
「
タ
ダ

ス
ク
」
事
業
、
③
無
料
個
別
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
「
タ
ダ

サ
ポ
」
事
業
を
行
っ
た
。

　
事
業
を
実
施
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
佐
藤
理
事
長

は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
も
と
も
と
、
高
齢
者
施
設
向
け
の
オ
ン
ラ
イ
ン

レ
ク
イ
ベ
ン
ト『
タ
ダ
レ
ク
』は
、コ
ロ
ナ
禍
の
自
粛

生
活
に
よ
り
、『
入
所
施
設
の
高
齢
者
の
会
話
が
な

く
な
っ
た
』、『
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
が
悪
化
し
た
』と
い
う
話
が

あ
り
、
高
齢
者
に
楽
し
み
を
届
け
た
い
と
い
う
想
い

か
ら
開
始
し
た
と
こ
ろ
、
大
き
な
反
響
が
あ
り
ま
し

 WAMから ひと言

　双方向のやりとりを大事にした無
料オンラインレクイベントの「タダ
レク」、参加者に合わせた様々なレベ
ル・テーマでＩＣＴスキル向上のた
めの丁寧なサポートを行う「タダス
ク」「タダサポ」を通じて、多くの介
護事業所、介護従事者にＩＣＴ利用
の機会を提供することができました。
広報活動や期中での活動の見直しを
はじめ、事業の中には様々な工夫が
見られます。従来の丁寧な支援を維
持し、さらに多くの介護従事者へＩ
ＣＴを広げていくことを期待します。

15 ●WAMー2024.5

介
護
業
界
の
人
材
不
足
と
社
会
保
障
費
の
増
加
の

解
決
を
目
的
に
、「
タ
ダ
で
カ
イ
ゴ
を
よ
く
し
よ
う
!
」

と
い
う
想
い
の
も
と
活
動
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
施
設
向
け
に
開
催
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
レ
ク
イ

ベ
ン
ト
で
は
、
I
C
T
の
活
用
促
進
と
と
も
に
、
コ

ロ
ナ
禍
で
需
要
が
増
し
た
家
族
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
面

会
の
普
及
に
も
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
お
金
の
か
か
ら

な
い
I
C
T
活
用
の
さ
ら
な
る
促
進
が
期
待
さ
れ
る

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

2

11



た
。
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
て
全
国
に
活
動
を
広
げ

る
と
同
時
に
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
を

活
用
す
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考
え
ま
し
た
。
ま

た
、
中
小
規
模
の
介
護
事
業
所
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
ス

キ
ル
を
身
に
付
け
た
く
て
も
、
教
え
る
人
が
い
な
か

っ
た
り
、
一
般
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
に
通
っ
て
も
介
護

現
場
の
事
務
作
業
や
介
護
ソ
フ
ト
の
応
用
が
で
き
な

い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
介
護

従
事
者
を
対
象
に
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
Ｐ
Ｃ
ス
ク
ー
ル

を
開
催
し
、
介
護
業
務
に
活
か
せ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル

を
習
得
し
て
も
ら
う
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
た
」。

オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
の
活
用
を
促
進

　　
高
齢
者
施
設
向
け
無
料
オ
ン
ラ
イ
ン
レ
ク
イ
ベ
ン

ト
の
「
タ
ダ
レ
ク
」
事
業
は
、
全
国
各
地
の
入
所
施

設
・
通
所
介
護
事
業
所
と
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
つ
な
ぎ
、
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
。
助
成
期
間
中
に
17
回
開
催
し
、
延
べ

８
５
３
４
施
設
、
約
16
万
人
の
要
介
護
高
齢
者
と
介

護
職
員
が
参
加
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
周
知
方
法
と
し
て
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ

る
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
行
い
、
多
く
の
参
加
者
を

集
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

　「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
普
及
が
目
的
で
あ
る
の
に
対
し
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
と
い
う
ア
ナ
ロ
グ
な
方
法
は
相
反
す
る
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
自
身
も

介
護
事
業
所
で
働
き
、
現
在
で
も
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
主
な
連

絡
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
、
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る

こ
と
を
知
っ
て

い
る
た
め
、
広

報
活
動
に
使
用

し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
北
海

道
か
ら
沖
縄
県

ま
で
の
事
業
所

か
ら
申
し
込
み

が
あ
り
、
多
く
の
参
加
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
Ｈ
Ｐ

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
も
発
信
し
て
い
ま
す
が
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
が

い
ち
ば
ん
効
果
が
あ
り
ま
し
た
」（
佐
藤
理
事
長
）。

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
健
康

増
進
・
介
護
予
防
に
関
す
る
体
操
や
音
楽
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
著
名
な
講
師
の
ほ
か
、
お
笑
い
芸

人
や
マ
ジ
シ
ャ
ン
な
ど
に
出
演
し
て
も
ら
い
、
参
加

型
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
色
に
つ
い
て
、
同
法
人
理
事
・

「
タ
ダ
レ
ク
」
事
業
担
当
の
市
川
博
基
氏
は
次
の
よ

う
に
説
明
す
る
。

NPO法人タダカヨ
ＩＣＴで、介護の生産性向上と要介護者・家族の
繋がりを蘇らせる事業

令和4年度事業

【事業概要】
　介護業界が抱える課題である「人材不足」、「社会保障費の増加」
の解決を目的に、介護業務に有益な無料 IT ツールの導入支援をはじ
め、介護従事者向けのオンラインPCスクール、個別ＩＴサポート
を実施し、ＩＣＴ活用を促進する事業

【実施内容】
◆�高齢者施設向け無料オンライン
レクイベント「タダレク」事業
ZOOMを活用した双方型のレク
リエーションイベントを開催し、
介護事業所のＩＣＴ活用を促進
◆無料オンラインPCスクール「タ
ダスク」事業
介護従事者を対象に、介護業務に
活かせる実践的なＩＣＴ活用方法
をレクチャーするオンラインPC
スクールを開催
◆無料個別ＩＴサポート「タダサ
ポ」事業
ＩＣＴ初心者や個別の相談を希

望する介護従事者
に対し、一人ひと
りに寄り添った個
別サポートを実施

事業概要

【成果】
◆年間17回開催した「タダレク」事業は、延べ8534施
設（約16万人）が参加した。事業をきっかけにZOOM
を活用した施設は1827カ所におよび、ＩＣＴの活用促
進とともに、家族とのオンライン面会の普及に寄与した

◆年間188回開催した「タダスク」事業は、書類作成の
機会が多いケアマネジャーを中心に延べ5091人が受
講した。参加者が気軽に受講できるようにＩＣＴレベル
別にクラスを分け、ＩＣＴ初心者にはサポート担当講師
が個別にフォローしながら学べる体制をつくった

▼
　助成事業の波及効果として、「タダスク」の受講者が学
んだ内容をもとに、それぞれの地域で同様のオンライン
PCスクールを開催したケースが10例以上あった。また、
デジタル庁から実施事業に
ついて問合せがあり、同庁
がデジタルデバイド解消の
ために推進しているデジタ
ル推進委員普及支援団体に
認定され、「タダスク事業」
の講師が推進委員として参
画することとなった

WAM助成
e -ライブラリー

助成額

419万7千円

全17回開催した「タダレク」事業は、全国の介
護事業所とZOOMでつなぎ、体験型のレクリエー
ションプログラムを提供。延べ 8534施設（約
16万人）が参加した
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

少
人
数
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
り
や
す
く
、

さ
ら
に
個
別
サ
ポ
ー
ト
の
「
タ
ダ
サ
ポ
」
に
つ
な
が

り
や
す
く
な
る
な
ど
、
す
べ
て
の
事
業
が
循
環
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
こ
の
開
催
形
態
が

基
本
と
な
っ
て
い
ま
す
」（
佐
藤
理
事
長
）。

　
日
本
一
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
目
指
す

　
助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、多
く
の
介
護
事
業
所
・

介
護
従
事
者
に
「
タ
ダ
レ
ク
」
と
「
タ
ダ
ス
ク
」
に

参
加
を
し
て
も
ら
う
こ
と
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
促
進
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　「『
タ
ダ
レ
ク
』
事
業
へ
の
参
加
を
き
っ
か
け
に
Ｚ

Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
初
め
て
活
用
し
た
介
護
事
業
所
は

１
８
２
７
カ
所
に
お
よ
び
、
家
族
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン

面
会
の
普
及
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、『
タ

ダ
ス
ク
』
事
業
に
つ
い
て
も
、
直
近
の
月
間
受
講
者

数
が
１
４
８
０
人
と
増
加
し
続
け
て
い
ま
す
。
最
大

手
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
受
講
者
は
約
１
万
５
０
０
０

人
と
い
わ
れ
て
い
る
な
か
、

介
護
従
事
者
向
け
で
は
あ
り

ま
す
が
、
日
本
一
の
パ
ソ
コ

ン
教
室
に
な
る
こ
と
を
目
標

に
掲
げ
て
い
ま
す
」（
佐
藤
理

事
長
）。

　
事
業
の
波
及
効
果
と
し
て
、

『
タ
ダ
ス
ク
』
事
業
の
受
講
者

が
学
ん
だ
内
容
を
も
と
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
同
様
の

オ
ン
ラ
イ
ン
Ｐ
Ｃ
ス
ク
ー
ル

を
開
催
し
た
ケ
ー
ス
が
10
例

以
上
あ
る
な
ど
、
広
が
り
を

み
せ
て
い
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
助
成
期
間
中
に
デ

ジ
タ
ル
庁
か
ら
本
事
業
に
つ
い
て
問
い
合
せ
が
あ

り
、
同
庁
が
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
解
消
の
た
め
に
推

進
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
推
進
委
員
普
及
支
援
団
体
に

認
定
さ
れ
、「
タ
ダ
ス
ク
事
業
」
の
講
師
が
推
進
委

員
と
し
て
参
画
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　
一
方
、課
題
と
し
て
は「
タ

ダ
ス
ク
」事
業
の
受
講
者
は
、

居
宅
介
護
支
援
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
6
割
近
く
を
占

め
、偏
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

多
く
の
サ
ー
ビ
ス
種
別
・
職

種
の
介
護
従
事
者
に
参
加
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
充
実
さ
せ
て
い
く
必

要
性
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
お
金
の
か
か
ら
な
い
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
を
促
進
し
て
、
介
護

現
場
を
支
え
る
同
法
人
の
取

り
組
み
が
全
国
に
広
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

　WAM 助成では、介護事業
所と介護従事者の ICT 活用の
きっかけづくりを目的に「タダ
レク」と「タダスク」を開催し、
多くの参加者を集めることがで
きました。その一方で、全国に
は介護事業所が約 24 万件、介

護従事者は 200 万人以上いることを考えると、さらに届け
ていかなくてはならないという思いが強くなっています。
　また、運営面では、事業を通じて企業や関係団体と接点
をもつことができ、企業からの寄付やスポンサー収入によ
り、事業を継続的に運営する基盤をつくることができまし
た。関係団体から講師業務の依頼をいただくことも増えて
おり、なるべくお金をかけずに介護をより良くする活動を
広げていきたいと思います。

NPO 法人タダカヨ
理事長　佐藤  拡史氏

継続的な事業運営が可能に

〒 143−0014  
東京都大田区大森中 2 丁目 1 番 20 −1001号
T E L： 050−6872−9884
U R L： https://mmky310.info/
設　　立：令和 2 年 11 月
理 事 長：佐藤　拡史

◆団体概要

「タダスク」事業講師担当

谷本  誠二氏

理事「タダレク」事業担当

市川  博基氏

「タダサポ」事業では、ＩＣＴ初心者に対し、一人ひ
とりに寄り添った個別サポートを実施。写真は利用
者に印刷方法を教えている様子

　「『
タ
ダ
レ
ク
』
事
業
は
、
高
齢
者
に
楽
し
み
を
届

け
る
と
と
も
に
、
介
護
に
有
益
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
普
及
さ

せ
る
と
い
う
2
つ
の
目
的
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

一
方
通
行
の
ラ
イ
ブ
配
信
で
は
な
く
、
ク
イ
ズ
大
会

を
盛
り
込
ん
だ
り
、
音
楽
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は

参
加
者
に
リ
ク
エ
ス
ト
曲
を
選
ん
で
も
ら
う
な
ど
、

双
方
向
の
や
り
と
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
一
緒
に

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
る
内
容
と
し
て
い
ま
す
。
実
際

に
参
加
し
た
介
護
施
設
の
職
員
か
ら
は
、『
利
用
者

同
士
の
会
話
が
は
ず
み
、盛
り
上
が
っ
て
い
た
』、『
こ

ん
な
に
楽
し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
簡
単
に
参
加

で
き
る
こ
と
を
知
っ
た
』
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
が
こ
ん
な
に
便
利
で
簡
単
に
利

用
で
き
る
な
ら
、
そ
の
ほ
か
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
も
活

用
し
て
み
よ
う
と
考
え
て
も
ら
え
る
き
っ
か
け
に
な

っ
て
い
ま
す
」。

　
介
護
従
事
者
向
け
の

オ
ン
ラ
イ
ン
Ｐ
Ｃ
ス
ク
ー
ル
を
開
催

　
介
護
従
事
者
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
ス
キ
ル
向
上
を
目

的
に
し
た
無
料
オ
ン
ラ
イ
ン
Ｐ
Ｃ
ス
ク
ー
ル
「
タ
ダ

ス
ク
」
事
業
は
、
全
国
の
介
護
従
事
者
と
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

を
つ
な
ぎ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
介
護
事
業
所
の
実
践
的

な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
方
法
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
た
。

　「
タ
ダ
ス
ク
」
事
業
は
、
年
間
１
８
８
回
開
催
し
、

介
護
従
事
者
の
な
か
で
も
書
類
作
成
の
機
会
が
多
い

居
宅
介
護
支
援
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
中
心
に
延
べ

５
０
９
１
人
が
受
講
し
た
。
受
講
者
は
個
人
に
よ
る

申
し
込
み
の
ほ
か
、
介
護
施
設
の
複
数
の
介
護
職
員

が
一
緒
に
参
加
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　
実
施
体
制
は
、
法
人
ス
タ
ッ
フ
40
人
の
う
ち
22
人

が
「
タ
ダ
ス
ク
」
事
業
の
講
師
を
務
め
、
そ
れ
ぞ
れ

が
得
意
な
領
域
に
関
す
る
講
義
テ
ー
マ
を
企
画
し
、

受
講
者
に
興
味
の
あ
る
講
義
に
申
し
込
ん
で
も
ら
う

か
た
ち
と
な
っ
て
い
る
。
講
義
時
間
は
基
本
1
時
間

で
、
開
催
時
間
は
講
師
全
員
に
本
業
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
休
憩
時
間
の
昼
12
時
、
勤
務
後
の
夜
19
時
の
時

間
帯
に
開
催
し
て
い
る
。

　
主
な
講
義
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
基
本
的
な
Ｅ
ｘ
ｃ

ｅ
ｌ
操
作
を
は
じ
め
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し

た
資
料
作
成
、
入
力
業
務
を
効
率
化
す
る
パ
ソ
コ
ン

の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
キ
ー
の

使
い
方
、
介
護
業
務
に
役
立

つ
ス
マ
ホ
活
用
術
、
Ｇ
ｏ
ｏ

ｇ
ｌ
ｅ
ド
ラ
イ
ブ
に
よ
る
ペ

ー
パ
ー
レ
ス
管
理
術
な
ど
、

介
護
業
務
に
活
か
せ
る
実
践

的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
レ
ク
チ

ャ
ー
し
た
。

　「
タ
ダ
ス
ク
事
業
」
に
つ
い

て
、
講
師
担
当
の
谷
本
誠
二

氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
講
義
の
内
容
と
し
て
は
、

実
際
に
受
講
者
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
操
作
し
て
も
ら

い
、そ
れ
を
講
師
が
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
遠
隔
機
能
を
使
い
、

フ
ォ
ロ
ー
し
な
が
ら
進
め
る
体
験
型
と
な
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
ス
マ
ホ
活
用
術
で
は
、
介
護
事
業
所

は
多
く
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
が
届
き
ま
す
が
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
デ
ー

タ
化
す
る
ア
プ
リ
の
活
用
方
法
な
ど
を
受
講
者
全
員

で
操
作
し
て
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
受
講
者
は
そ
れ
ぞ
れ
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
レ
ベ
ル

が
異
な
る
な
か
、
気
軽
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
『
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
機
能
』

を
使
い
、
レ
ベ
ル
別
に
ク
ラ
ス
を
分
け
て
い
ま
す
。

受
講
者
が
講
義
に
つ
い
て
い
く
こ
と
が
難
し
い
場
合

は
、
レ
ベ
ル
別
の
ク
ラ
ス
の
ほ
か
に
サ
ポ
ー
ト
部
屋

を
つ
く
り
、
配
置
し
た
担
当
講
師
が
個
別
に
フ
ォ
ロ

ー
し
て
い
ま
す
」。

　
利
用
者
に
寄
り
添
っ
た

個
別
サ
ポ
ー
ト
を
実
施

　
さ
ら
に
、
無
料
個
別
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
「
タ
ダ
サ

ポ
」
事
業
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
初
心
者
で
「
タ
ダ
ス
ク
」

で
ス
キ
ル
を
習
得
で
き
な
か
っ
た
り
、
個
別
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
希
望
す
る
介
護
従
事
者
に
対
し
、
一
人
ひ

と
り
に
寄
り
添
っ
た
個
別
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
た
。

　「
当
初
、『
タ
ダ
サ
ポ
』
は
申
し
込
み
が
少
な
く
、

要
因
を
確
認
す
る
た
め
利
用
者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、『
大
人
数
の
Ｐ
Ｃ
ス
ク
ー
ル
で
は
質

問
し
づ
ら
い
』、『
申
し
訳
な
い
気
持
ち
が
あ
る
』
な

ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
声
に
対
応

す
る
た
め
、『
タ
ダ
ス
ク
』
と
『
タ
ダ
サ
ポ
』
の
中

間
規
模
と
な
る
参
加
者
20
人
前
後
の
『
ミ
ニ
Ｐ
Ｃ
ス

ク
ー
ル
』
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
・
レ
ベ
ル

ご
と
に
開
催
す
る
形
態
に
活
動
を
変
更
し
ま
し
た
。

17 ●WAMー2024.5

介護従事者のＩＣＴ活用スキルの向上を目的と
した「タダスク」事業（全188回）は、書類
作成機会の多いケアマネジャーを中心に延べ
5091人が受講
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いきいき

少
人
数
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
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ン
が
図
り
や
す
く
、

さ
ら
に
個
別
サ
ポ
ー
ト
の
「
タ
ダ
サ
ポ
」
に
つ
な
が

り
や
す
く
な
る
な
ど
、
す
べ
て
の
事
業
が
循
環
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
こ
の
開
催
形
態
が

基
本
と
な
っ
て
い
ま
す
」（
佐
藤
理
事
長
）。

　
日
本
一
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
目
指
す

　
助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、多
く
の
介
護
事
業
所
・

介
護
従
事
者
に
「
タ
ダ
レ
ク
」
と
「
タ
ダ
ス
ク
」
に

参
加
を
し
て
も
ら
う
こ
と
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
促
進
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　「『
タ
ダ
レ
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』
事
業
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の
参
加
を
き
っ
か
け
に
Ｚ
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Ｏ
Ｍ
を
初
め
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活
用
し
た
介
護
事
業
所
は

１
８
２
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カ
所
に
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び
、
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族
と
の
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面
会
の
普
及
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、『
タ

ダ
ス
ク
』
事
業
に
つ
い
て
も
、
直
近
の
月
間
受
講
者

数
が
１
４
８
０
人
と
増
加
し
続
け
て
い
ま
す
。
最
大

手
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
受
講
者
は
約
１
万
５
０
０
０

人
と
い
わ
れ
て
い
る
な
か
、

介
護
従
事
者
向
け
で
は
あ
り

ま
す
が
、
日
本
一
の
パ
ソ
コ

ン
教
室
に
な
る
こ
と
を
目
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に
掲
げ
て
い
ま
す
」（
佐
藤
理

事
長
）。

　
事
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の
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及
効
果
と
し
て
、
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タ
ダ
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ク
』
事
業
の
受
講
者

が
学
ん
だ
内
容
を
も
と
に
、
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ぞ
れ
の
地
域
で
同
様
の

オ
ン
ラ
イ
ン
Ｐ
Ｃ
ス
ク
ー
ル

を
開
催
し
た
ケ
ー
ス
が
10
例

以
上
あ
る
な
ど
、
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が
り
を

み
せ
て
い
る
と
い
う
。
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ら
に
、
助
成
期
間
中
に
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と
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た
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と
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は
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居
宅
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護
支
援
の
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ア
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6
割
近
く
を
占

め
、偏
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

多
く
の
サ
ー
ビ
ス
種
別
・
職

種
の
介
護
従
事
者
に
参
加
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
充
実
さ
せ
て
い
く
必

要
性
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
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な
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Ｔ
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用
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進
し
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、
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を
支
え
る
同
法
人
の
取

り
組
み
が
全
国
に
広
が
る
こ

と
が
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待
さ
れ
る
。

　

　WAM 助成では、介護事業
所と介護従事者の ICT 活用の
きっかけづくりを目的に「タダ
レク」と「タダスク」を開催し、
多くの参加者を集めることがで
きました。その一方で、全国に
は介護事業所が約 24 万件、介

護従事者は 200 万人以上いることを考えると、さらに届け
ていかなくてはならないという思いが強くなっています。
　また、運営面では、事業を通じて企業や関係団体と接点
をもつことができ、企業からの寄付やスポンサー収入によ
り、事業を継続的に運営する基盤をつくることができまし
た。関係団体から講師業務の依頼をいただくことも増えて
おり、なるべくお金をかけずに介護をより良くする活動を
広げていきたいと思います。

NPO 法人タダカヨ
理事長　佐藤  拡史氏

継続的な事業運営が可能に

〒 143−0014  
東京都大田区大森中 2 丁目 1 番 20 −1001号
T E L： 050−6872−9884
U R L： https://mmky310.info/
設　　立：令和 2 年 11 月
理 事 長：佐藤　拡史

◆団体概要

「タダスク」事業講師担当

谷本  誠二氏

理事「タダレク」事業担当

市川  博基氏

「タダサポ」事業では、ＩＣＴ初心者に対し、一人ひ
とりに寄り添った個別サポートを実施。写真は利用
者に印刷方法を教えている様子

　本助成事業を通じて、介護現場におけるICT活用支援の実践モデル、教育体系、オンライン支援基盤、講師育成、人材ネットワークを全国規模で確立すること
ができました。特に「学びが循環し、人が育つ仕組み」を体験的に得られたことは大きな成果であり、今後の発展の基盤となるものです。
　今後は、得られたノウハウを活かし、介護従事者向けオンラインPCスクール（タダスク）、現場伴走支援、地域連携プロジェクトを継続すると共に、事業と
して自走可能な運営体制へ移行してまいります。また、「教える団体」から「伴走者が育つ仕組みを提供する団体」へと進化し、地域ごとの支援人材を育成する
ことで、継続・拡張が可能な支援モデルの確立を目指します。具体的には、行政委託、研修プログラム、企業連携、寄付制度等を組み合わせ、財源の多角化と持
続的な運営基盤を構築します。最終的には、日本国内のみならずアジア諸国を含む高齢者支援へ展開し、「お金のかからないITをすべての介護現場へ届ける」社会
モデルの確立を目指します。同時に、一人ではなく“共に育ち・共に変わる支援文化”を広げていくことを使命とします。

助 成 終 了 後 の 活 動 ・ 展 望

050−1808−2999
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を
持
続
可
能
と
す
る
仕
組
み
や
制
度
の
構
築
に
向

け
、
行
政
や
大
学
等
と
連
携
を
図
る
こ
と
に
取
り
組

み
ま
し
た
」。

大
学
と
の
連
携
体
制
を
構
築

　「学
校
連
携
の
構
築
」
で
は
、
都
内
5
大
学
（
東

京
大
学
、
杏
林
大
学
、
成
蹊
大
学
、
電
気
通
信
大
学
、

国
際
基
督
教
大
学
）
と
連
携
し
、「
大
学
・
福
祉
の

連
携
に
向
け
た
会
議
」
を
2
回
開
催
し
た
。

　会
議
に
は
、
各
大
学
の
学
生
支
援
担
当
者
や
教
員

な
ど
が
参
加
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
や
現
在
の
学
生

支
援
の
状
況
に
つ
い
て
情
報
共
有
を
図
る
と
と
も

に
、
学
業
や
生
活
の
困
難
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
不

調
を
抱
え
る
学
生
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
支
援
に
つ

な
げ
て
い
く
の
か
検
討
を
行
っ
た
。

　「会
議
で
は
、
当
法
人
が
行
う
若
者
支
援
の
取
り

組
み
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
大
学
ご
と
の
ニ
ー
ズ
や

課
題
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
に
つ
な
が
る

連
携
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
例
え

ば
、
大
学
に
は
必
ず
相
談
室
が
あ
り
、
医
師
が
診
察

す
る
体
制
は
あ
る
も
の
の
、
通
学
が
で
き
な
く
な
っ

た
学
生
に
対
し
て
は
支
援
が
途
切
れ
る
と
い
う
課
題

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
際
に
当
法
人
と
連
携
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
伝
え
ま
し

た
。
東
京
大
学
と
は
、
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ

ッ
フ
と
顔
あ
わ
せ
を
し
て
、
今
後
の
相
談
体
制
を
構

築
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」（
田
尾
理
事
長
）。

　メ
ン
タ
ル
不
調
を
抱
え
る
若
者
に

一
体
的
な
支
援
を
提
供

　若
者
へ
の
直

接
支
援
と
し
て

は
、
三
鷹
市
と

調
布
市
に
あ
る

法
人
事
業
所
2

カ
所
に
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
を

開
設
し
、
学
習

支
援
と
相
談
支

援
を
一
体
的
に
提
供
し
た
。

　対
象
は
、
主
に
メ
ン
タ
ル
の
不
調
、
学
習
の
つ
ま

づ
き
、
集
団
生
活
へ
の
不
適
応
な
ど
を
抱
え
る
若
者

と
し
、
15
人
が
利
用
し
た
。
年
齢
は
16
歳
の
高
校
生

か
ら
26
歳
の
大
学
生
で
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
で
あ
っ

た
り
、
精
神
科
の
受
診
・
通
院
歴
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人

た
ち
が
利
用
し
た
と
い
う
。
開
催
頻
度
は
、
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
は
週
4
日
、学
習
支
援
は
週
1
～
2
回
、

相
談
支
援
は
随
時
対
応
し
て
お
り
、
利
用
者
の
そ
れ

ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
利
用
す
る
か
た
ち
と
な
っ

社会福祉法人巣立ち会
学生等の若者に対するシームレスな学業・生活支援事業

令和4年度事業

【事業概要】
思春期から青年期の若者を対象に、年齢や制度の壁を越えた切れ目のない支援
を提供するとともに、支援を持続可能とする仕組みや制度の構築を目指す事業

【実施内容】
◆�学校連携の構築
大学と「大学・福祉の連携に向けた会議」
を開催し、学生支援の情報共有を行う
とともに、メンタル不調を抱える学生
に対する支援について検討
◆オープンスペース、学習支援、相談支
援の実施
メンタルの不調や
学習のつまづき、
集団への不適応な
どの悩みを抱える
若者に対し、学習
支援や相談支援を
一体的に提供する
オープンスペース
を運営
◆研修会の開催
若者支援に関わるスタッフのスキルア
ップを目的にした講演会、事例検討会
を開催
◆制度設計を考える場の設置
行政関係者と各市の取り組みを共有
し、効果的な若者支援を実施するため
に仕組みや制度の検討を行う

事業概要

【成果】
◆都内5大学の学生支援担当者と教員が参加した「大
学・福祉の連携に向けた会議」では、大学ごとのニ
ーズや課題を確認し、今後につながる連携体制を構
築することができた
◆学習支援や相談支援を一体的
に行うオープンスペースは、
三鷹市と調布市にある法人の
事業所2カ所で実施し、延べ
480人が利用した
　　オープンスペースの利用者
に対しては、さまざまな手法でコミュニケーション
を図るユースメンタルプログラムを提供。ひきこも
り状態の利用者がプログラムの参加を通じて生活リ
ズムを取り戻したり、大学生との関わりで大学進学
の意欲が生まれ、学習支援を利用することにより進
学に結びついたケースもあった
◆相談支援では、延べ132人の個別相談に対応してお
り、必要に応じて家族との調整や、学校・ハローワ
ークの同行支援、精神科の受診同行などを行った
◆行政との連携では、三鷹市、調布市、狛江市の若者
支援担当者と「制度設計を考える会議」を開催し、
事業実績の報告や各市が実施している若者支援の取
り組みを共有することにより、行政と顔の見える関
係を構築することができた

WAM助成
e -ライブラリー

助成額
700万円

都内5大学と開催した「大学・福祉の連携
に向けた会議」の様子。各大学の学生支援
の状況を共有し、メンタル不調を抱える学
生への支援等について検討した

メンタル不調を抱える若者を対象に、学習
支援と相談支援を一体的に行うオープンス
ペースを提供した

いきいき

ャレンジチ
いきいき

切
れ
目
の
な
い
支
援
で

地
域
の
若
者
を
支
え
る

東
京
都
三
鷹
市
・
社
会
福
祉
法
人
巣
立
ち
会

精
神
障
害
者
の
地
域
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

　東
京
都
三
鷹
市
に
あ
る
社
会
福
祉
法
人
巣
立
ち
会

は
、
精
神
障
害
の
あ
る
人
と
そ
の
家
族
が
安
心
し
て

地
域
で
生
活
し
て
い
く
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　法
人
の
設
立
経
緯
と
し
て
は
、
活
動
拠
点
の
三
鷹

市
と
調
布
市
は
10
カ
所
の
精
神
科
病
院
が
5
㎞
圏
内

に
密
集
す
る
地
域
で
あ
る
が
、
不
足
す
る
精
神
障
害

者
の
社
会
資
源
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
4
年

に
精
神
科
病
院
の
家
族
会
と
有
志
の
職
員
で
任
意
団

体
を
発
足
し
、
三
鷹
市
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
日
中

活
動
の
場
を
開
設
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の
後
、

調
布
市
に
も
活
動
を
広
げ
、
平
成
14
年
10
月
に
社
会

福
祉
法
人
を
設
立
し
た
。

　現
在
は
、
三
鷹
市
と
調
布
市
に
お
い
て
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
「
巣
立
ち
ホ
ー
ム
」
を
は
じ
め
、
就
労

継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
の
「
巣
立
ち
風
」、「
巣
立
ち

工
房
」、「
こ
ひ
つ
じ
舎
」、
自
立
訓
練
と
就
労
移
行

訓
練
を
行
う
「
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」
と
「
サ
ザ
ン
」
を

開
設
す
る
ほ
か
、
相
談
支
援
事
業
所
、
訪
問
介
護
事

業
所
な
ど
多
様
な
事
業
を
運
営
し
て
い
る
。

　さ
ら
に
、昨
今
の
社
会
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

平
成
21
年
か
ら
新
た
に
「
う
つ
病
専
門
の
復
職
・
再

就
職
支
援
」
と
「
精
神
疾
患
を
も
つ
若
者
へ
の
早
期

支
援
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
し
、
精
神
疾
患
や
発

達
障
害
等
に
よ
り
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
人
た
ち
に

支
援
が
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
の
幅
を
広
げ
て
い

る
（「
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」、「
サ
ザ
ン
」
で
実
施
）。

年
齢
や
制
度
の
壁
を
越
え
た

若
者
の
支
援
に
取
り
組
む

　同
法
人
は
、
令
和
４
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
学
生
等
の
若
者
に
対
す
る
シ
ー
ム
レ
ス
な
学
業
・

生
活
支
援
事
業
」
を
実
施
し
た
。
同
事
業
で
は
、
思

春
期
か
ら
青
年
期
に
メ
ン
タ
ル
の
不
調
を
抱
え
る
若

者
を
対
象
に
、
年
齢
や
制
度
の
壁
を
越
え
た
切
れ
目

の
な
い
支
援
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
支
援
を
持
続

可
能
と
す
る
仕
組
み
や
制
度
を
構
築
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
①
学
校
連
携
の
構
築
、
②
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
・
学
習
支
援
・
相
談
支
援
の
実
施
、
③
研
修
会
の

開
催
、
④
制
度
設
計
を
考
え
る
場
の
設
置
等
を
行
っ

た
。　事

業
を
実
施
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
理
事
長
の
田

尾
有
樹
子
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「当
法
人
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
10

代
半
ば
か
ら
20
代
前
半
ま
で
の
若
者
を
対
象
と
し
た

支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
精
神
障
害
と

認
定
さ
れ
る
た
め
に
は
精
神
科
通
院
と
い
う
高
い
ハ

ー
ド
ル
が
あ
る
こ
と
に
加
え
、
社
会
的
に
は
不
適
応

状
態
に
あ
る
も
の
の
疾
患
や
障
害
と
い
う
確
定
が
で

き
な
い
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
に
い
る
人
た
ち
が
存
在
し

ま
す
。
思
春
期
か
ら
青
年
期
と
い
う
人
生
に
お
い
て

そ
の
後
を
決
定
す
る
大
切
な
時
期
に
支
援
に
つ
な
が

っ
て
い
な
い
と
い
う
制
度
上
の
問
題
や
、
18
歳
と
い

う
年
齢
に
な
る
と
支
援
が
途
切
れ
る
現
状
に
対
し
、

若
者
を
対
象
に
年
齢
や
制
度
の
壁
を
越
え
た
切
れ
目

な
い
支
援
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
支
援

 WAMから ひと言

　長く精神障害者支援に取り組んでこ
られた社会福祉法人が、障害をカテゴ
ライズせず、教育と福祉の狭間にある
ニーズに対して、専門性を活かした支
援を提供されています。助成事業にお
いて、学校連携の構築やオープンス
ペースでの学習支援・相談支援の実施
等の複数の取り組みを着実に実施し、
多くの取り組みで目標値を達成するこ
とができました。今後の事業の定着化
に向けて行政への働きかけも積極的に
行い、進捗もみられていますので、今
後の展開に大いに期待いたします。

17 ●WAMー2024.7

思
春
期
か
ら
青
年
期
の
若
者
を
対
象
に
、
年
齢
や

制
度
の
壁
を
越
え
た
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
提
供
さ

れ
ま
し
た
。「
大
学
・
福
祉
の
連
携
に
向
け
た
会
議
」

で
は
大
学
ご
と
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
確
認
し
、
連
携

体
制
を
構
築
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
行
政
と
の
連
携

で
は
「
制
度
設
計
を
考
え
る
会
議
」
を
実
施
さ
れ
、

顔
の
見
え
る
関
係
構
築
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

支
援
対
象
者
に
な
ら
な
か
っ
た
対
象
者
に
支
援
を
届

け
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

3
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を
持
続
可
能
と
す
る
仕
組
み
や
制
度
の
構
築
に
向

け
、
行
政
や
大
学
等
と
連
携
を
図
る
こ
と
に
取
り
組

み
ま
し
た
」。

大
学
と
の
連
携
体
制
を
構
築

　「学
校
連
携
の
構
築
」
で
は
、
都
内
5
大
学
（
東

京
大
学
、
杏
林
大
学
、
成
蹊
大
学
、
電
気
通
信
大
学
、

国
際
基
督
教
大
学
）
と
連
携
し
、「
大
学
・
福
祉
の

連
携
に
向
け
た
会
議
」
を
2
回
開
催
し
た
。

　会
議
に
は
、
各
大
学
の
学
生
支
援
担
当
者
や
教
員

な
ど
が
参
加
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
や
現
在
の
学
生

支
援
の
状
況
に
つ
い
て
情
報
共
有
を
図
る
と
と
も

に
、
学
業
や
生
活
の
困
難
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
不

調
を
抱
え
る
学
生
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
支
援
に
つ

な
げ
て
い
く
の
か
検
討
を
行
っ
た
。

　「会
議
で
は
、
当
法
人
が
行
う
若
者
支
援
の
取
り

組
み
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
大
学
ご
と
の
ニ
ー
ズ
や

課
題
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
に
つ
な
が
る

連
携
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
例
え

ば
、
大
学
に
は
必
ず
相
談
室
が
あ
り
、
医
師
が
診
察

す
る
体
制
は
あ
る
も
の
の
、
通
学
が
で
き
な
く
な
っ

た
学
生
に
対
し
て
は
支
援
が
途
切
れ
る
と
い
う
課
題

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
際
に
当
法
人
と
連
携
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
伝
え
ま
し

た
。
東
京
大
学
と
は
、
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ

ッ
フ
と
顔
あ
わ
せ
を
し
て
、
今
後
の
相
談
体
制
を
構

築
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」（
田
尾
理
事
長
）。

　メ
ン
タ
ル
不
調
を
抱
え
る
若
者
に

一
体
的
な
支
援
を
提
供

　若
者
へ
の
直

接
支
援
と
し
て

は
、
三
鷹
市
と

調
布
市
に
あ
る

法
人
事
業
所
2

カ
所
に
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
を

開
設
し
、
学
習

支
援
と
相
談
支

援
を
一
体
的
に
提
供
し
た
。

　対
象
は
、
主
に
メ
ン
タ
ル
の
不
調
、
学
習
の
つ
ま

づ
き
、
集
団
生
活
へ
の
不
適
応
な
ど
を
抱
え
る
若
者

と
し
、
15
人
が
利
用
し
た
。
年
齢
は
16
歳
の
高
校
生

か
ら
26
歳
の
大
学
生
で
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
で
あ
っ

た
り
、
精
神
科
の
受
診
・
通
院
歴
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人

た
ち
が
利
用
し
た
と
い
う
。
開
催
頻
度
は
、
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
は
週
4
日
、学
習
支
援
は
週
1
～
2
回
、

相
談
支
援
は
随
時
対
応
し
て
お
り
、
利
用
者
の
そ
れ

ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
利
用
す
る
か
た
ち
と
な
っ

社会福祉法人巣立ち会
学生等の若者に対するシームレスな学業・生活支援事業

令和4年度事業

【事業概要】
思春期から青年期の若者を対象に、年齢や制度の壁を越えた切れ目のない支援
を提供するとともに、支援を持続可能とする仕組みや制度の構築を目指す事業

【実施内容】
◆�学校連携の構築
大学と「大学・福祉の連携に向けた会議」
を開催し、学生支援の情報共有を行う
とともに、メンタル不調を抱える学生
に対する支援について検討
◆オープンスペース、学習支援、相談支
援の実施
メンタルの不調や
学習のつまづき、
集団への不適応な
どの悩みを抱える
若者に対し、学習
支援や相談支援を
一体的に提供する
オープンスペース
を運営
◆研修会の開催
若者支援に関わるスタッフのスキルア
ップを目的にした講演会、事例検討会
を開催
◆制度設計を考える場の設置
行政関係者と各市の取り組みを共有
し、効果的な若者支援を実施するため
に仕組みや制度の検討を行う

事業概要

【成果】
◆都内5大学の学生支援担当者と教員が参加した「大
学・福祉の連携に向けた会議」では、大学ごとのニ
ーズや課題を確認し、今後につながる連携体制を構
築することができた

◆学習支援や相談支援を一体的
に行うオープンスペースは、
三鷹市と調布市にある法人の
事業所2カ所で実施し、延べ
480人が利用した

　　オープンスペースの利用者
に対しては、さまざまな手法でコミュニケーション
を図るユースメンタルプログラムを提供。ひきこも
り状態の利用者がプログラムの参加を通じて生活リ
ズムを取り戻したり、大学生との関わりで大学進学
の意欲が生まれ、学習支援を利用することにより進
学に結びついたケースもあった

◆相談支援では、延べ132人の個別相談に対応してお
り、必要に応じて家族との調整や、学校・ハローワ
ークの同行支援、精神科の受診同行などを行った

◆行政との連携では、三鷹市、調布市、狛江市の若者
支援担当者と「制度設計を考える会議」を開催し、
事業実績の報告や各市が実施している若者支援の取
り組みを共有することにより、行政と顔の見える関
係を構築することができた

WAM助成
e -ライブラリー

助成額
700万円

都内5大学と開催した「大学・福祉の連携
に向けた会議」の様子。各大学の学生支援
の状況を共有し、メンタル不調を抱える学
生への支援等について検討した

メンタル不調を抱える若者を対象に、学習
支援と相談支援を一体的に行うオープンス
ペースを提供した
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

開
催
し
た
。
講
演
会
は
、精
神
科
医
を
講
師
に
招
き
、

「
ひ
き
こ
も
り
を
は
じ
め
る
と
す
る
思
春
期
・
青
年

期
の
方
の
支
援
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
講
義
と

質
疑
応
答
を
行
い
、
支
援
関
係
者
や
当
事
者
・
家
族

な
ど
47
人
が
参
加
し
た
。

　法
人
ス
タ
ッ
フ
を
対
象
と
し
た
事
例
検
討
会
で

は
、
発
達
障
害
に
加
え
て
家
族
に
よ
る
虐
待
の
ト
ラ

ウ
マ
を
抱
え
た
ケ
ー
ス
な
ど
若
者
支
援
の
困
難
事
例

に
つ
い
て
、
精
神
科
医
か
ら
医
療
的
な
視
点
の
助
言

を
受
け
、
当
事
者
と
の
関
わ
り
方
や
支
援
の
方
向
性

に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　行
政
と
の
連
携
と
し
て
は
、
三
鷹
市
、
調
布
市
、

狛
江
市
の
若
者
支
援
担
当
課
長
を
招
き
、「
制
度
設

計
を
考
え
る
会
議
」を
2
回
開
催
し
た
。
会
議
で
は
、

本
事
業
の
実
績
や
各
市
の
取
り
組
み
を
共
有
し
、
効

果
的
な
若
者
支
援
を
実
施
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う

な
仕
組
み
や
制
度
が
考
え
ら
れ
る
か
を
検
討
し
た
。

　「行
政
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
近
隣
の
自
治
体
間

で
情
報
共
有
す
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
た
た

め
、『
他
市
の
状
況
を
知
れ
た
こ
と
は
参
考
に
な
っ

た
』、『
今
後
は
参
加
自
治
体
を
増
や
し
な
が
ら
、
こ

の
よ
う
な
場
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
』
と
い
う
意
見
を

い
た
だ
き
、
今
後
も
検
討
の
場
を
継
続
し
て
い
く
合

意
を
得
て
い
ま
す
」（
田
尾
理
事
長
）。

　そ
の
ほ
か
に
も
、
助
成
事
業
で
は
学
生
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
を
目
的
に
し
た
啓
発

活
動
に
取
り
組
ん
だ
。

　「啓
発
活
動
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
成
蹊
大
学

の
講
義
で
若
者
支
援
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
当
事
者
６
人
に
よ
る
体
験
発
表
を
行
い
、

１
０
０
人
を
超
え
る
学
生
が
受
講
し
た
ほ
か
、
東
京

学
芸
大
学
附
属
高
校
の
選
択
授
業
に
お
い
て
若
者
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
不
調
や
支
援
に
関
す
る
出
前
講

座
を
実
施
し
ま
し
た
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
を

自
分
事
と
し
て
と
ら
え
る
参
加
者
が
多
く
、
自
分
や

周
囲
の
人
た
ち
が
悩
み
を
抱
え
た
と
き
の
対
処
に
つ

い
て
情
報
提
供
が
で
き
た
意
義
は
大
き
く
、
啓
発
活

動
を
継
続
し
て
い
く
必
要
性
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま

し
た
」（
植
田
氏
）。

今
後
は
行
政
と
の
連
携
体
制
を
強
化

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
行
政
や
大
学
と
情
報

共
有
を
行
い
、
今
後
に
つ
な
が
る
連
携
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

　「こ
れ
ま
で
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
支
援
対

象
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
支
援
を
必
要
と

す
る
若
者
に
有
効
な
支
援
を
届
け
ら
れ
た
こ
と
や
、

行
政
や
大
学
、
教
育
委
員
会
と
若
者
支
援
の
状
況
や

課
題
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
連
携
体
制
を
構
築

す
る
足
掛
か
り
に
な
っ
た
こ

と
は
大
き
な
成
果
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
行
政
と
の
連
携

は
今
年
度
か
ら
6
市
に
広
げ

て
お
り
、
今
後
は
行
政
と
の

連
携
に
よ
る
若
者
支
援
の
成

功
体
験
を
つ
く
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
行
政
区
の
事
業
と
し
て

認
め
て
も
ら
え
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」（
田
尾
理
事
長
）。

　精
神
疾
患
や
障
害
の
ボ
ー

ダ
ー
ラ
イ
ン
に
い
る
若
者
に

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
提
供

す
る
同
法
人
の
取
り
組
み
が

全
国
に
広
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

　

　WAM 助成では、支援が必
要な若者に支援を届けるととも
に、支援を持続可能とする仕組
みや制度の構築に向け、行政や
教育委員会、大学等と検討を行
うことができました。このよう
な場を設けることができたのも

WAM 助成を受けることによって、法人に対する信頼が得
られ、事業を説明する機会をつくれたことが大きく、連携
を図るうえで非常に助かっています。
　今後も行政に対しては継続的に連携を働きかけていき、さ
らに信頼関係を構築するために成功体験をつくり、共有し
ていくことに取り組んでいきたいと思います。

社会福祉法人巣立ち会
理事長　田尾  有樹子氏

成功体験を共有し、
行政との信頼関係を構築

〒 181−0014　東京都三鷹市野崎 2−6 −42
T E L： 0422−34−2761
F A X： 0422−39−7781
U R L： https://sudachikai.eco.to/
設　　立：平成 4 年 6 月
理 事 長：田尾　有樹子

◆団体概要

て
い
る
。

　年
間
１
９
２
回
開
催
し
た
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

は
、
12
～
18
時
の
時
間
帯
に
若
者
の
居
場
所
と
し
て

開
放
し
た
。
利
用
者
に
は
同
法
人
が
実
践
す
る
若
者

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
を
は
じ
め
、
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
若
者
支
援
事
業
に
通
所
す
る
他
の
利
用
者

と
交
流
を
図
る
ほ
か
、
自
由
に
過
ご
せ
る
個
人
ス
ペ

ー
ス
を
用
意
し
た
。

　若
者
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、「
サ
ザ
ン
」

管
理
者
で
精
神
保
健
福
祉
士
の
植
田
太
郎
氏
は
次
の

よ
う
に
説
明
す
る
。

　「プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
用
い
て

楽
し
み
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
た

り
、
集
団
行
動
に
慣
れ
て
も
ら
う
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。
同
じ
状
態
の
利
用
者
と
関
わ
る
こ
と
で
『
辛

さ
を
抱
え
て
い
る
の
は
自
分
だ
け
じ
ゃ
な
い
』
と
気

づ
き
、
他
者
理
解
、
自
己
理
解
に
つ
な
が
る
機
会
に

な
り
ま
し
た
。
定
期
的
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る

こ
と
に
よ
り
、
ひ
き
こ
も
り
生
活
で
崩
れ
て
い
た
生

活
リ
ズ
ム
を
取
り
戻
し
た
り
、
大
学
生
の
利
用
者
と

関
わ
る
こ
と
で
、
大
学
進
学
に
意
欲
を
も
っ
た
高
校

生
が
学
習
支
援
を
利
用
し
て
進
学
に
結
び
つ
い
た
ケ

ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
」。

　学
習
支
援
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大
学
生
や
高
校
教

員
に
よ
る
受
験
勉
強
の
サ
ポ
ー
ト
を
は
じ
め
、
個
別

の
学
習
指
導
を
行
い
、延
べ
１
１
６
人
が
利
用
し
た
。

相
談
支
援
の
体
制
で
は
、公
認
心
理
師
、精
神
保
健
福

祉
士
、社
会
福
祉
士
な
ど
の
専
門
職
を
配
置
し
、延
べ

１
３
２
人
の
相
談
に
対
し
て
個
別
対
応
を
行
っ
た
。

　相
談
内
容
と
し
て
は
、
大
学
・
高
校
の
単
位
取
得

や
卒
業
、
メ
ン
タ
ル
の
不
調
、
家
族
、
学
校
、
人
間

関
係
、
生
活
に
関
す
る
相
談
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

面
談
に
よ
る
相
談
支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、
家
族
や
学

校
と
の
調
整
、
精
神
科
の
受
診
同
行
、
学
校
・
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
な
ど
の
同
行
支
援
な
ど
、
相
談
者
の
ニ
ー

ズ
に
あ
わ
せ
て
柔
軟
に
対
応
を
行
っ
た
。

　「例
え
ば
、
大
学
の
同
行
支
援
で
は
、
メ
ン
タ
ル

の
不
調
に
よ
り
大
学
の
試
験
が
受
け
ら
れ
ず
、
卒
業

が
難
し
い
場
合
、
合
理
的
配
慮
を
求
め
て
再
試
験
や

レ
ポ
ー
ト
提
出
で
単
位
の
取
得
を
認
め
て
も
ら
え
る

よ
う
交
渉
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
し
て
も
当

事
者
は
自
身
の
状
態
を
伝
え
ら
れ
る
状
態
で
は
な
い

た
め
、
代
弁
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

当
事
者
に
と
っ
て
大
学
を
卒
業
す
る
こ
と
は
一
つ
の

自
信
に
な
り
、
回
復
の
一
歩
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
ま
す
」（
田
尾
理
事
長
）。

支
援
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る

　さ
ら
に
、
若
者
支
援
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た
講
演
会
と
事
例
検
討
会
を

19 ●WAMー2024.7

社会福祉法人巣立ち会「サザン」
管理者・精神保健福祉士

事業担当

植田  太郎氏

三鷹市、調布市、狛江市の若者支援担当課長を
招いた「制度設計を考える会議」を開催。各市
の若者支援に関する取り組みの現状を共有した

学習支援の様子。勉強を教えるだけでなく、スタッフ
と信頼関係が深まり、生活に関するさまざまな相談に
つながるケースもあった

メンタルヘルスの啓発活動として、大学の講義
で若者支援に関する紹介や当事者による体験発
表を行い、100人を超える学生が参加した
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いきいき
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いきいき

開
催
し
た
。
講
演
会
は
、精
神
科
医
を
講
師
に
招
き
、

「
ひ
き
こ
も
り
を
は
じ
め
る
と
す
る
思
春
期
・
青
年

期
の
方
の
支
援
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
講
義
と

質
疑
応
答
を
行
い
、
支
援
関
係
者
や
当
事
者
・
家
族

な
ど
47
人
が
参
加
し
た
。

　法
人
ス
タ
ッ
フ
を
対
象
と
し
た
事
例
検
討
会
で

は
、
発
達
障
害
に
加
え
て
家
族
に
よ
る
虐
待
の
ト
ラ

ウ
マ
を
抱
え
た
ケ
ー
ス
な
ど
若
者
支
援
の
困
難
事
例

に
つ
い
て
、
精
神
科
医
か
ら
医
療
的
な
視
点
の
助
言

を
受
け
、
当
事
者
と
の
関
わ
り
方
や
支
援
の
方
向
性

に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　行
政
と
の
連
携
と
し
て
は
、
三
鷹
市
、
調
布
市
、

狛
江
市
の
若
者
支
援
担
当
課
長
を
招
き
、「
制
度
設

計
を
考
え
る
会
議
」を
2
回
開
催
し
た
。
会
議
で
は
、

本
事
業
の
実
績
や
各
市
の
取
り
組
み
を
共
有
し
、
効

果
的
な
若
者
支
援
を
実
施
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う

な
仕
組
み
や
制
度
が
考
え
ら
れ
る
か
を
検
討
し
た
。

　「行
政
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
近
隣
の
自
治
体
間

で
情
報
共
有
す
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
た
た

め
、『
他
市
の
状
況
を
知
れ
た
こ
と
は
参
考
に
な
っ

た
』、『
今
後
は
参
加
自
治
体
を
増
や
し
な
が
ら
、
こ

の
よ
う
な
場
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
』
と
い
う
意
見
を

い
た
だ
き
、
今
後
も
検
討
の
場
を
継
続
し
て
い
く
合

意
を
得
て
い
ま
す
」（
田
尾
理
事
長
）。

　そ
の
ほ
か
に
も
、
助
成
事
業
で
は
学
生
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
を
目
的
に
し
た
啓
発

活
動
に
取
り
組
ん
だ
。

　「啓
発
活
動
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
成
蹊
大
学

の
講
義
で
若
者
支
援
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
当
事
者
６
人
に
よ
る
体
験
発
表
を
行
い
、

１
０
０
人
を
超
え
る
学
生
が
受
講
し
た
ほ
か
、
東
京

学
芸
大
学
附
属
高
校
の
選
択
授
業
に
お
い
て
若
者
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
不
調
や
支
援
に
関
す
る
出
前
講

座
を
実
施
し
ま
し
た
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
を

自
分
事
と
し
て
と
ら
え
る
参
加
者
が
多
く
、
自
分
や

周
囲
の
人
た
ち
が
悩
み
を
抱
え
た
と
き
の
対
処
に
つ

い
て
情
報
提
供
が
で
き
た
意
義
は
大
き
く
、
啓
発
活

動
を
継
続
し
て
い
く
必
要
性
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま

し
た
」（
植
田
氏
）。

今
後
は
行
政
と
の
連
携
体
制
を
強
化

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
行
政
や
大
学
と
情
報

共
有
を
行
い
、
今
後
に
つ
な
が
る
連
携
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

　「こ
れ
ま
で
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
支
援
対

象
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
支
援
を
必
要
と

す
る
若
者
に
有
効
な
支
援
を
届
け
ら
れ
た
こ
と
や
、

行
政
や
大
学
、
教
育
委
員
会
と
若
者
支
援
の
状
況
や

課
題
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
連
携
体
制
を
構
築

す
る
足
掛
か
り
に
な
っ
た
こ

と
は
大
き
な
成
果
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
行
政
と
の
連
携

は
今
年
度
か
ら
6
市
に
広
げ

て
お
り
、
今
後
は
行
政
と
の

連
携
に
よ
る
若
者
支
援
の
成

功
体
験
を
つ
く
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
行
政
区
の
事
業
と
し
て

認
め
て
も
ら
え
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」（
田
尾
理
事
長
）。

　精
神
疾
患
や
障
害
の
ボ
ー

ダ
ー
ラ
イ
ン
に
い
る
若
者
に

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
提
供

す
る
同
法
人
の
取
り
組
み
が

全
国
に
広
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

　

　WAM 助成では、支援が必
要な若者に支援を届けるととも
に、支援を持続可能とする仕組
みや制度の構築に向け、行政や
教育委員会、大学等と検討を行
うことができました。このよう
な場を設けることができたのも

WAM 助成を受けることによって、法人に対する信頼が得
られ、事業を説明する機会をつくれたことが大きく、連携
を図るうえで非常に助かっています。
　今後も行政に対しては継続的に連携を働きかけていき、さ
らに信頼関係を構築するために成功体験をつくり、共有し
ていくことに取り組んでいきたいと思います。

社会福祉法人巣立ち会
理事長　田尾  有樹子氏

成功体験を共有し、
行政との信頼関係を構築

〒 181−0014　東京都三鷹市野崎 2−6 −42
T E L： 0422−34−2761
F A X： 0422−39−7781
U R L： https://sudachikai.eco.to/
設　　立：平成 4 年 6 月
理 事 長：田尾　有樹子

◆団体概要

　助成終了後、2024年度から赤い羽根福祉基金の助成を受けて、本事業の「シームレスな若者支援」という趣旨・取り組み
を引き継いだ事業を継続しています。現在、近隣の自治体で来年度の制度化（補助金事業化）に向けた具体的検討が進められて
います。

助 成 終 了 後 の 活 動 ・ 展 望
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う
実
情
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
助
成
事
業
で

は
保
健
指
導
の
手
引
き
が
有
効
活
用
で
き
る
ツ
ー
ル

を
作
成
・
配
布
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
ツ
ー
ル
を
教

材
に
し
た
研
修
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
小
児

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
保
健
指
導
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

に
取
り
組
み
ま
し
た
」。

最
新
の
医
学
的
知
見
を
踏
ま
え
た

冊
子
を
作
成

　令
和
4
年
度
事
業
で
は
、「
保
健
指
導
の
手
引
き
」

を
有
効
活
用
で
き
る
ツ
ー
ル
と
し
て
保
健
指
導
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
と
な
る
冊
子
「
母
子
保
健
事
業
で
取
り

組
む
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
発
症
予
防
・
重
症
化
予
防
」

を
作
成
し
た
。

　冊
子
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
制
作
は
小
児
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
の
治
療
や
研
究
を
行
う
ア
レ
ル
ギ
ー
専

門
医
の
古
川
真
弓
医
師
、
監
修
は
国
の
ア
レ
ル
ギ
ー

中
心
拠
点
病
院
と
な
る
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ

ー
・
ア
レ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
長
の
大
矢
幸
弘
医
師
が

担
当
し
、
最
新
の
医
学
的
知
見
を
踏
ま
え
た
信
頼
性

の
高
い
内
容
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　作
成
し
た
冊
子
の
特
色
に
つ
い
て
、
代
表
の
園
部

ま
り
子
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「冊
子
は
、
現
場
の
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
な
ど

の
専
門
職
が
わ
か
り
や
す
い
言
葉
を
用
い
な
が
ら
、

具
体
的
に
保
健
指
導
の
内
容
や
手
法
を
解
説
し
て
い

ま
す
。
保
健
師
が
保
護
者
と
一
緒
に
読
み
あ
わ
せ
を

す
る
こ
と
で
、
し
っ
か
り
と
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い

た
正
し
い
保
健
指
導
が
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
湿

疹
の
あ
る
こ
ど
も

に
処
方
さ
れ
る
ス

テ
ロ
イ
ド
軟
膏

は
、
使
用
す
る
こ

と
が
怖
い
と
い
う

印
象
を
も
つ
保
健

師
が
た
く
さ
ん
い

ま
す
が
、
使
用
方
法
を
間
違
え
な
け
れ
ば
、
副
作
用

も
な
く
非
常
に
有
効
な
薬
で
あ
る
こ
と
な
ど
正
し
い

知
識
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。冊
子
は
3
万
部
発
行
し
、

都
道
府
県
を
通
じ
て
全
市
町
村
に
配
布
し
た
と
こ

ろ
、『
こ
の
よ
う
な
ツ
ー
ル
が
ほ
し
か
っ
た
』
と
い

う
声
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
」。

　同
時
に
、
冊
子
を
教
材
に
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修

会
を
４
回
開
催
し
、
全
国
か
ら
延
べ
３
７
５
０
人
の

保
健
師
、
管
理
栄
養
士
、
保
育
士
な
ど
の
専
門
職
が

参
加
し
た
。
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
専

門
医
の
少
な
い
地
域
や
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
域

令和5年度事業

特定非営利活動法人
アレルギーを考える母の会
小児アレルギーの「保健指導」充実へ ツールを作成し活用を図る事業

【事業概要】
　小児アレルギー疾患の保健指導が全国同水準の充実した内容で取り組まれ
ることを目指し、保健指導の現場で有効活用できる冊子の作成・配布を行う
とともに、冊子を活用したオンライン研修会を開催する事業

【実施内容】
◆ 保健指導に活用できる冊子の改訂および当

事者向け冊子の作成
令和 4 年度に作成した
専門職向けの冊子を現
場の声を踏まえて改訂
するとともに、新たに
当事者（保護者）向け
の冊子を作成

◆大規模オンライン研修会の開催
適切な保健指導が全国同水準で推進される
ことを目指し、保健師や管理栄養士などの専
門職を対象にしたオンライン研修会を開催

◆モデルとなる県単位の研修会の開催
保健指導の取り組みの均てん化を図るため、
アレルギー専門医が少ない地域において専
門職向けの研修会と保護者向けの講座を開
催

◆学会での展示・シンポジウムの開催
関連学会で作成した冊子の展示・配布を行
うほか、シンポジウムの開催を通してアレ
ルギーに関する保健指導の推進を図る

事業概要

【成果】
◆保健指導に活用できる冊子の改訂版は 3 万部、

保護者向けの冊子は 4 万部作成し、都道府県を
通じて全市町村に配布することができた

　　最新の医学的知見を掲載した冊子は、配布先か
ら大きな反響があり、追加配布の要望に応えるた
め、それぞれ 2 万部を増刷した

◆ 3 回開催した「大規模オンライン研修会」は、
保健師、管理栄養士、助産師、保育士など 2960
人の専門職が参加した。作成した 2 種類の冊子
を教材に小児アレルギー疾患の適切な理解や必要
な取り組みについて学んだ

◆「モデルとなる県単位の研修会」では、アレルギ
ー専門医が少ない地域（3 県 2 市）に専門医が
同行し、研修会と講座を開
催した。秋田県、鹿児島県、
徳島県、長野市で開催した
専門職向けの研修会には
197 人の専門職、宮城県
気仙沼市で開催した保護者
向けの講座には 20 組の母
子が参加した

WAM 助成
e -ライブラリー

助成額
510万7千円

全3回開催した大規模オンライン研修会には、保健師、
管理栄養士、助産師、保育士など延べ2960人の専
門職が参加した

小児アレルギーの保健指導への理解を進めるため、関
連学会等で作成した冊子を展示・配布する様子

いきいき

ャレンジチ
いきいき

わ
か
り
や
す
く
具
体
的
な
ツ
ー
ル
で

小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
支
援
を
充
実

神
奈
川
県
横
浜
市
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ア
レ
ル
ギ
ー
を
考
え
る
母
の
会

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の

適
切
な
医
療
情
報
を
提
供

　神
奈
川
県
横
浜
市
に
あ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人

ア
レ
ル
ギ
ー
を
考
え
る
母
の
会
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾

患
を
抱
え
る
患
者
に
適
切
な
医
療
情
報
を
提
供
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
悩
み
を
抱
え
た
母
親
た
ち
が
中
心

と
な
り
、
平
成
11
年
に
任
意
団
体
を
立
ち
上
げ
、
平

成
20
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
し
て
い
る
。

　主
な
活
動
と
し
て
、
来
所
や
電
話
な
ど
に
よ
る
ア

レ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
相
談
事
業
を
は
じ
め
、
治
療
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
や
適
切
な
ケ
ア
に
つ
い
て
学
ぶ
講
演
会

や
懇
談
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
ア
レ
ル
ギ
ー
患

者
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
と
し
て
、
患
者
が
直
面

し
て
い
る
社
会
的
課
題
の
解
決
を
国
や
行
政
、
関
連

学
会
な
ど
に
働
き
か
け
る
調
査
・
研
究
・
提
言
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　相
談
事
業
で
は
、
年
間
約
４
０
０
人
、
延
べ
２
０ 

０
０
件
の
相
談
に
対
応
し
て
お
り
、
正
し
い
医
療
情

報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
専
門
医
へ
の
橋
渡
し
を

行
い
、
適
切
な
治
療
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
で
は
、
国
の
「
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対

策
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
指
針
」（
平
成
29
年

3
月
）
に
お
い
て
、
乳
幼
児
期
の
保
健
指
導
を
健
診

等
の
際
に
行
う
と
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
平
成
29
年

度
か
ら
3
年
間
、「
ア
レ
ル
ギ
ー
発
症
を
予
防
す
る

『
保
健
指
導
』
事
業
」
な
ど
を
実
施
し
、
専
門
医
や

保
健
師
な
ど
と
と
も
に
、
保
健
指
導
の
内
容
や
方
法

の
具
体
化
に
取
り
組
ん
だ
。

　そ
の
取
り
組
み
に
基
づ
き
、
関
連
学
会
や
厚
生
労

働
省
に
報
告
・
要
望
書
と
し
て
提
出
し
た
こ
と
な
ど

が
後
押
し
と
な
り
、
厚
生
労
働
省
が
「
小
児
の
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
保
健
指
導
の
手
引
き
」
を
作
成
し
、
全

国
の
自
治
体
に
配
布
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の

保
健
指
導
の
充
実
を
図
る

　同
法
人
は
、
令
和
４
～
５
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を

活
用
し
、「
小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
の
『
保
健
指
導
』
充

実
へ

　ツ
ー
ル
を
作
成
し
活
用
を
図
る
事
業
」
を
実

施
し
た
。

　同
事
業
は
、
小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
保
健
指
導

が
全
国
同
水
準
で
充
実
し
た
内
容
で
取
り
組
ま
れ
る

こ
と
を
目
指
し
、
保
健
指
導
に
活
用
で
き
る
冊
子
の

作
成
、
専
門
職
を
対
象
に
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
会

な
ど
を
行
っ
た
。

　事
業
を
実
施
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
事
務
局
長
・

代
表
理
事
の
長
岡
徹
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「国
の
『
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
策
の
推
進
に
関
す

る
基
本
的
な
指
針
』
は
、
令
和
4
年
3
月
に
改
正
が

あ
り
、
近
年
の
エ
ビ
デ
ン
ス
の
集
積
を
踏
ま
え
、
施

策
の
方
向
性
が
ア
レ
ル
ギ
ー
の
『
重
症
化
予
防
』
か

ら
『
発
症
お
よ
び
重
症
化
の
予
防
』
に
改
め
ら
れ
、

保
健
指
導
の
重
要
性
が
よ
り
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
厚
生
労
働
省
が
作
成
し
た
『
小
児
の
ア
レ
ル
ギ

ー
疾
患
保
健
指
導
の
手
引
き
』
は
、
医
療
者
が
中
心

に
作
成
し
て
い
る
た
め
、
基
礎
知
識
や
疾
病
理
解
が

十
分
で
な
い
保
健
師
等
の
専
門
職
は
活
用
す
る
こ
と

が
難
し
く
、
あ
ま
り
有
効
活
用
さ
れ
て
い
な
い
と
い

 WAMから ひと言

　小児アレルギー疾患の保健指導を
充実させるという明確な理念をもっ
て、事業を実施されました。各種連
携先との連携強化を図り当初の数値
目標を大幅に上回る成果をあげてい
る点、事業内容に対するネガティブ
な評価の分析を行い、課題の把握等
に取り組み、また、各種の学術分野
においても成果報告を実施できてい
る点などを評価しています。保健医
療政策的な活動に留まらず、こども
の健全な発達と保護者の不安や負担
の軽減のための子育て支援事業の一
つとして、政策化、制度化に取り組
まれることを期待しています。

15 ●WAMー2025.1

小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
保
健
指
導
が
全
国
水
準

の
充
実
し
た
内
容
で
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
目
指
し
、

保
健
指
導
の
現
場
で
有
効
活
用
で
き
る
冊
子
及
び
当

事
者
向
け
の
冊
子
の
作
成
・
配
布
を
行
う
と
と
も
に
、

冊
子
を
活
用
し
た
大
規
模
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
会
を
開

催
し
た
神
奈
川
県
横
浜
市
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人

ア
レ
ル
ギ
ー
を
考
え
る
母
の
会
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
ま
す
。

4
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う
実
情
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
助
成
事
業
で

は
保
健
指
導
の
手
引
き
が
有
効
活
用
で
き
る
ツ
ー
ル

を
作
成
・
配
布
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
ツ
ー
ル
を
教

材
に
し
た
研
修
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
小
児

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
保
健
指
導
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

に
取
り
組
み
ま
し
た
」。

最
新
の
医
学
的
知
見
を
踏
ま
え
た

冊
子
を
作
成

　令
和
4
年
度
事
業
で
は
、「
保
健
指
導
の
手
引
き
」

を
有
効
活
用
で
き
る
ツ
ー
ル
と
し
て
保
健
指
導
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
と
な
る
冊
子
「
母
子
保
健
事
業
で
取
り

組
む
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
発
症
予
防
・
重
症
化
予
防
」

を
作
成
し
た
。

　冊
子
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
制
作
は
小
児
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
の
治
療
や
研
究
を
行
う
ア
レ
ル
ギ
ー
専

門
医
の
古
川
真
弓
医
師
、
監
修
は
国
の
ア
レ
ル
ギ
ー

中
心
拠
点
病
院
と
な
る
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ

ー
・
ア
レ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
長
の
大
矢
幸
弘
医
師
が

担
当
し
、
最
新
の
医
学
的
知
見
を
踏
ま
え
た
信
頼
性

の
高
い
内
容
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　作
成
し
た
冊
子
の
特
色
に
つ
い
て
、
代
表
の
園
部

ま
り
子
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「冊
子
は
、
現
場
の
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
な
ど

の
専
門
職
が
わ
か
り
や
す
い
言
葉
を
用
い
な
が
ら
、

具
体
的
に
保
健
指
導
の
内
容
や
手
法
を
解
説
し
て
い

ま
す
。
保
健
師
が
保
護
者
と
一
緒
に
読
み
あ
わ
せ
を

す
る
こ
と
で
、
し
っ
か
り
と
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い

た
正
し
い
保
健
指
導
が
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
湿

疹
の
あ
る
こ
ど
も

に
処
方
さ
れ
る
ス

テ
ロ
イ
ド
軟
膏

は
、
使
用
す
る
こ

と
が
怖
い
と
い
う

印
象
を
も
つ
保
健

師
が
た
く
さ
ん
い

ま
す
が
、
使
用
方
法
を
間
違
え
な
け
れ
ば
、
副
作
用

も
な
く
非
常
に
有
効
な
薬
で
あ
る
こ
と
な
ど
正
し
い

知
識
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。冊
子
は
3
万
部
発
行
し
、

都
道
府
県
を
通
じ
て
全
市
町
村
に
配
布
し
た
と
こ

ろ
、『
こ
の
よ
う
な
ツ
ー
ル
が
ほ
し
か
っ
た
』
と
い

う
声
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
」。

　同
時
に
、
冊
子
を
教
材
に
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修

会
を
４
回
開
催
し
、
全
国
か
ら
延
べ
３
７
５
０
人
の

保
健
師
、
管
理
栄
養
士
、
保
育
士
な
ど
の
専
門
職
が

参
加
し
た
。
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
専

門
医
の
少
な
い
地
域
や
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
域

令和5年度事業

特定非営利活動法人
アレルギーを考える母の会
小児アレルギーの「保健指導」充実へ ツールを作成し活用を図る事業

【事業概要】
　小児アレルギー疾患の保健指導が全国同水準の充実した内容で取り組まれ
ることを目指し、保健指導の現場で有効活用できる冊子の作成・配布を行う
とともに、冊子を活用したオンライン研修会を開催する事業

【実施内容】
◆ 保健指導に活用できる冊子の改訂および当

事者向け冊子の作成
令和 4 年度に作成した
専門職向けの冊子を現
場の声を踏まえて改訂
するとともに、新たに
当事者（保護者）向け
の冊子を作成

◆大規模オンライン研修会の開催
適切な保健指導が全国同水準で推進される
ことを目指し、保健師や管理栄養士などの専
門職を対象にしたオンライン研修会を開催

◆モデルとなる県単位の研修会の開催
保健指導の取り組みの均てん化を図るため、
アレルギー専門医が少ない地域において専
門職向けの研修会と保護者向けの講座を開
催

◆学会での展示・シンポジウムの開催
関連学会で作成した冊子の展示・配布を行
うほか、シンポジウムの開催を通してアレ
ルギーに関する保健指導の推進を図る

事業概要

【成果】
◆保健指導に活用できる冊子の改訂版は 3 万部、

保護者向けの冊子は 4 万部作成し、都道府県を
通じて全市町村に配布することができた

　　最新の医学的知見を掲載した冊子は、配布先か
ら大きな反響があり、追加配布の要望に応えるた
め、それぞれ 2 万部を増刷した

◆ 3 回開催した「大規模オンライン研修会」は、
保健師、管理栄養士、助産師、保育士など 2960
人の専門職が参加した。作成した 2 種類の冊子
を教材に小児アレルギー疾患の適切な理解や必要
な取り組みについて学んだ

◆「モデルとなる県単位の研修会」では、アレルギ
ー専門医が少ない地域（3 県 2 市）に専門医が
同行し、研修会と講座を開
催した。秋田県、鹿児島県、
徳島県、長野市で開催した
専門職向けの研修会には
197 人の専門職、宮城県
気仙沼市で開催した保護者
向けの講座には 20 組の母
子が参加した

WAM 助成
e -ライブラリー

助成額
510万7千円

全3回開催した大規模オンライン研修会には、保健師、
管理栄養士、助産師、保育士など延べ2960人の専
門職が参加した

小児アレルギーの保健指導への理解を進めるため、関
連学会等で作成した冊子を展示・配布する様子
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

員
に
対
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
保
健
指
導
へ
の
理
解
を

深
め
る
た
め
、
日
本
小
児
臨
床
ア
レ
ル
ギ
ー
学
会
、

日
本
地
域
看
護
学
会
、
日
本
公
衆
衛
生
学
会
、
日
本

助
産
師
学
会
な
ど
の
関
連
学
会
（
8
学
会
）
に
参
加

し
、
作
成
し
た
冊
子
の
展
示
・
配
布
を
行
っ
た
。

　日
本
地
域
看
護
学
会
学
術
集
会
で
は
、
学
会
長
か

ら
の
依
頼
を
受
け
、
乳
幼
児
期
の
保
健
指
導
の
推
進

に
向
け
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
し
、
長
岡
氏
が
座

長
を
務
め
た
と
い
う
。

ア
レ
ル
ギ
ー
の
保
健
指
導
に
取
り
組
む

市
町
村
が
増
加

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
適
切
な
保
健
指
導
に

活
用
で
き
る
冊
子
を
作
成
・
配
布
す
る
と
と
も
に
、

冊
子
を
活
用
し
た
研
修

会
の
開
催
に
よ
り
、
多

く
の
専
門
職
が
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
患
の
適
切
な
理

解
、
必
要
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
に

つ
な
が
っ
た
。

　「最
新
の
医
学
的
知

見
を
踏
ま
え
た
信
頼
性

の
高
い
冊
子
を
作
成
す

る
こ
と
が
で
き
、
乳
幼
児
期
の
保
健
指
導
に
携
わ
る

専
門
職
に
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
適
切
な
知
識
や
手

法
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
に
よ
り
、実
際
に

現
場
で
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
大
き
な
成
果
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
研
修
会
に
つ
い
て
も
厚
生
労
働
省

の
後
援
を
得
る
こ
と
で
信
頼
や
安
心
感
を
も
っ
て
多

く
の
専
門
職
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」（
長
岡
氏
）。

　研
修
会
の
参
加
者
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
ア
レ

ル
ギ
ー
の
保
健
指
導
に
取
り

組
ん
で
い
る
市
町
村
が
令
和

3
年
度
の
56
％
か
ら
令
和
5

年
度
は
67
％
に
増
加
し
て
お

り
、
事
業
が
ア
レ
ル
ギ
ー
に

関
す
る
乳
幼
児
期
の
保
健
指

導
の
推
進
に
一
定
の
役
割
を

果
た
し
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
た
。

　ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
関
す

る
適
切
な
理
解
を
進
め
、
支

援
の
充
実
を
図
る
同
法
人
の

今
後
の
活
動
の
広
が
り
が
期

待
さ
れ
る
。

　　

　コロナ禍の影響により、法人として
は初めてオンラインでの研修会に取り
組みましたが、広く発信するためには
非常に有効だと感じました。とくに、
保健センターの保健師は感染症対策で
も人手がとられ、現場を離れることが
できないこともあり、オンライン開催
は非常に喜ばれました。
　また、助成事業の終了後に厚生労働
省に報告したところ、取り組みの必要

性を感じてもらうことができた一方で、こども家庭庁ではあま
り理解されていないと感じました。子育て支援全般のなかでは、
アレルギー疾患に関する比重は高くないことが背景にあるので
はないかと思います。子育てのなかでの生きづらさを言語化す
る必要があり、数値で示していくことが課題だと考えています。

特定非営利活動法人アレルギーを考える母の会
事務局長／代表理事　長岡  徹氏

子育てのなかでの
生きづらさを言語化

〒 241−0024　神奈川県横浜市旭区本村町17−1−106 
T E L： 045−362−3106
F A X： 045−362−3106
U R L： https://www.hahanokai.org
設　　立：平成 20 年 4 月（前身団体：平成 11 年 8 月）
代　　表：園部　まり子

◆団体概要

特定非営利活動法人
アレルギーを考える母の会

代表 園部  まり子氏

助成事業で作成した専門職向けの
冊子「母子保健事業で取り組むア
レルギー疾患の発症予防・重症化
予防」（改訂版）

当事者（保護者）向けの冊子「赤
ちゃんのアレルギー疾患が気がか
りな保護者の方へ」。2 つの冊子
は全市町村に配布し、追加送付の
要望が多く寄せられた

な
ど
7
県
・
70
市
町
村
を
訪
問
し
、
事
業
の
広
報
を

行
う
と
と
も
に
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
策
の
推
進
に

向
け
た
情
報
提
供
や
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

正
し
い
情
報
を
掲
載
し
た

保
護
者
向
け
の
冊
子
を
新
た
に
作
成

　令
和
5
年
度
事
業
は
、
前
年
度
の
取
り
組
み
を
踏

ま
え
、
①
保
健
指
導
で
活
用
で
き
る
冊
子
の
改
訂
お

よ
び
当
事
者
向
け
の
冊
子
の
作
成
、
②
大
規
模
オ
ン

ラ
イ
ン
研
修
会
の
開
催
、
③
モ
デ
ル
と
な
る
県
単
位

の
研
修
会
の
開
催
、
④
学
会
で
の
展
示
・
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
開
催
を
行
っ
た
。

　令
和
4
年
度
に
作
成
し
た
冊
子
を
、
ア
ン
ケ
ー
ト

等
で
寄
せ
ら
れ
た
現
場
の
声
を
踏
ま
え
て
改
訂
す
る

と
と
も
に
、
新
た
に
当
事
者
（
保
護
者
）
向
け
の
冊

子
「
赤
ち
ゃ
ん
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
が
気
が
か
り
な

保
護
者
の
方
へ
」
を
作
成
し
た
。

　「当
事
者
向
け
の
冊
子
は
、
さ
ら
に
説
明
を
わ
か

り
や
す
く
し
、
保
護
者
が
不
安
や
疑
問
を
も
つ
乳
児

湿
疹
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
て
い
ま
す
。
こ
ど
も

の
ア
レ
ル
ギ
ー
が
湿
疹
か
ら
始
ま
る
『
ア
レ
ル
ギ
ー

マ
ー
チ
』
の
概
念
は
、
数
十
年
前
か
ら
わ
か
っ
て
い

ま
し
た
。
湿
疹
を
放
置
し
て
い
る
と
、
ハ
ウ
ス
ダ
ス

ト
の
中
に
あ
る
ア
レ
ル
ゲ
ン
の
成
分
が
皮
膚
か
ら
侵

入
し
、ア
ト
ピ
ー
、喘
息
、食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
な
る

経
過
を
た
ど
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。そ

の
た
め
、冊
子
で
は
発
症
予
防
で
重
要
な
皮
膚
の
洗

い
方
や
軟
膏
の
塗
り
方
な
ど
、
ス
キ
ン
ケ
ア
の
方
法

を
重
点
的
に
盛
り
込
ん
だ
ほ
か
、
離
乳
食
を
遅
ら
せ

る
こ
と
で
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
な
ら
な
い
と
い
っ
た

誤
っ
た
情
報
を
抽
出
し
、
最
新
の
正
し
い
情
報
を
掲

載
し
て
い
ま
す
」（
園
部
氏
）。

　改
訂
版
は
3
万
部
、
保
護
者
向
け
の
冊
子
は
4
万

部
作
成
し
、
都
道
府
県
を
通
じ
て
全
市
町
村
に
配
布

し
た
。
冊
子
は
、
配
布
先
か
ら
追
加
送
付
の
希
望
が

多
く
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
2
万
部
を

増
刷
し
て
要
望
に
応
え
た
と
い
う
。

オ
ン
ラ
イ
ン
と
専
門
医
の
少
数
地
域
で

研
修
会
を
開
催

　適
切
な
保
健
指
導
が
全
国
同
水
準
で
推
進
さ
れ
る

こ
と
を
目
的
と
し
た「
大
規
模
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
会
」

は
３
回
開
催
し
、
大
分
県
を
除
く
全
国
か
ら
延
べ

２
９
６
０
人
の
保
健
師
、
管
理
栄
養
士
、
助
産
師
、

保
育
士
な
ど
の
専
門
職
が
参
加
し
た
。

　「オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
会
で
は
、
冊
子
の
作
成
に
携

わ
っ
た
ア
レ
ル
ギ
ー
専
門
医
を
講
師
に
招
き
、
冊
子

を
教
材
に
し
な
が
ら
幅
広
い
小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患

の
理
解
や
具
体
的
な
保
健
指
導
の
展
開
に
つ
い
て
講

義
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
講
師
の
専
門
医
は
実
際

に
保
健
指
導
の
現
場
に
入
っ
て
い
る
た
め
、
保
健
師

が
困
る
場
面
や
保
護
者
か
ら
よ
く
あ
る
質
問
な
ど
の

対
応
方
法
や
、
ス
キ
ン
ケ
ア
の
実
習
と
し
て
動
画
で

正
し
い
皮
膚
の
洗
い
方
や
軟
膏
の
塗
り
方
の
説
明
を

し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
よ
り
現
場
に
即
し
た
実
践
的

な
内
容
と
な
り
ま
し
た
」（
長
岡
氏
）。

　さ
ら
に
、「
モ
デ
ル
と
な
る
県
単
位
の
研
修
会
」

で
は
、
保
健
指
導
の
取
り
組
み
の
均
て
ん
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
ア
レ
ル
ギ
ー
専
門
医
が
少
な
い
地

域
で
専
門
職
向
け
の
研
修
会
と
当
事
者
向
け
の
講
座

を
開
催
し
た
。

　専
門
職
向
け
の
研
修
会
は
、
秋
田
県
、
鹿
児
島
県
、

徳
島
県
、
長
野
市
で
開
催
し
、
延
べ
１
９
７
人
の
専

門
職
が
、
当
事
者
向
け
の
講
座
は
乳
幼
児
期
の
保
健

指
導
に
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
宮
城
県
気
仙
沼

市
の
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、
20
組
の
母
子
が
参

加
し
た
。

　「ア
レ
ル
ギ
ー
専
門
医
の
少
な
い
地
域
で
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
患
の
適
切
な
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
必
要
な

取
り
組
み
を
学
ぶ
機
会
を
つ
く
り
、
モ
デ
ル
と
し
て

広
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
が
、
県
の

担
当
者
が
参
加
し
て
必
要
性
を
再
認
識
し
て
も
ら
う

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」（
長
岡
氏
）。

　そ
の
ほ
か
助
成
事
業
で
は
、
乳
幼
児
期
の
保
健
指

導
に
関
わ
る
専
門
職
や
指
導
的
立
場
に
あ
る
行
政
職

17 ●WAMー2025.1

保健指導の取り組みの均てん化を図ること
を目的に、アレルギー専門医の少ない地域
で、疾患の適切な理解や必要な取り組みに
ついて学ぶ専門職向けの研修会（写真上）と、
当事者向けの講座を開催（写真下）
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

員
に
対
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
保
健
指
導
へ
の
理
解
を

深
め
る
た
め
、
日
本
小
児
臨
床
ア
レ
ル
ギ
ー
学
会
、

日
本
地
域
看
護
学
会
、
日
本
公
衆
衛
生
学
会
、
日
本

助
産
師
学
会
な
ど
の
関
連
学
会
（
8
学
会
）
に
参
加

し
、
作
成
し
た
冊
子
の
展
示
・
配
布
を
行
っ
た
。

　日
本
地
域
看
護
学
会
学
術
集
会
で
は
、
学
会
長
か

ら
の
依
頼
を
受
け
、
乳
幼
児
期
の
保
健
指
導
の
推
進

に
向
け
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
し
、
長
岡
氏
が
座

長
を
務
め
た
と
い
う
。

ア
レ
ル
ギ
ー
の
保
健
指
導
に
取
り
組
む

市
町
村
が
増
加

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
適
切
な
保
健
指
導
に

活
用
で
き
る
冊
子
を
作
成
・
配
布
す
る
と
と
も
に
、

冊
子
を
活
用
し
た
研
修

会
の
開
催
に
よ
り
、
多

く
の
専
門
職
が
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
患
の
適
切
な
理

解
、
必
要
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
に

つ
な
が
っ
た
。

　「最
新
の
医
学
的
知

見
を
踏
ま
え
た
信
頼
性

の
高
い
冊
子
を
作
成
す

る
こ
と
が
で
き
、
乳
幼
児
期
の
保
健
指
導
に
携
わ
る

専
門
職
に
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
適
切
な
知
識
や
手

法
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
に
よ
り
、実
際
に

現
場
で
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
大
き
な
成
果
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
研
修
会
に
つ
い
て
も
厚
生
労
働
省

の
後
援
を
得
る
こ
と
で
信
頼
や
安
心
感
を
も
っ
て
多

く
の
専
門
職
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」（
長
岡
氏
）。

　研
修
会
の
参
加
者
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
ア
レ

ル
ギ
ー
の
保
健
指
導
に
取
り

組
ん
で
い
る
市
町
村
が
令
和

3
年
度
の
56
％
か
ら
令
和
5

年
度
は
67
％
に
増
加
し
て
お

り
、
事
業
が
ア
レ
ル
ギ
ー
に

関
す
る
乳
幼
児
期
の
保
健
指

導
の
推
進
に
一
定
の
役
割
を

果
た
し
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
た
。

　ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
関
す

る
適
切
な
理
解
を
進
め
、
支

援
の
充
実
を
図
る
同
法
人
の

今
後
の
活
動
の
広
が
り
が
期

待
さ
れ
る
。

　　

　コロナ禍の影響により、法人として
は初めてオンラインでの研修会に取り
組みましたが、広く発信するためには
非常に有効だと感じました。とくに、
保健センターの保健師は感染症対策で
も人手がとられ、現場を離れることが
できないこともあり、オンライン開催
は非常に喜ばれました。
　また、助成事業の終了後に厚生労働
省に報告したところ、取り組みの必要

性を感じてもらうことができた一方で、こども家庭庁ではあま
り理解されていないと感じました。子育て支援全般のなかでは、
アレルギー疾患に関する比重は高くないことが背景にあるので
はないかと思います。子育てのなかでの生きづらさを言語化す
る必要があり、数値で示していくことが課題だと考えています。

特定非営利活動法人アレルギーを考える母の会
事務局長／代表理事　長岡  徹氏

子育てのなかでの
生きづらさを言語化

〒 241−0024　神奈川県横浜市旭区本村町17−1−106 
T E L： 045−362−3106
F A X： 045−362−3106
U R L： https://www.hahanokai.org
設　　立：平成 20 年 4 月（前身団体：平成 11 年 8 月）
代　　表：園部　まり子

◆団体概要

特定非営利活動法人
アレルギーを考える母の会

代表 園部  まり子氏

助成事業で作成した専門職向けの
冊子「母子保健事業で取り組むア
レルギー疾患の発症予防・重症化
予防」（改訂版）

当事者（保護者）向けの冊子「赤
ちゃんのアレルギー疾患が気がか
りな保護者の方へ」。2 つの冊子
は全市町村に配布し、追加送付の
要望が多く寄せられた

　 活動の方向性は変わらず、WAM助成レポートに掲載された課題に継続して取り組んでいる。乳幼児期のアレルギーに関す
る「保健指導」の推進では、公衆衛生学会総会などでの展示やWAM事業で作成した冊子の紹介・配布を続けることで、全国の
自治体、保健所、保健センターや大学の教員などの意識の高まり、着実に取り組みが広がっていることを実感している。また自
治体との直接の連携も広がっている。来年度には、作成した冊子を最新の知見を踏まえて改訂したいと考えている。

助 成 終 了 後 の 活 動 ・ 展 望
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　同
事
業
は
、「
隠
れ
た
非
行
」
の
問
題
構
造
の
把

握
と
、
対
話
を
通
し
て
若
者
が
他
者
に
対
す
る
信
頼

を
回
復
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、 

①
若
者
の
見
え
づ

ら
い
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
腕
大
学
の
開
催
、
②

Ｓ
Ｎ
Ｓ
環
境
の
整
備
、
③
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム

の
開
設
、
④
支
援
に
関
す
る
学
び
の
場
の
開
催
を
行

っ
た
。

　「当
法
人
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
若
者
の
立
ち
直

り
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
か
つ
て
は
コ

ン
ビ
ニ
の
前
で
座
り
込
ん
だ
り
、
暴
力
や
暴
走
を
繰

り
返
す
な
ど
非
行
は
わ
か
り
や
す
い
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
近
年
は
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
や
家
庭
内

暴
力
が
増
え
、
一
見
非
行
に
見
え
な
い
も
の
へ
と
質

的
に
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
助
成
事
業

で
は
、
現
在
進
行
形
で
法
に
抵
触
す
る
い
わ
ゆ
る
不

良
で
は
な
い
も
の
の
、
今
後
非
行
に
巻
き
込
ま
れ
て

い
く
可
能
性
の
あ
る
若
者
を
『
隠
れ
た
非
行
』
の
若

者
と
呼
称
し
、
彼
ら
が
参
加
し
や
す
い
多
様
な
腕
大

学
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

抱
え
る
若
者
と
出
会
い
、
対
話
を
通
し
て
問
題
構
造

を
把
握
し
、
寄
り
添
い
な
が
ら
支
援
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
指
し
ま
し
た
」（
小
野
本
理
事
長
）。

若
者
と
の
対
話
を
生
む

多
様
な
腕
大
学
を
開
催

　若
者
の
見
え
づ
ら
い
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
腕

大
学
の
開
催
で
は
、
こ
れ
ま
で
福
岡
市
天
神
の
警
固

公
園
で
実
施
し
て
き
た
「
腕
大
学
天
神
校
」
に
加
え
、

新
た
に
「
腕
大
学
糸
島
キ
ャ
ン
パ
ス
」、「
腕
大
学
長

垂
海
岸
」
を
開
催
し
た
。

　新
た
に
開
催
し
た
腕
大
学
に
つ
い
て
、
事
務
局
の

中
嶋
康
子
氏
は
次

の
よ
う
に
説
明
す

る
。　「『

腕
大
学
糸
島

キ
ャ
ン
パ
ス
』は
、

福
岡
市
西
区
に
あ

る
2
階
建
て
の
古

民
家
を
活
用
し
た

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

『
が
や
が
や
門
』

を
使
用
し
、
隠
れ
家
的
な
雰
囲
気
の
あ
る
居
場
所
と

し
て
定
期
的
に
開
催
し
ま
し
た
。
1
階
に
は
調
理
ス

ペ
ー
ス
が
あ
り
、
連
携
団
体
か
ら
提
供
を
受
け
た
フ

ー
ド
バ
ン
ク
の
食
材
を
用
い
て
、
こ
ど
も
食
堂
を
運

営
す
る
こ
と
で
、
若
者
だ
け
で
な
く
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
親
子
や
地
元
住
民
に
も
利
用
さ
れ
る
地
域
の
交

流
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。『
腕
大
学
天
神
校
』
は
、

多
く
の
人
が
集
ま
る
た
め
、
若
者
と
つ
な
が
る
場
と

し
て
よ
い
の
で
す
が
、『
糸
島
キ
ャ
ン
パ
ス
』
は
居

場
所
と
し
て
の
要
素
が
強
く
、
ゆ
っ
く
り
話
を
聞
い

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
若
者
や
ひ
と
り
親
家
庭
の
親

NPO法人SFD21JAPAN
「隠れた非行」の若者に対する多様な対話を通した支援事業

令和4年度事業

【事業概要】
　「隠れた非行」の問題構造の把握と若者の他者に対する信頼を回復する
ことを目的に、地域社会における多様な対話をコーディネートする事業

【実施内容】
◆�若者の見えづらい問題にアプローチ
する腕大学の開催
これまで開催してきた腕大学に加え、
新たに市内3カ所で腕大学を含む居場
所づくりを行い、対話を通して若者の
見えづらい問題にアプローチ
◆SNS環境の整備
ホームページやFacebook、Instagram
を開設し、活動を周知する環境を整備
◆カウンセリングルームの開設
問題を抱えた若者やその家族が、安心
して相談できるカウンセリングルーム
を開設
◆支援に関する学びの場の開催
法人スタッフと地域の支援関係者を対
象に、支援スキルの向上を目的とした
研修会を開催

事業概要

【成果】
◆市内4カ所で計14回開催した腕大学は、延べ462
人が参加した。対話を通して悩みやストレスを抱え
ている若者との接点をつくり、信頼関係を築きなが
ら支援につなげることができた
◆開設したカウンセリン
グルームでは、問題を
抱えた若者と家族の相
談対応とともに、関係
機関とのケース会議を
行い、延べ420人が
利用した

◆計11回開催した支援者研修会は、法人スタッフや地
域の支援関係者など、延べ172人が受講した。支援
に関する知識を学ぶとともに、支援者同士の顔の見
える関係が構築された

▼
助成事業後の波及効果
　居場所づくりの活動が評価され、令和6年4月から
福岡市の「若者の居場所づくり活性化事業」を受託す
ることに至った

WAM助成
e -ライブラリー

助成額
177万6千円

古民家を活用したフリースペース「がや
がや門」で開催した「腕大学糸島キャン
パス」。家庭的な雰囲気のある居場所とし
て、こども食堂も運営している

いきいき

ャレンジチ
いきいき

地
域
の
居
場
所
で

「
隠
れ
た
非
行
」の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
応
え
る

福
岡
市
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
Ｆ
Ｄ
21
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

若
者
の
立
ち
直
り
支
援
に
取
り
組
む

　福
岡
市
に
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
Ｆ
Ｄ
21
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
は
、
非
行
や
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
等
の
生
き
づ

ら
さ
を
抱
え
る
若
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
居
場
所

づ
く
り
や
立
ち
直
り
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　同
法
人
は
、ボ
デ
ィ
ビ
ル
の
競
技
者
で
あ
る
理
事
長

の
小
野
本
道
治
氏
が
友
人
と
自
宅
納
屋
に
ジ
ム
を
開

設
し
た
と
こ
ろ
、
非
行
行
動
に
悩
む
中
学
生
の
保
護

者
か
ら
受
け
入
れ
の
相
談
を
受
け
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
若
者
の
立
ち
直
り
支
援
を
開
始
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。そ
の
後
、ジ
ム
は
口
コ
ミ
に
よ
り
若
者
た
ち

が
集
ま
る
居
場
所
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
立
ち
直
り

支
援
活
動
を
本
格
化
さ
せ
る
た
め
、
平
成
24
年
10
月

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
し
て
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
る
。

　現
在
の
主
な
活
動
と
し
て
は
、
若
者
を
対
象
に
し

た
居
場
所
の
運
営
や
相
談
支
援
事
業
を
行
う
ほ
か
、

福
岡
市
こ
ど
も
未
来
局
の
「
子
ど
も
・
若
者
活
躍
の

場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加
し
、
若
者
の
農
業
体
験

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
若

者
と
つ
な
が
る
場
と
し
て
「
腕
大
学
天
神
校
」
を
定

期
的
に
開
催
し
て
い
る
。

　腕
大
学
と
若
者
の
立
ち
直
り
支
援
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、小
野
本
理
事
長
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「腕
大
学
は
、
福
岡
市
天
神
に
あ
る
警
固
公
園
で

公
開
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
体
験
会
と
し
て
毎
月
第
4

土
曜
日
16
～
21
時
の
時
間
帯
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

活
動
で
は
、
公
園
に
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
台
を
設
置

し
、
若
者
と
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
を
通
し
て
対
話
を

行
い
、
内
面
に
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
若
者
と

の
接
点
を
つ
く
り
、
信
頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
支
援

に
つ
な
げ
る
場
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
非
行
や
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
る
若
者
へ
の
支
援
と
し
て
、

立
ち
直
り
に
向
け
た
可
能
性
を
探
り
、
行
政
や
支
援

団
体
と
連
携
し
、
若
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
支
援
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
」。　こ

れ
ら
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
平
成
29
年
に
福
岡

県
の
「
非
行
等
か
ら
の
立
ち
直
り
支
援
功
労
団
体
」

県
知
事
表
彰
、
令
和
2
年
に
「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
関
係
功
労
者
」
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
を
受
け
て

い
る
。

「
隠
れ
た
非
行
」
を
把
握
し
、

支
援
に
つ
な
げ
る

　同
法
人
は
、
令
和
4
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「『
隠
れ
た
非
行
』
の
若
者
に
対
す
る
多
様
な
対

話
を
通
し
た
支
援
事
業
」
を
実
施
し
た
。

 WAMから ひと言

　長年の活動実績と多くの団体との
連携を活かし、変化し続ける支援ニー
ズをとらえ、的確なアプローチを実
施されました。連携団体や行政から
の紹介等によって新規の参加者が増
えていくなかで、参加者同士が相互
作用し、社会性の向上や活発なコミュ
ニケーションが多々みられるように
なった点を評価しています。
　今後の活動の中で、自団体があげた
成果について分析し、これらの成果
をあげるための取り組みを整理して
広く周知することで、より広域に支
援が広まっていくことを期待します。

13 ●WAMー2024.11

「
隠
れ
た
非
行
」
の
問
題
構
造
の
把
握
と
若
者
の
他

者
に
対
す
る
信
頼
を
回
復
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
若

者
の
み
え
づ
ら
い
課
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
「
腕
大

学
」
の
開
催
や
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
の
開
設

を
行
い
、
地
域
社
会
に
お
け
る
多
様
な
対
話
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
を
実
践
し
た
福
岡
市
の
N
P
O
法
人

S
F
D
21
J
A
P
A
N
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

5
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　同
事
業
は
、「
隠
れ
た
非
行
」
の
問
題
構
造
の
把

握
と
、
対
話
を
通
し
て
若
者
が
他
者
に
対
す
る
信
頼

を
回
復
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、 

①
若
者
の
見
え
づ

ら
い
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
腕
大
学
の
開
催
、
②

Ｓ
Ｎ
Ｓ
環
境
の
整
備
、
③
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム

の
開
設
、
④
支
援
に
関
す
る
学
び
の
場
の
開
催
を
行

っ
た
。

　「当
法
人
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
若
者
の
立
ち
直

り
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
か
つ
て
は
コ

ン
ビ
ニ
の
前
で
座
り
込
ん
だ
り
、
暴
力
や
暴
走
を
繰

り
返
す
な
ど
非
行
は
わ
か
り
や
す
い
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
近
年
は
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
や
家
庭
内

暴
力
が
増
え
、
一
見
非
行
に
見
え
な
い
も
の
へ
と
質

的
に
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
助
成
事
業

で
は
、
現
在
進
行
形
で
法
に
抵
触
す
る
い
わ
ゆ
る
不

良
で
は
な
い
も
の
の
、
今
後
非
行
に
巻
き
込
ま
れ
て

い
く
可
能
性
の
あ
る
若
者
を
『
隠
れ
た
非
行
』
の
若

者
と
呼
称
し
、
彼
ら
が
参
加
し
や
す
い
多
様
な
腕
大

学
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

抱
え
る
若
者
と
出
会
い
、
対
話
を
通
し
て
問
題
構
造

を
把
握
し
、
寄
り
添
い
な
が
ら
支
援
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
指
し
ま
し
た
」（
小
野
本
理
事
長
）。

若
者
と
の
対
話
を
生
む

多
様
な
腕
大
学
を
開
催

　若
者
の
見
え
づ
ら
い
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
腕

大
学
の
開
催
で
は
、
こ
れ
ま
で
福
岡
市
天
神
の
警
固

公
園
で
実
施
し
て
き
た
「
腕
大
学
天
神
校
」
に
加
え
、

新
た
に
「
腕
大
学
糸
島
キ
ャ
ン
パ
ス
」、「
腕
大
学
長

垂
海
岸
」
を
開
催
し
た
。

　新
た
に
開
催
し
た
腕
大
学
に
つ
い
て
、
事
務
局
の

中
嶋
康
子
氏
は
次

の
よ
う
に
説
明
す

る
。　「『

腕
大
学
糸
島

キ
ャ
ン
パ
ス
』は
、

福
岡
市
西
区
に
あ

る
2
階
建
て
の
古

民
家
を
活
用
し
た

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

『
が
や
が
や
門
』

を
使
用
し
、
隠
れ
家
的
な
雰
囲
気
の
あ
る
居
場
所
と

し
て
定
期
的
に
開
催
し
ま
し
た
。
1
階
に
は
調
理
ス

ペ
ー
ス
が
あ
り
、
連
携
団
体
か
ら
提
供
を
受
け
た
フ

ー
ド
バ
ン
ク
の
食
材
を
用
い
て
、
こ
ど
も
食
堂
を
運

営
す
る
こ
と
で
、
若
者
だ
け
で
な
く
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
親
子
や
地
元
住
民
に
も
利
用
さ
れ
る
地
域
の
交

流
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。『
腕
大
学
天
神
校
』
は
、

多
く
の
人
が
集
ま
る
た
め
、
若
者
と
つ
な
が
る
場
と

し
て
よ
い
の
で
す
が
、『
糸
島
キ
ャ
ン
パ
ス
』
は
居

場
所
と
し
て
の
要
素
が
強
く
、
ゆ
っ
く
り
話
を
聞
い

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
若
者
や
ひ
と
り
親
家
庭
の
親

NPO法人SFD21JAPAN
「隠れた非行」の若者に対する多様な対話を通した支援事業

令和4年度事業

【事業概要】
　「隠れた非行」の問題構造の把握と若者の他者に対する信頼を回復する
ことを目的に、地域社会における多様な対話をコーディネートする事業

【実施内容】
◆�若者の見えづらい問題にアプローチ
する腕大学の開催
これまで開催してきた腕大学に加え、
新たに市内3カ所で腕大学を含む居場
所づくりを行い、対話を通して若者の
見えづらい問題にアプローチ
◆SNS環境の整備
ホームページやFacebook、Instagram
を開設し、活動を周知する環境を整備
◆カウンセリングルームの開設
問題を抱えた若者やその家族が、安心
して相談できるカウンセリングルーム
を開設
◆支援に関する学びの場の開催
法人スタッフと地域の支援関係者を対
象に、支援スキルの向上を目的とした
研修会を開催

事業概要

【成果】
◆市内4カ所で計14回開催した腕大学は、延べ462
人が参加した。対話を通して悩みやストレスを抱え
ている若者との接点をつくり、信頼関係を築きなが
ら支援につなげることができた

◆開設したカウンセリン
グルームでは、問題を
抱えた若者と家族の相
談対応とともに、関係
機関とのケース会議を
行い、延べ420人が
利用した

◆計11回開催した支援者研修会は、法人スタッフや地
域の支援関係者など、延べ172人が受講した。支援
に関する知識を学ぶとともに、支援者同士の顔の見
える関係が構築された

▼
助成事業後の波及効果
　居場所づくりの活動が評価され、令和6年4月から
福岡市の「若者の居場所づくり活性化事業」を受託す
ることに至った

WAM助成
e -ライブラリー

助成額
177万6千円

古民家を活用したフリースペース「がや
がや門」で開催した「腕大学糸島キャン
パス」。家庭的な雰囲気のある居場所とし
て、こども食堂も運営している

24



いきいき

ャレンジチ
いきいき

か
ら
の
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
も
の
が
多

く
、
学
校
の
教
師
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
か
ら
相
談
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」（
中

嶋
氏
）。

　さ
ら
に
、
若
者
の
立
ち
直
り
支
援
に
携
わ
る
ス
タ

ッ
フ
の
知
識
の
向
上
と
育
成
を
目
的
と
し
た
研
修
会

を
開
催
し
た
。

　計
11
回
開
催
し
た
研
修
会
で
は
、教
師
や
看
護
師
、

保
護
観
察
官
、
弁
護
士
、
元
警
察
官
を
講
師
に
招
き
、

「
社
会
的
養
育
の
流
れ
」、「
発
達
障
害
」、「
保
護
観

察
官
の
役
割
や
更
生
保
護
に
つ
い
て
」、「
少
年
犯
罪

の
弁
護
人
と
し
て
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
講
義
と
意
見

交
換
を
行
い
、
法
人
ス
タ
ッ
フ
や
地
域
の
支
援
関
係

者
な
ど
延
べ
１
７
２
人
が
受
講
し
た
。

　「当
初
は
、
法
人
ス
タ
ッ
フ
の
み
を
対
象
に
し
て

い
ま
し
た
が
、
連
携
団
体
や
関
係
機
関
か
ら
参
加
希

望
が
あ
り
、
オ
ー
プ
ン
な
学
び
の
場
と
し
て
開
催
し

ま
し
た
。
地
域
全
体
で
支
援
に
関
す
る
知
識
を
共
有

す
る
と
と
も
に
、
受
講
し
た
関
係
機
関
・
支
援
団
体

と
顔
の
見
え
る
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
」（
中
嶋
氏
）。

福
岡
市
の

居
場
所
づ
く
り
事
業
を
受
託

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

抱
え
る
若
者
と
対
話
す
る
環
境
を
つ
く
り
、
活
動
を

通
し
て
「
隠
れ
た
非
行
」
の
問
題
構
造
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　「『
糸
島
キ
ャ
ン
パ
ス
』
で
運
営
し
て
い
る
こ
ど

も
食
堂
は
、
若
者
だ
け
で
な
く
ひ
と
り
親
家
庭
の

利
用
も
多
く
、
こ
ど
も
の
生
活
状
況
や
学
校
で
の

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
物
質
的
な
支
援
以
外
に
も
孤
独
感
や
疎
外
感

な
ど
が
問
題
行
動
の
原
因
と
思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
、
居
場
所
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し

ま
し
た
。
ま
た
、『
腕
大
学
長
垂
海
岸
』
で
は
、
行

政
と
連
携
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
組
み
あ
わ

せ
た
活
動
を
行
い
、
多
世
代
交
流
を
実
現
し
ま
し

た
が
、
行
政
か
ら
も
継
続
的
に
開
催
し
て
い
き
た

い
と
い
う
要
望
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」（
小
野
本

理
事
長
）。

　助
成
事
業
の
波
及
効
果
と
し
て
、
若
者
の
居
場
所

づ
く
り
の
活
動
を
評
価
さ
れ
、
令
和
6
年
4
月
か
ら

福
岡
市
の
「
若
者
の
居
場
所

づ
く
り
活
性
化
事
業
」
の
受

託
に
至
っ
た
。

　こ
の
事
業
で
は
、
こ
れ
ま

で
培
っ
て
き
た
若
者
の
居
場

所
づ
く
り
の
開
設
・
運
営
に

関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
掲
載
し

た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成

し
、
居
場
所
運
営
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
や
サ
ポ
ー
ト
業
務

を
担
っ
て
お
り
、
新
た
に
市

内
6
カ
所
で
の
居
場
所
の
開

設
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

　多
様
な
課
題
を
抱
え
る
若

者
と
の
対
話
を
通
し
て
、
寄

り
添
い
な
が
ら
支
援
に
つ
な

げ
る
同
法
人
の
今
後
の
活
動

の
広
が
り
が
期
待
さ
れ
る
。

　　

　アームレスリングをツールと
した若者の立ち直り支援のメ
リットとしては、体力が有り余っ
ている若者だけでなく、老若男
女を問わず誰でも参加できるこ
とがあります。親子で参加する
ケースでは、父親が息子より強
いことも多く、家庭で立場の弱っ
た父親が一目置かれたり、支援
者として活動に携わってくれる方も少なくありません。
　一般的に居場所では、母親など女性が中心となりがちで
すが、男性のスタッフや参加者が多いことはアームレスリ
ングをツールとした活動の特徴だと思いますし、さまざま
な視点から支援を考えることにもつながっています。

NPO 法人 SFD21JAPAN
理事長　小野本  道治氏

アームレスリングをツールとした
支援のメリット

〒 819−0376
福岡市西区女原 472−2 
T E L： 090−1194−3235
U R L： https://sfd21japan.com
設　　立：平成 24 年 10 月（任意団体：平成 13 年）
理 事 長：小野本　道治

◆団体概要

NPO法人 SFD21JAPAN
事務局

中嶋  康子氏

子
の
参
加
が
多
い
こ
と
が
特
色
と
な
っ
て
い
ま
す
」。

　ま
た
、「
腕
大
学
長
垂
海
岸
」
で
は
、
行
政
と
協

働
し
、
海
岸
清
掃
と
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
を
組
み
あ

わ
せ
た
腕
大
学
を
開
催
し
、
若
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
や
行
政
関

係
者
と
交
流
す
る
場
に
な
っ
て
い
る
。

　そ
の
ほ
か
に
も
、
福
岡
市
の
農
業
体
験
事
業
で
毎

年
開
催
し
て
い
る
収
穫
し
た
作
物
の
販
売
会
で
、
参

加
し
た
若
者
が
販
売
に
携
わ
り
、
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン

グ
を
通
し
て
来
場
者
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

地
域
や
学
校
に
戻
れ
る
環
境
を
つ
く
る

　助
成
期
間
中
の
腕
大
学
の
利
用
実
績
は
、
市
内
4

カ
所
で
計
14
回
開
催
し
、
課
題
を
抱
え
る
若
者
や
ひ

と
り
親
家
庭
の
親
子
な
ど
延
べ
４
６
２
人
が
参
加
し

た
。　活

動
を
通
し
て
出
会
っ
た
若
者
の
な
か
に
は
、
少

年
院
や
児
童
相
談
所
に
収

容
・
保
護
さ
れ
た
あ
と
、
保

護
者
が
受
け
入
れ
を
拒
否

し
、
本
人
が
望
ん
で
い
な
い

に
も
関
わ
ら
ず
、
自
立
援
助

ホ
ー
ム
、
自
立
準
備
ホ
ー
ム

で
暮
ら
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が

あ
っ
た
と
い
う
。

　「必
ず
し
も
正
し
い
と
は

限
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ
う

な
状
況
に
置
か
れ
た
若
者
を

地
域
や
学
校
に
戻
し
て
あ
げ

る
こ
と
は
、
我
々
の
役
割
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
若
者
と

関
わ
る
際
に
は
、
必
ず
保
護

者
に
連
絡
を
と
り
、
今
後
の

支
援
に
つ
い
て
話
し
あ
い
、

地
域
や
学
校
に
戻
る
こ
と
が

で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
女

性
の
問
題
と
し
て
は
、
い
わ

ゆ
る“

パ
パ
活
＂を
し
て
い

る
若
者
が
多
く
、な
か
に
は

進
学
校
に
通
っ
て
い
る
子
が
親
や
学
校
か
ら
過
剰
な

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
受
け
、
将
来
へ
の
不
安
か
ら
そ
の

よ
う
な
行
動
を
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、
学
校
の
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
福
岡
県
警
察
の
少
年
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
立
ち
直
り
に
向
け
た
可
能
性

を
探
り
、
支
援
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
な
が
ら
伴
走

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
」（
小
野
本
理
事
長
）。

　若
者
と
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
う
え
で
大
切
に
し

て
い
る
こ
と
と
し
て
は
、
電
話
で
相
談
が
あ
っ
た
際

に
は
、
必
ず
相
談
を
受
け
た
当
日
に
対
面
で
対
応
す

る
こ
と
を
心
が
け
て
お
り
、
電
話
相
談
は
24
時
間
３ 

６
５
日
体
制
で
対
応
し
て
い
る
と
い
う
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
環
境
と

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
を
整
備

　そ
の
ほ
か
に
も
、
助
成
事
業
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

やFacebook

、Instagram

を
開
設
し
、
法
人
の
活

動
を
周
知
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
問
題
を
抱
え
た
若
者
と
保
護
者
が
体
面
的
な
心

配
を
せ
ず
に
相
談
で
き
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム

を
開
設
し
た
。

　「こ
れ
ま
で
当
法
人
の
活
動
は
、
口
コ
ミ
で
広
が

っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
た
情
報
発
信
に
力
を
入
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
開
設
後
は
半
年
間
で
１
０
０
０
件
を
超
え

る
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
、
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
若
者

や
保
護
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や
相
談
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
は
、
問

題
を
抱
え
た
若
者
や
保
護
者
の
相
談
対
応
の
ほ
か
、

関
係
機
関
や
支
援
団
体
の
担
当
者
と
の
ケ
ー
ス
会
議

で
使
用
し
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
と
し
て
は
保
護
者

15 ●WAMー2024.11

支援者の知識向上と育成を目的にした研修会
には、法人スタッフと参加希望のあった地域
の支援関係者が受講した

問題を抱えた若者や家族が、体面的な心配を
せずに相談ができるカウンセリングルームを
開設。関係機関や支援団体とケース会議を行
う際にも活用している

「腕大学長垂海岸」では、行政と連携して
海岸清掃とアームレスリング体験会を組み
あわせたプログラムを実施。若者がボラン
ティア活動に参加するとともに、地域住民
や行政関係者と交流する機会となった
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か
ら
の
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
も
の
が
多

く
、
学
校
の
教
師
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
か
ら
相
談
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」（
中

嶋
氏
）。

　さ
ら
に
、
若
者
の
立
ち
直
り
支
援
に
携
わ
る
ス
タ

ッ
フ
の
知
識
の
向
上
と
育
成
を
目
的
と
し
た
研
修
会

を
開
催
し
た
。

　計
11
回
開
催
し
た
研
修
会
で
は
、教
師
や
看
護
師
、

保
護
観
察
官
、
弁
護
士
、
元
警
察
官
を
講
師
に
招
き
、

「
社
会
的
養
育
の
流
れ
」、「
発
達
障
害
」、「
保
護
観

察
官
の
役
割
や
更
生
保
護
に
つ
い
て
」、「
少
年
犯
罪

の
弁
護
人
と
し
て
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
講
義
と
意
見

交
換
を
行
い
、
法
人
ス
タ
ッ
フ
や
地
域
の
支
援
関
係

者
な
ど
延
べ
１
７
２
人
が
受
講
し
た
。

　「当
初
は
、
法
人
ス
タ
ッ
フ
の
み
を
対
象
に
し
て

い
ま
し
た
が
、
連
携
団
体
や
関
係
機
関
か
ら
参
加
希

望
が
あ
り
、
オ
ー
プ
ン
な
学
び
の
場
と
し
て
開
催
し

ま
し
た
。
地
域
全
体
で
支
援
に
関
す
る
知
識
を
共
有

す
る
と
と
も
に
、
受
講
し
た
関
係
機
関
・
支
援
団
体

と
顔
の
見
え
る
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
」（
中
嶋
氏
）。

福
岡
市
の

居
場
所
づ
く
り
事
業
を
受
託

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

抱
え
る
若
者
と
対
話
す
る
環
境
を
つ
く
り
、
活
動
を

通
し
て
「
隠
れ
た
非
行
」
の
問
題
構
造
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　「『
糸
島
キ
ャ
ン
パ
ス
』
で
運
営
し
て
い
る
こ
ど

も
食
堂
は
、
若
者
だ
け
で
な
く
ひ
と
り
親
家
庭
の

利
用
も
多
く
、
こ
ど
も
の
生
活
状
況
や
学
校
で
の

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
物
質
的
な
支
援
以
外
に
も
孤
独
感
や
疎
外
感

な
ど
が
問
題
行
動
の
原
因
と
思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
、
居
場
所
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し

ま
し
た
。
ま
た
、『
腕
大
学
長
垂
海
岸
』
で
は
、
行

政
と
連
携
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
組
み
あ
わ

せ
た
活
動
を
行
い
、
多
世
代
交
流
を
実
現
し
ま
し

た
が
、
行
政
か
ら
も
継
続
的
に
開
催
し
て
い
き
た

い
と
い
う
要
望
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」（
小
野
本

理
事
長
）。

　助
成
事
業
の
波
及
効
果
と
し
て
、
若
者
の
居
場
所

づ
く
り
の
活
動
を
評
価
さ
れ
、
令
和
6
年
4
月
か
ら

福
岡
市
の
「
若
者
の
居
場
所

づ
く
り
活
性
化
事
業
」
の
受

託
に
至
っ
た
。

　こ
の
事
業
で
は
、
こ
れ
ま

で
培
っ
て
き
た
若
者
の
居
場

所
づ
く
り
の
開
設
・
運
営
に

関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
掲
載
し

た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成

し
、
居
場
所
運
営
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
や
サ
ポ
ー
ト
業
務

を
担
っ
て
お
り
、
新
た
に
市

内
6
カ
所
で
の
居
場
所
の
開

設
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

　多
様
な
課
題
を
抱
え
る
若

者
と
の
対
話
を
通
し
て
、
寄

り
添
い
な
が
ら
支
援
に
つ
な

げ
る
同
法
人
の
今
後
の
活
動

の
広
が
り
が
期
待
さ
れ
る
。

　　

　アームレスリングをツールと
した若者の立ち直り支援のメ
リットとしては、体力が有り余っ
ている若者だけでなく、老若男
女を問わず誰でも参加できるこ
とがあります。親子で参加する
ケースでは、父親が息子より強
いことも多く、家庭で立場の弱っ
た父親が一目置かれたり、支援
者として活動に携わってくれる方も少なくありません。
　一般的に居場所では、母親など女性が中心となりがちで
すが、男性のスタッフや参加者が多いことはアームレスリ
ングをツールとした活動の特徴だと思いますし、さまざま
な視点から支援を考えることにもつながっています。

NPO 法人 SFD21JAPAN
理事長　小野本  道治氏

アームレスリングをツールとした
支援のメリット

〒 819−0376
福岡市西区女原 472−2 
T E L： 090−1194−3235
U R L： https://sfd21japan.com
設　　立：平成 24 年 10 月（任意団体：平成 13 年）
理 事 長：小野本　道治

◆団体概要

NPO法人 SFD21JAPAN
事務局

中嶋  康子氏

　助成事業の大きな柱となった居場所運営は、継続して行っている。特に助成年度に新たに開設したフリースぺースと子ども食堂の要素を盛り込んだ古
民家利用の居場所は、独自のスタイルが注目され行政や大学等の視察も多い。複数の居場所を運営することにより、生きづらい若者達の複合的な悩みに
多角的に対応することが可能になっている。また、助成年度当時、対象者として居場所を利用していた若者が、様々な人たちとの関わりの中で、「変わ
るべき自分・今のままでいい自分」を見つめ直し、徐々に社会との関りを持ち、現在では当団体の一事業のスタッフとして活躍している事例もある。
　長年の居場所を中心とした支援実績を活かし、今年度は市と県の委託事業を受託し、居場所同士の交流や新規居場所のサポート等を行うまでに至っ
た。助成事業の柱立ての一つである研修会のノウハウが、交流会や講座の企画と運営に役立っている。WAM事業をきっかけに、若者支援の現場のみ
だった活動が、若者支援を継続していく人材の育成や、連携のコーディネート等の活動に広がってきたと言える。

助 成 終 了 後 の 活 動 ・ 展 望

〒 819−0376　福岡市西区女原 472−2
T E L：090−1194−3235
U R L： https://sfd21japan.com
設　　立：平成 24 年 10 月（任意団体：平成 13 年）
理 事 長：小野本　道治
※住所変更：福岡県福岡市西区徳永北 10-16 ドリームウッズ伊都Ⅷ 105
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　「も
と
も
と
、
当
法
人
は
1
～
2
歳
児
親
子
の
支

援
を
中
心
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
子
育
て
経
験

の
な
い
親
に
と
っ
て
、
0
歳
児
へ
の
関
わ
り
は
難
し

く
、
育
児
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
母

親
同
士
が
交
流
し
た
り
、
専
門
職
に
相
談
で
き
る
居

場
所
が
少
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
親
子
の
遊
び
場
な
ど
を
運
営
す
る
な
か
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
と
関
わ
る
環
境
が
子
ど
も
の
育
ち
や
発

達
に
よ
い
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
を
実
感
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
0
～
1
歳
児
親
子
を
対
象
に
し
た
居
場

所
を
開
設
し
、
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
取

り
組
み
ま
し
た
」。

　０
～
１
歳
児
親
子
の
居
場
所
を
開
設

　「街
の
実
家
事
業
」
で
は
、
0
～
1
歳
児
親
子
の

居
場
所
「
は
ん
も
っ
く
の
お
う
ち
」
を
開
設
し
、
母

子
が
過
ご
し
や
す
い
家
庭
的
な
環
境
の
な
か
で
支
援

を
行
っ
た
。

　居
場
所
の
開
設
場
所
は
、
市
内
に
あ
る
2
階
建
て

の
一
軒
家
を
活
用
し
、
毎
週
火
～
金
曜
日
の
午
前

（
10
～
12
時
）
と
午
後
（
13
～
15
時
）
に
開
催
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
は
、
研
修
を
受
け
た
先
輩
マ
マ
と
助
産
師

が
常
駐
し
、
小
児
科
医
や
看
護
師
、
管
理
栄
養
士
、

保
育
士
な
ど
の
専
門
職
を
定
期
的
に
配
置
し
、
相
談

対
応
や
育
児
指
導
等
を
行
っ
た
。

　居
場
所
の
活
動
で
は
、
無
料
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
を
利
用
者
に
開
放
す
る
と
と
も
に
、
年
間
を
通
し

て
赤
ち
ゃ
ん
体
操
や
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
育
児
講

座
、
授
乳
・
離
乳
食
相
談
、
発
達
相
談
な
ど
の
有
料

メ
ニ
ュ
ー
を
提

供
し
た
。
さ
ら

に
、
産
後
ケ
ア

事
業
と
し
て
、

利
用
者
の
希
望

に
応
じ
て
子
ど

も
を
預
か
り
、

居
場
所
の
2
階

に
あ
る
ス
ペ
ー

ス
で
ゆ
っ
く
り
睡
眠
を
と
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
小
児

科
医
に
よ
る
乳
児
の
診
察
ま
た
は
子
ど
も
の
診
察
、

発
達
相
談
、
助
産
師
に
よ
る
母
の
心
身
の
ケ
ア
や
相

談
、
授
乳
や
育
児
指
導
、
沐
浴
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
た
。

　令
和
４
年
度
の
乳
児
親
子
を
対
象
に
し
た
居
場
所

の
利
用
実
績（
年
間
１
９
０
回
開
催
）は
、延
べ
６
６ 

９
組
（
保
護
者
６
６
９
人
、
乳
児
６
９
２
人
）
で
あ

っ
た
。
利
用
者
の
な
か
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
格
を

も
つ
人
も
多
く
、
そ
の
な
か
か
ら
睡
眠
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
に
よ
る
「
ね
ん
ね
講
座
」、鍼
灸
師
に
よ
る
「
小

NPO法人はんもっく
先輩ママと助産師と小児科医が創る乳幼児の親子の
居場所事業

令和4年度事業

【事業概要】
　産後の母親が地域の人に支えられ、子どもを育てる楽しさと負担感を分かち
あえるようになることを目的に、先輩ママとの交流や、産後ケアや育児講座な
どの助産師・小児科医による指導や相談ができる居場所をつくる事業

【実施内容】
◆�乳幼児の居場所「街の実家事業」
0～1歳児親子を対象に、先輩
ママや専門職とつながる居場所を
開設し、産後の孤立防止や産後ケ
ア、相談対応を行う
◆赤ちゃん広場「リンクル」の開催
0歳児親子の
孤立防止や育
児相談、地域
における親同
士の交流を目
的に、ふれあ
い遊びや赤ち
ゃん体操、ベビーマッサージなど
のプログラムを実施
◆支援者研修
乳幼児親子の支援に関わるスタ
ッフの資質向上を目的にした研
修会を開催
◆高校生とのふれあい授業
公立高校の選択授業として、高
校生と乳幼児のふれあい遊びや、
親との座談会を開催

事業概要

【成果】
◆乳幼児親子の居場所は、毎週火～金曜日の午前と午後に
開催し、延べ669組、計1361人の親子が利用した。
母子ともに過ごしやすく、育児を学べる環境をつくるこ
とにより、子どもの成長がみられるとともに、母親が先
輩ママや専門職とつながることで安心して子育てするこ
とにつながった
◆居場所の利用者のなかには、さまざまな資格をもつ人が
多く、睡眠アドバイザーによる「ねんね講座」、絵本ア
ドバイザーによる絵本の読み聞かせが行われるなど、参
加者に対して多様なメニューが提供できるようになった
◆高校生とのふれあい授業は、高校生86人、乳幼児親子
26組が参加した。高校生と母
親の座談会を通じて、高校生は
子育ての大変さを知り、親への
感謝の気持ちをもつことにつ
ながり、母親は自身の子育て経
験が役に立つことで自尊感情
が高まることにつながった

▼助成事業の波及効果
　乳幼児親子を対象にした居場所の活動が評価され、令和
4年11月から箕面市の産後ケア事業を受託することに至
った

WAM助成
e -ライブラリー

助成額

509万4千円

居場所のオープンスペースでは、母親同士や専
門職とつながるとともに、ベビーマッサージや
子育てに関する各種講座を実施

いきいき

ャレンジチ
いきいき

乳
幼
児
親
子
が
安
心
で
き
る

地
域
の
居
場
所
づ
く
り

大
阪
府
箕
面
市
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
ん
も
っ
く

子
育
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に

取
り
組
む

　大
阪
府
箕
面
市
に
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
ん
も
っ
く

は
、「
親
が
自
分
ら
し
さ
を
見
失
わ
ず
、
子
育
て
や

子
ど
も
の
い
る
生
活
に
豊
か
さ
を
感
じ
、
自
信
と
誇

り
を
も
て
る
よ
う
な
社
会
」
を
目
指
し
、
乳
幼
児
親

子
が
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　同
法
人
の
活
動
は
、
平
成
８
年
に
箕
面
市
に
お
い

て
子
育
て
サ
ー
ク
ル
を
つ
な
ぐ
こ
と
を
目
的
に
、
母

親
を
中
心
と
し
た
住
民
が
集
ま
る
任
意
団
体
を
立
ち

上
げ
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
地
域
の
子
育
て
サ
ー
ク

ル
や
遊
び
場
を
紹
介
す
る「
子
育
て
Ｍ
Ａ
Ｐ
み
の
お
」

の
発
行
、
サ
ー
ク
ル
交
流
会
や
０
歳
児
親
子
を
対
象

に
し
た
赤
ち
ゃ
ん
広
場
の
運
営
な
ど
の
活
動
を
行

い
、
平
成
25
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
し
た
。
現
在
、
法

人
ス
タ
ッ
フ
は
子
育
て
経
験
の
あ
る
母
親
を
は
じ

め
、
助
産
師
、
小
児
科
医
、
看
護
師
、
管
理
栄
養
士
、

保
育
士
な
ど
の
専
門
職
が
集
ま
り
、
支
援
に
携
わ
っ

て
い
る
。

　箕
面
市
の
地
域
特
性
や
子
育
て
環
境
の
変
化
に
つ

い
て
、
代
表
で
小
児
科
医
の
福
井
聖
子
氏
は
次
の
よ

う
に
語
る
。

　「活
動
拠
点
の
箕
面
市
は
、
令
和
4
年
度
の
人
口

は
約
13
万
6
千
人
、
出
生
数
は
８
３
０
人
で
と
も
に

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
大
阪
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

と
し
て
富
裕
層
の
多
い
地
域
と
し
て
認
知
さ
れ
る
一

方
で
、
貧
困
等
の
問
題
が
見
え
づ
ら
い
地
域
と
な
っ

て
い
ま
す
。
任
意
団
体
の
発
足
時
は
、
市
内
に
は
子

育
て
サ
ー
ク
ル
が
30
団
体
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
が
、
幼

稚
園
の
入
園
年
齢
の
引
き
下
げ
や
運
営
の
負
担
な
ど

か
ら
、令
和
4
年
に
は
4
団
体
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
の
『
お
互
い
様
』
と
い
う
感
覚
が
乏
し
く
な

り
、
子
ど
も
や
親
同
士
が
関
係
性
を
気
遣
う
風
潮
が

強
く
な
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
は
自
分
が
頑
張
る
も

の
だ
と
考
え
、相
談
や
他
人
に
頼
る
こ
と
が
で
き
ず
、

悩
み
を
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
」（
以
下
「  

」
内
は
福
井
代

表
の
説
明
）。

　０
歳
児
の
子
育
て
支
援
が
不
足

　同
法
人
は
、
令
和
２
～
４
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を

活
用
し
、「
先
輩
マ
マ
と
助
産
師
と
小
児
科
医
が
創

る
乳
幼
児
の
親
子
の
居
場
所
事
業
」
を
実
施
し
た
。

　同
事
業
は
、
産
後
の
母
親
が
先
輩
マ
マ
や
専
門
職

と
つ
な
が
る
居
場
所
を
開
設
し
、
子
ど
も
を
育
て
る

楽
し
さ
や
負
担
感
を
分
か
ち
あ
え
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
目
的
に
、
①
0
～
1
歳
児
親
子
の
居
場
所
「
街

の
実
家
事
業
」、
②
赤
ち
ゃ
ん
広
場
「
リ
ン
ク
ル
」

の
開
催
、
③
支
援
者
研
修
、
④
高
校
生
と
の
ふ
れ
あ

い
授
業
等
を
行
っ
た
。

 WAMから ひと言

　小児科医・助産師といった専門職
の方が、教育されたスタッフととも
に専門的な支援を行っており、地域
において高い貢献をしている事業で
あると評価しています。今後も行政
や地域等と連携して事業を継続して
いただくことを期待します。また、
このような取り組みは他地域におい
ても大変役立つものですので、今後
は取り組みについての情報発信にも
力を入れていただき、このような活
動が近隣の自治体など他の地域にも
広がっていくとよいと考えます。

15 ●WAMー2024.8

産
後
の
母
親
が
先
輩
マ
マ
や
専
門
職
と
つ
な
が
る

居
場
所
を
開
設
し
、
子
ど
も
を
育
て
る
楽
し
さ
や
負

担
感
を
分
か
ち
合
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
的
に

活
動
さ
れ
ま
し
た
。
乳
幼
児
親
子
の
居
場
所
で
は
利

用
者
に
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
、
細
か
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、

令
和
4
年
11
月
か
ら
箕
輪
市
の
産
後
ケ
ア
事
業
を
受

託
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
乳
幼
児
親
子
が
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
ま
す
。

6
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　「も
と
も
と
、
当
法
人
は
1
～
2
歳
児
親
子
の
支

援
を
中
心
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
子
育
て
経
験

の
な
い
親
に
と
っ
て
、
0
歳
児
へ
の
関
わ
り
は
難
し

く
、
育
児
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
母

親
同
士
が
交
流
し
た
り
、
専
門
職
に
相
談
で
き
る
居

場
所
が
少
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
親
子
の
遊
び
場
な
ど
を
運
営
す
る
な
か
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
と
関
わ
る
環
境
が
子
ど
も
の
育
ち
や
発

達
に
よ
い
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
を
実
感
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
0
～
1
歳
児
親
子
を
対
象
に
し
た
居
場

所
を
開
設
し
、
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
取

り
組
み
ま
し
た
」。

　０
～
１
歳
児
親
子
の
居
場
所
を
開
設

　「街
の
実
家
事
業
」
で
は
、
0
～
1
歳
児
親
子
の

居
場
所
「
は
ん
も
っ
く
の
お
う
ち
」
を
開
設
し
、
母

子
が
過
ご
し
や
す
い
家
庭
的
な
環
境
の
な
か
で
支
援

を
行
っ
た
。

　居
場
所
の
開
設
場
所
は
、
市
内
に
あ
る
2
階
建
て

の
一
軒
家
を
活
用
し
、
毎
週
火
～
金
曜
日
の
午
前

（
10
～
12
時
）
と
午
後
（
13
～
15
時
）
に
開
催
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
は
、
研
修
を
受
け
た
先
輩
マ
マ
と
助
産
師

が
常
駐
し
、
小
児
科
医
や
看
護
師
、
管
理
栄
養
士
、

保
育
士
な
ど
の
専
門
職
を
定
期
的
に
配
置
し
、
相
談

対
応
や
育
児
指
導
等
を
行
っ
た
。

　居
場
所
の
活
動
で
は
、
無
料
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
を
利
用
者
に
開
放
す
る
と
と
も
に
、
年
間
を
通
し

て
赤
ち
ゃ
ん
体
操
や
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
育
児
講

座
、
授
乳
・
離
乳
食
相
談
、
発
達
相
談
な
ど
の
有
料

メ
ニ
ュ
ー
を
提

供
し
た
。
さ
ら

に
、
産
後
ケ
ア

事
業
と
し
て
、

利
用
者
の
希
望

に
応
じ
て
子
ど

も
を
預
か
り
、

居
場
所
の
2
階

に
あ
る
ス
ペ
ー

ス
で
ゆ
っ
く
り
睡
眠
を
と
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
小
児

科
医
に
よ
る
乳
児
の
診
察
ま
た
は
子
ど
も
の
診
察
、

発
達
相
談
、
助
産
師
に
よ
る
母
の
心
身
の
ケ
ア
や
相

談
、
授
乳
や
育
児
指
導
、
沐
浴
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
た
。

　令
和
４
年
度
の
乳
児
親
子
を
対
象
に
し
た
居
場
所

の
利
用
実
績（
年
間
１
９
０
回
開
催
）は
、延
べ
６
６ 

９
組
（
保
護
者
６
６
９
人
、
乳
児
６
９
２
人
）
で
あ

っ
た
。
利
用
者
の
な
か
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
格
を

も
つ
人
も
多
く
、
そ
の
な
か
か
ら
睡
眠
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
に
よ
る
「
ね
ん
ね
講
座
」、鍼
灸
師
に
よ
る
「
小

NPO法人はんもっく
先輩ママと助産師と小児科医が創る乳幼児の親子の
居場所事業

令和4年度事業

【事業概要】
　産後の母親が地域の人に支えられ、子どもを育てる楽しさと負担感を分かち
あえるようになることを目的に、先輩ママとの交流や、産後ケアや育児講座な
どの助産師・小児科医による指導や相談ができる居場所をつくる事業

【実施内容】
◆�乳幼児の居場所「街の実家事業」
0～1歳児親子を対象に、先輩
ママや専門職とつながる居場所を
開設し、産後の孤立防止や産後ケ
ア、相談対応を行う
◆赤ちゃん広場「リンクル」の開催
0歳児親子の
孤立防止や育
児相談、地域
における親同
士の交流を目
的に、ふれあ
い遊びや赤ち
ゃん体操、ベビーマッサージなど
のプログラムを実施
◆支援者研修
乳幼児親子の支援に関わるスタ
ッフの資質向上を目的にした研
修会を開催
◆高校生とのふれあい授業
公立高校の選択授業として、高
校生と乳幼児のふれあい遊びや、
親との座談会を開催

事業概要

【成果】
◆乳幼児親子の居場所は、毎週火～金曜日の午前と午後に
開催し、延べ669組、計1361人の親子が利用した。
母子ともに過ごしやすく、育児を学べる環境をつくるこ
とにより、子どもの成長がみられるとともに、母親が先
輩ママや専門職とつながることで安心して子育てするこ
とにつながった

◆居場所の利用者のなかには、さまざまな資格をもつ人が
多く、睡眠アドバイザーによる「ねんね講座」、絵本ア
ドバイザーによる絵本の読み聞かせが行われるなど、参
加者に対して多様なメニューが提供できるようになった

◆高校生とのふれあい授業は、高校生86人、乳幼児親子
26組が参加した。高校生と母
親の座談会を通じて、高校生は
子育ての大変さを知り、親への
感謝の気持ちをもつことにつ
ながり、母親は自身の子育て経
験が役に立つことで自尊感情
が高まることにつながった

▼助成事業の波及効果
　乳幼児親子を対象にした居場所の活動が評価され、令和
4年11月から箕面市の産後ケア事業を受託することに至
った

WAM助成
e -ライブラリー

助成額

509万4千円

居場所のオープンスペースでは、母親同士や専
門職とつながるとともに、ベビーマッサージや
子育てに関する各種講座を実施
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

支
援
者
同
士
の
交
流
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
イ
ベ

ン
ト
「
赤
ち
ゃ
ん
フ
ェ
ス
タ

み
の
お
」
を
開
催
し
た
。

　イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
あ
た

っ
て
は
、
箕
面
市
の
子
ど
も

す
こ
や
か
室
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
協
議

会
、
助
産
師
会
、
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
な
ど
、
乳

児
の
支
援
に
携
わ
る
関
係
機

関
と
協
働
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が

企
画
を
持
ち
寄
る
こ
と
に
よ

り
、
参
加
者
に
対
し
て
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ま
で
支
援
者
同
士
が
集
ま

る
機
会
は
少
な
く
、
連
携
体
制
を
構
築
す
る
足
掛
か

り
に
な
っ
た
と
い
う
。

　箕
面
市
の
産
後
ケ
ア
事
業
を
受
託

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
乳
児
親
子
の
居
場
所

を
つ
く
り
、
利
用
者
同
士
や
先
輩
マ
マ
と
の
交
流
、

専
門
職
に
よ
る
相
談
支
援
に
よ
り
、
母
親
の
孤
立
防

止
や
安
心
し
て
子
育
て
を
す
る
こ
と
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。

　「乳
児
親
子
を
支
援
す
る
居
場
所
の
モ
デ
ル
が
で

き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
と
な
り
ま
し
た
。
3
年
間

の
活
動
を
振
り
返
り
、
0
～
1
歳
児
は
月
齢
に
よ
り

発
達
が
大
き
く
異
な
る
た
め
、
丁
寧
に
支
援
す
べ
き

こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確
信
し
ま
し
た
」。

　助
成
事
業
の
波
及
効
果
と
し
て
、
子
ど
も
の
預
か

り
保
育
や
母
親
の
レ
ス
パ
イ
ト
支
援
を
行
う
産
後
ケ

ア
の
取
り
組
み
に
お
い
て
、令
和
4
年
11
月
か
ら
箕
面

市
の
産
後
ケ
ア
事
業
を
受
託
す
る
こ
と
に
至
っ
た
。

　「行
政
の
産
後
ケ
ア
事
業
は
、
医
療
機
関
に
よ
る

実
施
を
要
件
と
す
る
自
治
体
が
多
い
な
か
、
箕
面
市

で
は
産
婦
人
科
も
し
く
は
助
産
院
に
加
え
、『
そ
の

他
』
と
い
う
項
目
が
あ
り
、

こ
れ
ま
で
当
法
人
が
取
り
組

ん
で
き
た
活
動
を
評
価
し
て

い
た
だ
き
、
採
択
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
産
後

ケ
ア
事
業
は
、
出
産
後
お
お

む
ね
4
カ
月
ま
で
の
母
子
が

対
象
と
な
る
た
め
、
早
期
の

段
階
か
ら
居
場
所
を
利
用
し

て
も
ら
い
、
先
輩
マ
マ
や
専

門
職
と
関
係
を
つ
く
る
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」。

　乳
幼
児
親
子
が
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
む
、
同
法
人
の

活
動
が
全
国
に
広
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

　

　令和 4 年度から箕面市の産
後ケア事業を受託しています
が、支援を受けた母親が元気
になり、その後オープンスペー
スを定期的に利用していただ
けるケースが増えています。
　また、居場所に小児科医が

いることのメリットとしては、しっかりと理論化し、デー
タを示しながら伝えることにより、母親たちがアドバイス
を受け入れやすいところがあると思います。先輩ママから
聞き取ってもらった内容を各専門職に割り振り、アドバイ
スしていますが、このように先輩ママと専門職が役割分担
して連携を図っていることが当法人の居場所の強みだと考
えています。

NPO 法人はんもっく
代表　福井  聖子氏

先輩ママと専門職の連携が強みに

〒 562−0041  
大阪府箕面市桜 2−8−10
T E L： 072−703−4588
F A X： 072−703−4588
U R L： https://minoh-hammock.jimdofree.com/
設　　立：平成 25 年 6 月
代　　表：福井　聖子

◆団体概要

令和 4 年度に開催した「赤ちゃんフェスタみの
お」。行政や支援団体と協働し、乳児親子に多様
なメニューを提供した

児
鍼
講
座
」、
絵
本
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
な
ど
を
企
画
し
、
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
を

利
用
者
に
提
供
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

　ま
た
、
０
歳
児
の
発
達
は
月
齢
に
よ
り
大
き
く
異

な
る
こ
と
か
ら
、
育
児
講
座
で
は
、「
2
～
3
カ
月

コ
ー
ス
」
と
「
6
～
8
カ
月
コ
ー
ス
」
に
分
け
、
き

め
細
や
か
な
支
援
に
取
り
組
ん
だ
。

　「ど
う
し
て
も
自
宅
で
親
子
だ
け
で
育
児
を
し
て

い
る
と
、
ど
の
遊
び
を
さ
せ
て
も
よ
い
の
か
が
わ
か

ら
ず
、
危
な
い
も
の
は
す
べ
て
取
り
上
げ
て
し
ま
い

ま
す
。
し
か
し
、
居
場
所
で
あ
れ
ば
、
専
門
職
や
参

加
者
で
子
ど
も
を
見
守
り
な
が
ら
、
子
ど
も
の
動
き

を
み
て
盛
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
刺
激
を
受
け
た

子
ど
も
が
さ
ら
に
活
発
に
動
き
、
成
長
し
て
い
く
様

子
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
や
は
り
、
人
と
関
わ

り
な
が
ら
、
遊
び
を
広
げ
て
あ
げ
る
こ
と
に
よ
り
、

子
ど
も
は
伸
び
て
い
く
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　赤
ち
ゃ
ん
広
場
「
リ
ン
ク
ル
」
を
開
催

　さ
ら
に
、

居
場
所
の
活

動
と
並
行
し

て
、
0
歳
児

親
子
の
孤
立

防
止
や
相
談

対
応
、
母
親

同
士
の
つ
な

が
る
場
と
し

て
、
赤
ち
ゃ

ん
広
場
「
リ

ン
ク
ル
」
を

11
回
開
催
し
、
延
べ
55
組
の
親
子
が
参
加
し
た
。

　「赤
ち
ゃ
ん
広
場
『
リ
ン
ク
ル
』
は
、
助
成
事
業

前
か
ら
地
域
の
公
共
施
設
で
定
期
的
に
実
施
し
て
き

ま
し
た
が
、
居
場
所
に
通
う
こ
と
の
で
き
な
い
人
た

ち
の
た
め
に
、
市
内
2
カ
所
の
公
共
施
設
で
継
続
し

て
開
催
し
ま
し
た
。
0
歳
児
親
子
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
、『
赤
ち
ゃ
ん
体
操
』
と
『
ベ
ビ
ー
マ
ッ

サ
ー
ジ
』
を
実
施
し
、
赤
ち
ゃ
ん
の
発
達
や
母
親
同

士
の
仲
間
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
」。

　ま
た
、
法
人
ス
タ
ッ
フ
を
対
象
に
し
た
支
援
者
研

修
で
は
、
乳
児
へ
の
関
わ
り
方
や
怪
我
へ
の
対
応
方

法
を
学
ん
だ
ほ
か
、「
赤
ち
ゃ
ん
の
抱
っ
こ
と
ね
ん

ね
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
座
を
行
っ
た
。

　講
座
で
は
作
業
療
法
士
を
講
師
に
、
寝
返
り
が
う

て
な
い
時
期
（
ね
ん
ね
期
）
の
乳
児
の
発
達
や
身
体

の
仕
組
み
、
発
達
に
あ
わ
せ
た
抱
っ
こ
の
仕
方
や
寝

床
の
作
り
方
な
ど
の
専
門
的
な
知
識
に
つ
い
て
学
ん

だ
。
講
座
は
法
人
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
な
く
、
社
会
福

祉
協
議
会
や
助
産
師
会
な
ど
地
域
の
支
援
関
係
者
に

も
参
加
を
呼
び
か
け
、
助
産
師
を
中
心
に
延
べ
44
人

が
受
講
し
た
と
い
う
。

次
世
代
育
成
を
通
じ
て

母
親
の
自
尊
感
情
が
高
ま
る

　「高
校
生
と
の
ふ
れ
あ
い
授
業
」
で
は
、
協
働
す

る
大
阪
府
立
箕
面
東
高
等
学
校
の
選
択
授
業
と
し

て
、
高
校
生
と
乳
幼
児
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
、
親
と

の
座
談
会
を
行
い
、
高
校
生
86
人
、
乳
幼
児
親
子
26

組
が
参
加
し
た
。

　「こ
の
高
校
の
選
択
授
業
は
10
年
以
上
取
り
組
ん

で
き
た
活
動
で
、
令
和
2
、
3
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
休
止
と
な
り
ま

し
た
が
、
令
和
4
年
度
に
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
授
業
内
容
と
し
て
は
、
高
校
生
と
親
子
が
一

緒
に
お
も
ち
ゃ
遊
び
、
手
遊
び
、
工
作
な
ど
の
体
験

活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
高
校
生
と
母
親
の
座
談
会

を
実
施
し
ま
し
た
。
座
談
会
で
は
、
母
親
に
は
出
産

時
や
子
育
て
で
苦
労
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
高
校
生

に
は
学
校
生
活
で
大
変
な
こ
と
、
親
に
対
し
て
思
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
し
あ
い
ま

し
た
。
ま
た
、
母
親
の
バ
ッ
グ
の
中
身
を
み
せ
て
も

ら
い
、
子
育
て
中
の
母
親
が
ど
の
よ
う
な
持
ち
物
が

必
要
に
な
る
の
か
を
知
る
機
会
に
し
て
い
ま
す
」。

　参
加
し
た
高
校
生
か
ら
は
「
親
や
子
育
て
の
大
変

さ
を
知
っ
た
」、「
親
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
一
方
、
母

親
か
ら
は
「
子
ど
も
が
自
分
か
ら
離
れ
て
学
生
と
遊

ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
成
長
を
感
じ
た
」、

「
自
ら
の
子
育
て
経
験
が
次
世
代
を
担
う
高
校
生
の

役
に
立
て
て
う
れ
し
い
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
母

親
の
自
尊
感
情
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
と

い
う
。

　さ
ら
に
、
令
和
4
年
度
事
業
で
は
、
妊
婦
や
乳
児

の
両
親
、
祖
父
母
に
支
援
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

17 ●WAMー2024.8

0歳児親子を対象にした赤ちゃん広場「リ
ンクル」には、延べ55組の親子が参加した

高校の選択授業で高校生と乳幼児がふれあい
遊びをしている様子
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

支
援
者
同
士
の
交
流
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
イ
ベ

ン
ト
「
赤
ち
ゃ
ん
フ
ェ
ス
タ

み
の
お
」
を
開
催
し
た
。

　イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
あ
た

っ
て
は
、
箕
面
市
の
子
ど
も

す
こ
や
か
室
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
協
議

会
、
助
産
師
会
、
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
な
ど
、
乳

児
の
支
援
に
携
わ
る
関
係
機

関
と
協
働
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が

企
画
を
持
ち
寄
る
こ
と
に
よ

り
、
参
加
者
に
対
し
て
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ま
で
支
援
者
同
士
が
集
ま

る
機
会
は
少
な
く
、
連
携
体
制
を
構
築
す
る
足
掛
か

り
に
な
っ
た
と
い
う
。

　箕
面
市
の
産
後
ケ
ア
事
業
を
受
託

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
乳
児
親
子
の
居
場
所

を
つ
く
り
、
利
用
者
同
士
や
先
輩
マ
マ
と
の
交
流
、

専
門
職
に
よ
る
相
談
支
援
に
よ
り
、
母
親
の
孤
立
防

止
や
安
心
し
て
子
育
て
を
す
る
こ
と
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。

　「乳
児
親
子
を
支
援
す
る
居
場
所
の
モ
デ
ル
が
で

き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
と
な
り
ま
し
た
。
3
年
間

の
活
動
を
振
り
返
り
、
0
～
1
歳
児
は
月
齢
に
よ
り

発
達
が
大
き
く
異
な
る
た
め
、
丁
寧
に
支
援
す
べ
き

こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確
信
し
ま
し
た
」。

　助
成
事
業
の
波
及
効
果
と
し
て
、
子
ど
も
の
預
か

り
保
育
や
母
親
の
レ
ス
パ
イ
ト
支
援
を
行
う
産
後
ケ

ア
の
取
り
組
み
に
お
い
て
、令
和
4
年
11
月
か
ら
箕
面

市
の
産
後
ケ
ア
事
業
を
受
託
す
る
こ
と
に
至
っ
た
。

　「行
政
の
産
後
ケ
ア
事
業
は
、
医
療
機
関
に
よ
る

実
施
を
要
件
と
す
る
自
治
体
が
多
い
な
か
、
箕
面
市

で
は
産
婦
人
科
も
し
く
は
助
産
院
に
加
え
、『
そ
の

他
』
と
い
う
項
目
が
あ
り
、

こ
れ
ま
で
当
法
人
が
取
り
組

ん
で
き
た
活
動
を
評
価
し
て

い
た
だ
き
、
採
択
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
産
後

ケ
ア
事
業
は
、
出
産
後
お
お

む
ね
4
カ
月
ま
で
の
母
子
が

対
象
と
な
る
た
め
、
早
期
の

段
階
か
ら
居
場
所
を
利
用
し

て
も
ら
い
、
先
輩
マ
マ
や
専

門
職
と
関
係
を
つ
く
る
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」。

　乳
幼
児
親
子
が
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
む
、
同
法
人
の

活
動
が
全
国
に
広
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

　

　令和 4 年度から箕面市の産
後ケア事業を受託しています
が、支援を受けた母親が元気
になり、その後オープンスペー
スを定期的に利用していただ
けるケースが増えています。
　また、居場所に小児科医が

いることのメリットとしては、しっかりと理論化し、デー
タを示しながら伝えることにより、母親たちがアドバイス
を受け入れやすいところがあると思います。先輩ママから
聞き取ってもらった内容を各専門職に割り振り、アドバイ
スしていますが、このように先輩ママと専門職が役割分担
して連携を図っていることが当法人の居場所の強みだと考
えています。

NPO 法人はんもっく
代表　福井  聖子氏

先輩ママと専門職の連携が強みに

〒 562−0041  
大阪府箕面市桜 2−8−10
T E L： 072−703−4588
F A X： 072−703−4588
U R L： https://minoh-hammock.jimdofree.com/
設　　立：平成 25 年 6 月
代　　表：福井　聖子

◆団体概要

令和 4 年度に開催した「赤ちゃんフェスタみの
お」。行政や支援団体と協働し、乳児親子に多様
なメニューを提供した

　乳幼児親子が安心して集う地域の居場所「街の実家：はんもっくのおうち」は、2022年10月から市の産後ケア事業を受託
後、生後数か月から利用する親子が増え、また、2024年9月に市内他地域に2軒目を開設したこともあり、利用者は2024
年度には月平均108組と2022年度の約2倍に増えました。居場所づくりの実績から、市の集団型産後ケアの委託も受けまし
た。赤ちゃんフェスタは他団体も参加するイベントとして毎年開催し、参加者は増加しています。全体として活動の周知は進み
ましたが、目的とするすべての親子への切れ目のない支援や互いに支え合う地域づくりへの道は遠く、他の支援団体との協力を
図っています。

助 成 終 了 後 の 活 動 ・ 展 望
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用
者
・
食
料
配
布
量
は
開
設
1
年
間
で
10
倍
に
増
え

て
い
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
生
鮮
食
品
の
寄
贈
は

限
定
的
で
、
食
支
援
を
通
じ
て
健
康
格
差
が
生
じ
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
と
、
家
庭
で
調

理
し
て
親
子
が
一
緒
に
食
べ
る
経
験
を
し
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
想
い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
助

成
事
業
で
は
生
鮮
食
品
の
入
荷
に
力
を
入
れ
た
常
設

の
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
を
運
営
し
、
こ
ど
も
の
育
ち

を
支
援
す
る
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
同
時
に
、

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
や
地
域
食
堂
の
利
用
者
は
経
済

的
困
窮
や
孤
立
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
公
的
制

度
や
地
域
資
源

に
つ
な
が
っ
て

い
な
い
現
状
が

あ
る
こ
と
か

ら
、
食
支
援
を

通
じ
て
構
築
し

た
信
頼
関
係
を

も
と
に
、
複
合

的
な
課
題
を
抱

え
な
が
ら
支
援

が
届
き
に
く
い

人
た
ち
の
相
談

支
援
に
つ
な
げ

た
い
と
考
え
ま

し
た
」（
鈴
木

氏
）。　さ

ら
に
、
ひ

と
り
親
や
生
活

困
窮
世
帯
の
多

く
は
、
自
宅
で

調
理
す
る
時
間

の
余
裕
が
な

く
、
出
来
合
い
の
総
菜
を
購
入
す
る
こ
と
で
家
計
が

圧
迫
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー

で
提
供
す
る
食
材
を
使
用
し
た
時
短
・
節
約
料
理
教

室
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
宅
で
の
調
理
を
支

え
、
健
康
格
差
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
こ
と
を
目
指
し

た
。新

た
な
食
支
援
モ
デ
ル
の
構
築

　新
た
な
食
支
援
の
体
制
で
は
、
生
鮮
食
品
の
入
荷

に
力
を
入
れ
る
た
め
、
大
型
冷
蔵
冷
凍
庫
を
備
え
た

常
設
の
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
を
週
4
日
開
所
し
、
登

録
・
審
査
な
し
で
誰
も
が
利
用
で
き
る
敷
居
の
低
い

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
と
し
て
運
営
し
た
。

　さ
ら
に
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
優
先
的
に
食

料
を
確
保
す
る
と
い
う
定
期
利
用
登
録
制
度
を
つ
く

り
、
登
録
時
に
家
族
構
成
や
暮
ら
し
の
状
況
等
を
聞

き
と
る
と
と
も
に
、
常
駐
ス
タ
ッ
フ
が
利
用
者
と
継

続
的
に
関
わ
り
な
が
ら
家
庭
の
状
況
を
把
握
す
る
こ

と
に
よ
り
、
必
要
な
食
料
の
提
供
を
行
っ
た
。

　食
料
の
提
供
方
法
に
つ
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

認定NPO法人フリースペースたまりば
支援の届きにくい人たちへの新たな食支援の構築と相談支援事業

令和4年度事業

【事業概要】
　支援につながりにくいこどもと親たちが、地域で安心して生活できることを
目的に、家庭での調理を支える新たな食支援モデルを実践し、支援を通じて構
築した信頼関係をもとに相談支援につなげる事業

【実施内容】
◆�家庭で作って食べる食支援 2.0
モデルの構築
生鮮食品の入荷に力を入れた常設
のフードパントリーを運営すると
ともに、ひ
とり親やそ
の家族向け
の時短・節
約料理教室
を開催

◆食支援から始まる相談支援事業
食支援を通じて構築した信頼関係
をもとに、多様な課題を抱えなが
ら支援につながりにくい住民の相
談支援を実施

事業概要

【成果】
◆計195日開所したフードパントリーの利用実績は、年間延
べ利用者数は2009人、食料配布量は8.5トン（月平均
708㎏）にのぼった。
　　食料の調達では、企業や関係団
体とのネットワークの開拓・強化
により、野菜や肉、魚、冷凍食品
など、多様な食料の提供を受ける
体制を構築することができた
◆年間5回開催した時短・節約料
理教室は、延べ33人のひとり親
やその家族が参加した。フードパ
ントリーで提供する食料を使用し
た時短・節約レシピを伝えることにより、自宅での調理や
家計を支えることにつなげた
◆相談支援事業は、年間103日稼働し、200件を超える相談対
応を行った。居場所に配置した専門職（精神保健福祉士、臨
床心理士）による来所時の相談対応やLINE相談、訪問支援
のほか、行政や専門機関、医療機関への同行支援を実施した
◆フードパントリーの利用者と食料配布量が大幅に増加する
とともに、福祉事務所や社会福祉協議会など多岐にわたる
紹介元が増えたことで、困難を抱える世帯に確実にリーチ
することが可能となった

WAM助成
e -ライブラリー

助成額
700万円

コミュニティスペース「えんくる」は、食
を通じた居場所と地域づくりの拠点として、
フードパントリーやカフェ、多世代型地域
食堂、こどもの放課後の居場所などを運営

いきいき

ャレンジチ
いきいき

食
支
援
か
ら
つ
な
が
る

地
域
の
相
談
コ
ミ
ュ
ニ
ティ

神
奈
川
県
川
崎
市
・
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
た
ま
り
ば

こ
ど
も
・
若
者
が

安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
づ
く
り

　神
奈
川
県
川
崎
市
に
あ
る
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
リ

ー
ス
ペ
ー
ス
た
ま
り
ば（
理
事
長
：
西
野
博
之
氏
）は
、

平
成
３
年
に
学
校
や
家
庭
、
地
域
の
な
か
に
自
分
の

居
場
所
を
見
い
出
せ
な
い
こ
ど
も
・
若
者
が
集
う「
学

校
外
の
育
ち
と
学
び
場
」と
し
て
活
動
を
開
始
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
家
庭
、
背
景
を
も
つ
こ
ど
も
・
若
者
が

安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
を
つ
く
り
、
自
己
肯
定

感
を
取
り
戻
す
人
間
関
係
を
育
む
環
境
と
文
化
を
創

造
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
平
成
15
年
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
化
し
、
平
成
30
年
に
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
認
可

を
受
け
て
い
る
。

　主
な
事
業
と
し
て
、
平
成
15
年
に
川
崎
市
が
子
ど

も
の
権
利
条
約
の
具
現
化
を
目
指
し
て
開
設
し
た

「
川
崎
市
子
ど
も
夢
パ
ー
ク
」
内
に
、
年
齢
や
国
籍
、

経
済
的
状
況
、
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
さ
ま
ざ

ま
な
背
景
を
も
つ
こ
ど
も
・
若
者
が
集
う
「
フ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
え
ん
」
を
運
営
。
平
成
18
年
か
ら
は
川
崎

市
生
涯
学
習
財
団
と
と
も
に
、
指
定
管
理
者
と
し
て

施
設
全
体
の
管
理
・
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

　そ
の
ほ
か
に
も
、
川
崎
市
若
者
就
労
・
生
活
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー
「
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
」、
川
崎
市
ひ
き
こ

も
り
等
児
童
福
祉
対
策
事
業
を
受
託
し
て
お
り
、
令

和
2
年
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス「
え
ん
く
る
」

を
開
設
し
、
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
を
は
じ
め
、
地
域

の
誰
も
が
利
用
で
き
る
「
え
ん
く
る
カ
フ
ェ
」
や
多

世
代
型
地
域
食
堂
「
え
ん
く
る
食
堂
」、
こ
ど
も
た

ち
の
放
課
後
の
居
場
所
「
こ
ど
も
☆
き
っ
さ
」
な
ど

を
運
営
し
て
い
る
。

　「え
ん
く
る
」の
開
設
経
緯
に
つ
い
て
、
理
事
・
事

務
局
長
の
鈴
木
晶
子
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「当
法
人
は
、
居
場
所
づ
く
り
を
実
践
す
る
な
か

で
、『
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
つ
く
り
、
食
べ
る
』

こ
と
を
大
事
に
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
な
か
、

コ
ロ
ナ
禍
で
利
用
者
か
ら
食
に
関
す
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
が
寄

せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
食
を
通
じ
た
居
場
所
と
と

も
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
『
え
ん
く
る
』

を
開
設
し
ま
し
た
。
誰
も
が
利
用
で
き
る
居
場
所
と

し
て
利
用
者
と
の
何
気
な
い
会
話
の
な
か
か
ら
Ｓ
Ｏ

Ｓ
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
で

は
法
人
の
事
業
全
体
で
毎
月
１
０
０
０
食
ほ
ど
の
食

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
」。

支
援
の
届
き
に
く
い
こ
ど
も
の

育
ち
を
支
え
る

　同
法
人
は
、
令
和
４
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
支
援
の
届
き
に
く
い
人
た
ち
へ
の
新
た
な
食

支
援
の
構
築
と
相
談
支
援
事
業
」
を
実
施
し
た
。

　同
事
業
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
「
え
ん
く

る
」を
拠
点
に
、多
様
な
課
題
を
抱
え
な
が
ら
支
援
に

つ
な
が
り
に
く
い
こ
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
育
ち
、

生
活
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
的
に
、
①“

家

庭
で
作
っ
て
食
べ
る”

食
支
援
2
・
0
モ
デ
ル
の
構
築
、

②
食
支
援
か
ら
始
ま
る
相
談
支
援
事
業
を
行
っ
た
。

　「『
え
ん
く
る
』
は
、
地
域
の
誰
も
が
利
用
で
き
る

居
場
所
と
し
て
浸
透
し
、
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
の
利

 WAMから ひと言

　健康格差をなくすことを目的とし
た生鮮食品の入荷に力を入れたフー
ドパントリーの運営や、家庭で調理
して親子が一緒に食べる経験をして
もらうための時短節約料理教室の開
催は、支援対象者のライフスタイル
に合ったものであり、対象者に寄り
添った活動をしていることがうかが
えます。また、そのような支援を実
現させた企業や地域の農家、専門家、
行政等、幅広いネットワークを構築
していることは大きく評価できます。
今後も食料支援を通じた相談支援や
地域資源につなぐことで、誰もが安
心して過ごせる社会づくりに寄与さ
れることを期待します。
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支
援
に
つ
な
が
り
に
く
い
こ
ど
も
と
親
た
ち
が
、
地

域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
こ
と
を
目
的
に
、
家
庭

で
作
っ
て
食
べ
る
食
支
援
2.0
モ
デ
ル
と
し
て
、
常
設

の
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
を
運
営
、
ひ
と
り
親
や
そ
の

家
族
向
け
の
時
短
・
節
約
料
理
教
室
を
開
催
し
、
食

支
援
を
通
じ
て
構
築
し
た
信
頼
関
係
を
も
と
に
相
談

支
援
を
展
開
し
た
神
奈
川
県
川
崎
市
の
認
定
N
P
O

法
人
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
た
ま
り
ば
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
ま
す
。

7
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用
者
・
食
料
配
布
量
は
開
設
1
年
間
で
10
倍
に
増
え

て
い
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
生
鮮
食
品
の
寄
贈
は

限
定
的
で
、
食
支
援
を
通
じ
て
健
康
格
差
が
生
じ
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
と
、
家
庭
で
調

理
し
て
親
子
が
一
緒
に
食
べ
る
経
験
を
し
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
想
い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
助

成
事
業
で
は
生
鮮
食
品
の
入
荷
に
力
を
入
れ
た
常
設

の
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
を
運
営
し
、
こ
ど
も
の
育
ち

を
支
援
す
る
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
同
時
に
、

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
や
地
域
食
堂
の
利
用
者
は
経
済

的
困
窮
や
孤
立
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
公
的
制

度
や
地
域
資
源

に
つ
な
が
っ
て

い
な
い
現
状
が

あ
る
こ
と
か

ら
、
食
支
援
を

通
じ
て
構
築
し

た
信
頼
関
係
を

も
と
に
、
複
合

的
な
課
題
を
抱

え
な
が
ら
支
援

が
届
き
に
く
い

人
た
ち
の
相
談

支
援
に
つ
な
げ

た
い
と
考
え
ま

し
た
」（
鈴
木

氏
）。　さ

ら
に
、
ひ

と
り
親
や
生
活

困
窮
世
帯
の
多

く
は
、
自
宅
で

調
理
す
る
時
間

の
余
裕
が
な

く
、
出
来
合
い
の
総
菜
を
購
入
す
る
こ
と
で
家
計
が

圧
迫
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー

で
提
供
す
る
食
材
を
使
用
し
た
時
短
・
節
約
料
理
教

室
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
宅
で
の
調
理
を
支

え
、
健
康
格
差
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
こ
と
を
目
指
し

た
。新

た
な
食
支
援
モ
デ
ル
の
構
築

　新
た
な
食
支
援
の
体
制
で
は
、
生
鮮
食
品
の
入
荷

に
力
を
入
れ
る
た
め
、
大
型
冷
蔵
冷
凍
庫
を
備
え
た

常
設
の
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
を
週
4
日
開
所
し
、
登

録
・
審
査
な
し
で
誰
も
が
利
用
で
き
る
敷
居
の
低
い

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
と
し
て
運
営
し
た
。

　さ
ら
に
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
優
先
的
に
食

料
を
確
保
す
る
と
い
う
定
期
利
用
登
録
制
度
を
つ
く

り
、
登
録
時
に
家
族
構
成
や
暮
ら
し
の
状
況
等
を
聞

き
と
る
と
と
も
に
、
常
駐
ス
タ
ッ
フ
が
利
用
者
と
継

続
的
に
関
わ
り
な
が
ら
家
庭
の
状
況
を
把
握
す
る
こ

と
に
よ
り
、
必
要
な
食
料
の
提
供
を
行
っ
た
。

　食
料
の
提
供
方
法
に
つ
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

認定NPO法人フリースペースたまりば
支援の届きにくい人たちへの新たな食支援の構築と相談支援事業

令和4年度事業

【事業概要】
　支援につながりにくいこどもと親たちが、地域で安心して生活できることを
目的に、家庭での調理を支える新たな食支援モデルを実践し、支援を通じて構
築した信頼関係をもとに相談支援につなげる事業

【実施内容】
◆�家庭で作って食べる食支援 2.0
モデルの構築
生鮮食品の入荷に力を入れた常設
のフードパントリーを運営すると
ともに、ひ
とり親やそ
の家族向け
の時短・節
約料理教室
を開催

◆食支援から始まる相談支援事業
食支援を通じて構築した信頼関係
をもとに、多様な課題を抱えなが
ら支援につながりにくい住民の相
談支援を実施

事業概要

【成果】
◆計195日開所したフードパントリーの利用実績は、年間延
べ利用者数は2009人、食料配布量は8.5トン（月平均
708㎏）にのぼった。

　　食料の調達では、企業や関係団
体とのネットワークの開拓・強化
により、野菜や肉、魚、冷凍食品
など、多様な食料の提供を受ける
体制を構築することができた

◆年間5回開催した時短・節約料
理教室は、延べ33人のひとり親
やその家族が参加した。フードパ
ントリーで提供する食料を使用し
た時短・節約レシピを伝えることにより、自宅での調理や
家計を支えることにつなげた

◆相談支援事業は、年間103日稼働し、200件を超える相談対
応を行った。居場所に配置した専門職（精神保健福祉士、臨
床心理士）による来所時の相談対応やLINE相談、訪問支援
のほか、行政や専門機関、医療機関への同行支援を実施した

◆フードパントリーの利用者と食料配布量が大幅に増加する
とともに、福祉事務所や社会福祉協議会など多岐にわたる
紹介元が増えたことで、困難を抱える世帯に確実にリーチ
することが可能となった

WAM助成
e -ライブラリー

助成額
700万円

コミュニティスペース「えんくる」は、食
を通じた居場所と地域づくりの拠点として、
フードパントリーやカフェ、多世代型地域
食堂、こどもの放課後の居場所などを運営
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　「料
理
教
室
は
、
親
子
で
の
参
加
の
ほ
か
、
こ
ど

も
や
き
ょ
う
だ
い
児
だ
け
で
参
加
す
る
こ
と
も
あ

り
、毎
回
好
評
で
し
た
。
参
加
し
た
母
親
か
ら
は『
野

菜
の
切
り
方
か
ら
調
理
ま
で
教
え
て
く
れ
て
、
こ
ど

も
が
家
で
料
理
を
つ
く
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
』、『
親
子
の
会
話
が
少
な
か
っ
た
が
、
料
理
を
き

っ
か
け
に
会
話
が
増
え
た
』
な
ど
の
声
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
ま
た
、
紹
介
す
る
レ
シ
ピ
は
す
べ
て
フ

ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
に
あ
る
食
材
を
使
っ
て
い
る
た

め
、
終
了
後
に
参
加
者
に
持
ち
帰
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
、
寄
贈
さ
れ
た
食
材
を
余
す
こ
と
な
く
活
用
す
る

こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」（
菊
地
氏
）。

来
所
時
の
相
談
対
応
と
と
も
に

訪
問
、
同
行
支
援
を
実
施

　相
談
支
援
事
業
で
は
、
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
や
居

場
所
の
利
用
時
に
信
頼
関
係
を
築
き
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
キ

ャ
ッ
チ
す
る
日
常
的
な
関
わ
り
を
行
う
と
と
も
に
、

設
置
し
た
相
談
室
で
の
個
別
相
談
を
組
み
あ
わ
せ

て
、
相
談
に
つ
な
が
り
に
く
い
人
た
ち
へ
の
相
談
支

援
を
行
っ
た
。

　相
談
支
援
の
体
制
で
は
、
え
ん
く
る
の
ス
タ
ッ
フ

が
常
時
対
応
す
る
ほ
か
、
精
神
保
健
福
祉
士
、
臨
床

心
理
士
の
資
格
を
有
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
定
期
的
に
配

置
し
た
。
来
所
時
の
相
談
対
応
に
と
ど
ま
ら
ず
、
来

所
が
困
難
な
ひ
と
り
親
や
若
者
へ
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活

用
し
た
相
談
対
応
や
自
宅
へ
の
訪
問
、
生
活
保
護
の

受
給
申
請
や
医
療
機
関
へ
の
受
診
、
債
務
整
理
の
た

め
の
弁
護
士
事
務
所
な
ど
へ
の
同
行
支
援
を
行
っ

た
。　相

談
支
援
事
業
の
支
援
実
績
は
、
年
間
１
０
３
日

稼
働
し
、
約
２
０
０
件
の
相
談
対
応
を
実
施
し
た
。

　さ
ら
に
、
予
約
制
の
「
相
談
カ
フ
ェ
」
を
毎
月
実

施
し
、
よ
り
深
刻
な
相
談
に
対
し
て
個
別
対
応
を
行

っ
て
い
る
。

困
難
を
抱
え
る
世
帯
に
リ
ー
チ

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
新
た
な
食
支
援
モ
デ

ル
を
構
築
し
、
支
援
の
届
き
に
く
い
人
へ
の
食
料
支

援
、
相
談
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　「福
祉
事
務
所
や
社
会
福
祉
協
議
会
、
福
祉
施
設
、

民
間
団
体
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
紹
介
元
が
増
え
、
確

実
に
困
難
を
抱
え
る
世
帯
に
リ
ー
チ
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
地
域
福
祉
の
選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
令
和
4
年
度
事
業

で
は
こ
ど
も
と
そ
の
家
族
を
支
援
対
象
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
40
～
50
代
の
単
身
者
、
高
齢
世
帯
な
ど
多

様
な
人
た
ち
が
食
料
支
援
を
求
め
て
来
所
さ
れ
ま
し

た
。
と
く
に
、
単
身
者
の
孤

立
は
深
刻
で
、
地
域
に
つ
な

ぎ
先
が
な
い
こ
と
が
課
題
と

し
て
み
え
て
き
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
助
成
事
業
の
終
了

後
は
支
援
対
象
を
孤
立
し
た

生
活
困
窮
者
等
に
広
げ
て
い

ま
す
が
、
支
援
の
整
備
に
つ

い
て
地
域
全
体
で
考
え
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
」（
鈴
木
氏
）。

　新
た
な
食
支
援
を
通
じ
て

相
談
支
援
や
地
域
資
源
に
つ

な
ぎ
、
安
心
し
て
生
活
す
る

こ
と
を
支
え
る
同
法
人
の
今

後
の
活
動
の
広
が
り
が
期
待

さ
れ
る
。

　　

　助成事業では新たな食支援モデ
ルの構築に取り組みましたが、食
支援は生活困窮世帯だけでなく、
多様な課題を抱える人たちとつな
がれることをあらためて実感して
います。
　事業の波及効果としては、報告
会を兼ねて開催した「まちづくり
ワークショップ」をきっかけに、

協働した関係団体とともに、令和 5 年 4 月に任意団体「か
わさきくらしやすい地域をつくる会」を立ち上げました。
各団体が互いに支えあいながら地域の困りごとを共有し、
地域住民に向けて社会資源を周知することで、全世代が暮
らしやすい地域をつくることに取り組んでいます。

認定 NPO 法人フリースペースたまりば
事務局長・理事　鈴木  晶子氏

全世代が暮らしやすい地域づくり

〒 211−0044　神奈川県川崎市中原区新城 2−4−1 
セシーズイシイ 2  401 号室

T E L： 044−789−9812
U R L： https://www.tamariba.org/
設　　立：平成 3 年 4 月
理 事 長：西野　博之

◆団体概要

ペ
ー
ス
「
え
ん
く
る
」
事
業
統
括
の
菊
地
真
紀
子
氏

は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「基
本
的
に
は
、
え
ん
く
る
の
入
り
口
に
フ
ー
ド

パ
ン
ト
リ
ー
の
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
来
所
し
た
利
用

者
に
必
要
な
食
料
を
持
ち
帰
っ
て
も
ら
う
か
た
ち
と

し
て
い
ま
す
。
利
用
者
に
対
し
て
は
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
を
用
い
て
タ
イ
ム
リ
ー
に
入
荷
情
報
を
提
供
し
て

お
り
、
暮
ら
し
の
状
況
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
で
、

例
え
ば
自
宅
に
炊
飯
器
が
な
い
方
に
は
ア
ル
フ
ァ
米

を
用
意
し
た
り
、
ひ
と
り
親
を
対
象
に
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
案
内
す
る
な
ど
、
利
用
者
の
状
況
に
応
じ
た
個

別
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
」。

　食
料
の
確
保
に
あ
た
っ
て
は
、
関
係
団
体
や
企
業

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
開
拓
・
強
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
食
料
の
提
供
を
受
け
る
体
制
を
強
化
し
た
。
関

係
団
体
と
の
連
携
で
は
、
市
内
の
こ
ど
も
食
堂
の
運

営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
か
わ
さ
き
こ
ど
も
食
堂
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
を
は
じ
め
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
を
行

う
「
か
わ
さ
き
生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組
合
」、「
セ

カ
ン
ド
リ
ー
グ
神
奈
川
」
と
定
期
的
に
情
報
交
換
を

行
い
な
が
ら
、
食
料
の
寄
贈
を
受
け
た
。

　さ
ら
に
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
行
う
企
業
や
地
元

農
家
、
水
産
加
工
業
者
な
ど
と
つ
な
が
り
、
食
料
を

確
保
す
る
ル
ー
ト
を
広
げ
た
ほ
か
、
令
和
4
年
度
は

こ
ど
も
家
庭
庁
の
ひ
と
り
親
を
対
象
に
し
た
食
料
支

援
の
補
助
金
を
活
用
し
た
こ
と
に
よ
り
、
生
鮮
食
品

を
含
め
た
多

く
の
食
料
を

確
保
す
る
こ

と
が
で
き

た
。
連
携
団

体
か
ら
静
岡

県
熱
海
市
で

こ
ど
も
食
堂

の
応
援
を
し

て
い
る
水
産

加
工
業
者
を

紹
介
し
て
も

ら
い
、
規
格

外
で
市
場
に

流
通
し
な
い

未
活
用
魚
や

干
物
の
定
期

的
な
寄
贈
を

受
け
て
い
る

と
い
う
。

　「食
料
支
援
は
基
本
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

な
る
た
め
、
配
送
に
か
か
る
コ
ス
ト
と
人
材
が
課
題

に
な
り
ま
す
。
と
く
に
消
費
期
限
の
短
い
生
鮮
食
品

は
取
扱
い
が
難
し
い
の
で
す
が
、
大
型
冷
蔵
冷
凍
庫

を
備
え
て
い
る
こ
と
や
、
助
成
事
業
で
配
送
ス
タ
ッ

フ
を
配
置
で
き
た
こ
と
で
、
大
量
の
寄
贈
を
い
た
だ

い
た
際
に
も
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、

食
料
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
寄
贈
い
た
だ
い
た
食

料
を
無
駄
に
し
な
い
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
寄

贈
先
に
は
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
、
役
に
立
っ
て
い

る
の
か
を
し
っ
か
り
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と

で
信
頼
関
係
が
生
ま
れ
、
継
続
的
に
寄
贈
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」（
鈴
木
氏
）。

　令
和
４
年
度
の
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
の
利
用
実
績

は
、
延
べ
２
０
０
９
人
が
利
用
し
、
年
間
の
食
料
配

布
量
は
8
・
5
ト
ン
に
達
し
た
。
食
料
を
必
要
と
す

る
多
く
の
人
た
ち
に
対
し
、
入
荷
に
力
を
入
れ
た
生

鮮
食
品
を
含
め
、
多
様
な
食
料
を
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
い
う
。

料
理
教
室
を
開
催
し

自
宅
で
の
調
理
を
支
え
る

　自
宅
で
の
調
理
を
支
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
時

短
・
節
約
料
理
教
室
は
計
5
回
開
催
し
、
ひ
と
り
親

家
庭
の
親
子
を
中
心
に
延
べ
33
人
が
参
加
し
た
。

　料
理
教
室
で
は
、
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
株
式
会
社
社
員

の
協
力
の
も
と
、
寄
贈
が
集
ま
り
や
す
く
余
り
が
ち

な
麵
つ
ゆ
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ
、
味
噌
、
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ

ミ
ッ
ク
ス
を
活
用
し
た
時
短
レ
シ
ピ
の
ほ
か
、
フ
ー

ド
パ
ン
ト
リ
ー
に
あ
る
食
材
を
用
い
た
ク
リ
ス
マ
ス

メ
ニ
ュ
ー
の
レ
シ
ピ
を
開
発
し
て
も
ら
い
、
参
加
者

と
一
緒
に
調
理
し
て
食
事
を
楽
し
ん
だ
。

19 ●WAMー2024.10

コミュニティスペース
えんくる　事業統括

菊地  真紀子氏

企業や関係団体と
のネットワークの
開拓・強化により、
生鮮食品を含め、
多様な食料の寄贈
を受けた

フードパントリーには大型冷蔵冷凍庫を備
え、生鮮食品の入荷に力を入れた

フードパントリーにある食材
を活用した節約・時短料理教
室の様子
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

　「料
理
教
室
は
、
親
子
で
の
参
加
の
ほ
か
、
こ
ど

も
や
き
ょ
う
だ
い
児
だ
け
で
参
加
す
る
こ
と
も
あ

り
、毎
回
好
評
で
し
た
。
参
加
し
た
母
親
か
ら
は『
野

菜
の
切
り
方
か
ら
調
理
ま
で
教
え
て
く
れ
て
、
こ
ど

も
が
家
で
料
理
を
つ
く
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
』、『
親
子
の
会
話
が
少
な
か
っ
た
が
、
料
理
を
き

っ
か
け
に
会
話
が
増
え
た
』
な
ど
の
声
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
ま
た
、
紹
介
す
る
レ
シ
ピ
は
す
べ
て
フ

ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
に
あ
る
食
材
を
使
っ
て
い
る
た

め
、
終
了
後
に
参
加
者
に
持
ち
帰
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
、
寄
贈
さ
れ
た
食
材
を
余
す
こ
と
な
く
活
用
す
る

こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」（
菊
地
氏
）。

来
所
時
の
相
談
対
応
と
と
も
に

訪
問
、
同
行
支
援
を
実
施

　相
談
支
援
事
業
で
は
、
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
や
居

場
所
の
利
用
時
に
信
頼
関
係
を
築
き
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
キ

ャ
ッ
チ
す
る
日
常
的
な
関
わ
り
を
行
う
と
と
も
に
、

設
置
し
た
相
談
室
で
の
個
別
相
談
を
組
み
あ
わ
せ

て
、
相
談
に
つ
な
が
り
に
く
い
人
た
ち
へ
の
相
談
支

援
を
行
っ
た
。

　相
談
支
援
の
体
制
で
は
、
え
ん
く
る
の
ス
タ
ッ
フ

が
常
時
対
応
す
る
ほ
か
、
精
神
保
健
福
祉
士
、
臨
床

心
理
士
の
資
格
を
有
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
定
期
的
に
配

置
し
た
。
来
所
時
の
相
談
対
応
に
と
ど
ま
ら
ず
、
来

所
が
困
難
な
ひ
と
り
親
や
若
者
へ
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活

用
し
た
相
談
対
応
や
自
宅
へ
の
訪
問
、
生
活
保
護
の

受
給
申
請
や
医
療
機
関
へ
の
受
診
、
債
務
整
理
の
た

め
の
弁
護
士
事
務
所
な
ど
へ
の
同
行
支
援
を
行
っ

た
。　相

談
支
援
事
業
の
支
援
実
績
は
、
年
間
１
０
３
日

稼
働
し
、
約
２
０
０
件
の
相
談
対
応
を
実
施
し
た
。

　さ
ら
に
、
予
約
制
の
「
相
談
カ
フ
ェ
」
を
毎
月
実

施
し
、
よ
り
深
刻
な
相
談
に
対
し
て
個
別
対
応
を
行

っ
て
い
る
。

困
難
を
抱
え
る
世
帯
に
リ
ー
チ

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
新
た
な
食
支
援
モ
デ

ル
を
構
築
し
、
支
援
の
届
き
に
く
い
人
へ
の
食
料
支

援
、
相
談
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　「福
祉
事
務
所
や
社
会
福
祉
協
議
会
、
福
祉
施
設
、

民
間
団
体
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
紹
介
元
が
増
え
、
確

実
に
困
難
を
抱
え
る
世
帯
に
リ
ー
チ
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
地
域
福
祉
の
選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
令
和
4
年
度
事
業

で
は
こ
ど
も
と
そ
の
家
族
を
支
援
対
象
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
40
～
50
代
の
単
身
者
、
高
齢
世
帯
な
ど
多

様
な
人
た
ち
が
食
料
支
援
を
求
め
て
来
所
さ
れ
ま
し

た
。
と
く
に
、
単
身
者
の
孤

立
は
深
刻
で
、
地
域
に
つ
な

ぎ
先
が
な
い
こ
と
が
課
題
と

し
て
み
え
て
き
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
助
成
事
業
の
終
了

後
は
支
援
対
象
を
孤
立
し
た

生
活
困
窮
者
等
に
広
げ
て
い

ま
す
が
、
支
援
の
整
備
に
つ

い
て
地
域
全
体
で
考
え
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
」（
鈴
木
氏
）。

　新
た
な
食
支
援
を
通
じ
て

相
談
支
援
や
地
域
資
源
に
つ

な
ぎ
、
安
心
し
て
生
活
す
る

こ
と
を
支
え
る
同
法
人
の
今

後
の
活
動
の
広
が
り
が
期
待

さ
れ
る
。

　　

　助成事業では新たな食支援モデ
ルの構築に取り組みましたが、食
支援は生活困窮世帯だけでなく、
多様な課題を抱える人たちとつな
がれることをあらためて実感して
います。
　事業の波及効果としては、報告
会を兼ねて開催した「まちづくり
ワークショップ」をきっかけに、

協働した関係団体とともに、令和 5 年 4 月に任意団体「か
わさきくらしやすい地域をつくる会」を立ち上げました。
各団体が互いに支えあいながら地域の困りごとを共有し、
地域住民に向けて社会資源を周知することで、全世代が暮
らしやすい地域をつくることに取り組んでいます。

認定 NPO 法人フリースペースたまりば
事務局長・理事　鈴木  晶子氏

全世代が暮らしやすい地域づくり

〒 211−0044　神奈川県川崎市中原区新城 2−4−1 
セシーズイシイ 2  401 号室

T E L： 044−789−9812
U R L： https://www.tamariba.org/
設　　立：平成 3 年 4 月
理 事 長：西野　博之

◆団体概要

　令和5年度の助成事業終了後、地域と接点を持ちにくい子ども若者が参画できる地域づくりの拠点に育てていきたいという想い
から、令和6年・7年と「若者と共につくる」を事業の中心に据え、コミュニティスペースを運営し、フードパントリーや相談事
業の機能をそこに付加する形で事業を展開してきました。多くの若者が「コミュニティスペースえんくる」につながり、子どもた
ちの利用も増えています。一方で、子どもの中でも乳幼児にとっては、使いやすいコミュニティスペースとなっておらず、今後は
乳幼児を連れて親子で長時間過ごせるスペースを作って、さらに多くの人がつながる場を作っていきたいと思っています。

助 成 終 了 後 の 活 動 ・ 展 望
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築
、
②
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
、
③
原
画
の
保
管
、

管
理
体
制
の
構
築
を
行
っ
た
。

　
事
業
を
実
施
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
磯
村
共
同
代

表
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
当
法
人
は
、
約
６
０
０
点
の
フ
ォ
ン
ト
や
パ
タ

ー
ン
デ
ー
タ
を
運
用
し
、
多
く
の
商
品
に
採
用
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
年
間
４
０
０
万
円
以
上
の
工
賃
還

元
を
実
現
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
障
害
者

が
地
域
と
つ
な
が
る
と
い
う
実
態
に
乏
し
く
、
商
品

購
入
者
に
お
い
て
も
障
害
者
の
存
在
を
認
知
す
る
だ

け
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
し
た
。
地
域

と
障
害
者
を
つ
な
ぐ
機
会
の
創
出
が
求
め
ら
れ
る
な

か
、
シ
ブ
ヤ
フ
ォ
ン
ト
を
使
用
し
た
対
話
型
ア
ー
ト

鑑
賞
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
障
害
の
あ
る
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
生
活
や
働
き
方
を
伝
え
、
相
互
理
解
を
深

め
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
行
す
る

ア
ー
ト
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
開
発
に
取
り
組
み
ま
し
た
」（
以
下
、「  

」
内

は
磯
村
共
同
代
表
の
説
明
）。

　
な
お
、対
話
型
ア
ー
ト
鑑
賞
は
、Ｍ
ｏ
Ｍ
Ａ
（
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
）
が
開
発
し
た
美
術
鑑
賞
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
、
作
家
名
や
作
品
名
な
ど
を
伏
せ
、
グ

ル
ー
プ
で
ア
ー
ト
鑑
賞
を
し
た
あ
と
、
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
タ
ー
の
問
い
か
け
に
対
し
、
そ
の
場
で
感
じ
た
こ

と
や
気
づ
き
な
ど
を
参
加
者
同
士
で
対
話
し
な
が
ら

共
有
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ

ー
は
、
参
加
者
の
ニ
ー
ズ
や
状
況
に
応
じ
て
題
材
に

す
る
ア
ー
ト
作

品
や
問
い
か
け

を
用
意
し
、
参

加
者
の
意
見
を

肯
定
し
な
が
ら

自
由
な
対
話
が

で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
。

障
害
者
と
地
域
を
つ
な
ぐ

ア
ー
ト
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
育
成

　　
全
5
回
実
施
し
た
ア
ー
ト
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の

人
材
育
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
40
～
60
歳
代
の
ア
ー

ト
に
関
心
の
あ
る
13
人
が
受
講
し
た
。

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
容
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
同

法
人
が
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ま
と
め
た
テ
キ
ス
ト
を

作
成
し
、そ
の
テ
キ
ス
ト
を
も
と
に
講
義
を
行
っ
た
。

一般社団法人シブヤフォント
障がい者と地域をつなぐ対話型アート鑑賞の運営
人材育成事業

令和4年度事業

【事業概要】
　障害者アートを通じて障害者と市民をつなぎ、互い
に支えあえる地域共生社会を推進することを目的に、
対話型アート鑑賞を実施するファシリテーターを育成
するとともに、新たな体験プログラムを開発する事業

【実施内容】
◆�障がい者アートの鑑賞プログラ
ムを地域で運営する人材育成カ
リキュラムの構築
障害者と市民をつなぐ対話型アー
ト鑑賞のプログラムを進行するア
ートファシリテーターを育成
◆体験プログラムの開発
企業研修や学校における美術教
育、民間学童向けの知育プログラ
ムとして採用されるプログラムを
開発
◆原画の保管、管理体制の構築
シブヤフォントの元となった原
画を協働する障害者支援事業所
から購入
し、デー
タベース
化するこ
とにより
利用を促
進

事業概要

【成果】
◆アートファシリテーター育成講座は、受講した13人を
公認ファシリテーターとして認定した。それぞれがボラ
ンティアベースでプログラムを企画・実施するとともに、
シブヤフォントの活動を支えることにつながった
◆体験プログラムの開発では、障害者アート普及の専門家
である大学教授の監修を受け、新たに15種類のプログ
ラムを開発することができた

▼
○助成事業の波及効果
　�　令和6年度から実践する体験
型アート鑑賞プログラムが渋谷
区内の小中学校の探求学習プロ
グラムとして採用されることと
なった。また、収益事業として
企業や大学向けに有償の対話型アート鑑賞プログラムを
実施し、事業を継続的に運営する基盤づくりが進められ
ている
　�　さらに、これまでシブヤフォントが培ってきたライセ
ンス事業や障害者支援事業所との連携、プロモーション
などの運営ノウハウを提供する有償プログラムを実施
し、「ご当地フォント」として全国16地域（令和6年
4月現在）に活動が広がっている

WAM助成
e -ライブラリー

助成額

312万1千円

障害者とデザイン学校の学生が協働でデザインしたフォントと
パターン。現在588種類のデータを公開している

80社を超える企業と契約し、ノ
ベルティ品やアパレルなど数百点
の商品に採用されている

いきいき

ャレンジチ
いきいき

対
話
型
ア
ー
ト
鑑
賞
で

障
害
者
と
地
域
を
つ
な
ぐ

東
京
都
渋
谷
区
・
一
般
社
団
法
人
シ
ブ
ヤ
フ
ォ
ン
ト

障
害
者
ア
ー
ト
を
通
じ
た

ソ
ー
シ
ャ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン

　
東
京
都
渋
谷
区
に
あ
る
一
般
社
団
法
人
シ
ブ
ヤ
フ

ォ
ン
ト
は
、
障
害
の
あ
る
人
が
描
い
た
文
字
や
絵
を

オ
ー
プ
ン
フ
ォ
ン
ト
と
し
て
社
会
に
提
供
し
、
企
業

や
団
体
、
個
人
に
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
で
障
害
者

の
社
会
参
加
の
機
会
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
地
域

を
活
性
化
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
共
同
代
表
の
磯
村
歩
氏
は
富
士
フ
イ
ル
ム
で
デ
ザ

イ
ン
に
従
事
、
退
職
後
に
福
祉
先
進
国
の
デ
ン
マ
ー

ク
に
留
学
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の

取
り
組
み
を
学
ん
だ
こ
と
を
き
っ
か
け
に
株
式
会
社

フ
ク
フ
ク
プ
ラ
ス
を
設
立
。
障
害
者
ア
ー
ト
の
ラ
イ

セ
ン
ス
事
業
、
企
業
研
修
事
業
、
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
を
行
う
な
か
、
平
成
28
年
に
渋
谷

区
障
が
い
者
福
祉
課
か
ら
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
「
渋
谷
み
や
げ
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
事
業
委
託
を
受
け
、
渋
谷
区
内
の
障

害
者
支
援
事
業
所
と
桑
沢
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
の
学
生

と
の
協
働
事
業
と
し
て
「
シ
ブ
ヤ
フ
ォ
ン
ト
」
を
立

ち
上
げ
た
。令
和
3
年
4
月
に
一
般
社
団
法
人
化
し
、

フ
ク
フ
ク
プ
ラ
ス
か
ら
「
シ
ブ
ヤ
フ
ォ
ン
ト
」
作
成

事
業
を
受
け
継
ぐ
か
た
ち
で
運
営
し
て
い
る
。

　「
シ
ブ
ヤ
フ
ォ
ン
ト
」
と
は
、
障
害
者
の
描
い
た

文
字
や
絵
を
も
と
に
、
デ
ザ
イ
ン
学
校
の
学
生
が
彼

ら
と
協
働
し
て
フ
ォ
ン
ト
や
パ
タ
ー
ン
と
し
て
デ
ザ

イ
ン
化
し
た
渋
谷
区
公
認
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
デ
ー
タ
で

あ
り
、
現
在
５
８
８
種
類
の
デ
ー
タ
を
公
開
し
て
い

る
。
障
害
者
ア
ー
ト
は
、
著
作
者
の
権
利
保
護
の
観

点
か
ら
作
品
の
加
工
が
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
な

か
、
シ
ブ
ヤ
フ
ォ
ン
ト
で
は
フ
ォ
ン
ト
と
パ
タ
ー
ン

の
色
や
大
き
さ
を
変
え
た
り
、
パ
タ
ー
ン
の
一
部
分

を
抜
き
出
し
、
自
由
に
組
み
合
わ
せ
て
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
、
フ
ォ
ン
ト
に
つ
い
て
は
す
べ
て
無
料
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
、「
シ
ブ
ヤ
フ
ォ
ン
ト
」
は
数
百
点
の
商
品

に
採
用
さ
れ
る
ほ
か
、
80
社
を
超
え
る
企
業
と
契
約

し
、
ノ
ベ
ル
テ
ィ
品
や
ア
パ
レ
ル
、
住
環
境
の
デ
ザ

イ
ン
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
商
品
の
売
り
上
げ

や
デ
ー
タ
利
用
料
の
一
部
は
協
働
す
る
障
害
者
支
援

事
業
所
に
工
賃
と
し
て
還
元
し
て
お
り
、
地
域
の
活

性
化
と
と
も
に
、
障
害
者
の
社
会
参
加
や
経
済
的
自

立
に
つ
な
げ
て
い
る
。

地
域
と
障
害
者
が

つ
な
が
る
機
会
を
創
出

　
同
法
人
は
、
令
和
４
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
障
が
い
者
と
地
域
を
つ
な
ぐ
対
話
型
ア
ー
ト

鑑
賞
の
運
営
人
材
育
成
事
業
」
を
実
施
し
た
。
同
事

業
は
、
地
域
と
障
害
者
を
つ
な
げ
る
機
会
の
創
出
を

目
的
に
、
①
障
が
い
者
ア
ー
ト
の
鑑
賞
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
地
域
で
運
営
す
る
人
材
育
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構

 WAMから ひと言

　障害者と学生が共創したアート
ワーク「シブヤフォント」を使用し
た企業研修や教育機関向け「体験型
アート鑑賞プログラム」の開発と、
そのプログラムを進行するファシリ
テーターを育成し、障害者の生活や
働き方を地域に伝えたことは、地域
住民の意識改革につながりました。
福祉施設や企業から研修の依頼が増
えていることや他地域での活動も予
定されていることから今後の広がり
も感じられ、さらなる地域共生社会
の実現化に期待します。

13 ●WAMー2024.6

障
害
者
ア
ー
ト
を
通
じ
て
、
障
害
者
の
社
会
参
加

の
機
会
創
出
と
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。
障
害
の
あ
る
人
と
地
域
を
つ
な
ぐ
目
的
で
開
催

さ
れ
た
ア
ー
ト
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
育
成
講
座
で
は

13
人
を
公
認
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
認
定
し
、

活
動
を
支
え
る
基
礎
に
も
な
り
ま
し
た
。
令
和
6
年

度
か
ら
実
践
す
る
体
験
型
ア
ー
ト
鑑
賞
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
渋
谷
区
内
の
小
中
学
校
の
探
求
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
な
ど
事
業
の
効
果

は
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
活
動
の
発

展
が
期
待
さ
れ
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

8
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築
、
②
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
、
③
原
画
の
保
管
、

管
理
体
制
の
構
築
を
行
っ
た
。

　
事
業
を
実
施
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
磯
村
共
同
代

表
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
当
法
人
は
、
約
６
０
０
点
の
フ
ォ
ン
ト
や
パ
タ

ー
ン
デ
ー
タ
を
運
用
し
、
多
く
の
商
品
に
採
用
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
年
間
４
０
０
万
円
以
上
の
工
賃
還

元
を
実
現
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
障
害
者

が
地
域
と
つ
な
が
る
と
い
う
実
態
に
乏
し
く
、
商
品

購
入
者
に
お
い
て
も
障
害
者
の
存
在
を
認
知
す
る
だ

け
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
し
た
。
地
域

と
障
害
者
を
つ
な
ぐ
機
会
の
創
出
が
求
め
ら
れ
る
な

か
、
シ
ブ
ヤ
フ
ォ
ン
ト
を
使
用
し
た
対
話
型
ア
ー
ト

鑑
賞
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
障
害
の
あ
る
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
生
活
や
働
き
方
を
伝
え
、
相
互
理
解
を
深

め
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
行
す
る

ア
ー
ト
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
開
発
に
取
り
組
み
ま
し
た
」（
以
下
、「  

」
内

は
磯
村
共
同
代
表
の
説
明
）。

　
な
お
、対
話
型
ア
ー
ト
鑑
賞
は
、Ｍ
ｏ
Ｍ
Ａ
（
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
）
が
開
発
し
た
美
術
鑑
賞
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
、
作
家
名
や
作
品
名
な
ど
を
伏
せ
、
グ

ル
ー
プ
で
ア
ー
ト
鑑
賞
を
し
た
あ
と
、
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
タ
ー
の
問
い
か
け
に
対
し
、
そ
の
場
で
感
じ
た
こ

と
や
気
づ
き
な
ど
を
参
加
者
同
士
で
対
話
し
な
が
ら

共
有
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ

ー
は
、
参
加
者
の
ニ
ー
ズ
や
状
況
に
応
じ
て
題
材
に

す
る
ア
ー
ト
作

品
や
問
い
か
け

を
用
意
し
、
参

加
者
の
意
見
を

肯
定
し
な
が
ら

自
由
な
対
話
が

で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
。

障
害
者
と
地
域
を
つ
な
ぐ

ア
ー
ト
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
育
成

　　
全
5
回
実
施
し
た
ア
ー
ト
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の

人
材
育
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
40
～
60
歳
代
の
ア
ー

ト
に
関
心
の
あ
る
13
人
が
受
講
し
た
。

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
容
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
同

法
人
が
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ま
と
め
た
テ
キ
ス
ト
を

作
成
し
、そ
の
テ
キ
ス
ト
を
も
と
に
講
義
を
行
っ
た
。

一般社団法人シブヤフォント
障がい者と地域をつなぐ対話型アート鑑賞の運営
人材育成事業

令和4年度事業

【事業概要】
　障害者アートを通じて障害者と市民をつなぎ、互い
に支えあえる地域共生社会を推進することを目的に、
対話型アート鑑賞を実施するファシリテーターを育成
するとともに、新たな体験プログラムを開発する事業

【実施内容】
◆�障がい者アートの鑑賞プログラ
ムを地域で運営する人材育成カ
リキュラムの構築
障害者と市民をつなぐ対話型アー
ト鑑賞のプログラムを進行するア
ートファシリテーターを育成
◆体験プログラムの開発
企業研修や学校における美術教
育、民間学童向けの知育プログラ
ムとして採用されるプログラムを
開発
◆原画の保管、管理体制の構築
シブヤフォントの元となった原
画を協働する障害者支援事業所
から購入
し、デー
タベース
化するこ
とにより
利用を促
進

事業概要

【成果】
◆アートファシリテーター育成講座は、受講した13人を
公認ファシリテーターとして認定した。それぞれがボラ
ンティアベースでプログラムを企画・実施するとともに、
シブヤフォントの活動を支えることにつながった

◆体験プログラムの開発では、障害者アート普及の専門家
である大学教授の監修を受け、新たに15種類のプログ
ラムを開発することができた

▼
○助成事業の波及効果
　�　令和6年度から実践する体験
型アート鑑賞プログラムが渋谷
区内の小中学校の探求学習プロ
グラムとして採用されることと
なった。また、収益事業として
企業や大学向けに有償の対話型アート鑑賞プログラムを
実施し、事業を継続的に運営する基盤づくりが進められ
ている
　�　さらに、これまでシブヤフォントが培ってきたライセ
ンス事業や障害者支援事業所との連携、プロモーション
などの運営ノウハウを提供する有償プログラムを実施
し、「ご当地フォント」として全国16地域（令和6年
4月現在）に活動が広がっている

WAM助成
e -ライブラリー

助成額

312万1千円

障害者とデザイン学校の学生が協働でデザインしたフォントと
パターン。現在588種類のデータを公開している

80社を超える企業と契約し、ノ
ベルティ品やアパレルなど数百点
の商品に採用されている
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

が
っ
て
い
る
と
い
う
。

　「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
で
、
原

画
や
制
作
し
た
フ
ォ
ン
ト
・
パ
タ
ー
ン
の
デ
ー
タ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
る
と
き
に
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
か
ら
使
用
す
る
作
品
を
選
ぶ
な
ど
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
お
い
て
も
有
効
活
用
で

き
て
い
ま
す
」。

　
収
益
事
業
と
し
て
の
活
動
が
広
が
る

　
助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
対
話
型
ア
ー
ト

鑑
賞
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
行
す
る
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
タ
ー
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
体
験

型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　「
地
域
と
障
害
者
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
う
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
育
成
し
、
現
在
も
当
法
人

の
活
動
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
継
続
的
に
支

え
て
く
れ
て
い
る
こ
と
は
大

き
な
成
果
と
な
り
ま
し
た
。

助
成
事
業
の
波
及
効
果
と
し

て
は
、
令
和
6
年
度
よ
り
強

化
さ
れ
る
渋
谷
区
立
小
中
学

校
の
探
求
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

へ
の
採
用
や
、
企
業
・
大
学

向
け
有
償
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実

施
に
よ
る
収
益
事
業
化
な

ど
、
事
業
を
継
続
的
に
実
施

す
る
基
盤
を
つ
く
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」。

　
さ
ら
に
、
同
法
人
は
令
和

6
年
4
月
に
渋
谷
区
・
原
宿

の
新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
開
業
し
た
大
型
商

業
施
設
内
に
新
拠
点
を
開
設
し
て
い
る
。

　「
現
在
、
シ
ブ
ヤ
フ
ォ
ン
ト
の
事
業
は
、
渋
谷
区

が
基
本
構
想
に
掲
げ
る
『
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン

ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
』
を
体
現
す

る
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
ア
イ
コ

ン
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
ま

す
。
新
拠
点
で
は
シ
ブ
ヤ
フ

ォ
ン
ト
を
採
用
し
た
商
品
の

物
販
だ
け
で
な
く
、
障
害
の

あ
る
人
た
ち
の
実
演
販
売
を

実
施
し
た
り
、
交
流
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
活
用
で
き
る
広
い

ス
ペ
ー
ス
も
設
け
、
多
様
な

人
た
ち
が
出
会
え
る
場
所
と

し
て
運
営
し
て
い
ま
す
」。

　
障
害
者
ア
ー
ト
を
通
じ
て

障
害
者
の
社
会
参
加
や
経
済

的
自
立
、
地
域
の
活
性
化
に

取
り
組
む
同
法
人
の
取
り
組

み
が
全
国
に
広
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

　

　現在、新たなプロジェクトと
して、シブヤフォントの活動に
参画するチームを募集し、「ご
当地フォント」として全国各地
に広げることに取り組んでいま
す。参画するチームには、ライ
センス事業や著作権、使用許諾
など契約に関することや、障害

者支援事業所との連携体制の作り方、制作したデータのプ
ロモーション方法などのノウハウを提供するプログラムを
実施しており、現在は全国16地域に活動が広がっています。
　このプロジェクトは、それぞれが競合するのではなく、紹
介しあうことで互いに Win-Win の関係になるネットワーク
となっています。全国の障害者アートのアーティストが地
域でつながり、全国規模で仕事を受注することができたり、
障害者アートを広げていくことができる仕組みとなってい
ます。

一般社団法人シブヤフォント
共同代表　磯村  歩氏

「ご当地フォント」として
全国16地域に活動が広がる

〒 150−0001　東京都渋谷区神宮前 6-31-21 
原宿スクエア（ハラカド）7 階

T E L： 03−6910−8960
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共同代表：磯村　歩、古戸　勉

◆団体概要

令和 6 年 4 月に開設した新拠点「シブヤフォントラ
ボ」。多様な人たちが出会える場所として運営している

講
義
で
は
シ
ブ
ヤ
フ
ォ
ン
ト
の
取
り
組
み
や
、
対
話

型
ア
ー
ト
鑑
賞
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
、
障
害
者
ア
ー

ト
を
通
じ
て
人
と
人
を
つ
な
ぐ
出
会
い
の
場
を
つ
く

る
と
い
う
役
割
や
手
順
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
そ
の
後

は
、
受
講
者
同
士
で
対
話
型
ア
ー
ト
鑑
賞
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
実
践
を
繰
り
返
し
、
渋
谷
区
の
小
学
校
や
放
課

後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
放
課
後
ク
ラ
ブ
、
こ
ど
も
食

堂
、
高
齢
者
施
設
な
ど
、
外
部
で
の
対
話
型
ア
ー
ト

鑑
賞
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
体
験
を
行
っ
た
。

　「
ア
ー
ト
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
は
、
障
害
の
あ
る

人
と
地
域
を
つ
な
げ
る
橋
渡
し
の
役
割
を
担
う
た

め
、
人
材
育
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
シ
ブ
ヤ
フ
ォ

ン
ト
の
活
動
に
関
わ
る
渋
谷
区
の
職
員
や
障
害
者
支

援
事
業
所
、
学
生
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
な
ど
を
招
き
、
現
場
の
声
を
伝
え
る
こ
と
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
受
講
者
は
障
害
者
支
援

事
業
所
を
訪
問
し
、
障
害
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
な
が
ら
、
ア
ー
ト
作
品
が
生
ま
れ
る
現
場

に
立
ち
会
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で

対
話
型
ア
ー
ト
鑑
賞
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
際
に
、
参
加

者
に
障
害
者
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
こ
と
や
作
品
が
生
ま

れ
た
背
景
な
ど
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
、
他
者

か
ら
の
共
感
を
生
み
出
し
や
す
く
し
て
い
ま
す
」。

　
ア
ー
ト
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
人
材
育
成
は
、
受

講
し
た
13
人
を
公
認
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
認

定
し
、
認
定
者
に
は
対
話
型
ア
ー
ト
鑑
賞
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
使
用
す
る
額
装
ア
ー
ト
と
イ
ー
ゼ
ル
を
提
供
し

た
。

　「
そ
の
ほ
か
に
も
、
対
話
型
ア
ー
ト
鑑
賞
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
参
加
者
に
配
布
す
る
シ
ブ
ヤ
フ
ォ
ン
ト
の
商

品
カ
タ
ロ
グ
と
鑑
賞
用
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
制
作
し
、

認
定
者
に
提
供
し
ま
し
た
。
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
の
裏
面

に
は
作
品
の
も
と
に
な
っ
た
障
害
者
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
描
い
た
原
画
と
作
品
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
名
前
、

事
業
所
名
を
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
り
、
障
害
者
や
事

業
所
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
つ
な
が
る
き
っ
か

け
に
し
て
い
ま
す
」。

　
認
定
し
た
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

対
話
型
ア
ー
ト
鑑
賞
を
企
画
・
開
催
し
た
り
、
依
頼

を
受
け
た
際
に
は
、
ニ
ー
ズ

に
応
じ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考

え
て
実
施
し
て
い
る
と
い

う
。

　
新
た
に
15
種
類
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発

　
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

で
は
、
地
元
企
業
の
研
修
や

小
中
学
校
に
お
け
る
美
術
学

習
、
民
間
学
童
向
け
の
知
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
採
用
し
う
る

対
話
型
ア
ー
ト
鑑
賞
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
取
り
組

ん
だ
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
障
害
者
ア

ー
ト
普
及
を
専
門
と
す
る
大
学
教
授
の
監
修
を
受

け
、
新
た
に
シ
ブ
ヤ
フ
ォ
ン
ト
の
ア
ー
ト
作
品
を
選

定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
ご
と
に
効
果
的
な
問
い
か

け
を
想
定
し
た
15
種
類
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　「
近
年
は
、
対
話
型
ア
ー
ト
鑑
賞
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

研
修
に
取
り
入
れ
る
企
業
が
増
え
て
い
ま
す
。
美
術

鑑
賞
の
感
想
に
は
正
解
が
な
く
、
自
分
の
意
見
を
話

し
や
す
く
、
対
話
を
通
じ
て
交
流
が
図
ら
れ
た
り
、

互
い
を
知
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
新
人
研
修

で
採
用
さ
れ
た
り
、
柔
軟
な
発
想
力
の
向
上
や
チ
ー

ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
気
づ
き
と
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
層

の
研
修
で
採
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
シ
ブ
ヤ
フ
ォ
ン
ト
と
し
て
の
企
業
研
修
の
実
績

は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
フ
ク
フ
ク
プ
ラ

ス
で
は
50
社
以
上
で
実
施
し
て
お
り
、
私
た
ち
が
リ

ー
ド
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
担
い
、
助
成
事
業
で
育

成
し
た
人
た
ち
に
も
サ
ブ
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し

て
活
動
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」。

　
原
画
や
デ
ー
タ
の
一
元
管
理
に
よ
り

利
活
用
を
促
進

　
そ
の
ほ
か
に
も
助
成
事
業
で
は
、
シ
ブ
ヤ
フ
ォ
ン

ト
の
元
と
な
っ
た
原
画
82
点
を
、
協
働
す
る
障
害
者

支
援
事
業
所
か
ら
購
入
し
、
同
法
人
で
保
管
、
管
理

す
る
体
制
を
構
築
し
た
。
原
画
は
ス
キ
ャ
ン
後
に
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
し
、
作
家
名
で
検
索
し
た
り
、

商
品
採
用
の
実
績
一
覧
な
ど
を
閲
覧
で
き
る
こ
と
に

よ
り
、
ラ
イ
セ
ン
ス
事
業
の
利
活
用
の
促
進
に
つ
な

15 ●WAMー2024.6

人材育成カリキュラムを受講した13人を公認
ファシリテーターとして認定

対話型アート鑑賞プログラムを実施する様子
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

が
っ
て
い
る
と
い
う
。

　「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
で
、
原

画
や
制
作
し
た
フ
ォ
ン
ト
・
パ
タ
ー
ン
の
デ
ー
タ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
る
と
き
に
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
か
ら
使
用
す
る
作
品
を
選
ぶ
な
ど
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
お
い
て
も
有
効
活
用
で

き
て
い
ま
す
」。

　
収
益
事
業
と
し
て
の
活
動
が
広
が
る

　
助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
対
話
型
ア
ー
ト

鑑
賞
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
行
す
る
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
タ
ー
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
体
験

型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　「
地
域
と
障
害
者
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
う
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
育
成
し
、
現
在
も
当
法
人

の
活
動
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
継
続
的
に
支

え
て
く
れ
て
い
る
こ
と
は
大

き
な
成
果
と
な
り
ま
し
た
。

助
成
事
業
の
波
及
効
果
と
し

て
は
、
令
和
6
年
度
よ
り
強

化
さ
れ
る
渋
谷
区
立
小
中
学

校
の
探
求
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

へ
の
採
用
や
、
企
業
・
大
学

向
け
有
償
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実

施
に
よ
る
収
益
事
業
化
な

ど
、
事
業
を
継
続
的
に
実
施

す
る
基
盤
を
つ
く
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」。

　
さ
ら
に
、
同
法
人
は
令
和

6
年
4
月
に
渋
谷
区
・
原
宿

の
新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
開
業
し
た
大
型
商

業
施
設
内
に
新
拠
点
を
開
設
し
て
い
る
。

　「
現
在
、
シ
ブ
ヤ
フ
ォ
ン
ト
の
事
業
は
、
渋
谷
区

が
基
本
構
想
に
掲
げ
る
『
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン

ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
』
を
体
現
す

る
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
ア
イ
コ

ン
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
ま

す
。
新
拠
点
で
は
シ
ブ
ヤ
フ

ォ
ン
ト
を
採
用
し
た
商
品
の

物
販
だ
け
で
な
く
、
障
害
の

あ
る
人
た
ち
の
実
演
販
売
を

実
施
し
た
り
、
交
流
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
活
用
で
き
る
広
い

ス
ペ
ー
ス
も
設
け
、
多
様
な

人
た
ち
が
出
会
え
る
場
所
と

し
て
運
営
し
て
い
ま
す
」。

　
障
害
者
ア
ー
ト
を
通
じ
て

障
害
者
の
社
会
参
加
や
経
済

的
自
立
、
地
域
の
活
性
化
に

取
り
組
む
同
法
人
の
取
り
組

み
が
全
国
に
広
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

　

　現在、新たなプロジェクトと
して、シブヤフォントの活動に
参画するチームを募集し、「ご
当地フォント」として全国各地
に広げることに取り組んでいま
す。参画するチームには、ライ
センス事業や著作権、使用許諾
など契約に関することや、障害

者支援事業所との連携体制の作り方、制作したデータのプ
ロモーション方法などのノウハウを提供するプログラムを
実施しており、現在は全国16地域に活動が広がっています。
　このプロジェクトは、それぞれが競合するのではなく、紹
介しあうことで互いに Win-Win の関係になるネットワーク
となっています。全国の障害者アートのアーティストが地
域でつながり、全国規模で仕事を受注することができたり、
障害者アートを広げていくことができる仕組みとなってい
ます。

一般社団法人シブヤフォント
共同代表　磯村  歩氏

「ご当地フォント」として
全国16地域に活動が広がる
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U R L： https://www.shibuyafont.jp
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◆団体概要

令和 6 年 4 月に開設した新拠点「シブヤフォントラ
ボ」。多様な人たちが出会える場所として運営している

　本事業を履修したアートファシリテーターは、シブヤフォントの新しい拠点「シブヤフォントラボ」（「東急プラザ原宿」
内）で定期的に対話型アート鑑賞イベントを開催している。加えて、シブヤフォントの新たな事業「探究学習」の推進を通し
て、渋谷区内における小中学生と障がい者支援事業所との交流機会を生み出している。この取り組みは、関係者の期待と高い評
価を背景に、事業拡大のため、新たなアートファシリテーターを育成する事業をスタートさせた。本育成事業には、当社が手が
けるご当地フォント（現在、全国22地区）のチームも参加予定であり、渋谷区で生まれた本事業を全国に広げ、日本全体にお
ける共生社会実現のため邁進している。

助 成 終 了 後 の 活 動 ・ 展 望
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後
の
自
尊
感
情
や
就
労
意
欲
の
低
下
に
大
き
く
影
響

し
て
い
る
こ
と
が
み
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

令
和
４
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
社
会
的
体

験
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
尊
感
情
や

就
労
意
欲
を
高
め
る
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
た
」（
高

野
理
事
長
）。

　さ
ら
に
、
令
和
4
年
度
事
業
で
は
、
公
共
交
通
機

関
の
利
便
性
が
乏
し
い
地
域
性
に
鑑
み
、
参
加
者
へ

の
送
迎
支
援
を
開
始
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
場
体
験
や

社
会
的
体
験
を
通
じ
て
学
ぶ
機
会
を
保
障
す
る
こ
と

に
取
り
組
ん
だ
。

ワ
ー
ク
サ
ン
プ
ル
を
使
用
し
た

職
場
体
験
を
実
施

　仕
事
に
対
す
る
恐
れ
や
不
安
を
解
消
し
、
働
く
イ

メ
ー
ジ
を
も
た
せ
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
「
ミ
ニ
職

場
体
験
」
は
、
年
間
88
回
開
催
し
、
10
代
後
半
か
ら

30
代
後
半
の
若
者
延
べ
５
８
０
人
が
参
加
し
た
。

　事
業
の
周
知
方
法
と
し
て
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
発

信
の
ほ
か
、
社
協
の
相
談
窓
口
や
支
援
団
体
か
ら
の

紹
介
で
参
加
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
と
い

う
。　開

催
場
所
は
、
協
働
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人

ま
ど
が
設
置
す
る
模
擬
職
場
を
活
用
し
、
パ
ソ
コ
ン

や
事
務
作
業
を
経
験
で
き
る
ワ
ー
ク
サ
ン
プ
ル
（
幕

張
版
ワ
ー
ク
サ
ン
プ
ル
）
を
使
用
し
た
職
場
体
験
を

実
施
し
た
。

　「ミ
ニ
職
場
体
験
」の
内
容
に
つ
い
て
、理
事
の
中

村
摩
紀
氏
は
次
の

よ
う
に
説
明
す
る
。

　「模
擬
職
場
は
、

集
い
の
場
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
で
は
な

く
、
オ
フ
ィ
ス
仕

様
に
す
る
こ
と
で

職
場
の
雰
囲
気
に

慣
れ
て
も
ら
う
環
境
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

使
用
し
た
ワ
ー
ク
サ
ン
プ
ル
は
、13
種
類
の
作
業（
数

値
・
文
書
入
力
、コ
ピ
ー
＆
ペ
ー
ス
ト
、検
索
修
正
、フ

ァ
イ
ル
整
理
、
物
品
請
求
書
作
成
、
作
業
日
報
集
計
、

ラ
ベ
ル
作
成
、
ピ
ッ
キ
ン
グ
等
）
が
6
段
階
の
難
易

度
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、
本
人
の
興
味
や
ス
キ
ル
を

高
め
る
と
と
も
に
、
自
身
の
得
意
・
不
得
意
な
作
業

を
確
認
し
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」。

　そ
の
ほ
か
に
も
、「
ミ
ニ
職
場
体
験
」
で
は
、
地

域
の
企
業
、
診
療
所
、
福
祉
施
設
、
温
泉
施
設
と
連

携
し
、
接
客
や
清
掃
、
組
み
立
て
作
業
な
ど
多
様
な

特定非営利活動法人キャリアサポート
育てよう、地域の未来を創る人（ひきこもりゼロを目指して）事業

令和4年度事業

【事業概要】
　ひきこもり等の困りごとを抱えた若者を対象に、職場体験や就職支援セミナー、社
会的体験会などの学びの機会を提供し、自尊感情や就労意欲を高めるとともに、専門
性の高い支援者を育成することにより、ひきこもりゼロを目指す事業

【実施内容】
◆�ミニ職場体験
地域の支援団体や企業と連携し、ひき
こもり状態の若者に職場体験の機会を
提供
◆社会人へのステップアップセミナー
地域の社会人に講師を依頼した就職支
援セミナーと社会的体験会を実施し、
若者の自尊感情や就労意欲を高める
◆送迎によるアウトリーチ支援
公共交通機関の利便性が乏しいなか、
移動手段をもたない若者への送迎支援
を行うことで学びの機会を保障
◆専門性の高い支援者の育成
支援者を対象
にした研修を
実施し、若者
支援に必要な
知識・スキル
の習得を図る

事業概要

【成果】
◆計88回開催したミニ職場
体験では、延べ580人の
若者が参加した。パソコン
や事務作業の実習を行うほ
か、地域の企業や医療・福
祉施設と連携し、多様な職
場体験を提供することがで
きた
◆社会人へのステップアップセミナーは、就職支援セ
ミナーと社会的体験会を各10回開催し、延べ284
人が参加した。活動を通して多様な仕事や社会の仕
組みを知るとともに、さまざまな人たちと関わりな
がら楽しい体験を重ねることにより、自尊感情や就
労意欲を高めることにつながった
　　ミニ職場体験と社会人へのステップアップセミナー
に参加した登録者39人のうち、進路決定者は24人
にのぼった
◆支援者研修では、就労アセスメントツールTTAPの
活用方法、性教育、交流分析についての講義と事例
検討会を行い、延べ28人が受講した。若者支援の
知識・スキルを習得したことで、より個別的なアプ
ローチが可能となった

WAM助成
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助成額
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ミニ職場体験では、パソコンや事務などの実
務作業を体験できるワークサンプルを使用し
た実習を行った

いきいき

ャレンジチ
いきいき

地
域
で
若
者
を
支
え
、

ひ
き
こ
も
り
ゼ
ロ
を
目
指
す

大
分
県
中
津
市
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト

若
者
の
就
労
や

自
立
に
向
け
た
支
援
に
取
り
組
む

　大
分
県
中
津
市
に
あ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
キ

ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
は
、
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
等
の

困
り
ご
と
を
抱
え
た
若
者
が
社
会
性
を
身
に
つ
け
、

個
人
に
ふ
さ
わ
し
い
職
業
選
択
を
行
い
、
個
性
と
能

力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
就
学
か
ら
就
労
へ
と
自
立

す
る
た
め
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　同
法
人
は
、
平
成
12
年
に
こ
ど
も
の
健
全
育
成
を

目
的
に
立
ち
上
げ
、
設
立
当
初
は
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

活
動
や
音
楽
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
、
こ
ど
も
た

ち
の
豊
か
な
心
を
育
む
こ
と
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

そ
の
後
、不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
、発
達
障
害
な
ど
の

困
り
ご
と
を
抱
え
た
こ
ど
も
・
若
者
の
増
加
に
伴
い
、

平
成
29
年
か
ら
若
者
の
就
労
や
自
立
に
向
け
た
出
口

支
援
を
活
動
の
柱
と
し
、
当
事
者
・
家
族
に
対
す
る

相
談
事
業
や
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
就
職
活

動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　ま
た
、
活
動
に
お
い
て
は
、
同
じ
中
津
市
を
拠
点

に
通
信
制
高
等
学
校
や
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

自
立
訓
練
・
就
労
移
行
支
援
事
業
所
、
学
習
支
援
事

業
な
ど
を
展
開
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ま
ど
と

協
働
し
、
互
い
に
補
完
し
あ
い
な
が
ら
支
援
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　地
域
に
お
け
る
若
者
支
援
の
状
況
に
つ
い
て
、
理

事
長
の
高
野
祐
子
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「活
動
拠
点
の
中
津
市
は
、
不
登
校
・
ひ
き
こ
も

り
等
の
困
り
ご
と
を
抱
え
る
若
者
が
増
加
傾
向
に
あ

る
一
方
で
、
当
事
者
と
そ
の
家
族
に
対
す
る
支
援
体

制
は
十
分
に
確
立
さ
れ
て
い
な
い
現
状
が
あ
り
ま

す
。
平
成
31
年
に
社
会
福
祉
協
議
会
に
ひ
き
こ
も
り

に
関
す
る
相
談
窓
口
が
設
置
さ
れ
、
年
間
の
相
談
者

数
は
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
社
協
だ
け
で
は
課
題

解
決
が
難
し
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。
障
害
で
も
な
く

生
活
保
護
で
も
な
い
支
援
の
狭
間
に
い
る
、
ひ
き
こ

も
り
等
の
困
り
ご
と
を
抱
え
た
若
者
が
存
在
し
て
い

る
こ
と
が
地
域
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
」。

職
場
体
験
や

社
会
的
体
験
の
機
会
を
提
供

　同
法
人
は
、
令
和
４
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
育
て
よ
う
、
地
域
の
未
来
を
創
る
人
（
ひ
き

こ
も
り
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
）
事
業
」
を
実
施
し
た
。

　同
事
業
は
、
ひ
き
こ
も
り
等
の
困
り
ご
と
を
抱
え

る
若
者
に
職
場
体
験
や
社
会
的
体
験
な
ど
の
学
び
の

機
会
を
提
供
し
、
自
尊
感
情
や
就
労
意
欲
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
に
、
①
ミ
ニ
職
場
体
験
、
②
社
会
人
へ

の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
、
③
送
迎
に
よ
る
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
、
④
専
門
性
の
高
い
支
援
者
の
育

成
を
行
っ
た
。

　「当
法
人
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
３
年
間
に
わ
た

っ
て
『
子
供
の
未
来
応
援
基
金
』
を
は
じ
め
、
各
種

助
成
団
体
か
ら
助
成
を
受
け
、
同
様
の
支
援
活
動
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
支
援
し
て
き
た

ひ
き
こ
も
り
等
の
困
り
ご
と
を
抱
え
た
若
者
た
ち

は
、
約
６
割
が
生
活
困
窮
家
庭
で
あ
り
、
こ
ど
も
の

頃
の
社
会
的
経
験
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の

 WAMから ひと言

　これまでの活動から、こどもの頃の

社会的経験の不足がその後の自尊感情

や就労意欲の低下に大きく影響してい

ることがわかり、外部有識者や社会福

祉協議会、地域企業の協力を得て社会

的体験の機会を提供する事業を実施さ

れました。この活動により就職や進学

につながっただけでなく支援対象者の

自主性の向上も見られたことは大きな

成果と言えます。また今後は予防的支

援の取り組みを行う意向であることか

ら、更なる支援の広がりに期待します。
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ひ
き
こ
も
り
等
の
困
り
ご
と
を
抱
え
た
若
者
を
対
象

に
、
地
域
の
支
援
団
体
や
企
業
と
連
携
し
た
ミ
ニ
職
場

体
験
や
、
社
会
人
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
、

社
会
的
体
験
会
な
ど
の
学
び
の
機
会
を
提
供
し
、
利
用

者
の
自
尊
感
情
や
就
労
意
欲
を
高
め
る
と
と
も
に
、
専

門
性
の
高
い
支
援
者
育
成
の
た
め
の
研
修
を
実
施
し
た

大
分
県
中
津
市
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人
キ
ャ
リ
ア
サ

ポ
ー
ト
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
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後
の
自
尊
感
情
や
就
労
意
欲
の
低
下
に
大
き
く
影
響

し
て
い
る
こ
と
が
み
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

令
和
４
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
社
会
的
体

験
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
尊
感
情
や

就
労
意
欲
を
高
め
る
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
た
」（
高

野
理
事
長
）。

　さ
ら
に
、
令
和
4
年
度
事
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で
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、
公
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通
機

関
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便
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域
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に
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、
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加
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へ
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支
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を
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、
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ま
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職
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体
験
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を
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と
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取
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組
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。
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に
し
た
「
ミ
ニ
職

場
体
験
」
は
、
年
間
88
回
開
催
し
、
10
代
後
半
か
ら

30
代
後
半
の
若
者
延
べ
５
８
０
人
が
参
加
し
た
。

　事
業
の
周
知
方
法
と
し
て
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
発

信
の
ほ
か
、
社
協
の
相
談
窓
口
や
支
援
団
体
か
ら
の

紹
介
で
参
加
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
が
多
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っ
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と
い
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催
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協
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非
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利
活
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ま
ど
が
設
置
す
る
模
擬
職
場
を
活
用
し
、
パ
ソ
コ
ン

や
事
務
作
業
を
経
験
で
き
る
ワ
ー
ク
サ
ン
プ
ル
（
幕

張
版
ワ
ー
ク
サ
ン
プ
ル
）
を
使
用
し
た
職
場
体
験
を

実
施
し
た
。

　「ミ
ニ
職
場
体
験
」の
内
容
に
つ
い
て
、理
事
の
中

村
摩
紀
氏
は
次
の

よ
う
に
説
明
す
る
。

　「模
擬
職
場
は
、

集
い
の
場
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
で
は
な

く
、
オ
フ
ィ
ス
仕

様
に
す
る
こ
と
で

職
場
の
雰
囲
気
に

慣
れ
て
も
ら
う
環
境
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

使
用
し
た
ワ
ー
ク
サ
ン
プ
ル
は
、13
種
類
の
作
業（
数

値
・
文
書
入
力
、コ
ピ
ー
＆
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、
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ベ
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、
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等
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階
の
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易

度
に
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お
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、
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の
興
味
や
ス
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を
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と
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に
、
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身
の
得
意
・
不
得
意
な
作
業

を
確
認
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が
ら
進
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る
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と
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で
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ま
し
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に
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、
温
泉
施
設
と
連
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作
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な
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な
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　ひきこもり等の困りごとを抱えた若者を対象に、職場体験や就職支援セミナー、社
会的体験会などの学びの機会を提供し、自尊感情や就労意欲を高めるとともに、専門
性の高い支援者を育成することにより、ひきこもりゼロを目指す事業

【実施内容】
◆�ミニ職場体験
地域の支援団体や企業と連携し、ひき
こもり状態の若者に職場体験の機会を
提供
◆社会人へのステップアップセミナー
地域の社会人に講師を依頼した就職支
援セミナーと社会的体験会を実施し、
若者の自尊感情や就労意欲を高める
◆送迎によるアウトリーチ支援
公共交通機関の利便性が乏しいなか、
移動手段をもたない若者への送迎支援
を行うことで学びの機会を保障
◆専門性の高い支援者の育成
支援者を対象
にした研修を
実施し、若者
支援に必要な
知識・スキル
の習得を図る
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【成果】
◆計88回開催したミニ職場
体験では、延べ580人の
若者が参加した。パソコン
や事務作業の実習を行うほ
か、地域の企業や医療・福
祉施設と連携し、多様な職
場体験を提供することがで
きた

◆社会人へのステップアップセミナーは、就職支援セ
ミナーと社会的体験会を各10回開催し、延べ284
人が参加した。活動を通して多様な仕事や社会の仕
組みを知るとともに、さまざまな人たちと関わりな
がら楽しい体験を重ねることにより、自尊感情や就
労意欲を高めることにつながった

　　ミニ職場体験と社会人へのステップアップセミナー
に参加した登録者39人のうち、進路決定者は24人
にのぼった

◆支援者研修では、就労アセスメントツールTTAPの
活用方法、性教育、交流分析についての講義と事例
検討会を行い、延べ28人が受講した。若者支援の
知識・スキルを習得したことで、より個別的なアプ
ローチが可能となった

WAM助成
e -ライブラリー

助成額
162万2千円

ミニ職場体験では、パソコンや事務などの実
務作業を体験できるワークサンプルを使用し
た実習を行った
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な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
社
協
の
担
当
者
か
ら

は
『
社
会
的
体
験
会
が
あ
る
こ
と
で
開
催
の
た
び
に

紹
介
の
連
絡
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
定
期
的
に
状
態

を
確
認
で
き
る
の
で
助
か
っ
て
い
る
』
と
い
う
言
葉

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
担
当
者
は
若
者
の
様
子
を

把
握
す
る
た
め
に
社
会
的
体
験
会
に
見
学
に
来
る
こ

と
も
あ
り
、
事
業
を
通
じ
て
社
協
と
の
連
携
が
強
化

さ
れ
て
い
ま
す
」（
高
野
理
事
長
）。

　さ
ら
に
、
公
共
交
通
機
関
の
利
便
性
が
乏
し
い
な

か
、
交
通
手
段
を
も
た
な
か
っ
た
り
、
交
通
費
が
支

払
え
な
い
若
者
に
対
し
、
送
迎
支
援
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
継
続
的
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
。
は
じ
め
は
、
送
迎
支
援
を
利
用
し
て
い
た

参
加
者
が
自
主
的
に
自
転
車
で
通
う
よ
う
に
な
っ
た

り
、
活
動
の
参
加
を
き
っ
か
け
に
運
転
免
許
を
取
得

し
、
行
動
範
囲
を
広
げ
る
な
ど
、
若
者
が
成
長
す
る

様
子
が
み
ら
れ
た
と
い
う
。

支
援
者
の
専
門
性
を
高
め
る

　専
門
性
の
高
い
支
援
者
の
育
成
で
は
、「
Ｔ
Ｔ
Ａ

Ｐ
」、
性
教
育
、
交
流
分
析
に
関
す
る
研
修
、
事
例

検
討
会
を
開
催
し
、
延
べ
28
人
の
法
人
ス
タ
ッ
フ
等

が
受
講
し
た
。

　「Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｐ
」
は
、
ア
メ
リ
カ
で
開
発
さ
れ
た
、

学
校
か
ら
成
人
生
活
へ
移
行
す
る
際
に
計
画
を
立
て

る
た
め
の
有
効
な
就
労
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ツ
ー
ル
で
あ

り
、
研
修
で
は
と
く
に
発
達
障
害
の
特
性
の
あ
る
対

象
者
へ
の
支
援
方
法
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
ま
た
、
事

例
検
討
会
で
は
支
援
方
法
で
悩
ん
で
い
る
３
件
の
事

例
に
対
し
、
専
門
家
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な

が
ら
、
受
講
者
が
意
見
交
換
を
行
い
、
支
援
の
方
向

性
を
決
定
し
た
。

　「支
援
者
育
成
の
効
果
と
し
て
は
、
よ
り
個
別
の

ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
に
な
る
と
と
も
に
、
支
援
者
が

悩
み
を
抱
え
ず
支
援
に
携
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
や
は
り
、
支
援
者
が
疲
弊
す
る
と
、
支
援
を
継

続
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
そ
の
あ
た
り
の
ス

キ
ル
を
共
有
で
き
た
こ
と
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
」

（
高
野
理
事
長
）。

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
ひ
き
こ
も
り
等
の
困

り
ご
と
を
抱
え
る
若
者
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
や
体

験
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。そ
の
結
果
、

「
ミ
ニ
職
場
体
験
」
と
「
社
会
人
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
の
登
録
者
39
人
の
う
ち
、
就
職
や

進
学
な
ど
の
進
路
決
定
者
は
24
人
に
の
ぼ
っ
た
。

　「事
業
を
通
し
て
出
会
っ
た
若
者
は
、
成
長
し
て

い
く
様
子
が
み
ら
れ
、少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

自
立
し
て
社
会
に
出
て
い
く
こ
と
が
確
実
に
で
き
て

い
る
こ
と
は
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

企
業
や
支
援
関
係
者
に
当
法

人
の
活
動
を
理
解
し
て
も
ら

い
、
協
力
い
た
だ
け
る
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の

一
方
で
、
よ
り
早
い
段
階
で

の
関
わ
り
に
よ
る
予
防
的
支

援
が
重
要
な
た
め
、
学
校
や

教
育
委
員
会
と
連
携
し
、
就

職
前
の
学
校
内
で
の
キ
ャ
リ

ア
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
」（
高
野
理
事
長
）。

　ひ
き
こ
も
り
等
の
困
り
ご

と
を
抱
え
た
若
者
を
支
え
、

自
立
し
た
生
活
に
つ
な
げ
る

同
法
人
の
活
動
が
よ
り
一
層

広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

　　

　今後の展望としては、令和 6 年
度の WAM 助成の採択を受け、こ
れまでの活動をさらに強化すると
ともに、新たに「子ども若者応援
ネットワーク構築準備会」を立ち
上げ、行政や教育委員会、社協を
含めた若者支援のネットワークを
構築することを目指しています。

　一人の課題を抱えた若者に対し、一団体ではサポートで
きることは限られますが、このようなネットワークを構築
することで、それぞれが役割分担して包括的な支援が可能
になると考えています。まずは、こども・若者の実態調査
として、支援関係者の困りごとや、どのようなサポートや
連携を必要としているのかを把握することに取り組んでい
ます。

特定非営利活動法人キャリアサポート
理事長　高野  祐子氏

若者支援ネットワークの
構築に取り組む

〒 871−0027　大分県中津市上宮永 395 番地 
KODOMO STREET 内

T E L： 0979−62−9121
U R L： https://www.facebook.com/

careersupport.pharos
設　　立：平成 12 年 10 月
理 事 長：高野　祐子

◆団体概要

業
務
の
職
場
体
験
の
機
会
を
提
供
し
た
。

　多
岐
に
わ
た
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　「社
会
人
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
で

は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
と
社
会

的
体
験
会
を
各
10
回
開
催
し
、
延
べ
２
８
４
人
の
若

者
が
参
加
し
た
。

　キ
ャ
リ
ア
教
育
・
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
は
、
地
域

の
社
会
人
に
講
師
を
依
頼
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
や

社
会
の
仕
組
み
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
は
職
業
適
性
筆
記
検
査
の
「
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
」

を
は
じ
め
、
生
花
店
や
葬
祭
場
の
仕
事
に
つ
い
て
の

講
話
、
当
事
者
に
よ
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
関
す
る
講
座
、

行
政
職
員
に
よ
る
防
犯
講
座
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
に
よ
る

セ
ル
フ
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
に
よ
る
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
講
義
な
ど

を
行
っ
た
。

　「Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
」
は
、

就
労
に
必
要
な
適
性

能
（
知
的
能
力
、
言

語
能
力
、数
理
能
力
、

初
期
的
知
覚
、
空
間

判
断
力
、運
動
共
応
）

の
検
査
を
行
い
、
そ

れ
ぞ
れ
の
得
意
・
不

得
意
な
こ
と
を
把
握

し
、
支
援
の
方
向
性

を
見
極
め
な
が
ら
職

業
選
択
の
参
考
に
し

て
い
る
。
本
人
に
と

っ
て
も
仕
事
の
適
性

や
得
意
な
こ
と
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
は
自
信
に
つ
な
が

っ
た
と
い
う
。ま
た
、

防
犯
講
座
は
社
会
経

験
が
乏
し
い
若
者
が
犯
罪
や
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
、
若
者
が
陥
り
や
す
い
犯
罪

に
つ
い
て
学
び
、
社
会
に
出
る
前
の
知
識
を
身
に
つ

け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　「生
花
店
の
仕
事
に
関
す
る
講
話
で
は
、
当
法
人

の
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
た
あ
と
、
就
職
し

た
若
者
に
講
師
を
務
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
自
立
し
て
支
援
す
る
側
に
な
っ
て
く
れ
る
若
者

を
一
人
で
も
多
く
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」（
高
野
理
事
長
）。

社
会
的
体
験
に
よ
り

自
尊
感
情
、
就
労
意
欲
を
高
め
る

　社
会
的
体
験
会
は
、
家
族
以
外
の
大
人
や
同
世
代

の
若
者
同
士
が
接
す
る
機
会
を
つ
く
り
、
楽
し
い
経

験
を
重
ね
る
こ
と
で
、
自
尊
感
情
や
就
労
意
欲
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
に
、
ア
ウ
ト
ド
ア
な
ど
の
自
然
体

験
、
映
画
・
音
楽
・
美
術
鑑
賞
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
や
カ

ラ
オ
ケ
体
験
、
実
店
舗
で
の
ピ
ザ
作
り
体
験
な
ど
を

実
施
し
た
。

　活
動
を
通
し
た
参
加
者
の
変
化
と
し
て
、
表
情
が

明
る
く
な
り
、
若
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
自
然

と
生
ま
れ
、
互
い
に
学
び
あ
い
、
成
長
し
あ
う
力
を

養
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

　「映
画
鑑
賞
や
ボ
ウ
リ
ン
グ
体
験
な
ど
は
参
加
の

ハ
ー
ド
ル
が
低
く
、
新
規
の
支
援
対
象
者
の
獲
得
に

は
非
常
に
効
果
的
で
し
た
。
社
会
的
体
験
会
を
入
口

と
し
て
、
楽
し
い
経
験
を
通
し
て
意
欲
的
に
な
っ
た

若
者
が
、
次
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ス
テ
ッ
プ
と
し
て
就
職
支
援
セ
ミ
ナ

ー
や
ミ
ニ
職
場
体
験
に
参
加
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
協
の
相
談
窓
口
で
は
、
初

回
の
相
談
で
関
わ
り
が
途
切
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
少

19 ●WAMー2024.9

特定非営利活動法人
キャリアサポート  理事

中村  摩紀氏

社会的体験会で実施した渓谷沢歩き（写真上）と、
ピザ作りの職場体験（写真下）の様子

「社会人へのステップアップセミナー」では、
自己分析ワークをはじめ、キャリア教育、
LGBTに関する講座、職業人講話などの多
様なプログラムを実施。就労に必要な適性能
を測定する「GATB」筆記検査を受ける参
加者の様子
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り
等
の
困
り
ご

と
を
抱
え
た
若
者
を
支
え
、

自
立
し
た
生
活
に
つ
な
げ
る

同
法
人
の
活
動
が
よ
り
一
層

広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

　　

　今後の展望としては、令和 6 年
度の WAM 助成の採択を受け、こ
れまでの活動をさらに強化すると
ともに、新たに「子ども若者応援
ネットワーク構築準備会」を立ち
上げ、行政や教育委員会、社協を
含めた若者支援のネットワークを
構築することを目指しています。

　一人の課題を抱えた若者に対し、一団体ではサポートで
きることは限られますが、このようなネットワークを構築
することで、それぞれが役割分担して包括的な支援が可能
になると考えています。まずは、こども・若者の実態調査
として、支援関係者の困りごとや、どのようなサポートや
連携を必要としているのかを把握することに取り組んでい
ます。

特定非営利活動法人キャリアサポート
理事長　高野  祐子氏

若者支援ネットワークの
構築に取り組む

〒 871−0027　大分県中津市上宮永 395 番地 
KODOMO STREET 内

T E L： 0979−62−9121
U R L： https://www.facebook.com/

careersupport.pharos
設　　立：平成 12 年 10 月
理 事 長：高野　祐子

◆団体概要

　助成事業終了後は活動内容を見直し、新たな取組として「なかつ子ども若者応援ネットワーク」構築に向けて取り組んでいます。
現在、中津市社会福祉協議会、中津市福祉政策課、中津市教育委員会、スクールカウンセラーなどと連携が進み、市内高等学校
の先生方へのアンケートやその報告会に向けて準備中です。

助 成 終 了 後 の 活 動 ・ 展 望

大分県中津市上宮永 395 番地
KOMADO STREET 内

非公開
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な
が
ら
、
生
き
が
い
や
役
割
を
も
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
取
り
組
み
ま
し
た
」（
以
下
「 

」
内
は
古
澤
理

事
長
の
説
明
）。

　な
お
、
も
の
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
理
由
に
つ
い

て
は
、岐
阜
市
近
郊
は
繊
維
の
ま
ち
と
し
て
知
ら
れ
、

裁
縫
な
ど
が
得
意
な
高
齢
者
が
多
く
、
も
の
づ
く
り

活
動
へ
の
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
た
と
い
う
。

生
き
が
い
づ
く
り
の
拠
点
を
開
設

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
の
開
設
で
は
、
令
和
５

年
6
月
に
生
き
が
い
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
「
つ
く

る
ん
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
地
域
の
空
き
家
を
改
装

し
た
「
つ
く
る
ん
」
は
2
階
建
て
で
、
1
階
に
は
も

の
づ
く
り
や
地
域
住
民
に
開
放
し
て
交
流
を
図
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
と
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
2

階
に
は
既
存
の
介
護
事
業
所
を
移
転
し
た
。

　相
談
支
援
で
は
、
介
護
に
関
す
る
相
談
は
併
設
す

る
介
護
事
業
所
で
対
応
で
き
る
た
め
、
も
の
づ
く
り

に
関
す
る
相
談
を
受
け
る
場
と
し
て
「
つ
く
る
ん
相

談
会
」
を
週
3
回
開
催
し
、
延
べ
39
人
の
高
齢
者
の

相
談
対
応
を
行
っ
た
。

　「具
体
的
な
相
談
内
容
と
し
て
は
、
裁
縫
や
編
み

物
、
絵
、
折
り
紙
な
ど
を
し
て
い
る
高
齢
者
か
ら
や

り
た
い
こ
と
に
関
す
る
相
談
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
が

も
っ
て
い
る
技
術
を
活
か
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
の
周
知
方

法
と
し
て
は
、新
聞
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
は
じ
め
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
社
会
福
祉
協
議
会
、
認

知
症
カ
フ
ェ
、
高
齢
者
サ
ロ
ン
な
ど
に
出
向
き
、
事

業
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
相
談
支
援
で
は
家
族
や

関
係
機
関
な
ど
か

ら
の
紹
介
で
相
談

に
つ
な
が
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
」。

　も
の
づ
く
り
の

活
動
で
は
、
集
合

作
業
練
習
会
と
し

て
「
つ
く
る
ん
カ
フ
ェ
」
を
月
２
回
開
催
し
、
延
べ

１
２
７
人
の
高
齢
者
が
参
加
し
た
。

　「つ
く
る
ん
カ
フ
ェ
」
で
は
、
地
域
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
毛
糸
や
布
な
ど
の
資
材
を
用
い
て
、
ミ
シ
ン
、

裁
縫
、
編
み
物
な
ど
で
も
の
づ
く
り
を
行
い
、
参
加

者
同
士
で
教
え
た
り
、
交
流
を
深
め
な
が
ら
も
の
づ

く
り
へ
の
意
欲
を
高
め
た
。

　「一
人
で
も
多
く
の
高
齢
者
に
参
加
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
来
所
が
難
し
い
方
に
対
し
、
送
迎
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
遠
方
の
方
に
は
訪
問
型
の
も
の
づ

く
り
支
援
と
し
て
ス
タ
ッ
フ
が
利
用
者
の
自
宅
に
出

向
き
、
作
成
方
法
を
教
え
て
い
ま
す
。
技
術
を
習
得

特定非営利活動法人ひだまり創
在宅でも居場所でも社会参加できる高齢者の「生きるをつくる」事業

令和5年度事業

【事業概要】
　高齢者の「できること・やりたいこと」と、地域のニーズをマッ
チングし、社会活動に参加できる選択肢を増やし、地域とのつなが
りを感じながら生きがいや役割をもつことにつなげる事業

【実施内容】
◆�コミュニティスペースの開設
生きがいづくりの拠点「つくるん」を
開設し、ものづくりを行う「つくるん
カフェ」（集合作業練習会）を定期的に
開催し、高齢者同士や地域住民が交流
を図る

◆連携先の開拓
地域の店舗や企業、関係団体、住民等
を対象にしたニーズ調査を実施し、連
携先を開拓するとともに高齢者のでき
ることとマッチングする
◆生きるをつくる社会参加サポート支援
高齢者が継続的に参加できるサポート
を行うとともに、地域のニーズを踏ま
えたマッチング実践例をつくり、参加
できる社会活動の選択肢を増やす

事業概要

【成果】
◆全15回開催した「つく
るんカフェ」には、延
べ127人の高齢者が参
加した。来所が困難な
高齢者に対し、自宅へ
の訪問支援を行うこと
により、居場所でも在
宅でも社会活動に参加
できる環境をつくった

◆連携先の開拓では、地域のニーズを把握して高
齢者のできることと組みあわせることにより、8
つのマッチング実践例をつくることができた。
　　さらに、ものづくりの種類別に「細分化工程表」
を作成し、作業レベルごとに工程を分け、一人
ひとりに応じた役割分担をすることで、多くの
高齢者が活動に参加することが可能となった
◆マッチング実践例の取り組みとして、参加者が
編んだ「フラワーラグ」と、高齢者の描いた絵
をネクタイにした「漫画アートネクタイ」を商
品化し、笠松町のふるさと納税の返礼品に選定
されることに至った

WAM助成
e -ライブラリー

助成額
488万7千円

令和5年6月に開設した生きがいづくりの拠
点「つくるん」。1階にコミュティスペースや
相談窓口を設置し、2階には介護事業所を併設

定期的に開催する「つくるんカフェ」（集合作業
練習会）で、ものづくりに取り組む高齢者の様子

いきいき

ャレンジチ
いきいき

地
域
高
齢
者
の

「
生
き
る
を
つ
く
る
」サ
ポ
ー
ト

岐
阜
市
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ひ
だ
ま
り
創

住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
を
支
え
る

　岐
阜
県
羽
島
郡
笠
松
町
と
岐
阜
市
を
活
動
拠
点
と

す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ひ
だ
ま
り
創
は
、「
一

人
ひ
と
り
が
人
生
の
主
役
と
な
れ
る
共
生
社
会
を
目

指
し
、『
生
き
る
』
を
全
力
で
応
援
で
き
る
仕
組
み

を
創
る
」
と
い
う
法
人
理
念
の
も
と
、介
護
保
険
内
・

外
の
サ
ー
ビ
ス
を
柔
軟
に
組
み
あ
わ
せ
て
、
介
護
が

必
要
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く

生
き
る
こ
と
を
支
え
て
い
る
。

　理
事
長
の
古
澤
由
加
里
氏
は
、
エ
ス
テ
業
界
で
エ

ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
と
し
て
働
い
て
い
た
が
、
結
婚
・

出
産
を
機
に
介
護
業
界
に
転
職
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

介
護
経
験
を
積
む
な
か
で
、
介
護
福
祉
士
と
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
資
格
を
取
得
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま

で
培
っ
た
エ
ス
テ
の
技
術
を
活
か
し
て
高
齢
者
の
肌

に
触
れ
な
が
ら
心
身
を
健
康
な
状
態
に
導
く
介
護
エ

ス
テ
ケ
ア
を
実
践
し
、
平
成
28
年
に
介
護
エ
ス
テ
ケ

ア
協
会
を
設
立
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
介
護
現
場
で

生
き
が
い
を
感
じ
て
い
な
い
高
齢
者
が
多
い
こ
と
を

知
り
、
最
後
ま
で
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
を

つ
く
り
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、
平
成
29
年
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
を
設
立
し
た
。

　主
な
事
業
は
、「
生
き
る
を
さ
さ
え
る
事
業
」
と

し
て
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
訪
問
介
護
、
通
所
介

護
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
を
運
営
す
る
ほ
か
、「
生

き
る
を
つ
く
る
事
業
」
と
し
て
介
護
保
険
外
サ
ー
ビ

ス
で
あ
る
高
齢
者
の
制
作
し
た
作
品
の
展
示
・
販
売

を
行
う
「
も
の
づ
く
り
支
援
」、
介
護
エ
ス
テ
ケ
ア

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

高
齢
者
が
社
会
活
動
に
参
加
で
き
る

選
択
肢
を
つ
く
る

　同
法
人
は
、
令
和
５
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
在
宅
で
も
居
場
所
で
も
社
会
参
加
で
き
る
高

齢
者
の
『
生
き
る
を
つ
く
る
』
事
業
」
を
実
施
し
た
。

　同
事
業
は
、
高
齢
者
が
社
会
活
動
に
参
加
で
き
る

選
択
肢
を
つ
く
り
、
地
域
と
の
交
流
や
つ
な
が
り
を

も
て
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
①
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
の
開
設
、②
連
携
先
の
開
拓
、

③
生
き
る
を
つ
く
る
社
会
参
加
サ
ポ
ー
ト
支
援
を
行

っ
た
。

　事
業
を
実
施
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
古
澤
理
事
長

は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「こ
れ
ま
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
な
か
で
、

フ
レ
イ
ル
や
要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
あ
る
高
齢
者

は
、
認
知
症
の
症
状
や
心
身
状
態
の
変
化
に
よ
り
、

就
労
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ

し
、
社
会
活
動
に
参
加
で
き
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
助
成
事
業
で
は
、
新
た

に
も
の
づ
く
り
の
拠
点
を
開
設
し
、
支
援
者
の
サ
ポ

ー
ト
を
受
け
な
が
ら
社
会
活
動
に
参
加
で
き
る
場
を

つ
く
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
地
域
住
民
や
企
業
、
関

係
機
関
な
ど
と
連
携
し
、高
齢
者
の
『
で
き
る
こ
と
・

や
り
た
い
こ
と
』
と
、
地
域
の
『
や
っ
て
ほ
し
い
こ

と
』
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、
高
齢

者
に
な
っ
て
も
社
会
参
加
で
き
る
選
択
肢
を
増
や
し

 WAMから ひと言

　高齢者ができること・やりたいこ
とを行うことで、生きがいや地域の
なかでの高齢者の役割をつくり、地
域貢献も行うという明確な理念を持
ち、事業を実施されました。法人独
自の方法として高齢者が作業をしや
すいように工程を細部化して作業を
行う工夫をしており、これによって、
参加する高齢者が自分でできる範囲
の仕事を行うことが可能となってい
ます。さらに、地域企業やボランティ
アとの連携を取りながら、資材提供
やふるさと納税の返礼品などの外部
資源とつながり、事業を実施された
点を評価しています。

17 ●WAMー2024.12

高
齢
者
同
士
や
地
域
住
民
が
交
流
を
図
る
生
き
が
い

づ
く
り
の
拠
点
「
つ
く
る
ん
」
に
て
、
高
齢
者
の
「
で

き
る
こ
と
・
や
り
た
い
こ
と
」
と
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を

マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
拠
点
で
も
在
宅
で
も
社
会
活
動
に
参

加
で
き
る
環
境
を
作
る
こ
と
で
、
利
用
者
が
地
域
と
の

つ
な
が
り
を
感
じ
な
が
ら
生
き
が
い
や
役
割
を
持
て
る

選
択
肢
を
増
や
し
た
岐
阜
市
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人

ひ
だ
ま
り
創
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

10
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な
が
ら
、
生
き
が
い
や
役
割
を
も
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
取
り
組
み
ま
し
た
」（
以
下
「 

」
内
は
古
澤
理

事
長
の
説
明
）。

　な
お
、
も
の
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
理
由
に
つ
い

て
は
、岐
阜
市
近
郊
は
繊
維
の
ま
ち
と
し
て
知
ら
れ
、

裁
縫
な
ど
が
得
意
な
高
齢
者
が
多
く
、
も
の
づ
く
り

活
動
へ
の
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
た
と
い
う
。

生
き
が
い
づ
く
り
の
拠
点
を
開
設

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
の
開
設
で
は
、
令
和
５

年
6
月
に
生
き
が
い
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
「
つ
く

る
ん
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
地
域
の
空
き
家
を
改
装

し
た
「
つ
く
る
ん
」
は
2
階
建
て
で
、
1
階
に
は
も

の
づ
く
り
や
地
域
住
民
に
開
放
し
て
交
流
を
図
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
と
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
2

階
に
は
既
存
の
介
護
事
業
所
を
移
転
し
た
。

　相
談
支
援
で
は
、
介
護
に
関
す
る
相
談
は
併
設
す

る
介
護
事
業
所
で
対
応
で
き
る
た
め
、
も
の
づ
く
り

に
関
す
る
相
談
を
受
け
る
場
と
し
て
「
つ
く
る
ん
相

談
会
」
を
週
3
回
開
催
し
、
延
べ
39
人
の
高
齢
者
の

相
談
対
応
を
行
っ
た
。

　「具
体
的
な
相
談
内
容
と
し
て
は
、
裁
縫
や
編
み

物
、
絵
、
折
り
紙
な
ど
を
し
て
い
る
高
齢
者
か
ら
や

り
た
い
こ
と
に
関
す
る
相
談
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
が

も
っ
て
い
る
技
術
を
活
か
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
の
周
知
方

法
と
し
て
は
、新
聞
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
は
じ
め
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
社
会
福
祉
協
議
会
、
認

知
症
カ
フ
ェ
、
高
齢
者
サ
ロ
ン
な
ど
に
出
向
き
、
事

業
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
相
談
支
援
で
は
家
族
や

関
係
機
関
な
ど
か

ら
の
紹
介
で
相
談

に
つ
な
が
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
」。

　も
の
づ
く
り
の

活
動
で
は
、
集
合

作
業
練
習
会
と
し

て
「
つ
く
る
ん
カ
フ
ェ
」
を
月
２
回
開
催
し
、
延
べ

１
２
７
人
の
高
齢
者
が
参
加
し
た
。

　「つ
く
る
ん
カ
フ
ェ
」
で
は
、
地
域
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
毛
糸
や
布
な
ど
の
資
材
を
用
い
て
、
ミ
シ
ン
、

裁
縫
、
編
み
物
な
ど
で
も
の
づ
く
り
を
行
い
、
参
加

者
同
士
で
教
え
た
り
、
交
流
を
深
め
な
が
ら
も
の
づ

く
り
へ
の
意
欲
を
高
め
た
。

　「一
人
で
も
多
く
の
高
齢
者
に
参
加
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
来
所
が
難
し
い
方
に
対
し
、
送
迎
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
遠
方
の
方
に
は
訪
問
型
の
も
の
づ

く
り
支
援
と
し
て
ス
タ
ッ
フ
が
利
用
者
の
自
宅
に
出

向
き
、
作
成
方
法
を
教
え
て
い
ま
す
。
技
術
を
習
得

特定非営利活動法人ひだまり創
在宅でも居場所でも社会参加できる高齢者の「生きるをつくる」事業

令和5年度事業

【事業概要】
　高齢者の「できること・やりたいこと」と、地域のニーズをマッ
チングし、社会活動に参加できる選択肢を増やし、地域とのつなが
りを感じながら生きがいや役割をもつことにつなげる事業

【実施内容】
◆�コミュニティスペースの開設
生きがいづくりの拠点「つくるん」を
開設し、ものづくりを行う「つくるん
カフェ」（集合作業練習会）を定期的に
開催し、高齢者同士や地域住民が交流
を図る

◆連携先の開拓
地域の店舗や企業、関係団体、住民等
を対象にしたニーズ調査を実施し、連
携先を開拓するとともに高齢者のでき
ることとマッチングする
◆生きるをつくる社会参加サポート支援
高齢者が継続的に参加できるサポート
を行うとともに、地域のニーズを踏ま
えたマッチング実践例をつくり、参加
できる社会活動の選択肢を増やす

事業概要

【成果】
◆全15回開催した「つく
るんカフェ」には、延
べ127人の高齢者が参
加した。来所が困難な
高齢者に対し、自宅へ
の訪問支援を行うこと
により、居場所でも在
宅でも社会活動に参加
できる環境をつくった

◆連携先の開拓では、地域のニーズを把握して高
齢者のできることと組みあわせることにより、8
つのマッチング実践例をつくることができた。

　　さらに、ものづくりの種類別に「細分化工程表」
を作成し、作業レベルごとに工程を分け、一人
ひとりに応じた役割分担をすることで、多くの
高齢者が活動に参加することが可能となった

◆マッチング実践例の取り組みとして、参加者が
編んだ「フラワーラグ」と、高齢者の描いた絵
をネクタイにした「漫画アートネクタイ」を商
品化し、笠松町のふるさと納税の返礼品に選定
されることに至った

WAM助成
e -ライブラリー

助成額
488万7千円

令和5年6月に開設した生きがいづくりの拠
点「つくるん」。1階にコミュティスペースや
相談窓口を設置し、2階には介護事業所を併設

定期的に開催する「つくるんカフェ」（集合作業
練習会）で、ものづくりに取り組む高齢者の様子
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

に
不
安
を
感
じ
る
人
が
触
れ
た
り
、
手
を
通
し
て
落

ち
着
け
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
飾
り
や
本
人
の
好

き
な
も
の
を
縫
い
つ
け
た
円
柱
形
の
ニ
ッ
ト
小
物
と

な
っ
て
お
り
、
災
害
時
に
認
知
症
マ
フ
を
待
ち
こ
む

こ
と
で
環
境
の
変
化
に
も
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
さ
な
い

な
ど
の
効
果
が
あ
り
、
防
災
関
係
で
も
広
ま
っ
て
い

る
と
い
う
。

　商
品
開
発
と
し
て
は
、
高
齢
者
が
描
い
た
絵
を
ネ

ク
タ
イ
に
し
た
「
漫
画
ア
ー
ト
ネ
ク
タ
イ
」
と
と
も

に
、
高
齢
者
の
編
ん
だ
「
フ
ラ
ワ
ー
ラ
グ
」
の
商
品

化
に
取
り
組
ん
だ
。
商
品
化
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域

の
雑
貨
店
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
協
力
の
も
と
、
購
入
し

て
も
ら
え
る
デ
ザ
イ
ン
や
色
の
配
置
、
販
売
方
法
な

ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
行
政
と
の
協
働
で
「
漫

画
ア
ー
ト
ネ
ク
タ
イ
」
と
「
フ
ラ
ワ
ー
ラ
グ
」
の
両

商
品
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
選
定
さ
れ
る
こ

と
に
至
っ
た
。

　さ
ら
に
、
制
作
物
ご
と
に
細
分
化
工
程
表
を
作
成

し
、
作
業
レ
ベ
ル
ご
と
に
工
程
を
分
け
、
一
人
ひ
と

り
に
応
じ
て
役
割
分
担
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
く

の
高
齢
者
が
も
の
づ
く
り
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
で
循
環
で
き
る
仕
組
み
を
構
築

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、生
き
が
い
づ
く
り
の
拠

点
を
開
設
し
、高
齢
者
の「
で
き
る
こ
と
・
や
り
た
い

こ
と
」と
、地
域
の
ニ
ー
ズ
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ
と

に
よ
り
、生
き
が
い
や
役
割
を
も
ち
な
が
ら
社
会
活

動
に
参
加
で
き
る
選
択
肢
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
。

　「参
加
者
は
も
の
づ
く
り
へ
の
意
欲
が
向
上
す
る

と
と
も
に
、
ご
本
人
の
で
き
る
こ
と
に
対
し
、
マ
ッ

チ
ン
グ
先
を
開
拓
し
た
こ
と
に
よ
り
、
継
続
的
に
参

加
す
る
高
齢
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
縫
製
が
盛
ん
な

岐
阜
市
近
郊
は
、
残
布
と
い
わ
れ
る
余
っ
た
布
や
糸

が
多
く
あ
り
、
連
携
先
か
ら
大
量
の
提
供
が
受
け
ら

れ
る
の
で
原
価
を
か
け
ず
に
作
成
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
が
生
き
が
い
や
役
割
を

も
つ
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
提
供
さ
れ
た
資
材
を
用

い
て
高
齢
者
が
制
作
し
た
も
の
を
地
域
に
寄
贈
す
る

な
ど
、
循
環
で
き
る
仕
組
み

を
つ
く
れ
た
こ
と
は
大
き
な

成
果
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」。

　さ
ら
に
、
助
成
事
業
の
取

り
組
み
が
他
地
域
に
も
波
及

す
る
よ
う
に
、
マ
ッ
チ
ン
グ

実
践
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
や
細

分
化
工
程
表
な
ど
を
法
人
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
開
示
し
て
お

り
、
地
域
の
介
護
施
設
で
も

の
づ
く
り
活
動
が
広
が
り
を

み
せ
て
い
る
と
い
う
。

　地
域
ニ
ー
ズ
と
マ
ッ
チ
ン

グ
し
た
も
の
づ
く
り
活
動
を

通
し
て
、
生
き
が
い
や
役
割

を
も
つ
こ
と
に
つ
な
げ
る
同

法
人
の
今
後
の
活
動
の
広
が

り
が
期
待
さ
れ
る
。

　　

　助成事業では、生きがいづくり
の拠点として「つくるん」を開設し
ましたが、令和6年8月からは新た
にものづくりに特化したデイサー
ビスの運営を開始しています。毎
週水曜日の午後には地域交流の場
として開放しており、「つくるんカ

フェ」も継続的に開催しています。
　一方、課題としては、現在の活動は女性の参加者が中心
となっているため、男性高齢者が参加しやすい活動をつく
るとともに、マッチング先を開拓していく必要性がありま
す。さらに、福祉的就労として収入を得ることにつながる
取り組みにも挑戦していきたいと考えています。

特定非営利活動法人ひだまり創
理事長　古澤  由加里氏

ものづくりに特化した
デイサービスを開設

〒 502−0907　岐阜市島新町 4 番 6 号 
T E L： 058−214−9737
F A X： 058−216−0532
U R L： https://hidamarisou.com/
設　　立：平成 29 年 8 月
理 事 長：古澤　由加里

◆団体概要

制作した認知症マフは、地域の病院や介
護施設などに寄贈した。細分化工程表を
作成し、作業を分担することにより、も
のづくりに参加できる高齢者を増やすこ
とにつなげている

し
た
方
に
は
材
料
を
届
け
、
自
宅
で
も
の
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
で
、
居
場
所
だ
け
で
な

く
、
在
宅
で
も
社
会
参
加
が
で
き
る
機
会
を
つ
く
っ

て
い
ま
す
」。

　さ
ら
に
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
高
齢
者
の
つ

く
っ
た
作
品
の
販
売
や
寄
贈
を
す
る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

市
」、
ア
ー
ト
作
品
を
展
示
す
る
「
つ
く
る
ん
ギ
ャ

ラ
リ
ー
」、
65
歳
以
上
を
対
象
に
し
た
「
シ
ニ
ア
ア

ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
し
た
。

　「も
の
づ
く
り
活
動
の
参
加
者
は
、
女
性
が
中
心

で
男
性
の
参
加
者
を
ど
の
よ
う
に
増
や
す
か
と
考
え

た
と
き
に
、男
性
は
絵
を
嗜
む
人
が
多
く
い
た
た
め
、

作
品
を
展
示
す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

た
だ
、
展
示
す
る
だ
け
で
は
、
な
か
な
か
満
足
感
が

得
ら
れ
な
い
と
考
え
、『
シ
ニ
ア
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス

ト
』
を
開
催
し
、
選
ば
れ
た
作
品
を
ネ
ク
タ
イ
と
し

て
商
品
化
す
る
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
た
」。

連
携
先
の
開
拓
と
と
も
に

地
域
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

　連
携
先
の
開
拓
で
は
、
地
域
の
店
舗
や
企
業
、
関

係
団
体
、
住
民
な
ど
に
対
し
て
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施

し
、高
齢
者
の
「
で
き
る
こ
と
・
や
り
た
い
こ
と
」
と
、

地
域
の
「
し
て
ほ
し
い
こ
と
」
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る

仕
組
み
づ
く
り
を
行
っ
た
。

　連
携
先
の
開
拓
で
は
、
当
初
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
た
も
の
の
、
具
体
的
に
連
携
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
も
ら
う
こ
と
が
難
し
か
っ
た
た
め
、
地
域
の
店

舗
、
保
育
所
・
幼
稚
園
、
病
院
、
子
育
て
支
援
団
体
、

障
害
者
支
援
団
体
、
介
護
施
設
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
社
協
な
ど
に
出
向
き
、
高
齢
者
の
制
作
物

を
提
示
し
な
が
ら
、
手
伝
い
で
き
る
こ
と
は
な
い
か

聞
き
取
り
を
す
る
こ
と
で
、
延
べ
26
団
体
と
連
携
体

制
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

地
域
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た

マ
ッ
チ
ン
グ
実
践
例

　生
き
る
を
つ
く
る
社
会
参
加
サ
ポ
ー
ト
支
援
で

は
、
生
き
が
い
や
役
割
を
も
ち
な
が
ら
社
会
活
動
に

参
加
で
き
る
選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
に
、
高

齢
者
と
地
域
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
組
み
あ
わ
せ
た
マ

ッ
チ
ン
グ
実
践
例
（
8
事
例
）
を
つ
く
っ
た
。

　「マ
ッ
チ
ン
グ
実
践
例
の
取
り
組
み
の
一
つ
に
、

地
域
の
障
害
者
支
援
施
設
と
協
働
し
た
取
り
組
み
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
施
設
で
は
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事

業
で
菓
子
づ
く
り
を
行
っ
て
お
り
、
大
量
に
廃
棄
さ

れ
る
小
麦
粉
袋
を
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
し
た
い
と
い
う

相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
活
動
で
は
、
障
害
者
に
絵
を

描
い
て
も
ら
っ
た
小
麦
粉
袋
を
高
齢
者
が
エ
コ
バ
ッ

グ
に
仕
立
て
直
し
、
菓
子
を
入
れ
て
販
売
す
る
こ
と

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
作
業
す
る
だ
け
で

は
つ
な
が
り
が
感
じ
ら
れ
な
い
た
め
、
仕
立
て
直
し

た
バ
ッ
グ
を
納
品
す
る
際
に
は
、
作
業
し
た
高
齢
者

と
ス
タ
ッ
フ
が
一
緒
に
施
設
を
訪
問
し
、
利
用
者
と

交
流
を
深
め
る
機
会
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
」。

　ま
た
、認
知
症
認
定
看
護
師
か
ら
「
認
知
症
マ
フ
」

の
作
り
手
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
相
談
を
受
け
、

編
み
物
が
得
意
な
高
齢
者
が
制
作
し
、
病
院
や
介
護

施
設
、
障
害
者
施
設
な
ど
に
寄
贈
す
る
こ
と
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　認
知
症
マ
フ
は
、
認
知
症
特
有
の
症
状
か
ら
手
元

19 ●WAMー2024.12

高齢者が編んだ「フラワーラグ」と、高齢者が描いた絵をネクタイとし
て商品化し、ふるさと納税の返礼品に選定された

障害者支援施設と協働し、小麦粉袋のアップサイクルに取り組むとともに、
利用者との世代を超えた交流を図っている
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に
不
安
を
感
じ
る
人
が
触
れ
た
り
、
手
を
通
し
て
落

ち
着
け
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
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飾
り
や
本
人
の
好
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な
も
の
を
縫
い
つ
け
た
円
柱
形
の
ニ
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ト
小
物
と

な
っ
て
お
り
、
災
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時
に
認
知
症
マ
フ
を
待
ち
こ
む

こ
と
で
環
境
の
変
化
に
も
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
さ
な
い

な
ど
の
効
果
が
あ
り
、
防
災
関
係
で
も
広
ま
っ
て
い

る
と
い
う
。

　商
品
開
発
と
し
て
は
、
高
齢
者
が
描
い
た
絵
を
ネ

ク
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イ
に
し
た
「
漫
画
ア
ー
ト
ネ
ク
タ
イ
」
と
と
も

に
、
高
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者
の
編
ん
だ
「
フ
ラ
ワ
ー
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グ
」
の
商
品

化
に
取
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だ
。
商
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に
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地
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貨
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デ
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、
購
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て
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や
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、
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法
な

ど
の
ア
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を
受
け
、
行
政
と
の
協
働
で
「
漫
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ト
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」
と
「
フ
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グ
」
の
両

商
品
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
選
定
さ
れ
る
こ

と
に
至
っ
た
。

　さ
ら
に
、
制
作
物
ご
と
に
細
分
化
工
程
表
を
作
成

し
、
作
業
レ
ベ
ル
ご
と
に
工
程
を
分
け
、
一
人
ひ
と

り
に
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て
役
割
分
担
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
く

の
高
齢
者
が
も
の
づ
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り
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
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て
い
る
。

地
域
で
循
環
で
き
る
仕
組
み
を
構
築

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、生
き
が
い
づ
く
り
の
拠

点
を
開
設
し
、高
齢
者
の「
で
き
る
こ
と
・
や
り
た
い

こ
と
」と
、地
域
の
ニ
ー
ズ
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ
と

に
よ
り
、生
き
が
い
や
役
割
を
も
ち
な
が
ら
社
会
活

動
に
参
加
で
き
る
選
択
肢
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
。

　「参
加
者
は
も
の
づ
く
り
へ
の
意
欲
が
向
上
す
る

と
と
も
に
、
ご
本
人
の
で
き
る
こ
と
に
対
し
、
マ
ッ

チ
ン
グ
先
を
開
拓
し
た
こ
と
に
よ
り
、
継
続
的
に
参

加
す
る
高
齢
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
縫
製
が
盛
ん
な

岐
阜
市
近
郊
は
、
残
布
と
い
わ
れ
る
余
っ
た
布
や
糸

が
多
く
あ
り
、
連
携
先
か
ら
大
量
の
提
供
が
受
け
ら

れ
る
の
で
原
価
を
か
け
ず
に
作
成
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
が
生
き
が
い
や
役
割
を

も
つ
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
提
供
さ
れ
た
資
材
を
用

い
て
高
齢
者
が
制
作
し
た
も
の
を
地
域
に
寄
贈
す
る

な
ど
、
循
環
で
き
る
仕
組
み

を
つ
く
れ
た
こ
と
は
大
き
な

成
果
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」。

　さ
ら
に
、
助
成
事
業
の
取

り
組
み
が
他
地
域
に
も
波
及

す
る
よ
う
に
、
マ
ッ
チ
ン
グ

実
践
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
や
細

分
化
工
程
表
な
ど
を
法
人
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
開
示
し
て
お

り
、
地
域
の
介
護
施
設
で
も

の
づ
く
り
活
動
が
広
が
り
を

み
せ
て
い
る
と
い
う
。

　地
域
ニ
ー
ズ
と
マ
ッ
チ
ン

グ
し
た
も
の
づ
く
り
活
動
を

通
し
て
、
生
き
が
い
や
役
割

を
も
つ
こ
と
に
つ
な
げ
る
同

法
人
の
今
後
の
活
動
の
広
が

り
が
期
待
さ
れ
る
。

　　

　助成事業では、生きがいづくり
の拠点として「つくるん」を開設し
ましたが、令和6年8月からは新た
にものづくりに特化したデイサー
ビスの運営を開始しています。毎
週水曜日の午後には地域交流の場
として開放しており、「つくるんカ

フェ」も継続的に開催しています。
　一方、課題としては、現在の活動は女性の参加者が中心
となっているため、男性高齢者が参加しやすい活動をつく
るとともに、マッチング先を開拓していく必要性がありま
す。さらに、福祉的就労として収入を得ることにつながる
取り組みにも挑戦していきたいと考えています。

特定非営利活動法人ひだまり創
理事長　古澤  由加里氏

ものづくりに特化した
デイサービスを開設

〒 502−0907　岐阜市島新町 4 番 6 号 
T E L： 058−214−9737
F A X： 058−216−0532
U R L： https://hidamarisou.com/
設　　立：平成 29 年 8 月
理 事 長：古澤　由加里

◆団体概要

制作した認知症マフは、地域の病院や介
護施設などに寄贈した。細分化工程表を
作成し、作業を分担することにより、も
のづくりに参加できる高齢者を増やすこ
とにつなげている

　認知症等の持病がある高齢者のできることを活かすマッチング支援をしています。地域の困りごとと高齢者の手仕事の技術をマッチングさせ、現在は
その仕組みを地域単位に拡大しています。資材を寄贈する人、制作する高齢者、譲渡先の団体が増え、1年間で、延べ877名が参加する事業に発展して
います。
　今後は在宅での物づくり支援や交流会には、認知症の診断がないものの、認知症の可能性があるいわゆる「グレーゾーン」にあたる高齢者も多く参加
している実態を把握し、介護保険制度の枠にとらわれない支援のあり方を検証していきます。
男性高齢者の参加を促すため、男性の得意分野を生かした活動内容（マッチング事例）を検証していきます。
地域単位でのマッチング支援の再現性や有効性を確認し、全国に広めるモデルにして行きたいと考えています。

助 成 終 了 後 の 活 動 ・ 展 望

46



　私
は
小
児
科
医
で
す
が
、
子
育
て
時
代
の
マ
マ
友

や
助
産
師
と
一
緒
に
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
、
０

～
１
歳
児
の
親
子
の
居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

　当
法
人
は
、
平
成
８
年
に
地
域
の
子
育
て
サ
ー
ク

ル
を
つ
な
ぎ
、
応
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
と
し
て
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
し
か
し
、
設

立
時
に
は
市
内
に
30
団
体
あ
っ
た
子
育
て
サ
ー
ク
ル

は
、
幼
稚
園
の
入
園
年
齢
の
引
き
下
げ
や
運
営
の
負

担
か
ら
令
和
６
年
に
は
３
団
体
に
減
少
し
、
子
育
て

の
「
お
互
い
様
」
と
い
う
感
覚
が
乏
し
く
な
り
、
こ

ど
も
同
士
や
親
同
士
の
関
係
を
気
遣
う
風
潮
が
強
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
サ
ー
ク
ル

で
「
こ
こ
な
ら
安
心
し
て
話
せ
る
」
と
い
う
母
親
か

ら
の
声
を
受
け
、「
お
互
い
様
」
の
関
係
を
構
築
す

る
た
め
に
平
成
25
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
し
ま
し
た
。

有
償
ス
タ
ッ
フ
を
確
保
し
、

活
動
基
盤
を
強
化

　Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
す
る
に
至
っ
た
き
っ
か
け
と

し
て
は
、
１
～
２
歳
児
の
支
援
か
ら
、
さ
ら
に
小
さ

い
０
歳
児
の
育
ち
に
関
わ
り
、
地
域
の
な
か
で
つ
な

が
り
を
つ
く
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
０
歳
児
に
焦
点

を
当
て
た
支
援
を
開
始
し
た
こ
と
で
し
た
。

　０
歳
児
の
支
援
は
医
療
的
な
こ
と
が
大
事
に
な
り

ま
す
。
助
産
師
と
一
緒
に
私
も
小
児
科
医
と
い
う
利

点
を
活
か
し
な
が
ら
、
育
児
の
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
社
会
の
な
か
で
育
て
る
と
い
う
人
間
関
係
の
形

成
に
取
り
組
む
に
あ
た
り
、
そ
の
活
動
を
継
続
し
て

い
く
た
め
に
、ス
タ
ッ
フ
に
賃
金
を
支
払
う
か
た
ち
に

し
た
い
と
考
え
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
に
応
募
し
ま
し
た
。

　Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
で
は
、「
先
輩
マ
マ
と
助
産
師
と
小

児
科
医
が
創
る
乳
幼
児
の
親
子
の
居
場
所
事
業
」
と

し
て
、
①
街
の
実
家
事
業
、
②
赤
ち
ゃ
ん
広
場
リ
ン

ク
ル
、
③
支
援
者
研
修
、
④
高
校
生
と
乳
幼
児
親
子

と
の
ふ
れ
あ
い
授
業
、
⑤
赤
ち
ゃ
ん
フ
ェ
ス
タ
み
の

お
の
５
つ
の
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　②
～
⑤
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
実
施

し
て
き
ま
し
た
が
、
活
動
拠
点
が
ほ
し
い
と
い
う
こ

と
で
、
主
に
0
～
1
歳
児
の
親
子
が
い
つ
で
も
通
え

る
居
場
所
を
運
営
す
る
「
街
の
実
家
事
業
」
を
新
た

に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　「街
の
実
家
事
業
」は
、
毎
年
数
値
目
標
を
上
回
る

か
た
ち
で
継
続
し
て
い
ま
す
。「
い
つ
来
て
も
安
心

し
て
過
ご
せ
る
場
所
は
貴
重
」
と
い
う
言
葉
を
母
親

か
ら
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
行
く
場
所

が
な
い
親
子
の
た
め
に
、
参
加
人
数
を
限
定
し
な
が

ら
も
支
援
で
き
た
こ
と
は
喜
ば
れ
ま
し
た
し
、
我
々

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
も
大
き
か
っ
た
で
す
。

　参
加
者
の
な
か
に
は
毎
日
の
よ
う
に
利
用
す
る
方

も
い
て
、
居
場
所
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。　居

場
所
の
活
動
で
は
、
無
料
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
を
乳
幼
児
親
子
に
開
放
す
る
と
と
も
に
、
育
児
に

関
す
る
各
種
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
講
座
の
受

講
を
き
っ
か
け
に
、
専
門
職
や
母
親
同
士
で
交
流
し

て
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
常
連
に
な
る
方
と
、
交
流

を
目
的
に
参
加
し
た
方
が
自
分
の
知
り
た
い
講
座
を

受
講
す
る
２
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
、
そ
こ
が
当
法
人
の

よ
さ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　次
に
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
の
活
用
が
団
体
に
与
え
た
影
響

で
す
。
も
し
受
け
て
い
な
け
れ
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
で
活

動
は
休
止
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
助
成
の
お
か
げ

で
、
有
償
ス
タ
ッ
フ
の
活
動
を
維
持
で
き
た
こ
と
は

非
常
に
大
き
か
っ
た
で
す
。
や
は
り
、
マ
マ
友
同
士

か
ら
活
動
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
る
た
め
、
自
分

の
こ
ど
も
が
大
き
く
な
る
と
、
教
育
で
お
金
が
か
か

る
の
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
は
難

し
く
な
り
ま
す
。
助
成
金
の
な
か
で
最
低
賃
金
で
あ

っ
て
も
報
酬
を
支
払
う
こ
と
で
有
償
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
継
続
的
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
お
金
は
働
く
評
価
に
な
る
の
で
、
定
着
や
働
き

が
い
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
居
場
所
に
はW

i

︲Fi

環
境
を
整
備
し
た

こ
と
で
、
定
例
会
や
研
修
会
な
ど
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
法
人
内
の
情
報

共
有
や
役
割
分
担
が
明
確
に
な
り
、
組
織
体
制
が
強

化
さ
れ
ま
し
た
。

　さ
ら
に
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
法

人
や
活
動
に
対
す
る
信
用
度
が
上
が
り
、
行
政
や
社

会
福
祉
協
議
会
な
ど
か
ら
一
目
置
か
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
も
大
き
い
で
す
。

　今
後
の
展
望
と
し
て
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
の
活
動
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
箕
面
市
の
産
後
ケ
ア
事
業
を
受

託
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
事
業
を
拡
大
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

事
例
紹
介
①

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
ん
も
っ
く代

表
理
事  

福
井

　聖
子
氏

福井　聖子氏
NPO法人はんもっく

代表理事

13 ●WAMー2025.2

　今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
冒
頭
に
福
祉
医
療
機

構
Ｎ
Ｐ
Ｏ
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
Ｎ
Ｐ
Ｏ
振
興
課
長
の

塚
本
か
ら
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
が
行

わ
れ
た
。
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
の
支
援
実
績
と
し
て
、
事
業

を
開
始
し
た
平
成
２
年

度
か
ら
令
和
５
年
度
ま

で
に
累
計
１
万
５
０
４ 

６
件
、
総
額
８
０
３
億 

６
２
０
０
万
円
の
助
成

を
行
っ
て
い
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、

Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
の
特
色
と

し
て
、
政
策
や
国
民
ニ

ー
ズ
に
連
動
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
を
支
援
対

象
と
し
て
い
る
こ
と
、

「
地
域
連
携
活
動
支
援

事
業
」、「
全
国
的
・
広

域
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活

動
支
援
事
業
」、「
モ
デ

ル
事
業
」
の
３
つ
の
事

業
枠
を
通
じ
、
活
動
団

体
の
規
模
に
関
わ
ら
ず

支
援
し
て
い
る
こ
と
、

助
成
金
に
よ
る
支
援
だ
け
で
な
く
、
団
体
活
動
の
た

め
の
各
種
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
に
よ
る
支
援
を
行
っ
て

い
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

　独立行政法人福祉医療機構主催の「令和 6 年度ＷＡＭ助成シンポジウ
ム」を開催しました。
　「地域社会から選ばれる存在となるために」をテーマに、これからの
民間福祉活動を担う団体のあり方について考える今回のシンポジウムで
は、ＷＡＭ助成を活用した団体の事例紹介と意見交換に続き、大日向雅
美氏（恵泉女学園大学学長）による基調講演が行われました。今回は、
このなかから意見交換の内容を中心に紹介します。

令
和
６
年
度 

Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告

令
和
６
年
度 

Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告

地
域
社
会
か
ら
選
ば
れ
る
存
在
と
な
る
た
め
に

～「
覚
悟
」と「
哲
学
」を
持
っ
た
活
動
を
～

いきいき

ャレンジチ
いきいき

令和6年度WAM助成シンポジウム報告

地域社会から選ばれる存在となるために  
～「覚悟」と「哲学」を持った活動を～

●日　時：令和6年12月2日（月）～令和 7年1月31日（月）オンライン配信
●収録日：令和6年11月1日（金）

〈主催〉独立行政法人福祉医療機構　〈後援〉厚生労働省

≫ ≫ ≫ ≫ ≫ ≫ ≫  プログラム  ≪ ≪ ≪ ≪ ≪ ≪ ≪
 第 1 部  ● WAM 助成の概要

独立行政法人福祉医療機構 NPOリソースセンター NPO振興課 課長  塚本  聡

 第 2 部  ●事例紹介

 　①先輩ママと助産師と小児科医が創る乳幼児の親子の居場所事業
福井  聖子氏（NPO 法人はんもっく 代表理事）

 　② ICT で、介護の生産性向上と要介護者・家族の繋がりを蘇らせる事業
佐藤  拡史氏（特定非営利活動法人タダカヨ 理事長）

 第 3 部  ●意見交換

 第 4 部  ●基調講演
大日向　雅美氏（恵泉女学園大学 学長）
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　私
は
小
児
科
医
で
す
が
、
子
育
て
時
代
の
マ
マ
友

や
助
産
師
と
一
緒
に
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
、
０

～
１
歳
児
の
親
子
の
居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

　当
法
人
は
、
平
成
８
年
に
地
域
の
子
育
て
サ
ー
ク

ル
を
つ
な
ぎ
、
応
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
と
し
て
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
し
か
し
、
設

立
時
に
は
市
内
に
30
団
体
あ
っ
た
子
育
て
サ
ー
ク
ル

は
、
幼
稚
園
の
入
園
年
齢
の
引
き
下
げ
や
運
営
の
負

担
か
ら
令
和
６
年
に
は
３
団
体
に
減
少
し
、
子
育
て

の
「
お
互
い
様
」
と
い
う
感
覚
が
乏
し
く
な
り
、
こ

ど
も
同
士
や
親
同
士
の
関
係
を
気
遣
う
風
潮
が
強
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
サ
ー
ク
ル

で
「
こ
こ
な
ら
安
心
し
て
話
せ
る
」
と
い
う
母
親
か

ら
の
声
を
受
け
、「
お
互
い
様
」
の
関
係
を
構
築
す

る
た
め
に
平
成
25
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
し
ま
し
た
。

有
償
ス
タ
ッ
フ
を
確
保
し
、

活
動
基
盤
を
強
化

　Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
す
る
に
至
っ
た
き
っ
か
け
と

し
て
は
、
１
～
２
歳
児
の
支
援
か
ら
、
さ
ら
に
小
さ

い
０
歳
児
の
育
ち
に
関
わ
り
、
地
域
の
な
か
で
つ
な

が
り
を
つ
く
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
０
歳
児
に
焦
点

を
当
て
た
支
援
を
開
始
し
た
こ
と
で
し
た
。

　０
歳
児
の
支
援
は
医
療
的
な
こ
と
が
大
事
に
な
り

ま
す
。
助
産
師
と
一
緒
に
私
も
小
児
科
医
と
い
う
利

点
を
活
か
し
な
が
ら
、
育
児
の
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
社
会
の
な
か
で
育
て
る
と
い
う
人
間
関
係
の
形

成
に
取
り
組
む
に
あ
た
り
、
そ
の
活
動
を
継
続
し
て

い
く
た
め
に
、ス
タ
ッ
フ
に
賃
金
を
支
払
う
か
た
ち
に

し
た
い
と
考
え
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
に
応
募
し
ま
し
た
。

　Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
で
は
、「
先
輩
マ
マ
と
助
産
師
と
小

児
科
医
が
創
る
乳
幼
児
の
親
子
の
居
場
所
事
業
」
と

し
て
、
①
街
の
実
家
事
業
、
②
赤
ち
ゃ
ん
広
場
リ
ン

ク
ル
、
③
支
援
者
研
修
、
④
高
校
生
と
乳
幼
児
親
子

と
の
ふ
れ
あ
い
授
業
、
⑤
赤
ち
ゃ
ん
フ
ェ
ス
タ
み
の

お
の
５
つ
の
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　②
～
⑤
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
実
施

し
て
き
ま
し
た
が
、
活
動
拠
点
が
ほ
し
い
と
い
う
こ

と
で
、
主
に
0
～
1
歳
児
の
親
子
が
い
つ
で
も
通
え

る
居
場
所
を
運
営
す
る
「
街
の
実
家
事
業
」
を
新
た

に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　「街
の
実
家
事
業
」は
、
毎
年
数
値
目
標
を
上
回
る

か
た
ち
で
継
続
し
て
い
ま
す
。「
い
つ
来
て
も
安
心

し
て
過
ご
せ
る
場
所
は
貴
重
」
と
い
う
言
葉
を
母
親

か
ら
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
行
く
場
所

が
な
い
親
子
の
た
め
に
、
参
加
人
数
を
限
定
し
な
が

ら
も
支
援
で
き
た
こ
と
は
喜
ば
れ
ま
し
た
し
、
我
々

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
も
大
き
か
っ
た
で
す
。

　参
加
者
の
な
か
に
は
毎
日
の
よ
う
に
利
用
す
る
方

も
い
て
、
居
場
所
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。　居

場
所
の
活
動
で
は
、
無
料
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
を
乳
幼
児
親
子
に
開
放
す
る
と
と
も
に
、
育
児
に

関
す
る
各
種
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
講
座
の
受

講
を
き
っ
か
け
に
、
専
門
職
や
母
親
同
士
で
交
流
し

て
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
常
連
に
な
る
方
と
、
交
流

を
目
的
に
参
加
し
た
方
が
自
分
の
知
り
た
い
講
座
を

受
講
す
る
２
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
、
そ
こ
が
当
法
人
の

よ
さ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　次
に
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
の
活
用
が
団
体
に
与
え
た
影
響

で
す
。
も
し
受
け
て
い
な
け
れ
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
で
活

動
は
休
止
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
助
成
の
お
か
げ

で
、
有
償
ス
タ
ッ
フ
の
活
動
を
維
持
で
き
た
こ
と
は

非
常
に
大
き
か
っ
た
で
す
。
や
は
り
、
マ
マ
友
同
士

か
ら
活
動
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
る
た
め
、
自
分

の
こ
ど
も
が
大
き
く
な
る
と
、
教
育
で
お
金
が
か
か

る
の
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
は
難

し
く
な
り
ま
す
。
助
成
金
の
な
か
で
最
低
賃
金
で
あ

っ
て
も
報
酬
を
支
払
う
こ
と
で
有
償
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
継
続
的
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
お
金
は
働
く
評
価
に
な
る
の
で
、
定
着
や
働
き

が
い
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
居
場
所
に
はW

i

︲Fi

環
境
を
整
備
し
た

こ
と
で
、
定
例
会
や
研
修
会
な
ど
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
法
人
内
の
情
報

共
有
や
役
割
分
担
が
明
確
に
な
り
、
組
織
体
制
が
強

化
さ
れ
ま
し
た
。

　さ
ら
に
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
法

人
や
活
動
に
対
す
る
信
用
度
が
上
が
り
、
行
政
や
社

会
福
祉
協
議
会
な
ど
か
ら
一
目
置
か
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
も
大
き
い
で
す
。

　今
後
の
展
望
と
し
て
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
の
活
動
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
箕
面
市
の
産
後
ケ
ア
事
業
を
受

託
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
事
業
を
拡
大
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

事
例
紹
介
①

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
ん
も
っ
く代

表
理
事  

福
井
　聖
子
氏

福井　聖子氏
NPO法人はんもっく

代表理事
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　ま
ず
は
お
二
人
が
ど
の
よ
う
に
団
体
と
関
わ
っ
て

い
る
の
か
を
お
た
ず
ね
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
福
井

さ
ん
は
小
児
科
医
と
し
て
子
育
て
支
援
の
現
場
に
立

つ
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
や
効
果
が
あ
る

と
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

福
井
氏

　や
は
り
小
児
科
医
と
し
て
こ
ど
も
の
発
達

と
い
う
と
こ
ろ
に
目
が
い
き
ま
す
。
こ
ど
も
の
発
達

を
軸
と
し
て
い
る
の
で
、
時
代
の
流
れ
の
な
か
で
変

化
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
は
大
き
い
と
思
い
ま

す
。
研
究
も
し
て
い
た
の
で
、
活
動
を
デ
ー
タ
化
す

る
こ
と
も
慣
れ
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
に
デ
ー
タ
で

示
す
こ
と
で
納
得
し
て
も
ら
え
ま
す
し
、
そ
れ
を
発

信
す
る
と
き
の
力
と
し
て
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

大
日
向
氏

　佐
藤
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
。

佐
藤
氏

　私
は
一
時
期
、
仕
事
を
し
な
が
ら
社
会
人

大
学
院
（
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
）
に
通
っ
て
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
非
営
利
活
動
を
行
う
ノ
ウ
ハ
ウ
だ

け
で
は
な
く
、
会
計
や
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
知
識
を
学
ん
だ
こ
と
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
経
営
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
当
法
人
の

理
事
の
な
か
に
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
時
代
の
同

級
生
４
人
が
参
画
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
人
材
と

の
出
会
い
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

大
日
向
氏

　ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
学
ば
れ
た
こ
と

が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
経
営
に
活
か
さ
れ
、
仲
間
を
集
め

る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。
ご
自
身

の
本
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
バ
ラ
ン
ス
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

佐
藤
氏

　本
業
が
３
分
の
２
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
が
３
分

の
１
く
ら
い
の
バ
ラ
ン
ス
で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
は
平

日
の
昼
休
み
や
終
業
後
の
ほ
か
、
週
末
の
時
間
を
中

心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

大
日
向
氏

　福
井
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
。

福
井
氏

　い
ま
は
小
児
科
医
と
し
て
診
療
は
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
大
阪
府
の
小
児
救
急
電
話
相
談
「
♯

８
０
０
０
」
の
責
任
者
を
し
た
り
、
大
阪
小
児
科
医

会
に
所
属
し
、
乳
幼
児
健
診
の
手
伝
い
な
ど
を
し
て

い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
仕
事
を
す
る
な
か
で
、「
は
ん

も
っ
く
」
の
活
動
は
半
分
く
ら
い
の
ウ
エ
イ
ト
を
占

め
て
い
ま
す
。
法
人
全
体
と
し
て
は
、
ス
タ
ッ
フ
は

母
親
に
な
る
の
で
、
土
・
日
・
祝
日
は
予
定
を
入
れ

ず
、家
族
と
過
ご
し
て
も
ら
う
時
間
に
し
て
い
ま
す
。

と
も
に
活
動
す
る
仲
間
づ
く
り
の
手
法

大
日
向
氏

　Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
事
務
局
と
し
て
、
塚
本
さ

ん
は
お
二
人
に
質
問
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

塚
本

　「は
ん
も
っ
く
」
さ
ん
は
、
任
意
団
体
の
設

立
時
に
無
償
ス
タ
ッ
フ
5
人
で
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在

は
有
償
ス
タ
ッ
フ
19
人
、
無
償
ス
タ
ッ
フ
5
人
の
計

25
人
と
い
う
堅
固
な
体
制
と
し
て
い
ま
す
が
、
ス
タ

ッ
フ
の
確
保
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
て
い
く

工
夫
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

福
井
氏

　設
立
当
初
か
ら
同
じ
立
場
の
母
親
同
士
と

い
う
と
こ
ろ
で
、
家
庭
生
活
を
大
切
に
し
て
も
ら

う
”緩
い
“
関
係
を
大
事
に
し
て
き
ま
し
た
。
急
な

休
み
も
と
れ
る
こ
と
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。あ
と
、

最
低
賃
金
で
あ
っ
て
も
有
償
に
し
た
こ
と
は
、
い
ま

の
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

塚
本

　「タ
ダ
カ
ヨ
」
さ
ん
は
、
多
様
な
専
門
職
が

参
画
し
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
声
か
け
を
し
て

き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

佐
藤
氏

　現
在
、
理
事
は
20
人
い
ま
す
が
、
そ
の
う

ち
の
半
数
は
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
同
級
生
や
私
の

友
人
で
、
残
り
の
半
数
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
出
会
っ
た
人
た

ち
に
な
り
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
創
業
期
か
ら
関

わ
っ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
が
い
ま
す
が
、
そ
の
人
が
オ

ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で
登
壇
し
て
い
る
様
子
を
見
か

け
て
、
仲
間
に
し
た
い
と
思
い
、Tw

itter

で
「
一

度
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
お
会
い
し
ま
せ
ん
か
」
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　そ
の
人
と
は
、
こ
れ
ま
で
何
百
回
も
オ
ン
ラ
イ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
て
き
ま
し

た
が
、
実
は
リ
ア
ル
で
は
一
度
も
会
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
リ
ア
ル
で
会
っ
た
こ
と
が
な
い
メ
ン
バ

ー
が
多
い
こ
と
は
当
法
人
の
特
徴
だ
と
思
い
ま
す
。

大
日
向
氏

　そ
れ
ぞ
れ
個
性
の
あ
る
活
動
を
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
塚
本
さ
ん
は
両
団
体
の
助
成
金
活
用
の

あ
り
方
を
ど
の
よ
う
に
み
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

塚
本

　「は
ん
も
っ
く
」
さ
ん
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
で

活
動
拠
点
と
有
償
ス
タ
ッ
フ
を
確
保
し
、
団
体
の
活

動
基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
支
援
メ
ニ
ュ
ー

が
充
実
し
て
事
業
内
容
の
質
の
向
上
が
図
ら
れ
ま
し

た
。
一
方
、「
タ
ダ
カ
ヨ
」
さ
ん
は
、
活
動
の
ア
イ
デ

ア
を
か
た
ち
に
す
る
た
め
の
必
要
経
費
に
Ｗ
Ａ
Ｍ
助

成
を
活
用
し
、
全
国
の
多
く
の
人
た
ち
に
支
援
を
届

け
て
い
ま
す
。
両
団
体
と
も
本
来
の
助
成
目
的
の
達

成
に
つ
な
が
る
成
果
を
あ
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
日
向
氏

　活
動
拠
点
や
有
償
ス
タ
ッ
フ
の
確
保

は
、
民
間
福
祉
団
体
に
と
っ
て
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
、

こ
れ
を
助
成
し
て
も
ら
え
る
こ
と
は
活
動
を
継
続
し

て
い
く
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。
一
方
で
、
塚
本
さ

ん
は
「
タ
ダ
カ
ヨ
」
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
に
助
成
し
た

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
伝
統
的
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス

な
活
動
と
、
新
し
く
芽
生
え
た
斬
新
な
活
動
の
２
つ

を
Ｗ
Ａ
Ｍ
が
助
成
し
て
い
る
こ
と
は
、
と
て
も
意
義

が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　「は
ん
も
っ
く
」さ
ん
は
、Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
の
終
了
後

いきいき

ャレンジチ
いきいき
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　当
法
人
は
、「
Ｉ
Ｔ
を
上
手
に
使
っ
て
、
お
金
を

か
け
ず
に
よ
り
良
い
介
護
へ
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を

掲
げ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　私
自
身
は
、
高
齢
者
施
設
で
紙
お
む
つ
を
販
売
す

る
メ
ー
カ
ー
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
第
１
波
が
猛
威
を
振
る
っ
て
い
た
頃
に
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
高
齢
者
施
設
の
利
用
者
が
面
会
制
限
で
家
族
に

会
え
ず
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
自
分

に
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

や
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
面
会
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
製
作
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
無
償
公
開
し
た
と
こ

ろ
、
大
き
な
反
響
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
お
金

が
か
か
ら
な
い
Ｉ
Ｔ
の
普
及
活
動
を
目
的
に
、
令
和

2
年
11
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
し
ま
し
た
。

多
様
な
専
門
家
が
集
ま
り
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
普
及
を
図
る

　当
法
人
の
理
事
・
監
事
に
つ
い
て
は
、
介
護
現
場

と
Ｉ
Ｔ
の
両
方
に
精
通
す
る
者
や
弁
護
士
、
動
画
ク

リ
エ
ー
タ
ー
、社
会
保
険
労
務
士
、公
認
会
計
士
な
ど

の
専
門
家
が
多
数
参
画
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
法

人
全
体
で
50
人
以
上
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
し
て
お

り
、
私
も
含
め
て
全
員
が
副
業
・
兼
業
と
し
て
非
営

利
活
動
に
参
画
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
介
護
事
業
所

の
業
務
に
役
立
つ
無
料
も
し
く
は
低
コ
ス
ト
の
Ｉ
Ｔ

ツ
ー
ル
を
届
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
介
護
従
事
者
が

働
き
や
す
く
な
り
、
要
介
護
高
齢
者
に
よ
り
よ
い
ケ

ア
が
行
き
届
き
、
Ｉ
Ｔ
化
の
コ
ス
ト
削
減
効
果
に
よ

り
、
日
本
の
社
会
保
障
制
度
が
持
続
可
能
な
も
の
に

な
る
こ
と
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
た
き
っ
か
け
と
し
て
は
、

非
営
利
活
動
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
は
あ

る
も
の
の
、
実
行
す
る
た
め
の
資
金
が
不
足
し
て
い

る
課
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
な
か
、

Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
の
募
集
テ
ー
マ
に
「
求
め
ら
れ
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
多
様
な
人
材
確
保
や

生
産
性
向
上
等
に
資
す
る
事
業
」が
あ
り
、必
要
と
し

て
い
た
助
成
金
額
に
合
致
す
る
な
ど
、
フ
ィ
ッ
ト
す

る
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
と
感
じ
て
応
募
し
ま
し
た
。

　こ
こ
か
ら
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
で
実
施
し
た
２
つ
の

事
業
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
１
つ
目
は
「
介
護
施

設
へ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
き
っ
か
け
や
、
コ
ロ
ナ
禍
の
高

齢
者
に
楽
し
み
を
届
け
た
い
」
と
い
う
想
い
か
ら
、

高
齢
者
施
設
向
け
の
無
料
オ
ン
ラ
イ
ン
レ
ク
イ
ベ
ン

ト
「
タ
ダ
レ
ク
事
業
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
音
楽
や

体
操
、
お
笑
い
な
ど
、
高
齢
者
の
楽
し
み
や
健
康
に

つ
な
が
る
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
、
月
１

～
２
回
の
頻
度
で
開
催
し
ま
し
た
。

　「タ
ダ
レ
ク
事
業
」
は
、
助
成
期
間
中
に
延
べ
８
５

３
４
施
設
か
ら
15
万
６
１
４
７
人
の
要
介
護
高
齢
者

と
介
護
職
員
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
事
業
を
き
っ

か
け
に
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
活
用
し
始
め
た
施
設
は
１
８
２

７
施
設
に
達
し
ま
し
た
。

　２
つ
目
は
、「
介
護
事
業
者
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
ス
キ

ル
の
向
上
に
貢
献
し
た
い
」
と
い
う
想
い
か
ら
、
介

護
従
事
者
限
定
の
無
料
Ｐ
Ｃ
ス
ク
ー
ル
「
タ
ダ
ス
ク

事
業
」を
開
催
し
ま
し
た
。「
タ
ダ
ス
ク
事
業
」で
は
、

介
護
事
業
所
の
業
務
に
す
ぐ
に
使
え
る
実
践
的
な
テ

ク
ニ
ッ
ク
を
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
機
能
を
フ
ル
活
用
し
な

が
ら
体
験
型
で
レ
ク
チ
ャ
ー
し
、
書
類
作
成
の
機
会

が
多
い
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
中
心
に
延
べ
５
０
９
１

人
が
受
講
し
ま
し
た
。

　Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
成
果
と
し
て

は
、こ
れ
ま
で
の
非
営
利
活
動
を
発
展
さ
せ
、15
万
人

を
超
え
る
受
益
者
に
活
動
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
、

Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
の
採
択
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
法
人

に
対
す
る
信
頼
が
得
ら
れ
、
多
数
の
企
業
や
団
体
と

接
点
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
Ｗ
Ａ

Ｍ
助
成
終
了
後
は
、受
益
者
数
や
メ
ン
バ
ー
数
、事
業

収
入
は
そ
れ
ぞ
れ
3
倍
に
拡
大
し
、
ス
ポ
ン
サ
ー
企

業
は
11
社
に
増
え
、
現
在
は
ス
ポ
ン
サ
ー
収
入
の
み

で
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　当
法
人
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、
要
介
護
高
齢
者

と
そ
の
家
族
、介
護
従
事
者
に
と
っ
て
「
三
方
良
し
」

の
未
来
で
す
。
そ
し
て
、
高
齢
化
に
向
か
う
す
べ
て

の
人
へ
「
お
金
の
か
か
ら
な
い
I
T
」
を
届
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

意
見
交
換

大
日
向

　雅
美
氏
（
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
）
こ
こ
か

ら
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
第
2
部
と
し
ま
し
て
、
ご

登
壇
い
た
だ
い
た
お
三
方
と
意
見
交
換
の
ひ
と
と
き

を
も
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

事
例
紹
介
②

特
定
非
営
利
活
動
法
人
タ
ダ
カ
ヨ

理
事
長  

佐
藤
　拡
史
氏

佐藤　拡史氏
特定非営利活動法人
タダカヨ　理事長
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　ま
ず
は
お
二
人
が
ど
の
よ
う
に
団
体
と
関
わ
っ
て

い
る
の
か
を
お
た
ず
ね
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
福
井

さ
ん
は
小
児
科
医
と
し
て
子
育
て
支
援
の
現
場
に
立

つ
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
や
効
果
が
あ
る

と
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

福
井
氏

　や
は
り
小
児
科
医
と
し
て
こ
ど
も
の
発
達

と
い
う
と
こ
ろ
に
目
が
い
き
ま
す
。
こ
ど
も
の
発
達

を
軸
と
し
て
い
る
の
で
、
時
代
の
流
れ
の
な
か
で
変

化
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
は
大
き
い
と
思
い
ま

す
。
研
究
も
し
て
い
た
の
で
、
活
動
を
デ
ー
タ
化
す

る
こ
と
も
慣
れ
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
に
デ
ー
タ
で

示
す
こ
と
で
納
得
し
て
も
ら
え
ま
す
し
、
そ
れ
を
発

信
す
る
と
き
の
力
と
し
て
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

大
日
向
氏

　佐
藤
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
。

佐
藤
氏

　私
は
一
時
期
、
仕
事
を
し
な
が
ら
社
会
人

大
学
院
（
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
）
に
通
っ
て
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
非
営
利
活
動
を
行
う
ノ
ウ
ハ
ウ
だ

け
で
は
な
く
、
会
計
や
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
知
識
を
学
ん
だ
こ
と
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
経
営
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
当
法
人
の

理
事
の
な
か
に
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
時
代
の
同

級
生
４
人
が
参
画
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
人
材
と

の
出
会
い
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

大
日
向
氏

　ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
学
ば
れ
た
こ
と

が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
経
営
に
活
か
さ
れ
、
仲
間
を
集
め

る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。
ご
自
身

の
本
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
バ
ラ
ン
ス
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

佐
藤
氏

　本
業
が
３
分
の
２
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
が
３
分

の
１
く
ら
い
の
バ
ラ
ン
ス
で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
は
平

日
の
昼
休
み
や
終
業
後
の
ほ
か
、
週
末
の
時
間
を
中

心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

大
日
向
氏

　福
井
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
。

福
井
氏

　い
ま
は
小
児
科
医
と
し
て
診
療
は
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
大
阪
府
の
小
児
救
急
電
話
相
談
「
♯

８
０
０
０
」
の
責
任
者
を
し
た
り
、
大
阪
小
児
科
医

会
に
所
属
し
、
乳
幼
児
健
診
の
手
伝
い
な
ど
を
し
て

い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
仕
事
を
す
る
な
か
で
、「
は
ん

も
っ
く
」
の
活
動
は
半
分
く
ら
い
の
ウ
エ
イ
ト
を
占

め
て
い
ま
す
。
法
人
全
体
と
し
て
は
、
ス
タ
ッ
フ
は

母
親
に
な
る
の
で
、
土
・
日
・
祝
日
は
予
定
を
入
れ

ず
、家
族
と
過
ご
し
て
も
ら
う
時
間
に
し
て
い
ま
す
。

と
も
に
活
動
す
る
仲
間
づ
く
り
の
手
法

大
日
向
氏

　Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
事
務
局
と
し
て
、
塚
本
さ

ん
は
お
二
人
に
質
問
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

塚
本

　「は
ん
も
っ
く
」
さ
ん
は
、
任
意
団
体
の
設

立
時
に
無
償
ス
タ
ッ
フ
5
人
で
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在

は
有
償
ス
タ
ッ
フ
19
人
、
無
償
ス
タ
ッ
フ
5
人
の
計

25
人
と
い
う
堅
固
な
体
制
と
し
て
い
ま
す
が
、
ス
タ

ッ
フ
の
確
保
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
て
い
く

工
夫
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

福
井
氏

　設
立
当
初
か
ら
同
じ
立
場
の
母
親
同
士
と

い
う
と
こ
ろ
で
、
家
庭
生
活
を
大
切
に
し
て
も
ら

う
”緩
い
“
関
係
を
大
事
に
し
て
き
ま
し
た
。
急
な

休
み
も
と
れ
る
こ
と
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。あ
と
、

最
低
賃
金
で
あ
っ
て
も
有
償
に
し
た
こ
と
は
、
い
ま

の
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

塚
本

　「タ
ダ
カ
ヨ
」
さ
ん
は
、
多
様
な
専
門
職
が

参
画
し
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
声
か
け
を
し
て

き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

佐
藤
氏

　現
在
、
理
事
は
20
人
い
ま
す
が
、
そ
の
う

ち
の
半
数
は
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
同
級
生
や
私
の

友
人
で
、
残
り
の
半
数
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
出
会
っ
た
人
た

ち
に
な
り
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
創
業
期
か
ら
関

わ
っ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
が
い
ま
す
が
、
そ
の
人
が
オ

ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で
登
壇
し
て
い
る
様
子
を
見
か

け
て
、
仲
間
に
し
た
い
と
思
い
、Tw

itter

で
「
一

度
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
お
会
い
し
ま
せ
ん
か
」
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　そ
の
人
と
は
、
こ
れ
ま
で
何
百
回
も
オ
ン
ラ
イ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
て
き
ま
し

た
が
、
実
は
リ
ア
ル
で
は
一
度
も
会
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
リ
ア
ル
で
会
っ
た
こ
と
が
な
い
メ
ン
バ

ー
が
多
い
こ
と
は
当
法
人
の
特
徴
だ
と
思
い
ま
す
。

大
日
向
氏

　そ
れ
ぞ
れ
個
性
の
あ
る
活
動
を
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
塚
本
さ
ん
は
両
団
体
の
助
成
金
活
用
の

あ
り
方
を
ど
の
よ
う
に
み
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

塚
本

　「は
ん
も
っ
く
」
さ
ん
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
で

活
動
拠
点
と
有
償
ス
タ
ッ
フ
を
確
保
し
、
団
体
の
活

動
基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
支
援
メ
ニ
ュ
ー

が
充
実
し
て
事
業
内
容
の
質
の
向
上
が
図
ら
れ
ま
し

た
。
一
方
、「
タ
ダ
カ
ヨ
」
さ
ん
は
、
活
動
の
ア
イ
デ

ア
を
か
た
ち
に
す
る
た
め
の
必
要
経
費
に
Ｗ
Ａ
Ｍ
助

成
を
活
用
し
、
全
国
の
多
く
の
人
た
ち
に
支
援
を
届

け
て
い
ま
す
。
両
団
体
と
も
本
来
の
助
成
目
的
の
達

成
に
つ
な
が
る
成
果
を
あ
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
日
向
氏

　活
動
拠
点
や
有
償
ス
タ
ッ
フ
の
確
保

は
、
民
間
福
祉
団
体
に
と
っ
て
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
、

こ
れ
を
助
成
し
て
も
ら
え
る
こ
と
は
活
動
を
継
続
し

て
い
く
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。
一
方
で
、
塚
本
さ

ん
は
「
タ
ダ
カ
ヨ
」
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
に
助
成
し
た

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
伝
統
的
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス

な
活
動
と
、
新
し
く
芽
生
え
た
斬
新
な
活
動
の
２
つ

を
Ｗ
Ａ
Ｍ
が
助
成
し
て
い
る
こ
と
は
、
と
て
も
意
義

が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　「は
ん
も
っ
く
」さ
ん
は
、Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
の
終
了
後

いきいき

ャレンジチ
いきいき
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の
視
点
の
新
し
さ
と
確
か
さ
で
す
。
本
日
ご
紹
介
い

た
だ
い
た
活
動
は
、
い
ず
れ
も
福
祉
の
根
本
に
関
わ

る
民
間
福
祉
活
動
で
す
が
、
そ
の
視
点
と
手
法
は
対

極
と
い
え
る
ほ
ど
、
異
な
る
も
の
で
し
た
。

　「は
ん
も
っ
く
」
さ
ん
は
、
子
育
て
支
援
に
関
す

る
伝
統
的
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
活
動
で
、
そ
の
な
か

で
も
ス
タ
ッ
フ
と
の
関
係
を
大
切
に
し
、
時
代
の
変

化
を
読
み
な
が
ら
着
実
に
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

一
方
、「
タ
ダ
カ
ヨ
」
さ
ん
は
、
介
護
に
オ
ン
ラ
イ

ン
や
Ｉ
Ｔ
手
法
を
導
入
す
る
と
い
う
斬
新
な
視
点
、

技
術
を
持
ち
込
ま
れ
た
活
動
で
す
。
こ
う
し
た
民
間

福
祉
活
動
と
し
て
伝
統
的
な
活
動
と
、
新
し
く
芽
生

え
つ
つ
あ
る
活
動
の
２
つ
を
Ｗ
Ａ
Ｍ
が
し
っ
か
り
と

捉
え
て
助
成
し
て
い
ま
す
。Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
の
新
し
さ
、

確
か
さ
と
申
し
上
げ
た
の
は
、こ
の
点
に
あ
り
ま
す
。

専
門
性
を
い
か
に
活
動
に
発
展
さ
せ
る
か

　２
つ
目
は
、
地
域
の
民
間
福
祉
活
動
の
基
本
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
民
間
福
祉
活
動

の
特
徴
と
い
う
の
は
、
当
事
者
性
、
専
門
性
、
フ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
行
政
や

独
立
行
政
法
人
は
、
高
い
信
頼
性
、
安
定
感
、
財
源

を
有
し
て
い
ま
す
。
こ
の
２
つ
を
ど
う
補
完
し
あ
う

の
か
。
と
く
に
活
動
す
る
民
間
団
体
側
が
心
得
る
べ

き
ポ
イ
ン
ト
は
２
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
活

動
を
担
う
人
の
信
頼
性
と
専
門
性
で
す
。
そ
の
専
門

性
を
い
か
に
活
動
に
発
展
さ
せ
て
い
く
か
と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
活
動
す
る
人
の
専
門

性
に
裏
付
け
ら
れ
た
技
術
、経
験
値
を
活
動
の
理
念
・

哲
学
と
し
て
可
視
化
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　近
未
来
の
子
育
て
支
援
と
介
護
支
援
に
何
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
か
。
必
要
な
も
の
を
き
ち
ん
と
見
抜

く
目
と
実
行
に
移
す
力
。
そ
れ
が
ま
さ
に
専
門
性
が

活
動
の
哲
学
に
結
実
し
た
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
い
ま
人
材
不
足
が
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
域

の
人
々
は
、
自
分
の
居
場
所
を
求
め
、
社
会
の
役
に

立
つ
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
願
い
を

結
集
す
る
と
こ
ろ
に
団
体
の
哲
学
・
理
念
が
あ
り
、

そ
の
哲
学
・
理
念
に
人
々
が
惹
か
れ
て
集
ま
っ
て
く

る
と
い
う
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
２
つ
の
活
動
か
ら

学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　３
つ
目
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
、
民
間
団
体
活
動
の
維

持
・
発
展
で
す
。
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
財
源
確

保
が
死
活
問
題
で
あ
り
、
助
成
す
る
側
と
い
か
に
良

好
な
連
携
を
と
る
の
か
が
重
要
に
な
り
ま
す
。「
は

ん
も
っ
く
」
の
福
井
さ
ん
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
受
け

た
こ
と
に
よ
り
、行
政
側
と
対
等
な
関
係
に
近
づ
き
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑
に
な
っ
た
と
お
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。
た
だ
、
行
政
に
は
な
か
な
か
そ
う
い

う
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
現
状
が
あ
る
こ
と
も
理
解

し
て
い
ま
す
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
の
助

成
の
役
割
や
意
義
と
い
う
の
は
非
常
に
大
き
い
と
思

い
ま
す
。
一
方
、「
タ
ダ
カ
ヨ
」
の
佐
藤
さ
ん
は
、

自
分
た
ち
の
強
み
や
技
術
、
新
し
い
人
材
を
フ
ル
に

活
か
し
な
が
ら
、「w

in

︲w
in

」
の
関
係
を
打
ち
出

し
て
い
ま
す
。

　こ
う
し
て
み
る
と
、
団
体

側
の
主
体
性
と
鋭
意
工
夫
と

い
う
の
が
、
団
体
活
動
の
維

持
・
発
展
に
必
須
で
あ
り
、

そ
れ
こ
そ
団
体
の
哲
学
と
覚

悟
と
い
え
ま
す
。
そ
れ
は
同

時
に
、
助
成
を
す
る
側
も
確

か
な
哲
学
、
覚
悟
を
も
つ
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　最
後
に
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
の
意

義
と
期
待
に
つ
い
て
お
話
し

ま
す
。
意
見
交
換
会
の
最
後

に
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
事
務
局
の
塚

本
さ
ん
が
話
し
た
言
葉
が
胸

に
響
い
て
い
ま
す
。
ま
さ
に

助
成
す
る
側
の
哲
学
と
覚
悟

を
結
集
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

し
た
。
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
に
は
、

今
後
も
民
間
の
創
意
工
夫
に

寄
り
添
い
、
地
域
の
ニ
ー
ズ

に
密
着
し
た
助
成
を
行
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

全
国
の
民
間
福
祉
活
動
を
し

て
い
る
皆
さ
ま
の
こ
れ
か
ら

の
活
動
の
ご
参
考
と
な
り
、

Ｗ
Ａ
Ｍ
の
助
成
活
動
を
前
向

き
に
お
考
え
い
た
だ
け
れ
ば

大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

最
後
ま
で
ご
清
聴
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

いきいき

ャレンジチ
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も
有
償
活
動
を
継
続
で
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

福
井
氏

　現
在
は
、
ほ
か
の
助
成
金
を
活
用
し
な
が

ら
継
続
し
て
い
る
状
況
で
す
。
た
だ
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成

を
き
っ
か
け
に
行
政
の
産
後
ケ
ア
事
業
を
受
託
し
、

財
源
と
し
て
少
し
み
え
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
Ｗ
Ａ

Ｍ
助
成
の
実
績
が
な
け
れ
ば
受
託
に
つ
な
が
っ
て
い

な
い
の
で
、
そ
れ
は
す
ご
く
大
き
か
っ
た
で
す
。

強
み
を
活
か
し
た
提
案
に
よ
り

ス
ポ
ン
サ
ー
を
確
保

大
日
向
氏

　次
に
財
源
確
保
と
行
政
と
の
連
携
に
つ

い
て
う
か
が
い
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
塚
本
さ
ん

は
お
二
人
に
聞
き
た
い
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

塚
本

　「タ
ダ
カ
ヨ
」
さ
ん
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
き

っ
か
け
に
ス
ポ
ン
サ
ー
収
入
で
事
業
を
回
す
こ
と
が

で
き
て
い
る
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ス
ポ

ン
サ
ー
確
保
を
ど
の
よ
う
に
進
め
た
の
か
教
え
て
い

た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

佐
藤
氏

　ス
ポ
ン
サ
ー
に
は
、「
タ
ダ
カ
ヨ
」の
強
み

を
活
か
し
た
も
の
を
特
典
と
し
て
お
返
し
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
当
法
人
は
介
護
従
事
者
向
け
の

オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
集
客
力
が
強
み
に
な
り
ま

す
が
、
介
護
施
設
に
商
品
を
販
売
し
た
い
企
業
と
合

同
で
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
得
意
な
メ
ン
バ
ー
が
い
る
た
め
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
や
り
た
い
け
ど
、
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
企
業

に
対
し
、
メ
ン
バ
ー
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
運
用
を
代
行
し
た

り
、
現
役
の
介
護
従
事
者
で
あ
る
メ
ン
バ
ー
も
多
い

の
で
、
職
場
で
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
の
新
製
品
の
実
証

実
験
に
協
力
す
る
こ
と
も
行
っ
て
い
ま
す
。

大
日
向
氏

　民
間
福
祉
団
体
は
支
援
を
い
た
だ
く
こ

と
を
受
け
身
で
考
え
が
ち
で
す
が
、「
タ
ダ
カ
ヨ
」

さ
ん
は
、
企
業
や
団
体
と
「w

in

︲w
in

」
の
関
係

を
築
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
う
ま
く
い
か
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

佐
藤
氏

　た
く
さ
ん
経
験
し
て
い
ま
す
。
最
初
は
相

手
の
ニ
ー
ズ
を
理
解
せ
ず
に
、
一
方
的
に
自
分
た
ち

の
希
望
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
、
企
業
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
み
て
、
決
算
書
な
ど
も
確
認
し
て
い

ま
す
。
と
く
に
採
用
ペ
ー
ジ
を
み
る
と
、
そ
の
企
業

が
困
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
、
ニ
ー
ズ
に
合

致
し
た
提
案
を
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

大
日
向
氏

　福
井
さ
ん
は
行
政
と
の
関
係
性
に
つ
い

て
は
い
か
が
で
す
か
。

福
井
氏

　Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
受
け
た
こ
と
が
大
き
な
タ

ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
、
事
業
実
績
を
重
ね
た

こ
と
に
よ
り
、
行
政
の
担
当
者
か
ら
ま
と
も
に
相
手

に
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
市
の
子
育
て
支
援
事
業
の
な
か
の
一
角
を
担
う

と
い
う
こ
と
を
も
っ
と
意
識
的
に
や
っ
て
い
く
こ
と

を
考
え
て
い
ま
す
。

Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
通
じ
て

事
業
展
開
が
広
が
る

大
日
向
氏

　最
後
に
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
に
対
し
て
期
待
し

た
い
こ
と
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う

か
。
佐
藤
さ
ん
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

佐
藤
氏

　日
本
中
に
素
晴
ら
し
い
活
動
を
し
て
い
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
多
く
の
団
体

に
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
知
っ
て
も
ら
い
、
選
択
肢
が
届
い

て
い
る
未
来
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

福
井
氏

　こ
ど
も
た
ち
の
周
り
に
人
が
い
る
環
境
を

つ
く
り
た
い
の
で
す
が
、
受
益
者
か
ら
お
金
を
も
ら

う
こ
と
は
難
し
く
、
お
金
を
取
っ
て
し
ま
う
と
限
ら

れ
た
人
に
し
か
支
援
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
た

め
、
助
成
金
を
い
た
だ
け
る
こ
と
は
す
ご
く
大
き
い

と
思
い
ま
す
。
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
に
よ
り
活
動
を
大
き
く

展
開
で
き
た
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
し
、
ト
ラ
イ

さ
れ
る
団
体
が
も
っ
と
増
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

大
日
向
氏

　塚
本
さ
ん
、
お
二
人
か
ら
の
言
葉
を
受

け
、
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
け
ま
す
か
。

塚
本

　Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
は
、
団
体
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ

ら
れ
る
ご
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
幅
広
く
助
成
テ

ー
マ
を
設
定
し
、
そ
の
時
々
で
必
要
と
さ
れ
る
民
間

の
創
意
工
夫
あ
る
活
動
、
地
域
に
密
着
し
た
き
め
細

か
な
活
動
に
対
し
て
助
成
を
通
じ
て
応
援
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
助
成
金
に
よ
る

支
援
だ
け
で
な
く
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
会
を
通
じ
て
団
体
の
皆
さ
ま
が
必
要
と
す
る
情

報
や
活
動
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供

し
、付
加
価
値
の
高
い
助
成
シ
ス
テ
ム
と
な
る
よ
う
、

今
後
も
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
日
向
氏

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　本
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、「
地
域
社
会
か
ら
選

ば
れ
る
存
在
と
な
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
こ
れ

か
ら
の
民
間
福
祉
活
動
を
行
う
団
体
の
あ
り
方
や
、

Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
の
役
割
を
あ
ら
た
め
て
考
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
意
見
交
換
の
な
か
で
、
私
が

感
じ
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
を
４
つ
に
分
け
て
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　１
つ
目
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
の
活
動
評
価
に
対
し
て
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の
視
点
の
新
し
さ
と
確
か
さ
で
す
。
本
日
ご
紹
介
い

た
だ
い
た
活
動
は
、
い
ず
れ
も
福
祉
の
根
本
に
関
わ

る
民
間
福
祉
活
動
で
す
が
、
そ
の
視
点
と
手
法
は
対

極
と
い
え
る
ほ
ど
、
異
な
る
も
の
で
し
た
。

　「は
ん
も
っ
く
」
さ
ん
は
、
子
育
て
支
援
に
関
す

る
伝
統
的
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
活
動
で
、
そ
の
な
か

で
も
ス
タ
ッ
フ
と
の
関
係
を
大
切
に
し
、
時
代
の
変

化
を
読
み
な
が
ら
着
実
に
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

一
方
、「
タ
ダ
カ
ヨ
」
さ
ん
は
、
介
護
に
オ
ン
ラ
イ

ン
や
Ｉ
Ｔ
手
法
を
導
入
す
る
と
い
う
斬
新
な
視
点
、

技
術
を
持
ち
込
ま
れ
た
活
動
で
す
。
こ
う
し
た
民
間

福
祉
活
動
と
し
て
伝
統
的
な
活
動
と
、
新
し
く
芽
生

え
つ
つ
あ
る
活
動
の
２
つ
を
Ｗ
Ａ
Ｍ
が
し
っ
か
り
と

捉
え
て
助
成
し
て
い
ま
す
。Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
の
新
し
さ
、

確
か
さ
と
申
し
上
げ
た
の
は
、こ
の
点
に
あ
り
ま
す
。

専
門
性
を
い
か
に
活
動
に
発
展
さ
せ
る
か

　２
つ
目
は
、
地
域
の
民
間
福
祉
活
動
の
基
本
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
民
間
福
祉
活
動

の
特
徴
と
い
う
の
は
、
当
事
者
性
、
専
門
性
、
フ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
行
政
や

独
立
行
政
法
人
は
、
高
い
信
頼
性
、
安
定
感
、
財
源

を
有
し
て
い
ま
す
。
こ
の
２
つ
を
ど
う
補
完
し
あ
う

の
か
。
と
く
に
活
動
す
る
民
間
団
体
側
が
心
得
る
べ

き
ポ
イ
ン
ト
は
２
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
活

動
を
担
う
人
の
信
頼
性
と
専
門
性
で
す
。
そ
の
専
門

性
を
い
か
に
活
動
に
発
展
さ
せ
て
い
く
か
と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
活
動
す
る
人
の
専
門

性
に
裏
付
け
ら
れ
た
技
術
、経
験
値
を
活
動
の
理
念
・

哲
学
と
し
て
可
視
化
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　近
未
来
の
子
育
て
支
援
と
介
護
支
援
に
何
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
か
。
必
要
な
も
の
を
き
ち
ん
と
見
抜

く
目
と
実
行
に
移
す
力
。
そ
れ
が
ま
さ
に
専
門
性
が

活
動
の
哲
学
に
結
実
し
た
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
い
ま
人
材
不
足
が
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
域

の
人
々
は
、
自
分
の
居
場
所
を
求
め
、
社
会
の
役
に

立
つ
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
願
い
を

結
集
す
る
と
こ
ろ
に
団
体
の
哲
学
・
理
念
が
あ
り
、

そ
の
哲
学
・
理
念
に
人
々
が
惹
か
れ
て
集
ま
っ
て
く

る
と
い
う
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
２
つ
の
活
動
か
ら

学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　３
つ
目
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
、
民
間
団
体
活
動
の
維

持
・
発
展
で
す
。
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
財
源
確

保
が
死
活
問
題
で
あ
り
、
助
成
す
る
側
と
い
か
に
良

好
な
連
携
を
と
る
の
か
が
重
要
に
な
り
ま
す
。「
は

ん
も
っ
く
」
の
福
井
さ
ん
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
受
け

た
こ
と
に
よ
り
、行
政
側
と
対
等
な
関
係
に
近
づ
き
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑
に
な
っ
た
と
お
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。
た
だ
、
行
政
に
は
な
か
な
か
そ
う
い

う
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
現
状
が
あ
る
こ
と
も
理
解

し
て
い
ま
す
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
の
助

成
の
役
割
や
意
義
と
い
う
の
は
非
常
に
大
き
い
と
思

い
ま
す
。
一
方
、「
タ
ダ
カ
ヨ
」
の
佐
藤
さ
ん
は
、

自
分
た
ち
の
強
み
や
技
術
、
新
し
い
人
材
を
フ
ル
に

活
か
し
な
が
ら
、「w

in

︲w
in

」
の
関
係
を
打
ち
出

し
て
い
ま
す
。

　こ
う
し
て
み
る
と
、
団
体

側
の
主
体
性
と
鋭
意
工
夫
と

い
う
の
が
、
団
体
活
動
の
維

持
・
発
展
に
必
須
で
あ
り
、

そ
れ
こ
そ
団
体
の
哲
学
と
覚

悟
と
い
え
ま
す
。
そ
れ
は
同

時
に
、
助
成
を
す
る
側
も
確

か
な
哲
学
、
覚
悟
を
も
つ
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　最
後
に
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
の
意

義
と
期
待
に
つ
い
て
お
話
し

ま
す
。
意
見
交
換
会
の
最
後

に
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
事
務
局
の
塚

本
さ
ん
が
話
し
た
言
葉
が
胸

に
響
い
て
い
ま
す
。
ま
さ
に

助
成
す
る
側
の
哲
学
と
覚
悟

を
結
集
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

し
た
。
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
に
は
、

今
後
も
民
間
の
創
意
工
夫
に

寄
り
添
い
、
地
域
の
ニ
ー
ズ

に
密
着
し
た
助
成
を
行
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

全
国
の
民
間
福
祉
活
動
を
し

て
い
る
皆
さ
ま
の
こ
れ
か
ら

の
活
動
の
ご
参
考
と
な
り
、

Ｗ
Ａ
Ｍ
の
助
成
活
動
を
前
向

き
に
お
考
え
い
た
だ
け
れ
ば

大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

最
後
ま
で
ご
清
聴
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

いきいき

ャレンジチ
いきいき

大日向　雅美氏
恵泉女学園大学

学長

・有償スタッフを確保する等、活動基盤を安定させる。・支援メニューを充実させ、事業内容の質の向上を図る。
・活動のアイデアを形にするための必要経費として助成金を活用し、幅広い地域に支援を届ける。
・�支援されるという受け身の姿勢ではなく、相手のニーズに合致した提案をすることで企業や他団体と「win-win」の関係を

築く。

地 域 社 会 か ら 選 ば れ る 存 在 と な る た め の ポ イ ン ト

52



ウ
ェ
ブ
で
の
情
報
発
信
を
通
し
て
海
外
か
ら
の
連
携

事
業
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
や
、
海
外
の
企
業
が
日

本
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
応
援
し
た
い
と
い
う
申
し
入
れ
が
あ

れ
ば
、
そ
れ
を
運
営
費
に
充
て
る
こ
と
で
サ
イ
ト
運

営
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　Ｂ
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
は
、「
子
ど
も
の
た
め
の

児
童
館
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
協
働
事
業
」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
あ
る
助
成
財
団
か
ら

約
10
年
間
継
続
し
て
助
成
を
い
た
だ
き
、
助
成
期
間

中
に
１
４
９
カ
所
の
児
童
館
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
事

業
を
支
援
し
ま
し
た
。

　助
成
期
間
が
終
了
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
自
体
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
多
く
の
児
童
館

が
助
成
期
間
中
の
経
験
を
も
と
に
終
了
後
も
独
自
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
セ

ン
タ
ー
と
し
て
も
、
こ
の
事
業
で
得
ら
れ
た
児
童
館

と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
支
援
ノ
ウ
ハ
ウ
、
そ

こ
で
み
え
て
き
た
地
域
課
題
な
ど
を
も
と
に
、「
つ

な
が
る
防
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
新
し
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　こ
れ
は
企
業
か
ら
の
指
定
寄
付
を
新
た
に
獲
得
し

て
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
図
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｂ

に
あ
た
り
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
と
は
異
な
り
ま

す
が
、
学
び
や
実
績
、
経
験
を
活
か
し
て
新
し
い
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
な
げ
た
と
い
う
例
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
も
事
業
継
続
と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

　一
方
で
、
助
成
金
が
切
れ
た
ら
、
次
の
助
成
金
を

探
し
て
同
じ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
応
募
す
る
と
い
う
こ

と
を
み
か
け
ま
す
。
財
源
が
限
ら
れ
る
な
か
で
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
に
陥
り
が
ち
で
す
が
、
厳
し
く
い
え

ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
延
命
で
し
か
な
く
、
組
織
が
疲

弊
し
て
い
く
た
め
、
こ
の
や
り
方
は
お
勧
め
で
き
ま

せ
ん
。

　同
じ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
継
続
す
る
こ
と
自
体
が
悪

い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
長
く
安
定
し
て
続
け
る

こ
と
が
大
事
な
活
動
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
事

業
と
財
源
の
相
性
の
問
題
で
、
助
成
金
で
は
な
く
会

費
や
寄
付
金
で
こ
の
か
た
ち
が
成
り
立
つ
の
で
あ
れ

ば
、
事
業
の
進
め
方
と
し
て
は
間
違
い
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
助
成
金
を
活
か
す
こ
と
を
考
え
る

と
、
こ
の
や
り
方
で
は
先
が
見
え
づ
ら
く
な
り
、
活

動
し
て
い
る
皆
さ
ん
も
疲
弊
し
て
し
ま
う
こ
と
に
陥

り
が
ち
で
す
。

　い
ず
れ
に
し
て
も
助
成
金
を
申
請
す
る
際
は
、
助

成
事
業
が
終
了
し
た
後
の
ス
テ
ッ
プ
も
考
え
て
い
く

こ
と
が
大
事
で
す
。
助
成
期
間
中
に
事
業
を
ど
う
成

長
さ
せ
る
の
か
、
何
を
実
現
し
て
何
を
経
験
と
し
て

得
る
の
か
。
そ
の
よ
う
な
想
定
が
あ
る
こ
と
は
事
業

を
進
め
る
う
え
で
の
指
針
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。Ｎ

Ｐ
Ｏ
に
お
け
る

４
つ
の
財
源
と
特
徴

　先
ほ
ど
、
事
業
と
財
源
の
相
性
と
い
う
お
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
財
源
の
特
徴
に
つ
い
て

み
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
財
源
を
大
き
く
４

つ
に
分
け
て
考
え
て
い
ま
す
。
図
２
（
14
頁
）
の
縦

軸
の
上
側
は
「
外
発
的
財
源
」
と
し
て
外
部
か
ら
獲

得
す
る
財
源
、
下
側
は
「
内
発
的
財
源
」
と
し
て
自

分
た
ち
で
生
み
出
す
財
源
を
指
し
ま
す
。
ま
た
、
横

軸
の
右
側
は
「
対
価
性
財
源
」
で
事
業
を
実
施
し
た

対
価
と
し
て
得
ら
れ
る
財
源
、
左
側
の
「
支
援
性
財

源
」
は
事
業
や
組
織
に
対
し
て
応
援
し
た
い
と
い
う

気
持
ち
の
現
れ
と
し
て
市
民
参
加
の
１
つ
の
形
態
と

い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
運
営
を
特
徴
づ

け
る
の
は
、
こ
の
「
支
援
性
財
源
」
の
位
置
づ
け
を

ど
う
描
く
の
か
と
い
う
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

図1 「事業継続」の考え方
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　当
セ
ン
タ
ー
は
、
民
間
非
営
利
セ
ク
タ
ー
に
関
す

る
基
盤
を
つ
く
る
組
織
（
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ

ー
・
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

民
間
非
営
利
組
織
が
活
動
し
や
す
い
社
会
環
境
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
企
業
・
行
政
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
づ
く
り
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。　本

日
の
テ
ー
マ
は
、「
事
業
継
続
を
見
据
え
た
事

業
計
画
に
助
成
金
を
活
か
す
に
は
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
事
業
継
続
の
考
え
方
に
つ
い
て
整
理
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
助
成
期
間
中
に
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
立
ち
上
げ
、取
り
組
み
と
し
て
広
げ
て
い
き
、

助
成
期
間
終
了
後
も
実
施
す
る
。
多
く
の
助
成
金
は

事
業
の
継
続
性
と
い
う
審
査
項
目
が
あ
り
、
こ
の
継

続
性
の
観
点
で
判
断
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま

す
。　そ

こ
で
重
要
に
な
る
の
は
、
助
成
期
間
終
了
後
の

事
業
モ
デ
ル
の
想
定
と
、
そ
れ
を
支
え
る
組
織
体
力

で
す
。
人
員
や
資
金
な
ど
を
含
め
、
立
ち
上
げ
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
維
持
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
観
点

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

得
ら
れ
た
実
績
を
も
と
に

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
展
開

　一
方
で
、期
間
限
定
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
、

助
成
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
の
事

業
継
続
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
得

ら
れ
る
学
び
や
知
見
、
実
績
な
ど
を
い
か
に
今
後
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
応
用
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
組
織
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に

向
け
て
、
同
じ
事
業
と
し
て
継
続
さ
れ
な
い
と
し
て

も
、
取
り
組
み
を
活
か
し
て
、
そ
れ
を
元
に
次
の
ス

テ
ッ
プ
に
展
開
し
て
い
く
。
そ
の
想
定
が
で
き
る
か

と
い
う
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、
い
く
つ
か
助
成
金
を

活
用
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
運
営
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
図
１
の
Ａ
の
パ
タ
ー
ン
に
な
り
ま
す
が
、
英

文
で
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
立
ち
上
げ
と
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
の
経
費
と
し
て
助
成
金
を
活
用
し
ま
し
た
。
こ
の

英
文
サ
イ
ト
は
、
少
子
高
齢
化
や
災
害
な
ど
課
題
先

進
国
と
も
い
え
る
日
本
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
情
報
を
発
信
す

る
こ
と
は
社
会
的
に
意
義
が
あ
り
、
英
語
で
発
信
す

る
こ
と
で
日
本
の
知
見
を
海
外
に
広
め
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
立
ち
上
げ
た
も
の
で
す
。

　運
営
面
で
は
、
私
た
ち
が
独
自
に
リ
ソ
ー
ス
を
確

保
し
、
日
々
の
更
新
・
維
持
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

事
業
継
続
を
見
据
え
た
事
業
計
画
に

助
成
金
を
活
か
す
に
は

◆
　
　◆
　
　
　◆
　
　
　◆
　
　
　◆
　
　◆

　独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
主
催
の
「
令
和
６
年
度
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　今
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
会
で
は
、「
事
業
継
続
を
見
据
え
た
事
業
計
画
に
助
成
金
を
活
か
す
に
は
」

を
テ
ー
マ
に
、
事
業
継
続
の
た
め
の
資
金
調
達
に
つ
な
が
る
助
成
金
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
、
特
定
非

営
利
活
動
法
人
日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
の
吉
田
建
治
氏
に
よ
る
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度 

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
会
報
告

令
和
６
年
度 

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
会
報
告

「
事
業
継
続
を
見
据
え
た
事
業
計
画
に
助
成
金
を
活
か
す
に
は
」

特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
N
P
O
セ
ン
タ
ー
　事
務
局
長
　吉
田

　建
治 

氏

講　義

いきいき

ャレンジチ
いきいき
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ウ
ェ
ブ
で
の
情
報
発
信
を
通
し
て
海
外
か
ら
の
連
携

事
業
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
や
、
海
外
の
企
業
が
日

本
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
応
援
し
た
い
と
い
う
申
し
入
れ
が
あ

れ
ば
、
そ
れ
を
運
営
費
に
充
て
る
こ
と
で
サ
イ
ト
運

営
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　Ｂ
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
は
、「
子
ど
も
の
た
め
の

児
童
館
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
協
働
事
業
」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
あ
る
助
成
財
団
か
ら

約
10
年
間
継
続
し
て
助
成
を
い
た
だ
き
、
助
成
期
間

中
に
１
４
９
カ
所
の
児
童
館
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
事

業
を
支
援
し
ま
し
た
。

　助
成
期
間
が
終
了
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
自
体
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
多
く
の
児
童
館

が
助
成
期
間
中
の
経
験
を
も
と
に
終
了
後
も
独
自
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
セ

ン
タ
ー
と
し
て
も
、
こ
の
事
業
で
得
ら
れ
た
児
童
館

と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
支
援
ノ
ウ
ハ
ウ
、
そ

こ
で
み
え
て
き
た
地
域
課
題
な
ど
を
も
と
に
、「
つ

な
が
る
防
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
新
し
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　こ
れ
は
企
業
か
ら
の
指
定
寄
付
を
新
た
に
獲
得
し

て
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
図
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｂ

に
あ
た
り
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
と
は
異
な
り
ま

す
が
、
学
び
や
実
績
、
経
験
を
活
か
し
て
新
し
い
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
な
げ
た
と
い
う
例
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
も
事
業
継
続
と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

　一
方
で
、
助
成
金
が
切
れ
た
ら
、
次
の
助
成
金
を

探
し
て
同
じ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
応
募
す
る
と
い
う
こ

と
を
み
か
け
ま
す
。
財
源
が
限
ら
れ
る
な
か
で
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
に
陥
り
が
ち
で
す
が
、
厳
し
く
い
え

ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
延
命
で
し
か
な
く
、
組
織
が
疲

弊
し
て
い
く
た
め
、
こ
の
や
り
方
は
お
勧
め
で
き
ま

せ
ん
。

　同
じ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
継
続
す
る
こ
と
自
体
が
悪

い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
長
く
安
定
し
て
続
け
る

こ
と
が
大
事
な
活
動
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
事

業
と
財
源
の
相
性
の
問
題
で
、
助
成
金
で
は
な
く
会

費
や
寄
付
金
で
こ
の
か
た
ち
が
成
り
立
つ
の
で
あ
れ

ば
、
事
業
の
進
め
方
と
し
て
は
間
違
い
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
助
成
金
を
活
か
す
こ
と
を
考
え
る

と
、
こ
の
や
り
方
で
は
先
が
見
え
づ
ら
く
な
り
、
活

動
し
て
い
る
皆
さ
ん
も
疲
弊
し
て
し
ま
う
こ
と
に
陥

り
が
ち
で
す
。

　い
ず
れ
に
し
て
も
助
成
金
を
申
請
す
る
際
は
、
助

成
事
業
が
終
了
し
た
後
の
ス
テ
ッ
プ
も
考
え
て
い
く

こ
と
が
大
事
で
す
。
助
成
期
間
中
に
事
業
を
ど
う
成

長
さ
せ
る
の
か
、
何
を
実
現
し
て
何
を
経
験
と
し
て

得
る
の
か
。
そ
の
よ
う
な
想
定
が
あ
る
こ
と
は
事
業

を
進
め
る
う
え
で
の
指
針
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。Ｎ

Ｐ
Ｏ
に
お
け
る

４
つ
の
財
源
と
特
徴

　先
ほ
ど
、
事
業
と
財
源
の
相
性
と
い
う
お
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
財
源
の
特
徴
に
つ
い
て

み
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
財
源
を
大
き
く
４

つ
に
分
け
て
考
え
て
い
ま
す
。
図
２
（
14
頁
）
の
縦

軸
の
上
側
は
「
外
発
的
財
源
」
と
し
て
外
部
か
ら
獲

得
す
る
財
源
、
下
側
は
「
内
発
的
財
源
」
と
し
て
自

分
た
ち
で
生
み
出
す
財
源
を
指
し
ま
す
。
ま
た
、
横

軸
の
右
側
は
「
対
価
性
財
源
」
で
事
業
を
実
施
し
た

対
価
と
し
て
得
ら
れ
る
財
源
、
左
側
の
「
支
援
性
財

源
」
は
事
業
や
組
織
に
対
し
て
応
援
し
た
い
と
い
う

気
持
ち
の
現
れ
と
し
て
市
民
参
加
の
１
つ
の
形
態
と

い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
運
営
を
特
徴
づ

け
る
の
は
、
こ
の
「
支
援
性
財
源
」
の
位
置
づ
け
を

ど
う
描
く
の
か
と
い
う
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

図1 「事業継続」の考え方
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ら
を
考
え
る
と
、
助
成
期
間
中
に
工
夫
す
る
ポ
イ
ン

ト
は
そ
れ
ぞ
れ
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

助
成
事
業
終
了
後
を
見
据
え
た

活
動
の
工
夫

　3
つ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
工
夫
す
る
ポ
イ
ン
ト

を
み
て
い
き
ま
す
。
1
つ
目
は
自
主
事
業
に
す
る
ケ

ー
ス
で
す
（
図
3
）。
事
業
収
益
と
い
う
の
は
基
本

的
に
双
務
契
約
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
提
供
し
て
い

る
価
値
に
対
し
て
同
等
の
対
価
を
受
け
る
と
い
う
設

計
に
な
り
ま
す
。
講
座
で
あ
れ
ば
参
加
費
収
入
、
物

販
で
あ
れ
ば
設
定
し
た
定
価
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
一
般
的
に
助
成
期
間
中
は
対
価
が
同
等
で
な
く

て
も
成
り
立
ち
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
こ
と

に
対
し
て
、
対
価
の
支
払
い
が
少
な
く
て
も
助
成
金

で
埋
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　し
か
し
、
本
来
の
適
切
な
対
価
設
定
は
い
く
ら
な

の
か
を
考
え
、
そ
れ
だ
け
の
価
値
が
あ
る
こ
と
を
相

手
方
に
理
解
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
助
成

期
間
中
に
、
商
品
も
し
く
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
き
ち
ん

と
開
発
し
て
お
く
と
い
う
発
想
で
す
。
事
業
の
初
期

に
か
か
る
開
発
関
連
の
費
用
や
設
備
投
資
の
よ
う
な

環
境
整
備
な
ど
に
助
成
金
を
活
用
し
、
当
初
か
ら
助

いきいき

ャレンジチ
いきいき

図3

図4

図5

図6 ➡
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　内
発
的
財
源
の
特
徴
と
し
て
は
、
外
部
か
ら
獲
得

す
る
外
発
的
財
源
に
対
し
て
、
小
規
模
で
あ
る
こ
と

が
多
い
で
す
。
内
発
的
財
源
の
な
か
の
支
援
性
財
源

に
あ
た
る
の
は
会
費
や
寄
付
金
な
ど
で
、
会
費
の
設

定
は
数
千
円
か
ら
高
く
て
も
１
万
円
と
い
っ
た
規
模

が
一
般
的
で
す
。
寄
付
に
つ
い
て
も
、
個
人
寄
付
の

場
合
は
数
万
円
以
下
の
小
口
が
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
一
度
獲
得
す
る
と
安
定
財
源
に
な
り
や
す
い
と

い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、
内
発
的
財
源
の
な
か
の
対
価
性
財
源
に
あ

た
る
の
は
自
主
事
業
収
入
で
、
物
販
や
講
座
の
参
加

費
収
入
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
も
同
様
に
一
度

事
業
と
し
て
開
発
す
る
と
、
自
分
た
ち

の
事
業
と
し
て
安
定
財
源
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
う
考
え
る
と
、
小
口

で
は
あ
る
も
の
の
安
定
的
な
収
入
か
つ

使
途
の
自
由
度
が
高
い
内
発
的
財
源
を

ベ
ー
ス
に
す
る
こ
と
が
安
定
的
な
組
織

運
営
に
つ
な
が
る
と
い
え
ま
す
。

金
額
規
模
が
大
き
い
一
方
、

単
発
的
で
継
続
性
に
欠
け
る

　次
に
、
外
発
的
財
源
の
特
徴
を
み
て

い
き
ま
す
。
外
発
的
財
源
の
支
援
性
財

源
に
あ
た
る
も
の
が
今
回
テ
ー
マ
に
し

て
い
る
助
成
金
で
あ
り
、
対
価
性
財
源

に
あ
た
る
も
の
が
事
業
委
託
を
受
け
て

運
営
す
る
受
託
収
入
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
ら
は
一
般
的
に
数
十
万
円
か
ら
数

百
万
円
、
大
き
い
も
の
で
あ
れ
ば
１
０

０
０
万
円
単
位
で
事
業
が
行
わ
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
内
発
的
財
源
に
対
し
て
、

１
件
当
た
り
の
金
額
規
模
が
大
き
い
こ

と
が
特
徴
で
す
。

　そ
の
一
方
で
、
基
本
的
に
単
年
度
で

あ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
助
成
金

の
場
合
は
継
続
助
成
が
あ
っ
た
り
、
受

託
事
業
の
場
合
も
毎
年
コ
ン
ペ
が
あ

り
、
継
続
し
て
受
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
毎
年
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
助
成

金
は
継
続
が
あ
っ
た
と
し
て
も
一
般
的
に
は
3
年
程

度
で
終
了
と
い
う
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

当
然
な
が
ら
助
成
金
の
場
合
は
申
請
書
、
受
託
事
業

の
場
合
は
仕
様
書
を
提
出
し
て
事
業
を
実
施
す
る
た

め
、
使
途
が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
基
本
と
な
り

ま
す
。

　助
成
金
の
場
合
、自
ら
計
画
書
を
作
成
す
る
た
め
、

使
途
が
限
定
さ
れ
る
と
い
う
表
現
は
適
切
で
は
な
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
助
成
元

と
合
意
が
あ
っ
て
初
め
て
事
業
を
運
営
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
受
託
事
業
の
場
合
は
、

委
託
者
が
設
計
し
た
仕
様
書
に
基
づ
き
、
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
折
衝
が
あ
っ
た
と

し
て
も
自
由
度
と
い
う
の
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
あ
り

ま
せ
ん
。
内
発
的
財
源
と
比
較
す
る
と
、
あ
ら
か
じ

め
約
束
し
た
範
囲
で
し
か
資
金
は
使
え
な
い
と
い
う

こ
と
に
留
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　こ
こ
か
ら
い
え
る
こ
と
は
、
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ

る
助
成
金
は
、
そ
も
そ
も
財
源
と
し
て
の
継
続
性
は

な
い
と
い
う
こ
と
を
押
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
助
成
事
業
の
終
了
後
に
ど
の
財
源

で
維
持
す
る
の
か
、
ど
の
財
源
が
最
も
適
切
で
あ
る

の
か
を
考
え
、
事
業
を
設
計
す
る
こ
と
が
大
事
に
な

り
ま
す
。
本
来
、
実
施
す
る
事
業
は
、
ど
の
財
源
が

い
ち
ば
ん
フ
ィ
ッ
ト
す
る
の
か
。
言
い
換
え
る
と
、

ど
の
財
源
で
運
営
し
て
い
き
た
い
の
か
。
そ
れ
を
考

え
る
と
助
成
期
間
中
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
が
み
え

て
き
ま
す
。
助
成
事
業
の
終
了
後
は
収
益
を
上
げ
ら

れ
る
自
主
事
業
に
し
て
い
く
の
か
、
行
政
等
の
委
託

事
業
に
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
す
の
か
、
会
費
や

寄
付
金
で
運
営
で
き
る
基
盤
を
つ
く
る
の
か
。
こ
れ

図2 「助成金」の特徴
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ら
を
考
え
る
と
、
助
成
期
間
中
に
工
夫
す
る
ポ
イ
ン

ト
は
そ
れ
ぞ
れ
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

助
成
事
業
終
了
後
を
見
据
え
た

活
動
の
工
夫

　3
つ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
工
夫
す
る
ポ
イ
ン
ト

を
み
て
い
き
ま
す
。
1
つ
目
は
自
主
事
業
に
す
る
ケ

ー
ス
で
す
（
図
3
）。
事
業
収
益
と
い
う
の
は
基
本

的
に
双
務
契
約
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
提
供
し
て
い

る
価
値
に
対
し
て
同
等
の
対
価
を
受
け
る
と
い
う
設

計
に
な
り
ま
す
。
講
座
で
あ
れ
ば
参
加
費
収
入
、
物

販
で
あ
れ
ば
設
定
し
た
定
価
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
一
般
的
に
助
成
期
間
中
は
対
価
が
同
等
で
な
く

て
も
成
り
立
ち
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
こ
と

に
対
し
て
、
対
価
の
支
払
い
が
少
な
く
て
も
助
成
金

で
埋
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　し
か
し
、
本
来
の
適
切
な
対
価
設
定
は
い
く
ら
な

の
か
を
考
え
、
そ
れ
だ
け
の
価
値
が
あ
る
こ
と
を
相

手
方
に
理
解
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
助
成

期
間
中
に
、
商
品
も
し
く
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
き
ち
ん

と
開
発
し
て
お
く
と
い
う
発
想
で
す
。
事
業
の
初
期

に
か
か
る
開
発
関
連
の
費
用
や
設
備
投
資
の
よ
う
な

環
境
整
備
な
ど
に
助
成
金
を
活
用
し
、
当
初
か
ら
助

いきいき

ャレンジチ
いきいき

図3

図4

図5

図6 ➡
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ッ
ト
な
関
係
を
つ
く
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　「お
金
が
あ
る
人
は
お
金
を
、
時
間
が
あ
る
人
は

時
間
を
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
側
と
、
さ
れ
る
側
と
い
う
分

け
隔
て
を
つ
く
ら
ず
、
と
も
に
取
り
組
む
と
い

う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ら
し
い
場
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
う
し
た
関
係
を
目
指
す
に
は
、
助

成
期
間
中
か
ら
参
加
型
の
運
営
を
意
識
し
、
関

係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
「
自
分
た
ち
の
場

で
あ
る
」、「
自
分
は
こ
の
場
づ
く
り
に
貢
献
し

て
い
る
」
と
感
じ
ら
れ
る
仕
掛
け
が
で
き
る
と

よ
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

助
成
申
請
で
意
識
す
る
べ
き

10
の
視
点

　図
7
は
、
助
成
申
請
の
際
に
意
識
し
て
い
た

だ
き
た
い
視
点
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
ま
ず

は
現
状
の
認
識
と
目
指
す
社
会
（
ビ
ジ
ョ
ン
）

が
あ
り
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
団
体
の
解
決
し
た

い
社
会
問
題
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
認
識
の
な
か
で
、
助
成
申
請
す
る
事

業
で
何
を
し
た
い
の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　そ
の
前
後
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の

積
み
重
ね
が
あ
り
、
助
成
事
業
の
終
了
後
に
進

み
た
い
方
向
と
い
う
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
パ
ー
ツ
で
考
え
る
の
で
は
な

く
、
全
体
と
し
て
ス
ト
ー
リ
ー
が
つ
な
が
っ
て

い
る
の
か
、
整
合
性
が
取
れ
て
い
る
の
か
と
い

う
こ
と
も
重
要
な
確
認
の
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い

ま
す
。

　ま
た
、
助
成
財
団
に
も
実
現
し
た
い
社
会
や

応
援
し
た
い
事
業
領
域
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
と
皆
さ
ん
が
描
く
事
業
も
し
く
は
ビ
ジ
ョ
ン
が

合
致
し
て
い
る
の
か
ど
う
か

も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り

ま
す
。
助
成
事
業
の
選
考
委

員
は
、
た
く
さ
ん
の
異
な
る

ス
ト
ー
リ
ー
の
申
請
を
一
度

に
み
て
、
審
査
が
行
わ
れ
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

あ
ま
り
長
々
と
書
く
と
い
う

よ
り
も
問
題
意
識
と
取
り
組

み
た
い
こ
と
、
そ
の
先
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
深
く
掘
り

下
げ
て
考
え
た
う
え
で
、
申

請
書
に
書
く
段
階
で
は
わ
か

り
や
す
く
端
的
に
ま
と
め
る

こ
と
も
大
事
な
テ
ク
ニ
ッ
ク

だ
と
思
い
ま
す
。
助
成
事
業

を
通
じ
て
事
業
と
一
緒
に
組

織
も
人
も
成
長
で
き
る
こ
と

が
理
想
の
関
係
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
う
い
う
事
業
設
計
が

で
き
て
い
れ
ば
、
自
ず
と
事

業
の
継
続
に
も
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　今
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

会
が
皆
さ
ん
の
活
動
の
発
展

に
つ
な
が
れ
ば
幸
い
で
す
。

ぜ
ひ
団
体
の
皆
さ
ん
と
深
く

意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、
そ

の
先
も
見
据
え
た
か
た
ち
で

助
成
の
計
画
を
つ
く
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

いきいき

ャレンジチ
いきいき

図7 問題意識とやりたいことを明確に
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成
事
業
終
了
後
を
見
越
し
た
対
価
を
設
定
す
る
こ
と

や
、
助
成
期
間
中
は
お
試
し
価
格
と
し
て
き
ち
ん
と

表
示
し
た
う
え
で
、
助
成
事
業
の
終
了
後
に
適
正
な

価
格
に
見
直
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

後
者
の
場
合
、
値
上
げ
す
る
こ
と
に
外
部
か
ら
見
え

て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
そ
の
と
き
に
抵
抗
な
く
受
け

入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
進
め
方
や
説
明
の
仕
方
が
必
要

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　2
つ
目
は
委
託
事
業
に
し
て
い
く
ケ
ー
ス
で
す

（
15
頁
図
4
）。
行
政
委
託
も
し
く
は
制
度
事
業
に
移

行
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
既
存
の

制
度
が
あ
る
場
合
は
、
取
り
組
む
こ
と
は
比
較
的
明

確
で
す
。
例
え
ば
、
障
害
を
も
つ
こ
ど
も
た
ち
の
居

場
所
づ
く
り
を
し
て
い
る
団
体
が
放
課
後
等
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
事
業
に
移
行
す
る
た
め
に
、
助
成
金
を
活
用

し
て
管
理
者
を
育
成
す
る
研
修
を
実
施
し
た
り
、
就

労
支
援
事
業
所
と
な
る
た
め
に
相
談
室
の
間
仕
切
り

を
事
務
所
に
設
け
る
な
ど
の
設
備
整
備
に
助
成
金
を

活
用
す
る
こ
と
は
比
較
的
考
え
や
す
い
と
思
い
ま

す
。　一

方
で
、
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
分
野
で
活

動
し
て
い
る
場
合
は
、行
政
や
議
会
に
提
言
を
行
い
、

対
話
を
し
な
が
ら
事
業
を
つ
く
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
問
題
意
識
を
共
有
で
き
る
行
政
担
当
者
や

議
員
と
の
関
係
性
を
つ
く
り
、
事
業
を
通
じ
て
対
象

と
な
る
社
会
課
題
に
対
す
る
デ
ー
タ
や
当
事
者
の
声

を
集
め
る
。
そ
う
し
た
情
報
や
事
業
の
成
果
・
効
果

を
ま
と
め
、
報
告
会
や
マ
ス
コ
ミ
発
表
な
ど
の
か
た

ち
で
社
会
化
す
る
。
そ
し
て
、
理
解
を
広
げ
て
関
心

を
も
つ
人
と
さ
ら
に
対
話
を
重
ね
、
予
算
を
含
む
制

度
設
計
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
い
っ
た
ア
ド
ボ
カ
シ

ー
と
呼
ば
れ
る
プ
ロ
セ
ス
を
想
定
し
た
事
業
運
営
が

必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　W
A
M
助
成
で
も
成
果
な
ど
を
拝
見
し
て
い
る

と
、
助
成
期
間
中
に
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
調
査
結

果
を
も
と
に
マ
ス
コ
ミ
発
表
を
さ
れ
て
、
社
会
に
対

し
て
問
題
提
起
さ
れ
て
い
る
案
件
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
で
す
。

　な
お
、
助
成
金
の
場
合
、
成
果
は
自
団
体
の
も
の

と
な
り
ま
す
が
、
委
託
事
業
は
発
注
者
の
も
の
に
な

り
ま
す
。
行
政
施
策
に
す
る
場
合
は
、
開
か
れ
た
も

の
に
な
り
ま
す
の
で
、
自
分
た
ち
が
受
注
で
き
る
と

は
限
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
留
意
が
必
要
で
す
。

　し
か
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
運
動
性
の
観
点
か
ら
考
え
る

と
、
安
定
的
に
課
題
解
決
が
図
ら
れ
る
た
め
に
仕
組

み
化
さ
れ
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
選
択
肢
の
１
つ

で
す
。
そ
の
あ
た
り
も
考
え
な
が
ら
社
会
に
対
し
て

問
題
提
供
を
し
て
い
く
。
助
成
金
が
公
的
な
も
の
で

あ
る
と
考
え
る
と
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
知
見
を
広
く

共
有
す
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

会
費
・
寄
付
金
を
も
と
に
し
た

事
業
設
計
の
メ
リ
ッ
ト

　3
つ
目
の
ケ
ー
ス
は
、
会
費
や
寄
付
金
で
活
動
を

支
え
て
も
ら
う
と
い
う
も
の
で
す（
15
頁
図
5
）。
対

人
サ
ー
ビ
ス
な
ら
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
も
し
く
は
場

づ
く
り
や
環
境
整
備
の
活
動
で
あ
れ
ば
価
値
の
創
出

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
対
し
、
十
分
な
対
価
が
得
ら
れ

な
い
と
き
に
、
そ
の
活
動
に
共
感
を
し
た
り
、
活
動

の
重
要
性
を
理
解
す
る
人
が
応
援
し
た
い
気
持
ち
を

表
す
も
の
と
し
て
会
費
や
寄
付
金
を
出
し
て
い
た
だ

け
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　例
え
ば
、
里
山
保
全
の
活
動
は
、
保
全
さ
れ
た
フ

ィ
ー
ル
ド
は
お
金
を
払
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
分

を
ど
こ
か
ら
得
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

里
山
保
全
活
動
を
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
施
し
て
参
加

費
を
集
め
る
こ
と
は
、
1
つ
目
の
対
価
収
入
を
い
た

だ
く
ケ
ー
ス
と
な
り
ま
す
が
、
里
山
が
地
域
に
あ
る

こ
と
が
よ
い
こ
と
だ
と
思
う
方
か
ら
寄
付
金
を
集
め

て
一
緒
に
活
動
し
た
り
、
支
援
し
て
も
ら
え
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　自
主
事
業
収
入
や
委
託
事
業
に
比
べ
て
、
会
費
・

寄
付
金
と
し
て
出
し
て
い
た
だ
け
る
支
援
者
は
、
よ

り
共
同
実
施
者
と
し
て
の
意
識
が
強
い
と
考
え
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
費
を
支
払
い
、

そ
の
日
だ
け
来
る
と
い
う
関
係
も
1
つ
の
設
計
の
仕

方
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
活
動
自
体
に
共
感
す
る

こ
と
で
お
金
を
出
し
て
い
た
だ
け
る
寄
付
者
・
会
員

の
方
は
共
同
実
施
者
で
あ
り
、
一
緒
に
活
動
を
つ
く

っ
て
い
く
仲
間
だ
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　助
成
期
間
中
の
取
り
組
み
や
問
題
意
識
を
ま
と

め
、
社
会
に
対
し
て
発
信
を
し
て
理
解
を
得
る
こ
と

を
通
じ
て
、
一
緒
に
取
り
組
み
た
い
と
い
う
気
持
ち

に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
協
力
者
を
呼
び
か
け

る
。
も
し
く
は
そ
の
よ
う
な
気
持
ち
を
受
け
止
め
る

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
い
う
運
営
を
意
識
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
会
費
や
寄
付

金
は
、
お
金
の
こ
と
で
す
け
ど
、
む
し
ろ
大
切
な
の

は
そ
の
奥
に
あ
る
支
援
者
の
「
応
援
し
た
い
」、「
参

加
し
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
実
現
で
き
る
よ
う
な

機
会
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。

　図
6（
15
頁
）は
、
会
費
・
寄
付
金
に
関
す
る
図

を
書
き
換
え
た
も
の
で
す
。
先
ほ
ど
は
事
業
収
益
と

同
様
に
支
援
す
る
側
と
さ
れ
る
側
が
対
に
な
る
図
で

し
た
が
、
会
費
や
寄
付
金
を
も
と
に
し
た
事
業
設
計

と
い
う
の
は
、そ
れ
ぞ
れ
が
リ
ソ
ー
ス
を
持
ち
寄
り
、

社
会
課
題
の
解
決
に
一
緒
に
取
り
組
む
と
い
う
フ
ラ
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ッ
ト
な
関
係
を
つ
く
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　「お
金
が
あ
る
人
は
お
金
を
、
時
間
が
あ
る
人
は

時
間
を
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
側
と
、
さ
れ
る
側
と
い
う
分

け
隔
て
を
つ
く
ら
ず
、
と
も
に
取
り
組
む
と
い

う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ら
し
い
場
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
う
し
た
関
係
を
目
指
す
に
は
、
助

成
期
間
中
か
ら
参
加
型
の
運
営
を
意
識
し
、
関

係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
「
自
分
た
ち
の
場

で
あ
る
」、「
自
分
は
こ
の
場
づ
く
り
に
貢
献
し

て
い
る
」
と
感
じ
ら
れ
る
仕
掛
け
が
で
き
る
と

よ
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

助
成
申
請
で
意
識
す
る
べ
き

10
の
視
点

　図
7
は
、
助
成
申
請
の
際
に
意
識
し
て
い
た

だ
き
た
い
視
点
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
ま
ず

は
現
状
の
認
識
と
目
指
す
社
会
（
ビ
ジ
ョ
ン
）

が
あ
り
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
団
体
の
解
決
し
た

い
社
会
問
題
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
認
識
の
な
か
で
、
助
成
申
請
す
る
事

業
で
何
を
し
た
い
の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　そ
の
前
後
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の

積
み
重
ね
が
あ
り
、
助
成
事
業
の
終
了
後
に
進

み
た
い
方
向
と
い
う
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
パ
ー
ツ
で
考
え
る
の
で
は
な

く
、
全
体
と
し
て
ス
ト
ー
リ
ー
が
つ
な
が
っ
て

い
る
の
か
、
整
合
性
が
取
れ
て
い
る
の
か
と
い

う
こ
と
も
重
要
な
確
認
の
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い

ま
す
。

　ま
た
、
助
成
財
団
に
も
実
現
し
た
い
社
会
や

応
援
し
た
い
事
業
領
域
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
と
皆
さ
ん
が
描
く
事
業
も
し
く
は
ビ
ジ
ョ
ン
が

合
致
し
て
い
る
の
か
ど
う
か

も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り

ま
す
。
助
成
事
業
の
選
考
委

員
は
、
た
く
さ
ん
の
異
な
る

ス
ト
ー
リ
ー
の
申
請
を
一
度

に
み
て
、
審
査
が
行
わ
れ
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

あ
ま
り
長
々
と
書
く
と
い
う

よ
り
も
問
題
意
識
と
取
り
組

み
た
い
こ
と
、
そ
の
先
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
深
く
掘
り

下
げ
て
考
え
た
う
え
で
、
申

請
書
に
書
く
段
階
で
は
わ
か

り
や
す
く
端
的
に
ま
と
め
る

こ
と
も
大
事
な
テ
ク
ニ
ッ
ク

だ
と
思
い
ま
す
。
助
成
事
業

を
通
じ
て
事
業
と
一
緒
に
組

織
も
人
も
成
長
で
き
る
こ
と

が
理
想
の
関
係
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
う
い
う
事
業
設
計
が

で
き
て
い
れ
ば
、
自
ず
と
事

業
の
継
続
に
も
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　今
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

会
が
皆
さ
ん
の
活
動
の
発
展

に
つ
な
が
れ
ば
幸
い
で
す
。

ぜ
ひ
団
体
の
皆
さ
ん
と
深
く

意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、
そ

の
先
も
見
据
え
た
か
た
ち
で

助
成
の
計
画
を
つ
く
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

いきいき

ャレンジチ
いきいき

図7 問題意識とやりたいことを明確に

1．事業の継続には、人員・資金の確保や、得られた知見をどう活かすかを考えることが必要。
2．特に財源については、事業内容との相性を踏まえてどれが最も適切であるかを検討する。
3．会費や寄付金の確保のためには、助成期間中から参加型の運営を行えるとよい。
4．助成金申請の時から、終了後の事業の在り方や目指す社会のビジョンを見据えて計画することが大事。

振 り 返 っ て み ま し ょ う 、 事 業 継 続 を 見 据 え た 助 成 金 活 用 の ポ イ ン ト
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ＷＡＭ助成へのご寄付のお願い WAM助成へのご寄付には、税制上の優遇措置があります

令和７年度までの助成総額

これまでの助成実績

SINCE 令和７年度実績

助成規模（一件あたり採択額）

50～2,000万円

採択件数204件／要望件数704件1990

約825億円

約15,000件以上

独立行政法人福祉医療機構
NPOリソースセンター
〒105-8486 東京都港区虎ノ門4-3-13 ヒューリック神谷町ビル９階
TEL：03-3438-9942　FAX:03-3438-0218

https://www.wam.go.jp/hp/cat/wamjosei/WAM助成
レポートに
関する

お問い合わせ

詳細はホームページから

ご寄付のお願い

50～
300万円

未満
21％

300～
500万円

未満
20％

500～
700万円

未満
29％

700～
2,000万円
30％

アンケートに
ご協力ください

1990年（平成2年）創設以来
30年以上にわたり、民間福祉
活動を後押しすることで福祉
課題の解決の仕組みづくりを
目指しています。

近年の年間予算額は
6億円弱です。

このうち10,149件の助成実績データ・報告書は、WAMホームページ
で閲覧することができます。

団体規模に関わらず、事業の目的に応じた金額の
申請が可能です。
「団体立上げ期」「新事業展開期」「全国広域展開期」
等、様々な段階にある団体の事業について、助成を
行っています。

ＷＡＭ助成レポートでは、今後の作成の参考にさせていただくため
アンケートを実施しております。ご協力の程お願いいたします。

ご支援をいただける個人、法人、
企業の皆さまを募集しています。
寄付金は、助成金の財源として
活用いたします。

皆さまの社会貢献が社会課題を解決します。
独立行政法人福祉医療機構では、国の施策と連携し、地域共生社会の実現
を目指した福祉医療の基盤整備をすすめるため、多岐にわたる事業を展開
しています。そのうちWAM助成では、事業の一層の推進を図る観点から、
個人や法人、企業の皆さまより広く寄付金を受け付けています。
多くの皆さまのご支援・ご協力をいただきますようお願い申し上げます。

数字でみるＷＡＭ助成

WAM助成レポート
2025

NPOなどの民間福祉活動を助成金で応援します！


